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lま じ め

49カ国， 7,000人の選手が参加して開かれた史上最大の規模を誇るオリンピック大会が大

成功裡に終った昭和39年・・・・・・0

激増する人口と，文化の進展による需要増に加えて，異常の潟水がこれに拍車をかけ，未

曾有の水飢鐘におそわれ，危機感に明け暮れた昭和39年・…・・。

この年は東京都にとって堪え難し、苦難の年で、あったが、また，栄光に充ちた年でもあった。

当衛生研究所は昭和24年発足以来，主として理化学部門を担当する本所と，徴生物部門を

担当する文京区大塚の分庁舎に分かれて業務を遂行してきた。

しかし，昭和38年にようやく，本所敷地内に近代的設備を盛った新庁舎を落成し，続いて

翌39年には旧庁舎の改修を完了して微生物部門にぞくする細菌部，ウイルス部をここに移転

吸収し，敢に研究所開設以来最大の懸案で、あった庁舎の統合を達成することができたので、あ

る。

このような意、味で，昭和39年は当所の歴史の上でも，一つのエポックを作った年といえよ

う。

とともに限りなく膨脹を続けているマンモス都市東京は山積する種々の問題に悩んでい

るが，特に公衆衛生の面では文化の進展と生活様式，食生活様式の変化等に伴い，多岐多様

の問題を派生しており，これを解決処理するために，科学行政のバックボーンである衛生研

究所の使命は一層重大となりつつある。

ここに完成した昭和39年年報は上記の要素を背景にしてでき上ったものであることを記し少

これを後世に残すものであるO

昭 和 40年 9月 23日

東京 都立衛生研究所長辺野喜正 夫
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第 1章序

1. 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は東京都の公衆衛生の向上増進

に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床検査，環境衛生試験，水質試験，食品試験，

製品試験，栄養試験，獣疫検査，医薬品試験，化粧療

品試験その他の衛生試験およびこれらに関する調査研

究など，きわめて多岐にわたっている。

これらの試験検査は衛生行政の裏付けとなる収去試

験，中毒試験などの行政的なものを中心としているが，

都民からの依頼試験にも応じている。

その他，全国地方衛生研究所，各種調査研究機関お

よび関係各方面との技術の交流を行なって技術の向上

をはかり，検査成績の確実を期するとともに学術的基

礎的調査研究にも多大の努力を払っているo さらに衛

生関係各種委員会，協議会などを通じて，衛生試験検

査基準の設定，衛生思想の向上指導など、についても，

また大きな役割を果しているO ことに衛生局所属の技

術職員一都内各保健所検査室職員，保健所配属の食品，

薬事，環境各監視員，狂犬病予防員，栄養士などを対

象として試験検査技術指導講習会等を聞き，技術指導

に努めている。

2. 沿革

本研究所設立以前には，東京都には衛生試験所，衛

生検査所，細菌検査所，獣疫検査所，血摂研究所，製

薬研究所の 6施設があり，それぞれの目的に従って業

務を行なっていたが，昭和24年3月これらを統合して

東京都立衛生研究所が設立せられた。

3. 本年の状況

本研究所の取扱件数の大半をしめる腸管系病原菌の

検査件数は 593,597件とオリンピック衛生対策の関係

もあり38年より更に30,000件の増加をみせている。ま

た本年8' 10月には近県にコレラ患者の発生があり，

これに関連して 444件の検査を行なったが，いずれも

陰性であった。

最近増加の傾向にあるといわれている梅毒血清反応

は，本年は 107,602件（陽性率 7.9%）を処理したが，

説

その陽性率は昨年の 6.2%を上廻っているO

日本脳炎は，本年7月をピークとして発生している

が，初発時期も早く，患者数も昨年の 2倍であり，都

内公私立病院から送付された患者血清の試験結果では

陽性率も高くなっている。日本脳炎流行については，

ウイルスの出現期が早いほど，またその活動期聞が長

い程流行の規模が大きいといわれている。

都市公害問題は各方面の関心の的であるが29年末か

ら実施している「東京都のばい煙と屋外空気に関する

調査」は10年を経過したので一応，結果をまとめる時

期である。今後は更に構想を改めて調査を行なうこと

になったが，降下ばい麗の最近の傾向としては，量的

には漸次減少しているが，地区的，季節的の差異は小

さくなり，汚染が拡大してゆく傾向がみられるO

また公害問題の一面として河川汚潤の問題があるが，

多摩川水系について，これに流入する，流域各工場，

病院，し成処理場，団地等の排水について検査を行な

った。更に河川水質汚潤に対する指標として，底棲動

物相の変移について，昭和34年以降多摩川水系につい

て調査研究を続行しているo

食品衛生関係では，本年はオリンピック東京大会が

開｛慢された関係もあり， 7月以降とくに，ホテル，旅

館，選手村食堂，競技施設内食堂その他について，食

品，従業員の手指，調理器具等について，細菌検査を

行なったが，処理8,700件中大腸菌群汚染68%，ブド

ウ球菌汚染56%とし、う結果であった。

狂犬病検査のために受理した検体は攻傷犬45頭その

他2頭計47頭で，年々減少しており検査の結果陽性の

ものはなく， 31年以降狂犬病発生をみていないが，皮

傷犬には無届犬，野犬が相変らず多かった。

例年行なっている衛生試験検査技術指導講習会は本

年も実施したが，この講習を修了したものは延926名

であった。

本研究所の第2期工事（旧本館の改修〉は予定のと

おり本年3月竣工し， 4月中旬には文京区大塚辻町に

あった細菌部，ウイルス部の移転を完了し，ここに綜

合的に業務を処理し得ることになった。

( 1 ) 



第 2章機構および事業の概要

1. 機構

本研究所ぽ所長の下に， p 庶務課，経理課の 2謀と細

菌部，ウイルス部，臨床試験部，環境衛生部，水質試

！挨部，食品部，栄養部，乳肉衛生部，医薬品部，化粧

療品部の10部があるO 細部の組織，担当業務の概要お

よび配置人員は別表のとおりであるO

職 員配置表

く40.4.1 現在〉

1~謀部癖名＼職種

主 技 主 技 事 技 工 作 用

事 師
1多 相守

業 ま寿 計
助 助

事 師 補 補 手 手 員 員 員

府； 7完 三w沼" 14 4 4 4 4 32 

r>£ ℃P 理 辞c 8 4 3 2 2 21 

高田 菌 部 16 12 2 10 42 

ウイルス部 7 9 

臨床試験部 8 3 12 

環境衛生部 9 2 
(1) Ci~ 2 

水質試験部 9 3 2 15 

食 ロロ口 部 15 4 
(1) （~~ 4 

栄 養 部 8 10 

乳肉衛生部 8 2 1 i 

医薬品部 10 3 15 

化粧療品部 7 8 

出 張 所 11 2 4 3 6 30 

計 23 113 10 40 6 6 8 
(2) 

6 
(2) 

31 243 

注：（ 〉は準職員（再掲〉を示す。

c 2 ) 



東京都立衛生研究所の組織と事業
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1
2
3
4
5
 

会計事務
物品の調達，工事その他の契約
施設の維持管理主主－［~：
各種伝染病菌および食中毒菌の検査
血清学的反応検査
消毒剤の効力および毒性試験
細菌学的調査研究
実験用動物の飼育管理
他の部に属しない微生物の試験検査調査および研究

1
2
3
4
5
6
 

理

栗原

ウイルスの検査
リケツチヤの検査
電子顕徴鏡検査
ウイルス学的調査研究

一｜ウイルス部トI~： 
技師根津尚光 ~ 4. 

血液，し尿，脳脊髄液等の生化学的試験および検査
寄生虫および原虫の検査
臨床検査および生化学に関する調査研究

一 ｜臨床試験記－1-1t
技師柳沢文正 ¥ '-'• 

日光，空気，温度，ばい煙および騒音に関する衛生学的試験
じん芥，し尿，その他汚物の検査
住居および被服の衛生学的検査
医動物の検査
環境衛生に関する試験検査調査および研究
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 立川出張所

荒 川 出 張 所
小石川出張所

一一板橋出張所
杉並出張所
荏原出張所
深川出張所

c 3 ) 



2. 予算および決算

(1) 昭和39年度決算

仔）歳入

i首

使用料及び手数

国庫支出

諸収

ム減

i 1, 797, 

ム 656,125 

ム 374,627

額

51, 494, 

9,976, 125 

443,627 

算決額

63, 292, 

9,320,000 

69,000 

算予

料

金

入

分区

10, 766,837 61, 914, 165 72,681,000 計

出歳（吋

所

検

指

整

対策

理

者検

額

衛

試

研

施

伝

用

3, 518, 

1,343,668 

3,204 

63, 700 

不額

209, 096, 

46, 118, 332 

3,926, 796 

18,406,300 

算決額

212, 615, 

47,462,000 

3,930,000 

18,470,000 

算予

理

査

導

備

名

管

項

究

並

研

験

設

病
究

生

事

染

管

保
0 

1,815,992 

15,873,221 

29,080,008 

15,873,221 

30,896,000 

費

費索国

6, 744,801 322,501,420 329,246,221 Y
p－
－
 

品
士
臼

(2) 昭和40年度予算

臼）歳入

増

使用料及び手数

国庫支出

諸収

ム減

ム 5,144, 

73,000 

57,000 

前年度予算額

63, 292, 

9,320,000 

69,000 

本年度予算額

58, 148, 

9,393,000 

126,000 

料

金

入

分区

ム 5,014,00072,681,000 67,667, 000 

出歳（ロ）

所

検

指

整

対 策

理

者検

ム減

衛

試

研

施

伝

i7, 344, 

4,667,000 

73,000 

ム 1,954,000

増前年度予算額

212, 615, 

A,7, 462, 000 

3,930,000 

18,470,000 

本年度予算額

229, 959, 

52, 129,000 

4,003,000 

16,516,000 

理

査
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管

項
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ム 1,668,221

ム 6,719,000 

15,873,221 

30,896,000 

14,205,000 

24:, 177, 000 

費

費F土二
刀τミ菌

11, 742, 779 

c 4 ) 

329,246,221 340,989,000 計



3. 施設

本研究所の施設は次のとおりである。

謀部解名 所 在 I也 電 話 棟数 建延坪物数 敷地坪数 摘 要

庶、 務 課

経 理 課

五回 菌 部

ウイルス部

臨床試験部 鉄筋コンクリ｛ト建
363-3231代

環境衛生部 地上4階，地下 1階
新宿区百人町4の539 368-4141 8 2,553.21 3, 739.99 

水質試験部 地上2階，地下 I階
371-1669（所長〉

食 口口口 音5 付属建物 6棟

栄 養 部

乳肉衛生部

医薬品部

化粧療品部

立川出張所 立川市柴崎町3の16の250425-2-2858 30.50 立川保健所内

荒川出張所 荒川区荒Jll6の2
807-8342 

16.50 荒川保健所内891-8214 

小石川出張所 文京区春日町1の9の21 811-0909 30.00 小石川保健所内

板橋出張所 板橋区板橋町lの61の7 961-1727 15.50 板橋東保健所内

杉並出張所 杉並区荻窪3の145 391-4832 14.06 杉並間保健所内

荏原出張所 品川区西中延lの2の9 781-3209 16. 50 荏原保健所内

深川出張所 江東区深川白河町3の5 641-3488 14.50 深川保健所内

8 2,690. 77 3, 739.99 

( 5 ) 



第 3章業 務

1. 庶務課 5～10月には都民の食生活に密接な関連のある飲食物

人事，文書，給与などの一般庶務事項のほか，各種 営業者，集団給食従業員に対し， 376,598件のふん使

検査物の受付，各種統計の作成などを行なっているO 検査を行ない赤痢菌 342件を検出した。

また事業月報，年報，研究報告を発行し，業務成績， さらに検出赤痢菌の抗生斉IJに対する感受性試験の結

調査研究の成果などを発表して，事業の周知，学術の 果，その耐性菌検出頻度は24.8%で昭和33年の 4%に

交流に資している。衛生局に所属する衛生試験検査技 比し，昨年は14.6%と年々増加の傾向にあり，これら

術者926名：二対し技術指導講習会を本年も開催した。 の成績は今後の赤痢対策に大きな示唆を与えた。

また地方衛生研究所全国協議会には役員として活躍 また多斉！J耐性ソンネ菌による大きな集団発生が 2例

したc みられ，保菌者菌の耐性率の増加とともに多剤耐性赤

2. 経理課 痢菌による集団発生増加の傾向が認められる。

会計事務および物品の調達ラ工事その他の契約事務 なお本年8月に千葉県習志野に， 10月静岡県下回に

を担当している。 おいてコレラ患者が発生し，その家族が東京在住者で

A 主な工事 あるため，家族および関係者のコレラ検索を 444件行

(1）衛生研究所庁舎建築第2期外装工事 なったが，すべて陰性で、あった。このほか注目される

1,475,000円 伝染病は腸チフスであり，一当所で決定Lたチフス菌は

(2) // ドラフト工事 897,000 

(3）他 23件 l, 115, 218 

計 3, 487,218 

B 物品調達

(1) 高圧蒸気消毒装置 1台 1,800,000円

(2) 電子顕徴鏡 1グ 5,000,000 

(3) ふ卵室用棚 1 // 1, 197, 000 

(4) 動物寵及架台 1 // 1,800,000 

(5) パナクレッド 1 // 2, 700;000 

(6) 培養基自動分住台 1 // 980,000 

(7) 容器自動洗糠器 1か 850,000 

(8) 乾熱滅菌器 1 // 1,800,000 

(9) 1也 838 f牛 6, 170,804 

846 ｛牛 22,297,804 

3. 細菌部

業務の大半は法定伝染病病原菌の検査研究であり，

このほか梅毒の血清学的診断，食中毒細菌および結核

菌の検査、消毒剤，予防斉ljの効力試験，医療，衛生機

器の殺菌効力，無菌試験，および薬剤！の毒性試験を行

なっているの

39年中の総取扱件数は715,159件でこのうち593,597

件は飲食物取扱業者，各種団体の賄人，上水道事業従

事者，学校給食従業者，保菌者，注意患者，患者家族

に対する腸管系病原菌検索であって，とくに夏の伝染

病流行期をひかえ，またオリンピヅグ衛生対策として

66株にのぼり，うち町田市の31株はファージ N十D1

型，滝野川株はファージ39型で、あった。さらに各地に

x l.000イ牛

140 

( 6 ) 

細菌部取扱件数（最近3年間〉

細線は陽性数を示す

ZDOOi午
（陽位）

/.000イヰ

12月



( 1 ）業務成績年報（その 1)（昭和39年1月～12月〉 五回 菌 昔II

＼＼＼車5Jlj 腸，パラチフ ス 赤 痢 健 流 シ コ 核 淋 菌 ワッセノレマン反応 中 毒 """' 。 効 そ

態
注意患者 解 保 関 住 解 保 関

フ 両十 検 培 検 培 定 量 定 性 飲 吐

j坦 ウ 民
菌 型

tf 緒 うf 緒
力

イ 索1 意 課i 康 ア レ 物 ス の 合計5JIJ 汁 ダ、 菌 係 菌 係 プ ブ
食 計

検査 患 ，患 ，患 ス 方 /., 方 尿
試

リ

所別
，恰~1-t ノレ

板 板

養 反応
尿 者 者 者 者 者 者 者 者

la 1 b 2a 2b 3a 3b 4a 4h F4 x y D T A PB IPC 
月話 ア フ 性 鏡 養 鏡 養 法 法 法 法 品 尿 ト 験 ｛也

(5) (34) (40) (6) (4) (13) (288) (311) (251) :2) (?) (45〕 (890) (83?) (1, 53) I( 320) (5, 156) 
本 所

32 - 11 6,996 ?,064 19 175 193 15,901 16,288 246,864 4 23 >4 27 34 5 8 5 2 17 283 37 2 602 1 25 470 85 211 683 979 1¥30 142 272 1, 049 1, 040 30,922 19, 105 1, 529 3,836 5,365 - 124 816 330,384 

一
立 JI I (4) (9) (13) (1) (36) (81) (332) (450) (86) (26) (12) (22) (34) (2) (2) (35) (31) (704) (690) (2, 071) 

出張所 ? - 24 - 1, 284 1, 315 25 783 713 11, 708113, 229 51,959 11 8 68 17 56 4 379 5 549 12 174 102 17 191 198 406 63 2 65 256 256 8,346 5, 106 225 81, 451 

トーー一一一一一炉一 一 一
－万4τ子L千 JI I (5) (5) (4) (55) (71) (130) (84) 

＼ 

(47) (88) 〔135) (64) (55) (191) (158) (822) 

出張所 1 4 7 196 208 17 174 359 2,627 3, 177 37,638 - 20 120 9 37 1 2 28 219 一 - 20 420 529 969 9 72 72 7,360 1, 632 21 51, 15~1 
一 -

一一

小石川 (4) (43) (47) (16) (?) (4) (11) (30) (30) (73) (64) (271) 

出張所 184 184 3 1 32 4, 415 4, 451 34,088 3 20 3 6 30 63 101 143 323 476 io - 10 33 33 2, 410 816 - 42, 501 

ト一一一一 一 一 一

4~：：~1 52~：：~ （出14〕51（印14〕? 

板橋 (16) く8) く2) く3) (29) (1) (4) (64) (46) (63) (109) く173) (156〕 (2) (822) 

出張所 41 10 7 152 211 9 3 59 3,931 4 36 2 20 2 44 21 4 3 136 - 21 451 827 1, 299 6 6 3,506 2,883 5 64, 276 

杉 並 (1) (1) (3) (4〕 (13) (346) (366) (35) (48) (52) (loo) (124) (119) (192) (170) (5) (1, 112) 

出張所 2 4 39 45 11 166 55 8,208 8, 440 38, 809 36 1 υ 戸 4 30 2 - 2 279 2 4021 ー 4 34 354 375 763 45 10 55 （吋 1363,692 1, 358 ＿，ー 325 53, 762 
,_  

一一 一一
荏 原 (5) (96) (101) (34) (8) (26) (34) ( 41) (36) (196) (165) (607) 

出張所 39 40 29 37 3,224 3,290 36, 518 16 14 7 5 2 89 135 - 11 148 202 361 31 ー 3 50 50 8,327 1, 635 17 50, 291 

一一
深 ｝｜｜ (3) 5) (37〕 (42) (15) (23) (43) (66) (4) (4) (205) (169) (508) 

iw張所 3 li 24 102 131 46 14 1, 952 2,032 31, 535 1 9 3 15 .4. 2 1 21 3 60 υ 「 203 373 581 2 1 6 u 戸 5 5, 789 1, 252 - 41, 336 

(17) (8) (4) (10) (52) (91) (15) (44) (180) (1, ~77: I 516) ｝〉 (26) (2) (198) (343〕 (543) Ct) (2)!( 4) '( 232) (3 187; :(2, 892) (7) (11, 369) 

’0 60 33 42 8, 992 9, 198 84 1, 377 1, 482 51, 966 [54, 909 529,483 53 60 468 79 205 7 13 - 10 11 28 I, 153 68 4 5 1 2, 166 13 203 572 203 2, 121 3,510 5, 834 2p8 158 426 1, ・45 1, 739 17 352 33, 787 I, 529 3,836 5,365 - 124 1, 409 715, 159 

備考 〈〉は！場性数を示す。



散発あるし、は保菌者からチフス菌が検出されている。

梅毒血清反応は 107,923件（緒方法35,526f牛，ガラ

ス板法72,097件〉を処理したが，－その陽性率は 8.0%

(8,625件〉で38年度の6.2%に比し増加の傾向がみら

れたo＿また緒方，ガラス板両法による定量検査は3,484

件で， 38年度とほぼ同様であるO

食中毒関係は昨年より更に増加し，三ニワトリの腸管

＠タマゴのサルモネラ検査を含めて 5,365件を処理し

た。原因菌としては，その大半が腸炎ピプリオーによる

ものであったが，本年は昨年＠一昨年に比してサノレモ

ネラによる事例の増加が目だち，特にその一部が日本

で今迄に検出されていないサルモネラによることは注

目される。なお 7月には板橋（患者数183名）， 9月に

は品川IC患者数165名〉で，いずれも集団給食により

発生したウェルシュ菌食中毒があった。

調査研究としては，腸炎ピブリオ食中毒の予防方法

に主眼をおいて，公衆衛生に直接役立つ研究を行ない，

多くの貢献をなすことができた。またサノレモネラやウ

ェルシュi蛮食中毒の原因調査のための基礎的研究を完

了し，さらにその予防方法を中心にこれら食中毒菌の

分布調査の研究を開始した。また，梅毒血清診断法，

ブドウ球菌などの基礎的研究を続け成果をおさめてい

るp

4. ウイルス吾E

ウイルス＠リケッチァ＠電子顕微鏡に関する試験検

査を担当している。

当部は本年4月大久保庁舎に移転した。また4月か

ら電子顕微鏡研究室が独立追加され，同時に日本電子

株式会社製大型電子顕微鏡を設備して，ウイノレス検査

＠研究陣を一層強化した。

昭和39年中に取扱ったウイルス＠リケッチァ関係の

検査件数は試験検査3,458件（内訳：血清試験735件，

ウイルス分離＠同定試験2,705件，その他18件〉，調査

研究関係の検査12,635件（内訳：血清試験10,608件，

ウイノレス培養試験854件，細胞継代培養＠抗原作成な

ど1,173件〉で、あった。

ウイノレス＠リケッチァ学の現状の知識レベルでは，

ウイルス＠リケッチァ性疾患の実験室診断は過去診断

になる傾向が強いため，一般の外部依頼検査は種目が

偏り，その件数も制限され，防疫行政上必要な基礎資

料は調査研究結果にたよらねばならない。

数年来継続して来た都内飼育豚日本脳炎ウイノレス抗

体保有状況の逐時的変動調査及び都内居住成人のイン

フルエンザ＠ウイノレユ抗体保有状況の逐時的推移調査

の結果は，近来大し、~こ注目されるようになって来た。

て7 ) 

件－
2,50 

2,000 

1.500 

1,000 

I¥ 
7 ¥ 

ド一一一一一一一一一

｜、、
、、500 

＼ 

0 

‘、、

I I I 
一－一昭和初年

一一昭和39年

ヌ：
¥I l 

＼ 

33/ ＼ 

11 

／／  

， 

'.I/ 

I 2 3 4 5 6 7 8 9 70 71 12月

ウイルス部取扱件数（最近2年間〉

昭和37年分は細菌部に含む

本年初頭B型インフルエンザの全国的流行があった。

都内においても 1月から 3月にかけて集団かぜ患者の

発生をみた。その間当部でも衛生局防疫課及び保健所

との協力の下に， 12校の小学校から，血液及びうがし、

水の検体送付をうけて調査した結果，このうち 3校の

原因はインフルエンザB型ウイルスで宅あったことを確

認したが、残り 9校の原因は判明出来なかった。前述

した都内居住成人のインフノレエンザ抗体保有状況の逐

時的推移調査の結果から，今次B型インフルエンザの

都内における流行は部分的であったことが推察された。

昭和38年度伝染病流行予測事業の一部として行なっ

て来た都立5病院の外来かぜ症状患者検体からのウイ

ノレス分離試験中， B型及びA2型インフルエンザ。ウ

イルスを分離同定した。 B型ウイルス流行中に，流行



く わ業務成績草報 〈その 2)（昭和39年 1月～12月〉

＼＼、特殊グノレ｛

保健所別 ＼＼＼  

~＼飲食業者 l l飲食業者｜学 校｜上水道｜健康診断 1~n
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一一・ 794 4,967 5 99 517 65 1 

229 5, 937 5 583 282 52 
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13 

6, '!Al 1, 057 3 388 195 3 19 

3,283 539 447 … 208 225 150 

江青五（葛 戸日

255 
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(3）業務成績年報 （ そ の 1)c昭和39年 1月～12月〉

項 血 清 試 験 ウ イ ノレ ス 分 高佐 問

H I 補体結合 中和 高且 織 培 養 試 験
その他

サル腎｜狂eLa[ F Lr戸長｜鶏腔｜その他反 応試験

バラインフルエンザ 90 

耳 下腺炎

ア プー ノ 111 76 64 

日 本 日出 炎 233 

急性灰白髄炎 25 34:6 

コグサツキー 12 346 

ニ工． コ 346 

リ ケ ツ チア i 9 

原発性異型肺炎

不明下 痢 症 8 10 312 312 225 

原因不明中毒症 5 8 8 

ポールバンネノレ皮応 11 

そ の 他｜

計

(4）義務成績報報（その 2）調査研究〈昭和39年 1月～12月〉

トヒ！
｝ 一一品 目 ” 吋－・ド『 f d’ 叫 ．

血清試験 ウイルス分離間
←ー 『’ 四 一品 - 白 ’ “F ，値ザ 守..、 ‘ー ..恒・－

H I補体結合中和 組織培養試験
その他

サル腎！日eLaIF L [ ~：長｜鶏匪｜その他テスト反 応 J試験

イ ンプルエンザ 4,343 819 4 $1 

メライ：〆フルエンザ 19t 18 9 8 

耳 下 腺 炎 34 42 一
ア ア ノ 一 1, 048 24 一 一 一 一
日 本 目白 炎 3,8~8 一 一 ー 41 

急性灰 白髄炎 一 221 一 ~5 41 Go 一
コグサツキ｛ 4 ー 25 19 

干乙 コ ｛ 一 7: 一
リ 王F 1ツ チア .,.. 一 一 一 一 一 一

原発性異型肺炎 一 一 2 一 .,.-,, ー 一
不明下 痢 症 一 一 一 一 一 ー． 一 一
原因不明中毒症 一 －・1 • 

一 172 

ポールバンネル反応、 一 一 一

そ の 他 4 4 一
唱...幽－－母由』

-I ~~.~i;-42if 1~°929r お2t・ c-2 3ト 1吋.65f . －－ ~γ4「－"81f 計 221 
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株と型の呉ったA2型ウイノレスを分離したとことは疫

学的に大きな意義をもつものであろう。

以上のインフルエンザ関係の業績は第21四日本公衆

衛生学会〈札幌〉にも発表した。

今年も 4月から 8月にかけて，学童間に原因不明の

下痢症乃至食中毒症患者の集団発生をみた。衛生局防

疫課，食品衛生課など関係当局との協力の下に，その

原因究明につとめたが，原因をつきとめることは出来

なかった（同一材料について細菌関係の検紫は細菌部

が担当した〉。

かぜ症状患者の集団発生は，学童間に 9' 10月にも

みられた。関係当局の協力の下に， 8校の小学校から

検体送付をうけて原因を調査した。検査の結果，全例

がアデノ＠ウイルス感染症で、あったこと，分離ウイノレ

X/000イ牛

8 

7 

! l¥ 

6 

5 

4 
; 1 ' 

回一ー一昭和37年
－一昭和38年

一一一昭和均年

』II

J i '¥ 
I ¥ 

，， ， ,- ¥ 

37 
／ ／ ， 

「j¥

ス株はいずれも 3型アデノ＠ウイルスで、あったことを 3 
38 ¥ 下ト＼

＼ 、＼ ヤf＼ 
I/ ¥I' 確認した。

成人を対象としたアデノ＠ウイルス抗体保有の調査

研究結果から，同時期には成人の間にもかなりの頻度

のアデノ＠ウイノレス感染者のあったことが考えられた。

9月をピーグとして発生した本年の都内日本脳炎患

者総数は昨年度の約2倍で，初発時期も早カ、つたo当

部で

の試験結果も82名中陽性22名（25.5男＆）であつて，昨

年に比しでかなり陽性率は高く，陽性者の初発時期も

早くなっている。

日本脳炎流行規模の大きさと，病原である日本脳炎

ウイルスの出現時期及び活動期間との間には密接な関

係のあることが近年問題になって来ている。すなわち

ウイルスの出現時期が早い程，またその活動期聞が長

い程流行規模が大きいとされている。

当部では一昨年7月以来，関係者の協力を得て，経

時的に都内飼育豚の血清を採取蒐集して，抗体測定実

験を行たって抗体保有消長を追求することによって，

都内におけラ日本脳炎ウイルスの出現時期及び活動期

間を推測して来た。今年は昨年よりも約40日も早く抗

体出現をみたので，昨年より規模の大きい流行のおこ

る可能性を予測したが，不幸にも予測は的中した・0

これら日本脳炎関係の調査結果については，第24回

都衛生局学会（昭39~ 11 • 20）＇にも発表した。

前述の血清試験の結果，日本脳炎感染を否定された

64名中に，その後の調査研究によりムンプス＠ウイル

ス感染によるものと考えられるものが 1名混在してい

たことが判明した。

5. 臨床試験部

ー血液，し尿，脳脊髄液などの臨床試験および原虫，

・．，， ¥ I 

¥ ~ ¥H 
,¥ ト＼

¥ 7 ＼’ しJ
2 

＼！、
レ／

1 。l 2 3 4 5 6 7 8 9 JO 17 72月

臨床試験部取扱件数〈最近3年間〉

（臨床試験〉

寄生虫の検査を行なっている。

39年中の臨床試験の総取扱件数は 7,283件で，その

内訳は血液理化学的検査3,293件，血球計算ゆ1件，

血液型検査l,359件，尿理化学的検査984件，糞便検

査259件，脊髄液理化学的検査74性，雄娠反応391件，

その他732件であるO 昨年の 5,532件に比し取扱件数

』は3割の増加であり，その上血液理化学的検杢の如き

複雑な試験が増加している。とくにGOT, GP T試

験，ブォスブァターゼ等が増加したことは肝臓障害が

年々増加していることを示すように考えられる。

寄生虫については従来，原虫，嬬虫の 2研究室であ

ったのが，機構改革で寄生虫研究室となり，担当人員

は4名となった。検査件数は18,527件である。陽性率

は1.78%で年々減少して行くことは喜ばしいことであ

る。

このほか，長年にわたり電解質代謝の研究を続行し

ており，とくに成人病との関係について新しい考案が

得られるよう·~こなつだ。本年は－これに関連して，食生

活の問題をとりあげ，麦飯と米飯の良否について検討

( 12 ) 



ゆく傾向がみられるo又， l 公衆衛生部依頼の行政調査

とじては，都内の理容所瓦美容所を対象とした環境衛

生調査を昨年にひきつづいて実施したが，本年度は新

たに貸おむつ，貸おしぼり業態の収去試験を行なった。

これ等の業態については，施設面については一定の基

準があるが，使用器具の消毒状態についてはどの程度

を目安とすべきかについて問題が残されており，特に

貸おしぼりについては通常の洗濯をした対照に較べて

もかなり細菌汚染のひどいものがあったが，果して細

菌汚染の面だけでその可否が判定出来るか否か疑問で

あり，今後は洗剤の残存性等の化学的な検査も併行し

て調べる必要があろう。

大気汚染に関する調査は，その行政商の機能が公害

部に所属しているため，当研究室としては予算面は勿

論，調査実施や計間立案等の上で、種々の困難が多いが，

目下のところ，技術面に関しては調査器材の関係で当

所がそのノミックボ｛ンとしての働きをしている。亜

硫酸ガス，浮遊ばし、煙，鉛，窒素酸化物等の継続的測

定や随時測定が，年問看通じでかなりり頻度で、行なわ

れ，この場合し他の調査機関と協同の形でこれに参画

するような形態をとっている。又， e 「ばい煙d排出の

規制等に関する法律J第21条による知事の措置には，

大気汚染の常時測定が必要であるが，当所はその測定

地点の 1つでもあり，又，：他の測定地点におぼる観測

状態の監視や器械の調整等についても，一衛生局所属の

行政項目ではないが従来の行きがかり上，当所がかな

りの労力をさいている状態であるo これ等の調査を通

じて得た資料の多くは行政的に利用されているが，自

発的にも大気汚染のメカニズムに関する小規模な実験

的調査測定地点における地域代表性の問題，その他の

汚染物質の微量分析等について比較的地味な基礎研究

も行なっているO

一般からの調査依頼は，主として夏季，冬季に集中

的に増加し，その殆んどは屋内一般環境の試験と，そ

の衛生上の評価について意見を求められるものである。

従って，かかる調査は，一部は依頼者の方で目的を持

って試験を依頼することもあるが，大部分は調査結果

に対する批評や，環境改善に対する衛生上の示唆を併

せて希望するものである，試験成績のみの提出では

すまないから，結果の解説のためにかなりの労力と時

間を費すのを常とする。この種の調査資料は，そのま

までは研究資料としての利用価傭が少いので，これに

自発的にアンケ｛トによる自覚感の調査を併行したり，

叉ゾ：屋内屋外の温度勾配や，立体的な温度勾配等につ

いても時間の許す限り積極的に調査して，至適温度条

12月
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取扱件数（最近3年間〉
（寄生虫〉

線細は陽性数を示す

臨床試験

を行なった。とくに糖尿病患者に投与した場合の卑糖

値および尿糖についての考察を…行なったが麦飯の方が

良好な成績を得た。さらに昨年に引続き中性洗剤の生

化学的研究を行なっている。この研究は進展するにつ

け，毒性および公害が益々明らかになり，公衆衛生の

面でも社会的の面でも大きな問題をなげかけている。

6. 環境衛生部

生活の場としての一切の環境に関する調査並びに試

験，生理的意義の検討，都民からの依頼に対する環境

改善の指導相談等を司り，その基礎となる科学的資料

をつくっている。 39年度における具体的な業務のうち，

主なるものは，己に10年来ひきつづいて実施している

「東京都のばい煙と空気汚染状態の調査」で，都内各

所における降下ばい塵の測定を行なっている。これに

ついては一応本年度を以て従来からの結果を綜合整理

した上，更に新たな計画の下に継続してゆく方針であ

るが，ここ10年来の降干ばし、鹿は平均的に出昭和36年 υ

度を最高と Lてその後漸減傾向をとっているが，地区、

的v季節的の差異は漸次小き〈ーなり，汚染が拡大して一一一

( 13 ) 



(5）業務成繍年報 〈 そ の 1)c昭和39年 1月～12月〉

項目 血 血 血 血 血 化学的尿検査 日首 糞 能 1丸 採

液 液 定 定
脊 便 娠

球
且寸lー' 

液 液 髄 潜 反
型

液 血 応
計 的 定 定

検
検 検 反 検

種別 算 査 主王室主‘ 性 査 性 量 査 応 査 潰 車

液 199 954 10 195 1,600 一 一 27 

清 45 2,318 12 一 一 一 一

液血 疑 一 一 一 一 一 一

廃 一 ー 一 一（6)289 

尿 一 一 一 969 60 一（101)391 77 

胃液十二指腸液 一 一 一 一

目首 脊 髄 液 一 一 一 一 73 ー 一

そ の 他 一 一 38 

計 199[ 1. 000[ 2. 3281 201[ 1.印o[1. 001[ 731 (6）泊s[c1o o ss1 [ 27 

註：（〉は陽性を示す。

(6）義務成績年報（その 2)c昭和39年 1月～12月〉

I~ 
本 所 立川出張所 荒川出張所 小石川出張所

検査数 （＋〉 検査数 （＋〉 検査数 （＋〉 検査 数 （＋〉

2 一 一 一 一

マラリヤ 一 一

その他 一 一 一
虫

計 2 一 一

ん 便 13,389 7,567 一 2,954 一 3,364 一

の 他 24 一 一 一 一 一 一

自国 虫 54 106 一 16 一 70 

生｛ 鈎 虫 4 一 一 一

鞭 虫 28 一 一 一 一 一

虫 そ の 他 2 17 一 一 一 一

、 計 13,413 88 7,567 123 2,954 16 3,364 72 

ムロ． 計 13, 415 88 7,567 123 16 3,364 72 

c 14 ) 



臨床試験部

て‘7 調 査 研 究

理 無 有 機 癌 主f包主主 β日、

寄主調査研

原 研 そ

化
機 機 官話 性

成 虫
打:r"'し 言十の

及び 調ナ,,,,. 反 の
定 定 検 試 査 指検 抽

研究
他 査 主」三主!. 主占ヨ主L． 査 応 験 出 導 他

18 2, 132 644 896 ー 一 6,675 

-2, 416 7, 189 5,076 2 11 ー 17,069 

ー ｝ 

1 87 ー - 18, 798 14,978 12 (6) 34, 167 

96 784 366 669 (101) 3,413 

12 ー ー 12 

ー ー ー ー 74 

681 374 609 224 67 133 110 93 6 2,343 

加a¥5.沖aoa¥s.刊 110¥ 18, 798114，刊 (107) 63, 753 

臨 床 試 験 部

板橋出張所 杉 並出張所 荏原出張所 深川出張所 言十

検 査 （＋〉

一 2 一

一 一 一

一 一 一 一 ー

一 2 

5,017 一 4, 164 5,563 一 3, 311 45,329 ー

一 一 一 一 一 24 一

7 一 29 3 一 27 一 312 

一 ー 一 一 5 

26 29 1 86 

一 17 一 6 5 48 

5,017 50 4, 164 64 5,563 9 3, 311 29 45,353 451 

5,017 50 4, 164 64 5,563 9 3, 311 29 45,355 451 

( 15 ) 



(7）業務成績年報 （昭和39年 1月～12月〉

取扱件数

依｜調｜研 i 気｜温

試
一
照

験

騒｜塵

種

(8）業務成績年報 （昭和39年 1月～12月〉

項
取 扱 件 数 試 験

目 イ衣 調 ι 物理学的検査 化

種 百十 温 i埼 よじ 硬

応試反験 澄試験残色
:au 頼 査 度 度 重 度

一般飲料水（井水その他〉 80 10,815 
オく 道 9,94 22 9,97 9 9, 698 13,991 '¥ 813 
工 業用 274 27 ーし025 273 272 
タ ン 274 27 - 268 453 138 
温 3 - 5 3 3 

河海温プ JI! 209 10 21 10 28 18 60 68 
27 24 51 24 24 24 24 48 

一ル 404 11 415 322 205 19.!!, 

浴工
場 166 166 82 80 

場排 305 305 28 2 238 225 

静浄下水雨天化化中そそ生う消う物化消そそ化うの放そ流他う水の放〈清生流掃局物水水水水水） 

74 10 84 10 3 2 70 66 
2, 484 2,484 一

471 530 28 109 202 
99 100 一
5 6 5 5 
l 1 一

池湧土 出 壌水
4 

6 6 24 6 6 6 
101 10 2 8 

I 29, 14sl 判 29,4741 判 56,1891 -I 11，叫 26,6981 16, 671 

( 16 ) 



部生衛境環

検 件
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-I 16, 638 
ーI 2, 279 
-I 191 

一一一
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部

検 査 件 数

づ,,u,.一 自ヲ 試 験 細菌及び生物検査

酸素測定

窒化 陽γ 陰γ

重

放

イ試験酸じ
一細

大数腸菌 義水p名検索 菌検名索試験

フクそ
計

メE』l イ イ 舟｝ 菌 ラトの

素物 オ類 オ類 古島 般数 ンン他

10, 812 32,570 33,635 11, 274 377 12,023 25, 145 204,804 
4,4]2 14,422 486 4,876 10 332 15,440 27,449 96,082 

272 816 813 273 3 3 4,022 
152 404 189 212 12 1, 949 

5 16 

61 85 36 98 10 75 1, 835 2,384 
56 96 76 24 25 421 

201 209 3 188 161 630 1, 269 3, 382 
82 152 76 3 296 771 

291 68 32 154 84 84 1, 206 
58 40 13 103 8 6 45 424 

2,568 2,484 5,052 
488 497 10 140 285 367 2, 126 

一 88 10 中つ 100 
5 0 つ 5 23 

｛ 1 一 ー 3 
3 3 1 15 

6 18 18 6 90 
9 25 44 

i問。I52, 8641 35，判 判 28，吋 5開 s! 322,914 

c 17 ) 
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件の検討や，至適換気回数等の検討に利用している。

本年度は，特に外気温を加味した冷暖房の至適条件に

ついて検討を加えたの

以上の行政，依頼の調査が時間的にかなりの比重を

占めるので，自発的な研究課題にとりくむことは極め

て悶難な事情にあるが，これについては自動車の排気

ガスによる大気汚染問題を中心として調査を実施した。

即ち，警視庁の協力を求めて，主要交叉点における一

酸化炭素，酸化窒素，鉛，ベンツピレン等の濃度を，

交通事情や気象条件等の面より比較し，叉，他の研究

機関と協力して，かかる環境が人体の生理機能にあた

える影響を分析している。この問題については，更に

実験的に排気ガス除去装置の効果等についても，機会

ある毎にその資料を集積している段階にある。

7. 水質試験部

一般飲料水，浴場水，プール水，河水，海水，工業

用水，上下水等の理化学的，細菌学的試験および清掃

法で規制されている放流水の検査，水道法にもとづく

簡易水道水，専用水道水の水質試験，温泉法による温

泉試験などを行なっている。

本年の総取扱件数は27,262件で，そのうち一般飲料

水の飲料適否試験（主として井戸水〉は，夏季の異常

渇水による水道事情の極度の悪化のため，井戸の復活

使用，ならびに新設に伴って，一般からの依頼件数が

急激に増加し，理化学的ならびに細菌学的試験の合計

は13,422件に上った。とくに第3次制限中の 6月～8

月の間における件数は 5,972件となり，当部のみでの

処理が不可能な状況になったので，他部の応援による

緊急態勢をとることによって処理した。

なお，立Jll出張所における水質試験（井戸水，水道

水〉も繁忙をきわめ， 1,962件にのぼった。

このほかJI S工業用水の試験法にもとづいて工業

用水 248件の検査を行なった。

水道法にもとづく水道水の試験は，住宅局関係，住

宅公団関係からの依頼が主なもので，その件数は8,417

件であり，そのほかピノレデ、ィングなどの大量に水を使

用する所では，一旦タンクに貯水してから配水してい

るため，水道水と同様の検査を受けたもの 226件があ

った。

清掃局および一般都民からの依頼で浄化槽，消化槽

の放流水試験，下水道局からの依頼で工場排水試験な

ど合計 3,436件について行なったが，基準に適合する

ものは昨年同様少なかった。

経済企画庁からの委託で、多摩川水系の汚濁調査のた

め，約60件の放流水試験を行なった。最近，河川の汚

イ牛
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環境衛生部取扱件数（最近3年間〉

消問題が各方面で注目されている。すなはち水産，農

業，水道，その他いろいろの方面の公害問題がクロ｛

ズアップされてきている。そのため調査，あるいは除

害設備のための試験件数が増加している。なお多摩川

水系へ流入する工場排水について，首都整備局都市公

害部からの指示により，同流域の各工場からの依頼検

査を行なった。今後このケ｛スの検査依頼の増加はあ

きらかであるO

夏季には各保健所と協力してプ｛／レ 161件について

現場調査をかねて採水し，検査した。本年は循還浦過

式プールの新設，あるいは入換式プ｛ルを循還式プ｛

／レに改良したのが多かったためか，水質は昨年より良

好であった。

公衆浴場の浴槽水については260件（男女あわせて〉

を処理したが， 38年10月の厚生省通達による水質基準

と今回の結果についての考察を第33回衛生局学会で発

表した。また経済企画庁の多摩川水域補足調査に協力

し，病院，し尿処理場，団地等の排水水質試験59件を

c 18 ) 
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水質試験部取扱件数（最近3年間〉

担当したっ

細菌，生物関係については，一般飲料水2,573件，

水道水4,487件，浴場水84件，プ｛ル水210件，河海遊

泳場水150件，その他放流水関係115件を処理した。一

般飲料水の細菌検査の不適率は約50%とかなり高い数

値を示している。

調査研究としては， (1）多摩川の水質汚渇と底棲動

物相についての研究が昭和34年から継続実施中であり，

文部省の特定研究の 1部となっている。 (2）科学技術

庁からの委託による陸水および土壌の放射能汚染調査

を昭和32年から行なっている。 (3）都内井戸水成分の

研究，とくに硝酸イオンの分布について調査を行ない，

これについては公衆衛生学会で発表した。 性）都内井

戸水のアニオン活性剤汚染調査を行なった結果， 0.5

～3. 0 ppmの範囲内で検出された個所は，大体におい

て吸込み式か，あるいは下水道の完備していない所で

あった。この結果については薬学会関東支部大会で発

表した。 (5）工場排水，河川工事などによる井戸水の

汚染調査も年々増加の傾向を示し，建設省とも協力し

て調査を行なっており，今後はこの方面の依頼が多く

なるものと予想される。

8. 食品部

1. 化学試験関係

行政検査としての化学試験の総取扱件数は32,800余

件で，今年の傾向として目立つものは，各種食品中の

保存料の使用基準適否に関するものが特に多くなって

いることである。その他では依然漂白剤としての亜硫

酸の基準違反やインスタント麺類の油脂変敗等が住目

される。夏季実施された飲用氷の一斉検査では，検体

数 103件中，規格に適合しなかったもの26件，また例

年行なわれる歳末食品一斉検査では総件数7,300件余

中，不適のものは漂白料および保存料関係の基準超過

のものが大部分を占めていた。

食中毒に関する化学試験は取扱件数約 1,600件で，

その主なものは，夏季缶詰ジユ｛スによる中毒が数回

発生し，いずれもスズの溶出多量のものであった。他

に清涼飲料による中毒が起ったが，これは？戸板の緑し

よろに由来する銅の溶出が原因であることが判明した。
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食品部取扱件数（最近3年間〉

細線は不適を示す
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(9）業 務 成 績 年報（その 1)c昭和39年 1月～12月〉

取 扱 件 数 試

依 収中主 調 現 理

頼 去 査 場
感

比重度数
試 及 研 試 計
験 び毒g 究 験 計

見悼£．

pH 
試

適｜否｜適｜否 適！否 適｜否 適｜否 験

語
419 28 

信精~ 飲飲
7 2,1 148 498 1151 9881 60 

一 ヲ

菓

氷飴せあんべい菓ん， あら菓子類れ他

9 9 
19 2 390 119 8,240 125 8,649 246 8,895 73 

子 44 904 103 54 

1,i~~ 
lう 2,603 118 2,721 88 

31 4 135 11 84 5 706 20 726 16 
類 その 辺6 15 2,537 707 - 3,725 772 4,497 220 

粒・穀麺
ン＠ 16 61 

高1

調そ缶｛油田

味

料詰物類他

90 26 476 81 557 16 

詰煮 ・＠ 瓶漬 28 50 598 107 705 30 51 
食 375 

11 ：：~！：： ~I 947 - 5,450 - 8,728 I, 366 10,094 72 214 
21 12 108 3 111 

類 の 440 I 2, I, 926 165 1,257 12 5,532 2,225 7，万7 127 121 

格 試 ~~： 2~~； 19 
の 6 

そ食器及容の器包装他｜｜ 
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秩には洋種ヤマゴボウの漬物（自家製〉による中毒が

2団発生しているが，有毒成分の本態について今後調

査を行なう予定である。年末には天ぷらによる一家全

員の中毒があったが，重曹と誤って亜ヒ酸を使用した

ことが判明した。その他インスタント・ラーメンによ

る中毒が数回見られたが，いずれも油脂の変敗による

ものと認められた。

食品に関する都民からの依頼試験は，取扱件数約

l, 200件で，やはり保存料に関するものが最も多かっ

た

製品検査関係では，かん水が 5,773件（不適16件＠

2. 77%）で，不適理由としては配合の間違いや異物検

出，または製造基準違反のもの等であるO また着色料

は 254件中不適となったものは見られなかった。硫酸

カルシウム26件〈不適10件.38. 4 %），不適のものは

炭酸塩の検出によるものが多かった。合成甘味料では

2,411件（不適17件.0. 70 %）を検査しているO また

添加物の依頼試験で、は規格試験42件の他，定性定量約

330件となっており，容器包装に関する依頼試験は

1,043件（不適11件， 1.0%）で，その中，蛍光染料を

検出したもの 7，塩基性色素を検出したものし重金

属を検出したもの 3で、あった。なお，容器関係の収去

（行政〉検査35件中，法定外着色料や重金属検出によ

り不適となったもの 9件が数えられた。以上の中，容

器関係で注目されたものはガラスコップの絵付けから

た。今年は 7月以降，特にオリンピッグ対策として，

ホテノレ，旅館，選手村の食堂，競技施設内食堂，その

他を対象として食品，従業員の手指，調理器具等につ

いて検査を行なったが，その結果は 8,695件中，大腸

菌群汚染62%，ぶどう球菌汚染56%となっている。そ

の他都民からの依頼試験は911件あった。調査研究事

項としては「コアグラーゼ陽性ブドウ球菌検索用卵黄

加寒天培地について」と題し公衆衛生学会に発表して

し、る。

9. 栄養部

食品の成分々析，栄養価の測定，特殊栄養食品の試

験および栄養調査，栄養に関する研究などをおこなっ

ている。

昭和39年中の依頼試験は 249検体943件で，その検

体種別芯多岐多様にわたっているが，菓子類，調味品

類，し好飲料類が多く，次いで乳類，魚介類，豆類お

よびその加工品，油脂類となっており，この傾向は毎

年類似している。依頼件数は前年に比し僅かではある

が上昇をみたの

行政試験は特殊栄養食品および類似品を含めて 508

検体738件で，これら食品への添加栄養素許可量の適

一回目白昭和 37年
＇－一一色明暗叫 一ー一昭和 38.tf 

/¥ 周一一一昭和担当手
ゐ什

I¥ 

鉛が検出されたもの，アルミニウム製なベ，やかん等 700 ¥ I ¥ It 
の蓋に着色したものから着色料の溶出等の問題があ

る。 600
I 

化学試験関係の調査研究では， a 食品中からの保

存料の定性および定量法， b ポーラログラフによる

錫の定量法， c 厚生省通達による缶詰ジュースから

の錫の定量， d かん水中のプロピレングリコーノレに

ついて， e硫酸カノレシウム中の炭酸塩について，

f逆性石鹸の簡易定量法について等があるが，他に

科学技術庁委託による牛乳の放射能調査（44件〉を実

施している。

2. 細菌検査関係

細菌検査の件数は今年度特にオリンピック対策等も

あって大巾に増加したが，取扱件数は合計15,000余件

となった。そのうち行政検査が大部分の14,600件を占

めている。内訳は，食堂，団体給食施設，駅構内売店，

すし屋等に対しての一斉検査，夏季対策としての主食，

そう菜類，菓子類，食器，まな板，従業員の手指等を

対象とした試験等である。夏季対策4,8.77件の内，大

腸菌群汚染率は 87%，ぶどう球菌汚染は 66%であっ

c 22 ) 
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否判定を主としており，前者については食品群別にみ

ると，し好飲料類，穀類，菓子類が多く，全検体数の

約70%を占め，次いで肉類，豆類，油脂類となってい

る。後者の類似品についても前者とほぼ同じ傾向を示

し，検査の結果は両者とも，菓子類，穀類加工品に判

定不適のものが多くみられ，特殊栄養食品では許可量

を下廻るもの全件数の 6%，類似品では許可基準量に

てらして，これを下廻るもの約20%を認めた。

昨年は粉末ジユ戸スにv.cの不足が目立っていたが，

本年はほとんどの製品において許可量をみたしており，

件
50 

4-00 ’1 

一一一昭和 37：；手

トーー一一ー 一－一昭和38年

一一一昭和 39年

従前に比してかなりの改善がみられるようである。 300 

調査研究としては都内某集団給食施叩設の栄養摂取状

況と，これら摂取食品の酸＠アノレカリ価の測定，さら

に現在各所で使用している食品の酸・アノレカリ度表が

古いので，これを改訂するため測定している。

また主食に，間食に大いに利用されている即席ラ｛

メンについて，これに強化されている栄養素の損耗度

の高いことより実験室段階において検討を試みたo

かつて，学校給食における脱脂粉乳使用の適否につ

200 
J 

／／九

ザ ＼ 

戸！／可’
， ／ 

いて論議されたことがあるが，この中に含有する乳糖 /000 
， 

＼｜＼ 

てJと硬組織構成に関与する無機質との関係について動物

試験を行ない知見を得た。これら調査研究の結果は本

年報にまた関係学会雑誌に投稿したの

10. 乳肉衛生部

乳および乳製品，食肉魚介類ならびにその加工品な

どの検査，狂犬病その他，人審共通の疾患の検査，な

らび、に上記業務遂行上必要な基礎的調査，研究を行な

っている。

乳，乳製品関係

検体は都公衆衛生部および各保健所から送付の収去

検体，製造，販売業者，団体および一般消費者の依頼

品で，収去品は 2,814検体，依頼品 1,123検体をそれ

ぞれ処理したo 本年はオリンピヅク大会開催の関係で，

会場で、販売されたアイスグリ｛ム類，牛乳などの検査

を行なった。依頼検体は例年のようにアイスクリ｛ム，

牛乳が主（立を占めるが，そのほか本年度から都学校給

食会依頼の給食用脱脂粉乳の検査を行なっており，毎

月30検体を処理したo乳製品の中では調製粉乳，れん

乳が主で，前者は主に消費者の背情により，後者は各

メ｛カ｛からの自衛隊関係納入品の品質検査依頼によ

り提出されたものである。

食肉，魚介類ならびにその加工品関係

検体は乳，乳製品と同様，収去検体と依頼品で，本

年は収去検体検体4,750依頼品 859検体を処理した。

収去検体の主なものは食肉加工品，一次加工品，ねり

， 
/'/ ＼ ＼ I 、＼、、
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乳肉衛生部取扱件数（最近3年間〉

製品，魚肉ソ｛セージ，鰯1、肉製品であるが，本年はオ

リンピックの関係から，市販鶏卵（卸売，菓子工場を

対象〉の細菌学的検査を行なった。また防腐剤の添加

問題が重要視されたため，食肉魚介加工品について細

菌学的検査と併行して特に防腐剤〈亜硝酸，ホノレムア

ノレデヒド，朝日酸等〉の検査を行なし、。色素についても

検査した。細菌学的検査結果は例年のように不良品が

過半数を占めていたが，亜硝酸は前年度に比較すると

規定量を越すものは減少している。許可外色素は全く

検出されなかった。

狂犬病等獣疫関係

39年中の皮傷犬の受理件数は47頭（畜犬16，無届犬

17，野犬12，猫，鼠各 1匹〉で，検査の結果狂犬病と

みなされるものはなかったが，佼傷犬は，無届犬，野

犬が相変らず多かった。

また動物試験による医薬品などの急性毒性， i受性毒

性，安全性の試験の依頼が逐年増加しており，本年は

47件を処理した。その内訳は急性毒性試験21件（試験

( 23 ) 



(11) 業務成績年報（その 1)c昭和39年 1月～12月〉

取 扱 件 数 試 験

依 収 調 オく 蛋 ム凶、 繊 灰

計 白
水

炭

頼 去 査 分 質 肪 素 五住 分

穀 類 5 24 102 241 42 1, 234 89 119 83 il 1 
植

旦 類 7 32 4 43 36 38 32 34 30 32 
物

野 菜 類 5 16 153 300 197 169 196 147 292 
性

果 実 類 3 26 121 150 246 142 110 154 111 240 
食

菌 車 類
口ロ口

海 藻 類 3 2 6 8 8 8 6 6 8 

動 獣 ，鳥 類 14 38 22 74 60 47 47 43 33 60 

物
魚 貝 類 8 33 31 72 94 73 65 35 28 74 

性

食
乳 類 20 22 20 18 20 20 10 20 

ロ口ロ ,I!]~ 類 2 5 l 8 12 6 6 6 4 12 

好晴品
某 子 類 90 77 19 186 232 74 64 132 58 82 

飲 料 31 88 87 206 94 77 101 88 50 112 

調味料
油 類 11 15 27 22 20 22 20 20 30 

調 味 口口口 40 48 8 96 100 82 82 106 82 90 

そ 滋 養 口口口 3 3 6 

の 飼 料 1 

他 糖 類 5 5 10 50 

計 付1,31411，犯21 2, 0161 81511 0091 

(12）業務成績年報（その 2)（昭和39年 1月～12月〉

種 別 栄 養 科 Aナ4 調 理 科 会弓込t」， 

（酸，アノレカリ度測定〉
ドド 数

531 6 

c 24) 



栄 養

部

検 査 件 数

石 食 ヒ ア 酸カ 感

燐 鉄
タ 、、、 ト

アリ Mg pH 計、、、 ノ リ

灰 塩 ン 酸 キン ノレ度 価酸 見民 ι

90 56 60 21 3 2i6 

i4 10 iO 43 415 

i80 131 139 174 - 2, 798 

134 112 116 149 - 2, 275 

ι4 一 2 2 6 84 

76 10 74 

94 33 10 72 36 963 

3<!.: 12 22 240 

10 7 81 

70 

::j 
22 368 8 186 12 1, 352 

6i 40 830 4 206 - 1,712 

20 4 4 27 283 

52 10 10 4 i86 96 2 902 

4 4 6 3 27 
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(13）業務成績年報（昭和39年 1月～12月〉

取 扱 件 数 試 験

項
依 送 調 r昂__..,. 五回 菌 与戸込t一， 的 試

種 自E 一 大 乳 フ 芽 好 カセ サ

目 計 般 腸 酸
ド ピリ ノレ

頼 付 試 生 ウ 日包 塩 モ

別 菌 菌 商 球 酵ウ ネ

適｜否 適｜否 査 験 数 群 数 菌 菌 菌 フ

乳 刊321吋1121 621 91吋1,011! 

乳
ク リ ー ム 41 10 22! 14 87 - 87 87 ｛ 

れ粉乳
ん

乳乳料
11 11 11 11 4 

乳 464 11 62 6 543 90 516 516 - 318 - 310 
及 飲 53 17 197 49 316 1 315 315 

乳 製 アイスク （ア長スグリー） 170 61 1,058 652 100 2,041 一1,9ヲ7;2, 937 一 一リ｛ム ム合

製
ノ、守 タ 一

ムr、 - 20 4 26 18 18 - 17 一 17
チ 一 ヌi 5 - 48 1 54 - 45 - 44 

ロロ口 v:t 
酸つ菌酵飲 乳料

18 2 90 14 124 4 114 120 
口Iコ口

乳 27 6 851 50 100 268 5 165 273 一
検

1191 171 -I 291 -1144, 6061 -I 11! -I 171 
査

研究 乳牛異乳酸物中菌保好培存冷細地テ菌のスの研研ト究究他
一 140 140 - 500 一
- 91 91 - 300 270 

15 - 1 16 - 20 8 同 ー

食
生加原 品料他肉

87 2 206 205 - 500 12 488 81 81 81 81 
工 370 40 699 420 一 1,529 15し383 2 

食 186 5 3 25 - 219 - 99 16 6 63 11 

肉 肉 そ の 8 15 8 - 31 - 31 

魚 研

書動胞肉類室物爾性性の食食色素品品のの還大好元腸気反菌性群応芽

-2,658 2,658 一1,1005,458 - 450 - 450 一
介

- 60 60 60 60 一
及

究 - 30 30 - 545 
び

力日 魚

鮮力原魚日

魚 介 工類
32 5 13 301 351 4 344 643 ｛ - 299 4 

工 ロロ口 66 3 l,149 523 - 1,741 16 1,402 1, 309 一
ロロ口

料 一 一 一
介 肉 ノ、 ム - 30 1 一 31 - 31 31 一

検

査 そ 卵 22 1 1,066 92 1,150 2,331 4,632 1, 178 1,178 -3,460 -1,161 
の B. Cereus -2,624 2,624 - 390 -2,504 
他 そ の 他 4 11 - 90 75 15 115 50 一 一

畜無野 犬犬犬
6 16 

狂 届 畜 - 17 一 一 17 一 ー 一
一 12 12 ー ー

犬
猫ス ー 一 一 一 一 ー 一

ネ 、、、
一 一 一 一 ｛ 

病

試野抗野野プ犬験犬体犬ラ血血ズのよ検清清マり抗索の中中体結よよ核のりり菌培養

一316 316 ー -
検 研

狂犬病 - 580 580 一 ー 酬齢 ー ー
査

究 検ト索キソ - 280 280 一 一 - 一 ｛ 一

そ 医薬品グ毒性（継試続験〉 47 2 一 49 ｛ 

の 19 21 ー 40 一 一 ー
他 特殊医薬品 II 1 1 一 一 一 一

計 1,8刷17一門｜｜叩840/rn. /11. I ! 4. I I I I z. I 2,063 7,616 8,28117,960 4, 10,01117,492 959 4,392 147 830 480 2,504 1,165 

c 26 ) 



乳 肉 衛 生 部

検 査 件 数

験 理 化 A寸4- 的 試 験 動 物 試 験 及 び 病 理 検 査

菌 好 鮮 Jt 成 力口 添 肉 異 ヒ

還色素フ反応じ

棚 そ 病
病理組織検査 補反 動 :f誌lJ! 検 培

冷 分 7j( 種 物 素 理 検民ネグリーー検体応 物 力 養 計

分 力日 重 の 小室般
高田 分 力日 鑑 試 金 解 手旦 結試 試 試 試

類 菌 度 重 析 索l 物 ~lj 験 属 酸 他 面j 切片｜｜捺押 織査合験 験 験 Z口＂~‘ 験

一｜吋叫，州 -) 151 

- 29 - 44 4つ. ー 250 
6 - 40 72 

- 320 3 - 20 54 352 264 一 ー 』 - 2, 764 

一 ー 631 

- 40 3 2 一 」 - 4, 919 

ー 7 2 一 80 
一4 6 ー ー ー 144 

2 - 52 1 一 一 293 
- 54 一 一 一 ー 498 

807 

一 一 』 500 
- 903 一 1,473 

一 ー 』 29 

ー - 540 - 21 61 ー - 2, 124 
9 - 90 - 645! 一 - 3, 528 

- 25 」 322 
一 一 ー ー 62 

200 - 600 - 600 一 ー 一 一 』 - 8, 858 

一 - 60 一 ー - 300 - 60 ー ー 540 

30 一 一 』 ー 一 ー 一 30 

10 2 一 一 4つ」 一 』 - 1, 308 
- 419 4 7 一 - 345 一 一 一 一 一 』 - 3, 502 

一 一 一 一 一 』

一 一 一 一 一 ー 一 ー 93 

一 一 ー 一 一 一 』 一11,609 
一 ー 一 一 一 一 一 一 一 ー 』 - 2, 894 

一 ー 一 一 一 一 ー 一 』 』 一 180 

ー 一 一 一 一 一 15 15 15 15 15 75 ー 』 一 150 
一 一 一 17 17 17 17 17 85 一 』 一 170 

一 一 一 一 12 12 12 12 12 60 ー 』 120 
一 一 一 一 一 一 1 1 1 5 一 ー ー 10 

一 一 一 一 一 1 1 5 一 』 10 

一 一 一 一 一 - 95 一 一 - 90 291 30 545 600 1, 651 

ー ー ー ー 一 一 』 一 - 900 』 100 1, 000 

一 一 一 一 一 - 60 ｝ 一 - 320 480 - 40 100 1, 000 

一 一 一 一 一 一 ー 一 -4,2ヲO - 450 - 4, 740 
一 一 』 ー -2,680 - 100 - 2, 780 

一 一 一 一 一 一 ー 一

249190312,5151内閣｜ 州 60判州olドお判5臼31山｜ 481 4ベBl綿4州｜ド叫5珂4沖叩sjヤいlド川8.8721 3011, 13括5川62,770 
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約 1カ月〉，慢性毒性試験1件（試験期間 3～6カ月〉，

安全試験25件（試験期間10～20カ月〉であるO

調査研究としては，乳酸菌検査用培地，特にBCP 

加プレートカウント寒天培地の性能とその改良に関

する研究，小野＠山本培地の性能の追試検討， UHT

殺菌乳の好冷細菌に関する研究〈昭和40年， 41年まで

継続予定〉，乳，乳製品中大腸菌群検査における危険

率に関する検討（公衆衛生院臨地訓練学生と協力〉，動

物性食品の大腸菌の検出方法に関する研究，動物性食

品中の好気性芽胞菌に関する研究， トキソプラズマの

犬に対する感染試験，野犬からのトキソプラズマ血中

抗体の検索と野犬の感染状況調査，野犬における狂犬

病毒血中抗体価の調査などがある。

一斉検査状況（昭39.1～12)

月 日種 類 件数

2 .12 販売加温牛乳（加工乳，乳飲料

を合む〉 37 

2. 24 ひき肉，こま切 261 

3 .17～ 4,. 2 はつ酸乳，乳酸菌飲料 104 

か 脱脂粉乳中細菌発育阻止物質の

調査 20 

3. 24～4. 3 ハム，ソーセージ類 246 

4. 2～18 鯨肉製品 12 

4 .15 アイスクリームミックス 29 

4. 20～25 さしみ類 229 

5 . 6～5. 20 アイスクリ｛ム類 827 

5. 21～6. 4 ねり製品，一次加工品 599 

6 . 8 パタ｛，チーズの防腐剤 10 

6 .15～6. 30 乳類の一斉検査（牛乳，加工乳，

乳飲料，はつ酵乳，乳酸菌飲料〉 730 

7. 7 生グリ｛ム

7 .13～7. 24 アイスクリーム類

7 .22～7. 31 鶏卵

8 .13～21 ハム，ソーセージ

10.10～14 食肉魚介（オリンピック関係〉

18 

803 

1,158 

868 

19 

22, 339件であるの

行政措置によるものは，総数 1,753件で，収去医薬

品624件，薬局製剤357件，栄養剤98件J内服ヂシフツレ

剤，グリセリン，事故医薬品及び消毒用石灰等169件

である。各種健胃鎮痛剤，消化剤及び軟膏などの薬局

製剤43種について検査した結果，主薬の含量不足など

で不良品と判定されたものが11種あった。また不正表

示の栄養剤18種は，仕入ルートをかくすために製品番

号を故意に抹消されたものであったが，品質の不良品

はなかった。

都内の血液銀行から薬務部が収去した血液比重測定

用硫酸銅液の精密な比重測定413件，別に各種基準硫

酸銅液4種各63lを調製した。

毒物及び劇物関係では，厚生省薬務局から依頼され

た毒物及び劇物取扱い業者に対する実地調査により，

都内91メッキ工場のメッキ排液中のシアン，ニッケル

及びクロムの定量 364件を実施した。なお都薬務部の

依頼により 290件の青化ソーダを主とした毒物及び劇

物を処理し，無害なものとして廃棄処分した。

薬務部の補給業務によるものは，グリセリン，クレ

ゾーノレ石鹸液及び、エタノ｛ル等の品質試験 111件であ

るc

薬剤の依頼試験は一般からの依頼 l,043件，封かん

22,239件，予防部から 100件，計23,482件である。

イ牛
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11.18～20 乳製品（チーズ，パタ｛，脱脂 3.000 、ー、〆ノ t¥ 

粉乳，クリ｛ム〉 101 一

T 
， 、‘ 

I¥¥ 
11. 24～12. 8 食肉魚介類 1, 180 2.0001 

12.12 ハム，ソーセージ

11. 医薬品部

61 

計 7,313

一般医薬品，生薬，製薬原料，毒物，劇物及び毒物

中毒に関する試験，検査及ひ、調査研究を行なっている。

39年中の総取扱件数は， 25,346件で，理化学試験

2,732件，発熱性物質試験及び無菌試験21sv牛，封かん

c 28 ) 
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規格基準適否試験の主なものは衛生局予防部及び杉

並，世田谷，大田，中野，港，江東，墨田，板橋，文

京，荒JII，豊島の各区ならびに三多摩の市役所から購

入に際して，試験のために送られた各種殺虫剤jで、453

件，そのほか患薬品及び各種生薬の局方試験が24件で

ある。定量試験は 247件で，製剤の経時変化，各種ビ

タミン剤，駆虫剤，殺虫剤など、の主薬及びベノレペリン

資源生薬などの主成分の定量試験のほか，都が災害発

生時用として常時備蓄している防疫用石灰について，

倉庫及び銘柄別に試料を採取し炭酸カルシウムを定

量して，その品質を検討した。定性試験は，製剤の確

認試験など60件，理化学恒数の測定は，赤外部及び紫外

部吸収スベクトルの測定など88件である。また予防部

のほか，杉並，世田谷，大田，中野，港，江東，墨田，

板橋，文京，荒川｜，豊島の11区役所が購入予定の各種

殺虫剤について各工場及び倉庫から抜取検査の上規格

に適合するものを封かんしたが，それらはマラソン乳

剤18l13,817缶， 9l 225缶， 6l 6, 013缶，計20,085

缶，油剤200l2,254ドラムであるO

発熱性物質試験は，総数257件であるが，注射薬原

料としての単味の結晶についての試験が増加しつつあ

るO その主なものはアミノ酸で，単味の結晶が 109件，

2種以上の混合アミノ酸が41件，計 150件で， うち不

適が12件あり，注射用蒸留水は38件で，不適は 5件で

あるO また輸血用器具及びプラスチック製の注射器な

どの試験依頼があったが，わが聞には，これらについ

て発熱性物質試験の規格がないので，米国薬局方に準

じて行なった。

注射薬の無菌試験は，ブドウ糖注射液及び解熱鎮痛

剤など18件で、不適はなかった。

調査研究としては，薄層クロマトグラフイーにより

混合医薬品及び生薬製剤の各成分の系統的定量法につ

いて研究し，その一部を日本薬学会に発表し，引き続

き研究中である。次に当部のかねてからの研究にもと

づいて，昨年厚生省指針の改訂が行なわれた殺虫剤の

乳化安定性については，更に乳化時間を延長できるの

化粧品，医療用具，衛生材料，坑具およびこれらの

原料，麻薬，医薬部外品等の試験，検査および研究を

行なっている。

処理件数は化粧品 3,816件，医療用具，衛生材料

3,605件，麻薬，玩具その他655件，総計 8,076件であ

る。

依頼試験のうち化粧品関係では香料，色素，洗剤等

についての有害性物質の試験が多く，また，ラベンダ

ー油，タルク，ワセリン等の輸入原料についての規格

適否試験が増加している。療品その他についてはポリ

プロピレン，スチロール，ポリ塩化ピニ｛ル等による

各種合成樹脂成型品（輸液用具，医療品容器，乳児用

品，歯科材料等〉および塗料，各種インキ等について

有害性物質試験が増加しており，その他医薬部外品

（湯の花，殺虫剤等〉の成分試験等がある。玩具では

粘土，ゴム風船，色紙等について有害性タ｛ル色素，

蛍光染料，皮膚刺戟物質等の試験が多い。

収去試験のうち，化粧品についてはパ｛マネントウ

エ〔ブ用剤を 3月に，へア｛スプレーを 5月に，パニ

シングクリ｛ムほか顔面用品を12月に行なったが，へ

ア｛スプレ｛ではメタノ｛ノレの含有量がきわめて多く

配合原料である溶剤のほとんどがメタノ｛ルで、ある

と認められたものの多かったことは注目すべきことで

ある。
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一一一一昭和 39"+ 

｜！ 

¥ ¥39 

ではないかと，引き続き研究中である。また，東京都 7.000 ，、

！＼ でも従来の薬剤については，抵抗性の問題もあるので，

低毒性の新しい有機リン剤について購入規格設定のた

めに試験法の研究を進めている。なお社会情勢の推移

に伴い取締行政から指導行政に移りつつある現在，各

種分析機器の選択，製剤規格及び試験法の選定ならび

に適用上の注意事項及び製剤安定化の問題など具体的

技術上の指導相談が多くなりつつある。

12. 化粧器薬品部
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(15）業務成績年報 （昭和39年 1月～12月〉

項 日 依 取送 扱製 補件 調数 鎮解痛熱剤Iそ 抗ミ強鎮桧 健化消剤胃 試制 涜 泌生殖器尿用薬 殺菌毒消剤
種 薬査計他の ン心」酸腸

別 頼 付導指給研究 中のスタ剤剤咳ん剤 剤剤

公定 書基準適否 1:76 一 一 一 - 476 一一一一一一一一一 一

確認試験 48 306 155 82 1, 586 2, 177 2, 024 42 - 140 245 - 24 368 - 616 

定量試験 143 1, 020 208 22 2, 939 4, 332 3, 182 31 80 180 540 50 165 120 - 513 

発熱性物質試験 239 一 一 一 - 239 - - 111 一一一一一 iii -

無菌試験 18 一一一 一 18 60 一一一 60 一一 ω｜－

但 数 80 425 - 7 113 625 46 6 60 - 60 26 35 -, 338 

生薬鑑別 一一一一一一

赤外部吸収スベクトル 8 一 一 - 245 253 310 - 50 一 一 一

紫外部吸収スベクトル 4 一 一 一 - 4 60 一 一 一 一

製剤規格 一一 206 - - 206 54 一一一一一一 一 一

生薬製産 一一－ 85 85 一一一一

機器分析一一 13 - 13 56 一 一 一I _I _i I 

ガスクロマトグラフ 12 - I - 12 一 一 -I -I =1 -: I 」
封 繊 ω 〉一一一｜－ω 〉 一一－I I -I -I I i -I -

計 ldi.~諸総矧J認調~Iい1しυ日川，Jλ川7河削5引刊11 叫 i川i什川11 生削9叫2，話怨矧~I界15刊，＇7乃92/ 7判91叫叫吋 判州吋 1げ71[1,

(15）義務成績年報 （昭和39年 1月～12月〉
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医薬品部

験 検 査 項 目

外 各ピ 滋変

血液代用剤

解

機能賦活剤

抗

霊化法再l
抗動 院t l容 ~断用薬品L多I>- 殺

物薬動用品

生 製 薬 毒 そ 器

皮 タ
養主主 生 薬 薬 用

用
、、、 主-ffi:包

物
寄物 形 解 虫

製 原 植
車1 の

、ノ 強

薬 種斉lj 壮剤 剤 質 生薬 薬 斉IJ 斉lj 斉lj 料 物 物 他 7日可

54 373 118 - 145 226 - 140 154 - 138 3,228 10,586 49 185 1, 620 1, 316 -12 791 

49 1, 346 267 - 36 204 - 164 156 53 3, 610 11, 637 48 710 40 -6, 410 785 -30, 376 

- 111 17, 760 2, 331 -t!,, 218 333 - 999 999 26,974 

240 - 60 60 一一 540 

14 149 63 5 -2-4:8 66 7 3, 740 4,480 19 179 5 - 97 - 9, 643 

- 11!:5 - 16 330 - 25 876 

20 80 

2 24 35 - Li2 12 5 49 223 

335 

8 64 

45 

一（69,271) (69,271) 

11912, 15仇叫，叫 2判例 rnj叫叫 I J27' 0~~1 I I J I J 1 J9刊 74, 476 10, 911 (69,271) 116 1’07 4 115 335 8, 030 3, 2461999 (69, 271) 

化 粧 療 品 部

検 査 件 数

化 AづI一予 的 試 ！店主 五回 そ

溶 凝 i容 1定 呈 染 抽 臭 l酸反

導試験誘体

解 融 定 カク ベク そ 菌

解 回 融 i殿 色 色 出 凡悼ん ｜化 差是 ，点 量 ロ lロ の 計

試 試 反 反 反 試 試 試 ｜還 反 試 試
ブ

ノミ円才
の 試

v守

験 験 応 応 応 験 験 験 i元応 応 験 験 ムト 1ト 他 験 他

30 30 120 80 3 18 3 3 30 120 60 180 830 

1, 793 32 231 1, 597 7,568 - 647 A.Li 301 一 - 87 ,55 334 2,620 150 - 3, 050 22, 765 

837 - 483 5, 785 - 498 75 102 一 226 500 1, 980 159 - 2, 083 15,225 

1, 225 22 49 972 5, 712 - 923 145 426 19 6 54 686 355 2,090 817 - 3, 723 22,018 

2 5 2 2 2 Li2 

150 472 - 130 ー 66 801 3,071 

13 3 62 13 4 1!:63 7,304 

417 - 227 1, 457 - 353 2 12 一 193 2 80 369 - 1,285 7, 193 

523 5 80 1,344 373 397 一 一 204 30 -4:78 - 1,325 7,853 

270 66 530 32 250 9 22 一 81 301 227 656 3,649 

ー 一
250 3 2 107 652 67 11 33 2 3 77 20 56 il 1 660 3,044 

982 337 1, 836 18 348 18 80 29 3 57 179 99 850 601 -2, 295 10, 140 

6, 4921 同28813,903:25，吋位和oaJ叫叫判 91 2041 2, 27311. 3401 8, 1271 3, 1241 一11問 6J103, 134 
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また，パーマネントウェ｛ブ用剤，クリ｛ム，ロ｛

ション等の顔面用品等について内容量，使用説明につ

いての所要事項の記載を欠く，いわゆる表示違反が目

立っている。

療品については外科縫合糸，ラテックス製コンド｛

ム，衛生上の用に供する紙綿類，脱脂綿について，そ

れぞれ主として 2' 5' 8月に収去試験を行なったが，

縫合絹糸については規格不適のものが36.8%あった。

コンドームではピンホールによる不適が 9.2%あり，

なかには老化，変色，のびの悪いものなど全く使用に

たえないものもあり，いずれも今後の品質の向上が望

まれる。綿類の不適は脱脂綿の13.3%，紙綿の 4.5%

で，いずれも灰分不適であり，この種の衛生材料につ

いてこのような不適の成績をみたことは近年には珍し

いことであるO

そのほか無許可医療用具についての調査を行なった

ところ，磁気放射体を包装したものおよび放射性物質

を含有するものから，核種分析用γ線、スベクトルメ｛

タ｛により毎時0.15～0.9ミリレントゲンの放射線量

率を計測したものがあった。

麻薬については，麻薬の存否を目的として清涼飲料

水中のアへンアルカロイドの検索と栄養飲料中の不明

物質の究明を行なったが，麻薬は検出されなかった。

調査研究の面では，行政に関するものの研究の成果

を学会に報告したほか，各種の規格設定に関する試験

研究（厚生省依頼による化粧品原料規格作成，薬学会

協定香粧品試験法の作成〉も行ない，また医療用具の

JIS規格作成に協力して，それぞれ成果を得ることが

できた。
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本年中の見学及び視察 39. 1. 1～39. 12 

月 日 氏 名 等 数 月 日 氏 名 等 数

1 29 東京家政大学 3年生 30名 9 2 逓信病院附属高等看護学院生 21名

2 10 国立予防衛生研究所長 II 碑文谷保健所管内衛生委員 30 

3 19 東京工業大学附属高等工業学校 40 17 富士見台高校生（ 3年生〉 5 

4 8 長崎県衛生研究所貞松技師 29 松戸自衛隊員 2 

15 宮城県衛生研究所中隈技師 1 30 淑徳女子短大栄養科学生 40 

5 18 北海道札幌市衛生研究所林技師 1 10 6 杉並中学校PT A婦人部 20 

20 日本大学農獣陸学部学生 60 // お茶の水女子体育大女子学生 10 

28 韓究士国振興庁畜産試験場任京淳研 1 12 東邦大学医学部学生 70 

／／ 女子栄養大学生 48 15 淑徳短大学生（2年生〉 15 

6 長崎県衛生研究所長 1 19 台東区立竜泉中学校生徒（2年 8 
生〉

12 WHO. Norden博士（英国〉 1 16 大泉学園教育研究会 16 

／／ 東大藤田博士 1 11 11 淑徳学園学生（2年生〉 18 

17 WNHO. Jung Rde氏 1 12 1 東京薬科大学生 9 

20 生都〉立第一高等看護学院生 c1年 29 3 淑徳学園学生（ 2年生〉 10 

30 練馬区北町西小学校（PTA) 20 9 I/ I/ 5 

7 2 聖徳栄養短大生 180 22 名古屋衛生研究所員 5 

// 愛国学園女子短期大学生 20 23 東師京科生バ｛テンダースグ｛ル調理 16 

6 相模女子大栄養学部生 80 

II 東京薬科大学生 15 
計 延 903名

13 東京高等栄養学校生 23 

15 i締主査事，局本視人間察事主部事調，査麻課生長主事染，谷山主崎 5 

18 茨城県衛生研究所斎藤所長

21 練馬区立中村橋中学校（2年生〉 5 

27 国立公衆衛生院衛生技術学科生 7 

28 福島県立医大丸山光雄氏

12 中野第一中学生 5 

8 27 北里大学生（ 3年生〉 25 
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（本年中人事異動は＼
以下のとおりであるj

退職月日 職 名

2 29 作 業 員

3 31 王 事

作業員

4 25 技 師

30 作業補助員

8 21 作 業 員

9 19 技 師

11 30 王 事

技 師

12 31 主事補

工 員

転出月日 職 名

8 主 事

// 

9 1 // 

投 師

主事補

用務員

12 1 技 師

転月入採用日 耳哉 名

3 技師補

4 // 

// 

6 16 作業員

7 // 

8 技師補

主 事

// 

// 

9 主事補

II 

用務員

16 技術 助手

11 2 作 業 員

12 2 技 師

主 事

16 技師補

氏

樋 田

白 井

薙 野P

田 代

難波回

大 塚

山 口

大 貫

松 井

松 浦

中 国

氏

平 山

日lj 田
r邑」ー・ 田

力日 志向

松 浦

1窃 坂

市 JI I 

氏

友 1合
観

勝 木

鈴 木

斎 藤

小 久 保

君 島

古 沢

j也 田

木 下

酒 井

青 山

坂 井

国 高1
草 間

山 本

泉 JI! 

退 職 者 39. 1～39.12 

名 所 属 備 考

比 佐 江 立川出張所

敬次郎 経 理 謀

三 和 子 化粧 療 品 部

秀 雄 食 ロロ口 部 死亡

と め 高田 薗ー 部

た イ〉 // 死亡

良 一 立川出張所 死亡一

敏 之 経 理 三W日Iヨ" 

多 一 食 口Iコ口 部

のぶ子 経 理 三日弓回c 

道 子 見届 菌 部

車王 出 者 39. 1～39. 12 

名 転 出 先 備 考

辰 夫 母子保健院 事務長

敏 良R 梅ケ 丘 病 院 庶務係長

局 主住 大久保病院

実 子 町田 保 健 所

正 好 中野保健所

井 第一高等看護学院

忠 次 清瀬小児病院 検査科長

転入並び［ニ新規採用者 39. 1～39. 12 

名 備 考

俊 夫 新規食品部

照 雄 // 化粧療品部

康 隆 // 水質試験部

衛 // 立川出張所

一｜事 子 // 細菌部

弥太郎 // 食品部

一 嘉 転入局，薬務部より庶務課庶務係長

是 清 // 総務部より経理課用度係長

正 治 II 予防部より経理課施設係長

｛変 子 II 大久保病院より庶務課庶務係

幸 盛 II 局，保健所管理課より経理課用度係

景 雄 υ 第一高等看護学院より庶務課庶務係

盛 栄 II 豊多摩病院より経理課施設係

キミ子 新規臨床試験部

水一郎 転入台東病院より臨床試験部

圭 一一一 II 赤羽保健所より庶務課長

碩 雄 新規環境衛生部
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第 4章調査研究事項

昭和39年度都内における腸管系病原菌保菌者検索

成績およぴ分離赤痢菌の薬剤耐性について

当所における夏季腸管系病原菌予防対策事業の一環

として都内飲食物取扱業者を対象とした健康保菌者検

索成績について，私どもは過去数回にわたって報告し

た。 1,3）すなわち検出率ならびに分離株の抗生剤耐性

度を検査し，保菌者株の薬剤耐性化は漸次上昇の傾向

を示し，赤痢予防の前途に暗い影を投げかけている事

実について強調して来た。一方当所における検査件数

はここ数年来しだし、にその数を増し，昭和 39年には

オリンピック東京大会開催の時期とあいまって実に

380,000件と従来に見られなかった被検者数に達した。

その際分離された菌株ならびに同年発生した集団発生

事例において分離された菌株の薬剤耐性度について検

査をおこない，その成績と，私どもが従来報告して来

た過去数年間の成績を比較考察したので報告する。

実験方法

分離法，菌型決定ならびに薬剤耐性試験法は前報む

の記載にしたがった。

実験成績

1) 健康保菌者の菌型分布と分離率

昭和39年 1月から12月にわたって検査した健康被検

者数は 377,761名で，この結果412株（0.11%）の赤

痢菌と 2株の Salmonella菌が検出された。

その検出菌株における菌型とその占める割合は表1

に示めしたように，最も検出率の高い flex.2aは検

出菌株総数412株の約41%(168株〉を占め，これに

ついで sonneiの 12株（29.12%）が分離率の高い菌

型であり，この 2者で約70%を占めている。

その他には flex.3a : 41株（9.95%), flex. 2b : 25 

株（6.795詰〉および flex.lb : 24株（5.82%）の 3者

が比較的分離率が高く，これらの 3菌型で分離株総数

の22%以上を占めている。さらにその他の菌型では

＊東京都立衛生研究所細菌部

寺養
ふ
一
平
間

浩＊林田敏夫＊

広＊太田建爾＊

表 1 健蔵保菌者由来菌株の薗型別

検出状i兄とその率

菌 型 -WU 数 く%〕

B群 1 a 3 ( 0. 72) 

1 b 24 ( 5. 82) 

2 a 168 (40. 79) 

2 b 25 ( 6. 79) 

3 a 41 ( 9. 95) 

3 b 7 ( 1. 69) 

4 12 ( 2. 76) 

6 1 ( 0.24) 

v-x 2 ( 0.48) 

V-Y 9 ( 2. 18) 

D群 sonnei 120 (29. 12) 

計 412 

flex. 4 : 12株（2.76%), variant Y : 9株（2.18%), 

flex. 3b : 7株（1.69%), flex. la : 3株（O.72%), 

variant X : 2株（O.48%), flex. 6 : 1株（0.24%)

の/I買になっている。なおサルモネラについては，

S. typhi murium 1株および S.narashino 1株の計

2株が検出された。

2) 集団発生例における菌型の分布とその分離率

昭和39年当所で取り扱った集団発生事例は表2に示

したように8事例で，発生の月別分布をみるとそのう

ち7事例までが夏季の 6～9月にわたって発生してお

り，その他の月では11月に 1事例があるのみとなって

いる。

次にその原因菌の菌型についてみると，これらのう

ち7例までは sonneiによるものと考えられるが，確

実に sonneiのみによる発生は2例にすぎず，また他

の2例は sonnei以外の菌型保菌者が同時に発見され

く35) 



表 2 集団発生例由来菌株の検出状混とそのうちわけ

菌型の う ちわけ

i発生月｜検査数 陽性数（%）
a a V-Y son. 

渋 谷 6 3,431 73 ( 2. 1) 72 

荏原，品川，大森 6 518 33 ( 6.4) 32 

中 央一 6～7 946 94 ( 9.9) 3 11 80 

淀 橋 7 435 3 ( 0. 7) 3 

中 央－ 2 7 46 9 (19.6) 9 

八王子 9 994 112 (11. 3) 112 

杉並西 9 2,599 209 ( 8.0) 17 2 189 

石神井 11 1, 402 31 ( 2.2) 5 26 

表 3 健 鹿 保 菌 者 由 来 菌 株 の耐性パタ同ン

耐 性 ノ、。 タ ｛ ン

菌 型 検査数 抗生剤耐性数 （%〉
SM+CP+TC M+CP M十Tc P+TC SM TC 

b 22 3 (13. 6) 

2 a 156 25 (16.0) 

2 b 23 8 (34. 8) 

3 a 37 20 (54. 1) 

3 b 6 2 (33.3) 

4 12 3 (25.0) 

V-Y 6 (16. 7) 

son. 107 31 (29.0) 

百十 369 93 (25. 2) 

ており，残りの 3例については2ないし 3種類の菌型

が分離されている。しかも中央保健所管内の No.1事

例の場合は variantY が全分離菌株中 11株を占め，

また杉並西保健所管内の場合は， flex.laが全分離菌

209株中 17株を占めている事実から考えて，当然2種

類の菌型による集団発生があったと考えられる。しか

しこの 2例ともに同一患者からの混合感染の事実は認

められなかった。

3) 分離菌株の薬剤耐性度と菌型の分布

健康者および集団発生例から分離された菌株を，

SM, CP, T CおよびKMの4薬剤について希釈法

によりその耐性試験を行なった。耐性菌の判定は各薬

剤を lOOmcg/ml以上含有した培地に，発育が認めら

れた株をもって耐性菌とした。

a）健康保菌者例

健康保菌者から分離された菌株のうち 369株につい

て耐性詩験を行なったところ表3に示したように，そ

のうち93株（25.2%）が耐性菌で、あった。この93株のう

ち， SM+CP+T Cの3剤耐性菌は64株あり， 2斉lj

2 

18 

6 

11 

2 

2 

23 

64 

( 36 ) 

2 2 

2 】つ 3 

2 5 

5 7 2 5 10 

耐性菌は14株であった。その内訳はSM+T C耐性菌

が7株， SM+C P耐性菌が 5株およびCP十TC耐

性菌が2株と，耐性菌の中で多剤耐性菌が78株（83.8

%）の多数を占めているo

単独耐性菌はSM耐性菌が 5株とTC耐性菌が10株

認められたが， CPおよびKM単独のものは 1例も認

められなかった。

また，これを菌型別にみると，分離率の最も高い

flex. 2aの耐性菌出現率は，他の菌型の場合に比べて

やや低く，約10%であるが， flex.3aの耐性菌出現率

は非常に高く 54.1%であった。このなかでも半数以上

が， 3斉IJ耐性菌であり， 2斉l］耐性菌も含めると実に80

%が多剤耐性菌であるO

sonneiの耐性菌は29.0%, flex. 2bの34.8%, flex. 

4の25%および flex.3bの 33.3%も高い出現率を示

している。 flex.laおよび variantX はすべて感受

性菌であった。

b）集団発生例

表4に示すように， 8事例の集聞発生から分離され



表 4 集団発生｛到由来薗株の薬剤耐性麗

、 ＼吋渋 谷｜荒忠義｜中央一 1I淀 橋｜中央－2 j八王子｜杉並西｜沼神井

検査数と｜ 73 I 2s Iっ 8~ I 3 I 9 I 21 I , な｜
菌型のうI2 a 1 I 2 a 1 I ~. ~· ~ I I I I ~. u ム； i

薬剤lj ~主主竺J son. 72 I son. 27 Jぷ 72I son. 3 I 2 a 9 I son. 21 1ぷ.x 9 I 
S M + C P + T C I I son. 25 I ~~： 7 ~ I j 2 a 9 J son. 18 I son. l卜on. 3 

S M + C P I son. 1 J J son. 1 I I I j j 2 a 

SM+TC I I ! I I I I I 
C p + T C J I J I I I son. 3 I I 

S M I I I I I I I son. 2 I 
T C I I I I I I I son. 1 I 

感受性［込川斗；I~ ~ y ~ I son. 31 I I ~o：：：~ I 込 2~

Tこ菌株のなかには耐性菌も多く見られる。

耐性菌のみで発生したと思われる事例は，八王子，

および中央－ 2の2つの事例で，また荏原一品Jll一大

森の事例，および中央－ 1の事例のように，分離され

た菌株のほとんどが耐性菌によって占めれている例も

見られた。

渋谷，杉並西および石神井の 3事例は，ほとんど感

受性菌であったが，わずかに耐性菌も検出された。ま

た感受性菌のみによって発生したと思われるものは，

淀橋の 1事例のみで、あった。

考 察

昭和39年に健康者から分離された菌数は健康保薗者

株として 412株で，その陽性率は0.11%となり，この

値は過去3年間のそれに比し，やや低率であった。

実験成績のところで述べたようにそれらの菌株につ

いて過去3年間の成績と比較すると， flex.2aの検出

率は例年通りわ，最高の41%を示しているが， 1962年

の42.7%, 1963年の42%に比してわず、かながら減少傾

向がうかがえる。

これに反して flex.2aについで分離率の高い sonnei

の検出率は1962年の10.5%, 1963年の21.4%に比べて，

29. 12%と著しい増加を訴し， 実に一昨年の約3倍増

となっている。

その他の菌型では flex.3aがやや減少の傾向を示

しているほかは例年と大差ない成績が得られた。

一方これらの分離菌の薬剤に対する態度では，耐性

株の増加が著明で1962年に比し約2倍， 1963年に対し

ては11%増の25.2%と急激な増加を示したO この出現

率を1963年の六大都市伝染病院入院患者由来株のそれ

( 37 ) 

と比較してみると，後者では全分離株の約41%が耐性

菌であり，そのうち約84%は多剤耐性菌であるのにた

いして，前者の 25.2%中の 84%は多剤耐性菌であっ

た。これらのことから多剤耐性菌の健康保菌者におけ

る増加が明らかに認められ，後述の集団例に及ぼす影

響を見逃すことはできない。

集団発生例についてみると，まず各集団例における

原因菌が sonneiによると思われるものが7例で圧倒

的に多く， sonnei以外の菌型によるものはわずか 1

例にすぎないo sonneiのみによると思われる事例は

4例あるが，そのうちの 2例に flex.2aの保菌者が

発見されている。また他の 3例については sonnei以

外の菌型保菌者が相当数発見され，杉並西保健所管内

の例では4菌型にわたる保菌者が発見されていること

から，当然2種類以上の菌型による混合発生例である

と考えられる。しかし，この発生例の主要菌型は

sonneiであるといえる。これらの例においてはいず

れも同一人が2種類以上の菌型を保菌していた事実は

認められなかった。またj定橋保健所管内の例では，被

検者総数435名であるにもかかわらず，菌陽性者はわ

ずか3名にすぎなかったことは，おそらく周囲の状況

を知った保菌者，関係者が事前に薬剤投与等の手段を

講じたためではないかと推察され，この 3株はいずれ

も薬剤感受性株であることから特にその感が深い。

つぎにこれら集団例の分離菌における薬剤耐性度の

問題であるが，実験成績のところで、述べたように耐性

菌による発生例は8例中4例で，その他の 4例は感受

性商によるものである。しかしその中でも極く一部の

菌に耐性菌が認められた例は 3例で，完全な感受性菌



による発生例はわずかに 1例にすぎない。

sonnei による集団例でも，その中の 1～4株の

sonnei1こ耐性を示す株があり，これらが向ーのsonnei

であるかどうかは，その他の検査を行なっていないの

で明らかでなし、。なお耐性菌による集団例ではSM, 

c PおよびTCの3剤耐性菌が圧倒的に多い点も注目

すべき事実である。

結 論

飲食物取扱業者を主体とする健康者と集団発生事例

の患者および、その関係者の検便を行なった結果，赤痢

菌の検出状態ならびに分離菌株の抗生剤に対する耐性

度試験を行なって，次のような結論を得た。

1) 健康保菌者の赤痢菌保菌率は 377,761件中 412

件で， 0.11%であった。

2) 健康保菌者例における検出菌型の推移はsonnei

を除いて，大きな変動はないが， sonneiの検出率の

増加は著しく， 1962年の 3倍に達しているO

c 38 ) 

3) 健康保菌者由来株の耐性度は，分離率の低下と

は逆に増加し，本年は実に25.2%の高率を示した。

4) 集団発生例の主原因菌は， sonneiが最も多く，

その耐性菌も数多く認められた。
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Ferri tinの精製とその微細構造

緒 言

Ferritinl〕は動物の牌，肝臓に多く含まれ，その沈

降係数s=60，分子量46万，鉄の含有量23%の鉄蛋白

である。私達の実験以前，電顕では4つの subunitで

構成される直径55Aの核を持った球形粒子で， subunit

の一つ一つは直径25Aのミセノレであることが知られて

いた。電顕における Ferritin抗体法2，めは，蛍光抗体

法と同じ原理に基づいて，蛍光色素による抗体ラベル

の代りに Ferritinを抗体グロプリンにラベノレし，抗原

抗体反応を起させた試料~こついて， Ferritin粒子を追

うことによって，抗原の所在部位あるいは抗原の微細

構造を明かにしようにするものである。従って免疫電

子顕微鏡法の別名もある。

私達は昭和37年秋の第9回電子顕微鏡学会シンポジ

ュウムで本邦初の Ferritin抗体法の発表4）に刺戟され，

技術手技の導入確立，応用を目的とし，手始めに

Ferri tinの自製について，試験的精製，本格的精製と

計2回の精製を行なった。その後高性能電顕の使用と，

Negative Stainの応用により， Ferritinの微細構造

を追究し，ニ，三の知見を得たので、報告する。

実験材料及び方法

(1) Ferritinの精製法5,6〕

Ferri tinは熱に対して安定， またカドミウムと容易

に結品を作る性質を利用して精製を行なった。材料と

してウマの新鮮な牌臓を用いた。 38年2月芝浦屠場か

ら入手したウマ 1頭分の牌臓のうち半分 400gについ

て試験的精製を行ない，慎重に検討した上，同年7月

ウマ10頭分の牌臓約lOkgから大量精製に踏み切り，

約半月を要して順調に精製を終了した。途中の段階で，

CdS04により Ferritinが写真 1のように結晶化して

くるので，光顕で適宜観察し，成る可く大きな結晶を

作らせるよう工夫し，収量の増大に努めた。精製方法

を表 1に示す。

＊東京都立衛生研究所 ウイルス部

料農林省蚕糸試験場

＊＊＊日本電子株式会社

根津尚光＊

松村初太郎料

前木

田中

ネ

＊市

昭

(2) 収量の検定方法

Ferri tinの収量についてはミクロキエノレダール法に

よる窒素定量の方法によった。得られた窒素量の値を

8. 1倍した値を Ferritin量とした。算出の根拠は，一

般蛋白の場合16%(1/6. 25）が窒素量であるから

NC窒素量）×6.25＝総蛋白量

Ferri tinの場合は23%が鉄分であるとして，残り77

%が窒素量を合む蛋白量となるO 従って Ferritin全体

中に占める窒素量は12.3%(1/8. 1）となるO よって

N×8. l=Ferritin量

実際には先ず表1の精製で得た茶褐色の Ferritin水

溶液を国産超遠心機にかけ， apoferritin7.8）を除く操

作をする。次で沈・査の部分を蒸溜水に浮雌させ検定の

試料とした。窒素定量で、求めた Ferritin量を基にして

コールマン 9型光電比色計により検量グラフを作製し，

以後の本格的精製Ferritinの濃度測定の便を図った。

Ferri tinの保存には， CNH4)2so4飽和溶液中に沈澱

させ， 4°Cの氷室に置く方法を採り，必要の都度その

分だけ透析あるし、は Sephadexを通して硫安成分を除

く操作をする。精製Ferritinが何時までFerritin抗体

法に使えるか寿命の点について定説がないので不安が

ある。

(3) 電顕試料の作製及び撮影

最終的に CdS04で結晶した Ferritinに蒸溜水を加

えると，直ちに結晶は分散し，澄んだ茶褐色の溶液に

変ずる。次いで超遠心機で apoferritinを除く操作の

後，約 1%の水溶液を作る。 Ferritinは極度に小さい

ので，蒸溜水で数十，数百倍と高度の希釈系列を準備

しこの希薄な液を一白金耳コロヂオン膜上に載せ，

t戸紙で余分を吸取り乾燥固定後直接法の試料とした。

Shadowing蒸発物質として Cr, Au, 高倍率用に

Pt-Pdを使用した。

蛋白部分の形態を調べるための NegativeStainに

は燐タングステン酸の 2～4 %水溶液を用い，試料に

等量加え数時間放置したものを使用し，全試料ともカ

｛ボン膜補強を行なった。 Ferritinは第 1回精製の方

が精製が行届いているので，重点を置いて作製した。

c 39 ) 
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右側に示したが， 濃厚液で、あった為B値は 445mg/dl

と大きな値となった。

N定量からの全収量は

4. 45(mg）×8. 1×120(cc) =4. 32(g) 

さて次に光電比色法による値の検討であるが，第 1

回精製Ferritinを全量用いて作製した検量グ、ラフを図

1に示すO Ferri tin量と透過率即ち色の濃さとは表に

示す条件で殆ど直線となり比例することを見出した。

但し表の Ferritin量は前述のN定量による値引当り

94. 7mgを基準として目盛った。このグラフから第2

回大量精製の収量を比色検定で求めてみると，被検液

40倍希釈の透過率は 43.5% (58. lmg/dl）となり

0. 581(mg/cc）×40×120(cc) =2. S(g) 

つまり N定量からの収量4.32gに比し，比色法から

は 35%少い 2.Sgの値となった。

測定方法による収量の大きな開きの原因を考察する

に，大量精製では精製方法の規模が大きく，その為精

製の度合が大まかになり， Apoferriinその他蛋白成分

の混入によるN量の上昇をみたものと推定される。猶，

後日スピンコを使用し， 40, OOOrpm 2hrの遠心では

Ferri tinは完全に沈澱することが判った。ともかく如

何に精製しでも Apoferritinの混入は避けられないの

で測定には注意を要する。 N定量の外に Feを定量す

る方法もあるO

東北大ではウマ牌臓10頭分から 1.5%液 50cc即ち

使用電顕の機種は日本電子KK, J EMT-6 S及び

J EM6 C（分解能7A）で，撮影倍率は直接2～ 7万

倍で使用した。

実験結果並びに考察

(1) Ferritinの収量とその検定

2回に亙る精製Ferritinの収量については表2の通

りである。

収量の算出根拠は表3の結果によった。即ち，第1

回の試験的精製で得られた Ferritin全量をlOccとし，

その中 leeを採り，国産超遠心機に 38,OOOrpm 

(40, OOOrpmでは廻転が stop)2hrかけ， Feを合ま

ぬ Apoferritinを除去する操作を行なった。 Ferritin 

は管底まで全部落ち切らず (ii）と(iii）の境界は漠然と

したものとなった。ここで疑問を生じたことは (ii）の

部分が(iii）の沈査部分よりも約2倍位大きなN量を示

したことであるO 原因を推定するに色の全くない蛋白

だけの Apoferritinが (ii）の層あたりに沈降し，肉眼

では分らないが， N量が予想外に大きく出たものと考

えられる。

ミクロキエルダーの値 117mg/dlを採用し

1. 17(mg）×8. 1×lO(cc) =94. 7(mg) 

として第 1回精製の収量とした。 8. 1の数字は Apo-

ferritinを含まない場合の考え方であるO

第2回大量精製の場合は第 1回と同様の方法で処理

し，沈澄についてだけN定量を行なった。結果は表3

精製 Ferritinの 収 量

精製日時 ウ マ 牌 臓 収 量 収量百分率 測定方法

第 1回 38年 2月 400g 95mg 0.024% 窒素定量法

2, 800mg 0.028% 光電比色法
第2回 38年 7月 9,840g 

4, 320mg 0.043% 窒素定量法

表 2

ロ
ル

製

一

ル

精
一
ぉ
ク
レ
一

的
一
、
、

h

験
一

試回

Ferri tin蛋自の蜜素定量値

沈降層

462mg/dl 48mg/dl 

445mg/dl 500mg/dl 

207mg/dl 

ll?mg/dl 

A 
キェルダ｛ノレ

第

A 
キエノレ夕、、｛／レ

135mg/dl 

76. 5mg/dl 
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表 3
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(ii) Ferri.+ Apoferri. 

38, OOOrpm, 2hr 
後の沈降状態



Ferri tin 〈ウマ〉の CdS04による結品

〈光顕像〉

写真 i図 1
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唾叶

喝→
ピ｛ク，左から Globlin,Ferritin 

T Cを使って結合物に出来たことを示す。左か

ら Globulin, Ferroglobulin （矢印）， Ferritin 

初め簡単なt戸紙電気泳動法で結合の有無を調べたが，

明確な結果が得られないので，島津製チセリウス電気

泳動装置で実施した。この写真から Ferroglobulinの

ピーク（矢印〉を確認したので，蛋白変性を起さず

Ferri tinを精製し得た確証と考える。 TCは一方の結

( 42 ) 

750mgの収量を得ており，又日本医大では 1頭分（約1

kg）から500mgとれると聞くが後者は測定方法が違う

ので比較はやや困難であり，詳細な収量の検討は省略

した。 Singerの Ferritin抗体法では 1.5% Ferritin 

溶液を 4cc使うとあるので， 1回分の必要量は 60mg

となり，全収量2.8gとして46回の実験が可能となるo

Ferri tin抗体法の方法論は確立したとは云えない段階

にあり， Ferritin必要量1回 60mgも一応の目安と考

えて差支えない。〈写真 1）はCdS04により結晶化し

た Ferritinの光顕写真を示す。大部分正八面体の結

晶を作る。

写真2は三井化学KKから供与された toluene2. 4 

-diisocyanate (TC)6，めを用い，抗体（インフルエン

ザウイルスで免疫したトリ血清グロプリン〉と Ferri-

tinを，化学的に conjugateさせた Ferroglo bulinの

電気泳動図的である。 Aは対照で，電圧 114V，電流

'7. 5mA，泳動時間 2hr, Bは 110～115V, 7. 5mA, 

lhr 20＇で泳動が著しく早くなり写真がズレてしまっ

た。朝日酸 buffer,pH 9. 5を使用した。

G-Rob£in 1 Fenitl凡 混 各(A) 
ト－ill>

C述。bP.｛凡， Feγri-tin緒ゐ(B) トー悟

(A) 

侶）



合基で鉄蛋白と，他の結合基で抗体グロプリンと結び，

抗体の Ferritinラベルむを行なうが，抗体の Titerを

大きく低下させる欠陥があるとの報告がある。私達の

場合，結合前後の抗体価の変動について検討不十分で

あるが，実用上差支えないとし、う立場で一連の実験を

進めた。 しかし， 初めの Ferritin抗体法実験では，

抗原（インフルエンザウイルス〉の精製不十分と，結合

処理の際の雑菌の混入増殖のため不成功に終っている。

(2) Ferritinの徴細構造

写真3は JEMT-6Sを使用し直接倍率 20,000倍で

最初に撮った Ferritinの写真である。 subunitという

一つ一つの Fe粒子は見えず， 固まったー黒点にしか

見えなし、。この試料を JEM6Cを用い直接 70,000倍

で撮影したところ，写真50印に示す様に Fe粒子の

一つ一つが分離した像を明瞭に捕えることに成功し

た。しかL鉄を取囲む蛋白部分の形態は明かにされな

し、。

写真 3 Fe:rr:tin粒子

写真4は Cr-Shadowingした直接倍率 20,000倍か

らの写真である。査白部分の輪廓が大きく盛り上り，

Shadowingの陰の部分に白く突起状のものが見え，

一見して Ferritinと判断がつく特徴ある表面構造を

写真 4 Ferritin粒子 Shadowing像

現わしている。しかし Crの蒸着粒子は粗いので，高

倍率の観察には不適当である。粒子の細かし、Pt-Pdを

使って Shadowingを行ない追究を試みたが， Crのと

きより更に微細構造を判断し得る資料写真は得られな

かった。結局 Shadowingの面からは，蛋白部分の形

態が角か丸か判定困難との結論に達した。

次で蛋白部分の形態を調べる手段として，燐タング

ステン酸による NegativeStainl0, 11) （以下PT A染

色とする〉を応用したところ，（写真6）に示す像を得る

に至った。倍率は直接法の時と同様70,000倍で撮影し

た。 PTA染色のうまくいった箇所で、は，通常4個のFe

粒子が寵接法写真同様に観察され，蛋白部分はその周

囲に白く浮き彫りされた形で現われる。その他この写

真での特徴は，蛋白部分と遊離した Fe粒子だけの黒

い像が多数認められることであり，写真には出ていな

いが，鉄のとれたApoferritinの角型の像も若干認める

ことが出来た。生体臓器内では鉄イオγはApoferritin

と結合し Ferritinとなり， あるいは遊離してその平

衡が保たれることから形態の種々相が観察されて当然

であるが， PT A染色によると両者の差異が明瞭に区

別し得る利点がある。

c 43 ) 



PT A染色の収獲は， 4箇の Fe粒子からなる核と 一番論議の中心になる点は Ferritin謹白部の形態

共に，蛋白部分の輪廓をかなり明瞭に示すことであ の解釈にあり，フランス文献によると 6角形又は8角

る。一般に球形粒子と考えられている Ferritinが， 形であるとしづ未確認の情報もあり，私達の四角に近

この写真ではややかどのとれた四角に近い形を示して いという学会発表に対しては納得出来ないという批判

いる。 が提起されたりして未解決になっている。これに関連

以上のようにして得た70,000倍の直接法及びPT A  して Ferritin結晶状態の配列像を捕えることも今後

染色写真の原板から引伸しにより夫々百万倍の写真を に期待される課題である。

作製し，標準形の粒子多数について Ferritinの大き 結 論

さを測定し，岡 2のSchemeに示す形を推定した。 Ferri tin抗体法実験の第一段階として，ウマ牌臓約

Ferri tinのFe粒子は必ずしも 4箇とは限らず， 2' lOkgから精製した Ferritinの収量は 2.Sgで， N定

3' 4' 5, 6個の不規則な構造を呈する場合も多く 量に基く比色法で検定したoFerri tinラベノレ抗体を作

認められる。図3にその Schemeを示した。 製し，電気泳動法で、蛋白変性の有無等を調べたが異常

は認めなかった。

関 2 Ferri tinを電顕的に観察するため希釈したものを直

図 3

目。伝；
g@o 
⑤臼議議

。（忌

接法， Shadowing法および NegativeStain法によ

って試料作製をし， JEM6Cで、検鏡した。その結果

Ferri tinの徴細構造は Fe粒子が4個の Subunitか

らなり，とくにPTA-Negative Stainでは蛋白部分

の形態が明瞭に認められた。詳細を Schemeにまとめ

示した。

終りに御指導を賜わった東北大，医学部細菌学教室，

天野保二博士はじめ御協力頂いた各｛立に感謝する。

( 44) 

本論文の要旨は第10回電子顕微鏡学会秋季シンポジ

ウム（東京， 1963）に発表した12）。
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写真 6 Ferri tin粒子（PTA染色）
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1965年初頭東京都内に発生したインフルエンザ

のウイルス学的血清学的検索成績

1964年初頭のB型ウイノレスによるインフルエンザ流

行にひきつづき， 1964年12月から65年4月にかけてイ

ンフノレエンザA2型ウイノレスを主原因とした「集団か

ぜ、Jの流行が東京都内に発生した。

届出患者数から直ちに流行規模を論ずることは至当

でないにしても， 65年1月から3月までの届出数32,485

名としづ数値は，昨年のアジアかぜ、大流行時のそれに

匹敵するもので，今回の流行はかなり大規模なもので

あったと考えられる。

われわれは，本流行に際し37集団の都内小中学校の

擢患児童生徒ら，及び4患者死亡例から採取した検体

について病原検索を行なう一方，逐時的に蒐集した都

内居住成人血清の抗体保有消長経過から流行推移を考

察した。

検査材料及び方法

1) 被検血清：患者血清は37集団の都内各地の小中

学校の躍患児童生徒から採取した。一集団につき平均

6名の患者を選び出し，急性期及び依復期に採血し実

験に供した。血清は検査時まで－20°cに凍結保存し

た。実験に供した都内居住成人血清は，ワッセルマン

反応検査のために当研究所に送付された雄産婦血清の

中から，地域的偏りのないように注意しながら経時的

にサンプリングした。

2) ウイルス分離検体：急性期患者のうがし、水と，

死亡例の気管支及び肺を実験に供した。うがし、水は，

：，患者に約 lOmlの滅菌生理食塩水でよくうがし、をさせ，

iこれを等量のブイヨンを入れた試験管にうけたもので，

採取後直ちに氷漬けにして当研究所に急送された。ま

た，死亡例の肺及ひ、気管支もうがい水同様剖検後速や

かに採取し，氷漬けにして急送された。

3) ウイルス分離試験：うがし、水はそのまま，肺及

び気管支はブイヨンで 20%乳剤とした後， 3000rpm

30分遠心してその上清に， Penicillin500u/ml, Stre” 

＊東京都立衛生研究所 ウイノレス部

根津尚光＊

村－上一＊

薮内 清＊

岩崎謙二＊

坂井富士子＊

柏木義勝＊

ptomycin 250γ／mlを加え，ふ化鶏卵（ 9～11日卵〉

羊膜腔及び HeLa細胞とサル腎細胞に接種した。し、ず

れも 3代まで継代培養した。ふ化鶏卵については，ニ

ワトリ赤血球凝集反応によりウイルスの存否を確め

た。また，組織培養においては連日 CPEの出現を観

察し 7日後にモノレモット赤血球の吸着の有無により

ウイルス分離を判定した。

4) 血清検査：赤血球凝集抑制（H I）反応は淳生

省衛生検査指針わに準じたが，反応はトレイで行なっ

た。すなわち，被検血清は RDE処理し， 2倍階段希

釈してその O.lmlに 16HAu/mlのウイルス抗原

O. lmlを加えて混和，室温 1時開放置後 1%ニワトリ

またはそルモット赤血球浮遊液 0.2mlを加え， 更に

室温1時間静置してその血球凝集像により判定した。

使用した抗原は，インフノレエンザA，インフノレエンザ、

B，パラインフノレエンザ、 1(HA2），パラインフルエ

ンザ 2(CA），パラインフノレエンザ 3(HA1）で，イ

ンフルエンザ、についてはA2／足立2/57, A2／熊本 Y-

5/57, :B；世田谷3/56の他一部の血清については A2/

村上4/64, A2／瀬頭／64, A2／五日市12/64, A2／山彦

/65, AZ／島田6/65,Al／新宿1/56, Bl台湾4/62をも

あわせ使用した。

補体結合（CF）反応は Kolmerの少量法，すなわ

ち，反応に関与する因子の量を原法に比してすべて

1/2. 5とした方法によった使用した。抗原はインフル

エンザA-S(A2／足立／2/57），インフノレエンザ B-S

(B／世田谷3/56），ムンフ。スーS(Enders）及び、アデノ

(3型〉の 4抗原である。

5) 診断基準：厚生省衛生検査指針。によった。す

なわち，日 I反応， CF反応ともに恢復期血清の抗体

価が急性期のそれに比べて 8倍以上であれば，その抗

原と同種ウイ Jレメ、の感染確実と判定し， 4倍の場合は

疑い， 2倍又は血清採取時期が適切であったにもかか

勢らず上昇しないものは陰性と判定した。

c 47 ) 



受付！所轄

表 1 1965年初頭東京都内に発生した“集団かぜ”の検索成績

車清学的検査

ウイノレス学的検査

No.I月日 集団名

(1965)1保健所 ウイルス分離
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検査成績及び考察

集団別検査成績は表1に示す通りである。この成績

を前述の診断基準に従ってまとめると表2のようにな

る。すなわち，計37集団と 4死亡例について検索した

結果，明らかにインフルエンザA2型ウイルスの感染

によるものと判定したものが30集団と 2死亡例でその

大部分を占め，これらの集団と死亡例から14株のイン

フルエンザA2型ウイルスを分離した。この30集団の

内訳は，インフノレエンザ、A2型ウイルス分離陽性でか

つ向型ウイノレスに対する抗体の有意の上昇を認めたも

の10集団，抗体の有意上昇のみを証明したもの20集団

で、あった。なお，前者10集団の中， 2集団については

血清学的にインフルエンザB型ウイルスの混在を証明

した。また，アデノ 3型ウイルスの感染によるものと

ウイルス学的及び血清学的に証明し得たものは 2

で， 9株のアデノ 3型ウイルスを分離した。この中の

1集団は血清学的にインフルエンザA2型ウイルスの

混在を証明した。残りの 5集団と 2死亡例については，

我々の取り扱った検体及び実施した検査法の範囲内で

はその原因を明らかにすることは出来なかった。

また，全例についてパラインフルエンザ及びムンプ

スに対する血中抗体の有意上昇は証明されなかった。

これらの成績から本期の「集団かぜ、」は，インフル

エンザA2型ウイルスを主原因とし，一部にアデノ 3

型ウイルス及びインフノレエンザB型ウイルスの混在し

たものと思われるb

以上は総括的な検査成績であるが，これを患者個々

のレベルで、観察すると興味ある事実がわかる。すなわ

ち，インフルエンザA2型ウイルスのHI反応抗原と

しては，今日 A2／足立 2/57株が一般に広く用いら

れているが，この抗原を使用して実際に本期「集団か

ぜ、」患者血清を検査してみると表3に示した症例の如

く，急性期に既に高い抗体価を示すものが数多くあっ

た。このことは， 512倍， 1024倍というようなかなり

高い抗体価を持つ者も擢患することになり，従来の

128倍以上の抗体価を持つものは擢患をまぬがれるだ

ろうわという通念はかなり違ってくることになる。し

かしこの様な，急性期血清と恢復期血清との聞に抗

体価の著明な開きがない症例でも，同じインフルエン

ザA2型ウイルスの A2／熊本Y-5/57株を抗原とする

と，急性期の抗体価が妥当と考えられる価にまでさが

り，前記の診断基準の適用に好都合であり，明らかな

抗体上昇を観察する ζ とが出来た。今次の流行株を抗

原とした場合にも，若干のず、れは見られたが， A2／熊

本Y-5/57株を抗原とした場合と同様な傾向であっ

た。

分離したA2型ウイルス14株の抗原構造の詳細につ

いては目下検討中であるが，表4に示す如く，馬血清

の inhibitorによってよく抑制されるが，ニワトリ免

疫血清による抑制価はA2／足立2/57株よりかなり低く，

また昨年新潟県下において分離されたA2／村上4/64と

も一致せず，むしろQ相株である A2／熊本Y-5/57株

のそれに近し、。また，患者血清についてみると表3の

ように，分離株の受ける抑制価は急性期血清ではA2/

足立2/57株より低い場合が多いが，快復期血清では

殆んど同じである。この様なことから今回の分離株は

これまでのA2型ウイルスとは若干抗原的に異なるが，

本質的な変異ではないと考える。

また，われわれは1957年以来都内居住成人の血清を

毎月集めて，インフルエンザHI抗体保有状況の変動

を調査し，流行の実態を早期につかむ努力を続けて来

た3～6）。 ζの成績の中から1962年のA2型流行時と本

期の流行期とにおける抗体保有状況を比較図示すると

図1' 2の如くであるo これを見ると， 1962年の流行

は抗体保有率が短期間に急速に上昇して血清疫学的に

も流行の激しさがみられるが，本期の流行ではかなり

長期間にわたってゆるやかなひろがり方をしている事

が判る。これから推測すると近年の流行は局地的な流

行のくり返えしといった形で‘進行しているように思わ

れる。インフルエンザ、におけるこのような現象は，

表 2 1965年初頭東京都内に難生Lた“集団かぜ”の検索成縫

＼下＼｜ イソブルー2型｜ … 型…に ｜ 
ウイルスVこよるもの よるもの 不 明

集 30 2 5 37 

死 亡 2 。 2 4 

このう清ち， 2集団につい
このうち清A学，現2理的しI集団につい われ扱原われの実体施範した検内査

備 考 ては血 学型的ウにインフノレ ては血 にインフル とった検明 の閤で
エンザB イノレスの混 エンザ ウイルスの は因不。
在を証明したb 混在を証 た。

-- - -- - 『－－－守圃『ー－ 『 _____ ，』．『晶－－ －・岨F 戸『明 d’ “ 一・一‘ 一 『，川 町d、‘ ～＋  －－－守’d咽－－－ －－『・ー

( 49 ) 



表 3 患者血清の分離株に対する。赤血球凝集抑制価

赤 血 球 凝 集 :j:fiJ t!1U 反 ric:. 補体結合反応cs抗原〉

患者氏名 血清
A~~足57立 ¢2／熊5／本57 A~j村64上 A2~6瀬4頭 IA 市 A2／山彦 A2／島田

Ai／新56宿 Bi；台62湾＼ B~世：／5田6 谷 A2／足立 B~世／5田6谷
/65 6/65 2/57 

急性期 主主2048 16 512 32 128 32 256 32 64 1024 8 く 4

矢 O 広 O
快復期 孟2048 512 二三2048 1024 ミ2048 22048 二三2048 32 32 512 32 く 4

急性期 1024 32 256 64 256 32 256 16 128 512 8 < 1  

加 O 裕 O
i茨復期 二三2048 512 二三2048 1024 三三2043 1024 1024 16 256 512 孟64 く 4

急性期 1024 32 512 64 256 61 256 128 16 512 4 く 4

森 Oち O
快復期 註2048 512 二三2048 1024 三三2048 二三2048 1024 128 32 512 三三64 く 4

（叩｛））

久 O 耕 O
急性期 1024 128 二三2048 256 1024 256 512 <16 く16 く16 32 <1  

依復期 主主2048 二三2048 二三2048 二三2048 三三2048 孟2048 二三2048 <16 <i6 く16 三三64 く 4

急性期 δ12 32 1024 64 512 64 128 <16 く16 ~2048 8 く 4

加 O 寿 O
快復期 二三2048 512 二三2048 1024 註2048 二三2048 二三2048 <16 <16 1024 主主64 < 1  

急性期 1024 32 1024 64 256 64 256 <I6 <16 128 8 く 4

中 O 悦 O
快復期 与Z:048 256 二三2048 512 註2048 1024 10.21 <16 <16 64 三三64 く 4

急性期 1024 32 1024 32 128 16 64 32 32 512 < s  く 8

尾 O 篤 O
快復期 二三2048 128 二三2048 512 三三2043 256 256 512 128 1024 32 4 

急性期 512 32 1024 64 512 64 128 128 32 256 16 く 4

八 O 修 O
依復期 註2048 128 二三2048 123 三三2048 256 512 512 32 512 三主64 く 4

急性期 512 32 256 32 256 32 32 64 く16 1024 く 4 4 

本 O透。
快復期 三三2048 256 1024 512 22048 512 二三2048 128 16 孟2048 32 4 

急性期 512 32 512 64 51.2 64 128 128 32 256 8 く 4

地 O 秀 O
快復期 二三2048 256 二三2048 1024 ~2048 1024 二三2048 128 16 512 32 < 1  



表 4 分離ウイルスの間定（HI試験〉

A2／足立2/57 A2／熊本Y-5/57

(No. 113) (No. 104) 

A2／足立2/57 2048 4096 

A2／熊本Y-5/57 32 512 

A2／砧3/65 128 256 

A2／，島田6/65 256 256 

A2／砧9/65 128 512 

A2／山彦／65 128 128 

A2／五日市3/65 32 128 

A2／大森1/65 32 64 

Al/新宿1/56 <32 く32

B／車田谷3/56 <32 く32

図 1 1962年流行時におけるA2型ウイルス

に対する都民血中抗体の推移
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1964年初頭のB型流行の頃からその傾向がみられはじ

めた。従来は「集団かぜJの中でもインフノレエンザと

云えば先ず第一に流行革延の激しさを念頭においたが，

今回の結果からみるとそのような概念は必らずしも妥

当ではなくなってきた。

結 論

1964年12月から， 1965年 3月にかけて，東京都内に

多発した「集団かぜ」について検索した結果次の結論

を得た。

1) 本期の「集団かぜJはインフルエンザA2型ウ

イノレスが主原因で、あり，一部にインフノレエンザ、B型ウ

イルス，及びアデノ 3型ウイルスの感染例が混在して

し、7こO

( 51 ) 

Al／新宿1/56 B／世田谷3/56
健康馬血清

(No. 111) (No. 116) 

く32 く32 16384 

く32 く32 く32

<32 <32 1024 

く32 く32 1024 

く32 <32 

<32 <32 1024 

<32 <32 128 

く32 く32 1024 

8192 <32 

く32 1024 

図 2 1965年流行時におけるA2型ウイルス

に対する都民血中抗体の推移
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2) 分離したインフノレエンザA2型ウイルスの抗原

的性状の詳細はなお検討中であるが，従来のA2型ウ

イルスとは若干異っている。

3) 血清疫学的にみた流行革延の様相は従来のイン

フルエンザの場合とかなり異り緩慢な経過を示した。
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昭和39年度東京都における疑似日本脳炎

患者血清の検査成績
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の処理をした中山株， JaGAr特01株の 2抗原を用いた。

その他のCF抗原は，コクサツキ~ BL B2, B3, 

B4, B5，ポリオ I, Il, ID，アデノ，ムンプス， ト

キソプラズマの11抗原を用いた。

3) c F反応： Kolmerの少量法，すなわち，反応

に関与する因子の量を原法に比してすべて 1/2.5に減

量した方法（＇こょった。

4) 血球凝集抑制（HI)反応：国立予防衛生研究

所奥野等1）の方法に準じて行なった。なお血清処理は

25%カオリン－9.OBS による60分吸収を行なった。

5) 日脳の血i古学的診断基準：日脳研究会により採

用されている基準〈表 1）によった。

検査成績及び者察

病院別，個人別血清検査成績は表2のようであるO

ヒトにおける日本脳炎（以下日踏と略す〉は，日本

全国で毎年2,000名前後の届出があり，その約半数が

死の転帰をとる非常に致命率の高い法定伝染病である。

昭和39年度は東京都におし、ても 7月～10月に 151名の

疑似日脳患者の届出があり，うち死亡したもの28名と

なっているO これらのうち，当所に送付された 224検

体， 86名分の患者血清について，血清学的な検討を行

なったので報告する。

検査材料及び方法

1) 患者血清：都立駒込病院，都立豊多摩病院及び

その他の病院から送付された疑似日脳患者血清で，検

査を実施するまで－20°cに凍結保存した。

2) 使用抗原：日脳補体結合（CF）抗原としては，

中山株感染乳呑みマウスの脳乳剤をアセトン，エーテ

ルにより処理したもの，血球凝集（H A）抗原は，同様

日脳の血清学的診断基準表 i

単血清の抗体価市
山

L
A
V
 

d
l
 

抗の,',:1三
ii悶血対断

主と＂＇、
首多

迄 1: 640 4倍以上の上昇があり旦最高値が孟 1: 320 確実に診断してよい十十

1 : 320 1 : 160 II ほぼ確実に診断してよい十

1 : 160 1 : 40～1 : 80 // 陽性であるが疑わしい＋ 

血
球
凝
集
抑
制
反
応 < 1 : 10 るあで企占陰

主主 1 : 32 孟1: 16 4倍以上の上昇があり且最高値が確実に診断してよい廿
補
体
結
合
反
応

1 : 16 1 : 8 υ ほぼ確実に診断してよい＋ 

1 : 8 

く1: 4 

く1: 4より 1: 4に上昇＋ 

陰

陽性であるが疑わしい

あ法ム

反応陽性とすると駒込病院の場合は患者数35名中HI 

反応により 6名， CF反応の場合には 5名が陽性を示

した。明らかに陰性と診断で、きたものは13名，残りの

16名については血清採取の時期或はその回数，間隔等

が不備で、あった為に血清学的診断の材－料としては不適

（日脳研究会〉

る

表 2の成績を前記日脳診断基準に従って整理すると

表 3のようになる。すなわち， CF, H Iいず、れか

一方，或は両方共十十，または＋を示したものを血清

で

c 52 ) 

ウイルス部東京都立衛生研究所＊ 



院表 2

F~~＼ Iポ；~I Bl ：：：：：~ B51~I~1:!1 備 考

績成査検完リ人別，個

く20
20 

<20 

く20
20 

<20 
20 
20 

<20 

く20
<20 
<10 

<20 

20 

.20 
<20 
<20 
く20
160 

く20
20 

く20

く20
20 

く20
20 

く20

く20

病

日

く 2

日
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64. 601 0本O子
も）71 // 
811 グ

検体

No. 

つ
山
つ
中

A

く
く

四／1015 
¥'lll/18jl2 
¥'lll/24日9

咽／18141く 2 320 1280 
VIJJ/241101 孟64~2560註2560
V11J/31[17［孟64註2560註2560
LX/ 8'251 孟6＂~孟2560註2560

四／17110:< 2 

VJD/1sj 3! < 2 

四／18!SIく 2

川／1815 
四／25:12

<4く4<4 <4く4
<4く4く4く4く4
く4く4く4く4く4

<4 <4く4
く4く4<4: 
く4く4く41
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く4<4 <4 
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く4く4く4

く20

く20

く20

く20

<4く4く4
く4く4く4
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く20
40 

<20 

く20
20 

く 2
く 2

41 <4 

( 53 ) 
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駒込病院（その 2)

検体｜儲氏名目性 採血 病［日 脳！ポリオ
キー I~ I~ ／：トプ日 CF~訂H守I子 i u m 

コッ ンラ
フ デ キ ス 備考

No. 別 月日 Bl B2 B3 B4 BS スノソマ

64. 139 0鹿O子 7 ~ i唖盟~~； 4 4- 20 20 
くく！ く＜! くく! くく！ くく！ くく! く＜！ く＜！ !I くく1 くく! 177 II // II 11 2 -W 40 

140 0沢O子 8 ~ 四／24 4 4 80 80 く4く4く4 く4く4く4く4く4 く4 く4 <4 

141 0方O男 26

3 ~目；！~！ 6 

く＜ 2 160 1280 

くくくくくく！ ＜くくくくく！ ＜くくくく＜！ くくくくくくlくくくくくく！ くくくくくく！ くくくくくく！ ＜くくくくく4i く＜くくくく4~ くくくくくく4; く＜〈く＜く4~ 174 II II グ 12 2 160~三2560
207 II // グ 19 2 320 640 
246 // // // 26 8 160 320 
279 // 131 32 160 1280 
341 II // グ 46 32 320 1280 

142 0田O臣 38

~ ~.民医~~~＇ 1 

く＜ 2 20 160 

くくくく~ くくくくiくく＜く4; くくくくiく＜くく~ くくくく！ くくくく！ く＜くく4! くくくく4; く2く44 
171 II // グ 117 2 1280二三2560
209 // // グ 724 2 640 1280 
243 II I/ グ 431 16 320 640 

172 0原O美 22 ~ 
四出医／／／~1 8 くくく ~ くくく~~ くく＜~~ 〈くく！ ＜くく！ くくく41 ＜くく！ くくく！ くくく！ くくく！ くく＜：

く612くi4 く~！205 II // II 715 
244 II // // 32 

173 0谷O通 7色
くく ; くく;g くく；gくく1 くく1 ＜く1 くdくく! くく! くく！ くく1 くく! く＜1~！I 251 // // II 四ix ：~！ 2i

175 0田O子 8 ~ IX I 1 9 

くくく ~ くくく~~ くくく~~ ＜くく！ くくく！ くくく41 2く！ く〈く！2く！ くくく！ 〈くく4! く~： く＜く4! くくく4! 204 II // II 立／／ 716 
252 // // // 医 1423

178 0西O郎 ix: 1 3 4 80 160 
くく！ くく！ くく44 ＜く1 くく1 く＜！ くく! くく44 くく44 ＜く1 くく44 208 II 立 79 2 40 80 

179 0木O子

~~~： 6 

く 2 40 80 

＜くくく！ くくくくiくくくく4! くくくく！ ＜くくく~ くくくくiくくくく~ くくくく4! く5く4! 〈くくく~ ＜くくく4!1 206 II // II IX 712 8 40 80 
248 II // // 8 40 80 
281 // II II 

i~~i 0 

16 80 320 

229 0 0代 17♀ 

5くく 2 くくくく却 くくくくお くく＜くiくくくくiくくくく4! くくくjく＜くく~ くくくく~ くくくく； くくくく4! く2くiくくくく4: 
245 II II II 2 20 20 
280 II II II 2 20 20 
342 II II II 2 20 20 

230 0井O人 23 6 医／ 9 s く 2 く20 L!:O く4く4く4 く4く4<4 <4く4 く4

247 0中O治 53 6 立／14'20 吋つ 20 20 <4く4く4 <4く4く4く4<4 <4 く4 く4

249 0下O浩 L!: 0 ~：~； 8 くく 2 くく；gく20 ＜く! くく！ くく1 くく1 くく1 くく! くく! ＜く44 くく! くく44 くく44 278 II II II 15 2 20 

250 0田O子 5 ~ 医／14 7 く2 く20 く20 く4く4く4 く4く4く4く4<4 く4 <4 く4

308 0辺O子 ♀ く 2 く20 20 く4く4く4 く4<4 <4く4く4 く4 8 く4

320 0下O弘 27 0 医／28110 <2 く20 く20 く4く4<4 <4く4く4く4 4 く4 く4 く4

321 0中O秋 6 ~ 医／299 く 2 く20 く20 く4く4く4 <4く4く4く4 く4 8 く4

322 0田O満 3 0 IX ~4 1く 2 く20 く20 く4く4く4 く4く4く4く4 A く4 く4 く4

c 54 ) 



豊多摩病院（その 1)

受付 年性 採血 病
日

H 脳I ポリオ コクサツキー
ム ア トフ

患者氏名
ソ

ア キ ブ 備考
No. メi'lBリ月日 日 CF Ja韓GA日1r 目 Bl B2 B3 B4 BS 

フ ス
ス ノ ソマ

64. 65 0田O夫 22 Cl ~／22 3 』ー 40 80 8 A. 』ー Ll- 8 8 8 8 不＜能4 ＜く44 不不能能69 // υ グ／256 8 40 40 8 8 16 16 16 8 16 16 

70 。口O子 23 o VII/26 3 く 2 40 20 く4く4<4 く4く4く4く4く4 く4 <4 く4

71 0 0男 7 Cl 

四咽~i；~
2 

＜くくく! 80 40 

く~~ く0くく； くくくく4! く2くiくくくく~ く0くく； くくくくi≪ ＜くく4: くくくく4; 2くくj! ＜くくくi186 // // // 9 40 20 
100 // // // i15 20 20 
146 I/ // // 23 80 80 

72 0田O好 47 
♀ ：明日i?!却 5く ; く却20 

20 

くくく！ くくく！ くくく4! くくく！ く~！ くく＜！ くくく！ くくく4! くくく4! ~く＜く1184 // // グ 25 20 
98 // // グ 36 2 20 20 

85 0島O子 60 

~ 1咽~叩四~；I 6 

4 40 160 
99 // // グ 13 16 80 640 
145 // // グ 21 32 160 640 
154 υ // グ 28 32 320 1280 
190 // // グ 35 64 160 640 
222 I/ // // 42 ミ；；64 80 320 
264 // // グ 49 ミ三64 160 320 
332 // // グ 56 二三64 160 320 

101 0 0進 11 

古川W四~r く2くjくくくくく~ くくくくく4~ くくくくく~ くくくくく~ くくくくく~ くく＜くくIくくくくく4~ くくくくく4~ 144 // // グ 713 2 20 20 
155 // // グ 420

~ くく~g くく~g192 // // // 127 
224 // // グ 734 

107 0屋O弘 15 

<!) V1珊i~：~ 2 く〈くくく ~ く＜くくく~~ くくく＜く~~ ＜くくくくi＜くくくく~ くくくくく4i 2くくく~ く＜くくく~ くくくくく~ 2くくくl＜くくくく4~ く3く4~ 151 // // // 8 
197 // // グ 15
220 // // グ 22
260 // // // 29 

108 0原O忍 6 

t ：山：田~ノ~r
16 640 1280 

くくくくiくく＜く！ く＜くく4: くくくく~ くくくくiくくくく！ くくくくiくく＜く4! く5く4! く＜＜く~ くく＜く4;I 159 // // 16 640 1280 
186 // // // 126 16 640 1280 
226 // // グ 34 32 320 640 

109 0藤O林 64 <!) VIIl/13 4 く2 20 く20 く4く4く4 く4<4く4く4く4 く4 く4 く4

110 0林O子 21 

~ 咽羽四~目I~：~ 2 
くくくくく♀ 20 

40 

くくくくく； くくくくく~ ＜くくくく4; くくくくく~ くく＜くく~ ＜くくくく！ くく〈くく｝ くくくくく4~ 2くくく4~ くくくくく4~ く＜＜くく4~ 149 // // グ 11 2 く20 40 
185 υ // グ 18 2 20 80 
219 // // グ 24 2 くく20 20 
259 // // グ 131 2 20 20 

111 0崎O子 25 ♀珊／11 8 く2 20 40 く4く4<4 く4<4 <4く4く4 <4 <4 <4 

112 0田O和 22 

グググ：／グ古Y 珊1羽V配E医i田Eνi!!

10 く 2 く20 20 

＜く2くくj＜くくくくくくlくくくくくくく4~ くくくくくくくl＜くくくくくくlくくくくくくくlくくくくく＜くlくくく＜く＜く41 くくくくくくく4j くくくくく〈く4j 不不不不くく＜能能能能! 
147 // // 16 4 40 80 
157 // // 23 4 40 80 
194 // // 30 4 40 80 
256 // // 40 4 20 40 
292 // // 46 4 20 80 
329 // // 53 4 20 20 

148 0 0行 四／2013 く 2 20 20 く4く4く4 く4く4く4く4く4 く4 く4 く4

( 55 ) 
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表 3 日脳診断基準による検査成績

血清 主百人ρ 断 判定
病院名 百十

反応 十十＋士一 不能

日I 5 1 0 13 
駒込病院 16 35 

CF 4 1 1 13 

HI 3 3 0 12 
豊多摩病院 6 24 

CF 5 1 0 12 

HI 8 0 0 1 
その他の病院 18 27 

CF 5 0 1 3 

表 4 年次別，月別日脳血清反応成績

~Is月 16月 17月＼ s月 19月｜明 i 11月
昭和咋｜ I 0131 21sl例外
昭和38年｜叫吋吋 0/9,1/171 2/71 0/1 

昭和39年｜ I 0111 叫仰14/231 吋

註： 分子……陽性者数
分母……患者数

当で判定不能のものである。豊多摩病院の場合は患者

数24名中 6名がCF, H I共に陽性， 12名が明らかに

陰性，残りの 6名が判定不能，またその他の病院では，

H Iで陽性と診断出来たもの 9名中8名， CFの場合

には陽性数5名とその率が少くなっている。以上を総

合してみると86名の患者の内HI反応によって陽性と

判定出来たもの20名， CF反応によって陽性を示した

ものは16名と日 I反応に比して4名少くなっている。

これはHI抗体の出現時期がCF抗体の出現時期に比

して一般に早いことに起因すると考えられる。なお，

ここで注意したし、のは40名分の材料が血清学的診断に

不適当なものであった為に判定不能となったことであ

る。これは総数86名の約半数ということで今後この点

については各伝染病院の医師との連絡を密にして改善

して行きたいと考えている。また，その他のウイルス

抗原によるCF反応の成績につし、てみると，日脳陰性

c 58〕

と判定した26名の内，駒込病院の 1例はムンプス抗原

に対するCF抗体がく 1: 4より 1: 64と有意の上昇

を示した。これは，ムンプスによる髄膜炎と診断でき

る例であると考える。なお，その他に単血清でアデノ

ウイルス抗原に対して反応したものが数例あったが，

これは同時期に都内にアデノ 3型ウイノレスの相当大き

な流行わがあったので，その影響によるものと考えら

れる。

次に昭和39年度の月別の血清反応の陽性者数を過去

2カ年間の成績と比較してみると（表4）のようにな

る。この成積は検査件数が少ないにもかかわらず，我

々が先に発表した豚における日脳HI抗体の消長むと

時期的にもよく一致し，また，全国的な本病の祝行

の様相とも一致する点があることは興味ある事・実であ

る。

むすび

昭和39年度の疑似日脳患者の血清学的な検査成績に

ついてその概要を述べたが， HI反応の成績が，比較

的病初の対血清の場合には早く判読出来，しかも経済

的で，抗補体作用その他の不都合な反応がない点等す

ぐれた面を持っているので早急に衛生検査指針に取入

れられるべきであると考える。

また，日脳陰性の場合にも単に日脳を消極的に否定

するにとどまらず，広く無菌性髄膜炎を起す可能性の

あるウイルスに対して大きな網をはり， 1例でも多く

日脳を積極的に否定することが出来れば臨床医家の診

断に大いに役立つものと考えている。今後は許す範囲

で各伝染病院の要望にこたえ，重点的に無菌性髄膜炎

を起す可能性のあるウイノレス抗原の数の増加を計りた

いと考えている。
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MASS OUTBREAK OF SUMMER GRIPPE CAUSED 

BY ADENOVIRUS 

Kiyoshi YABUUCHI* 

The report of isolation and identification of adenovirus from human tonsils by RoweD in 

1953 and subsequent studies continue to indicate that this group of virus is active in human 

infectious upper respiratory disease. Currently, this group of virus is classified into 28 sero 

types. In Tokyo, Fujii et al. 2) conducted initial studies on adenovirus infection in children. 

Numerous reports have also been published on the recovery of this viral agent from influenza-

like diseases.3ーの Although this laboratory isolated 15 strains of adenovirus in 1962, there wεs 

no conclusive evidence of direct association between the isolated virus and the disease 

epidemiologically. 

In 1964 an epidemic of summer grippe, apparently related to adenovirus, occurred among 

primary school children in Tokyo. During this epidemic, seven strains of adenovirus were 

isolated from 39 patients by this laboratory. Twenty輔threeof these patients were shown, by 

serologic testing of acute and convalescent sera, to have undergone an adenovirus infection. 

At the same time, sera from approximately 600 healthy adults were collected by the Syphilis 

Serology Laboratory of the Microbiology Department and tested against influenza A-S, ・ B-S, 

and ADV CF antigen to study the incidence of respiratory viruses in the city. 

Materials and Methods 

Virus Isolation: Isolation attempts were made on throat washings and eye discharge swabs 

of patients by simuitaneous inoculations of HeLa cell culture and embryonated eggs. HeLa 

cells vvere grown on a medium consisting of YLH plus 10% calf serum. Before the inoculation 

of samples, the growth medium was ・completely removed and the tubes were washed with 

PBS （一）. The cultures were then inoculated with 0. 2 ml of appropriate specimen that had been 

centrifuged at 3, 000 rpm for 30 minutes. In order to eliminate bacterial contamination 500 u 

of Penicillin and 100 r of Streptomycin per milliliter was then added to the medium. After 

allowing one-hour for adsorption, the maintenance fluid Was replaced. All tubes were observed 

daily and, those showing cytopathogenic effects (CPE) were then harvested. The supernatant fluid 

from the tubes with no CPE was then passed a second time 7 days after the initial inoculation. 

Chicken embryos obtained from fertilized egge of laying hens were used. Eight to eleven day 

embryos were inoculated via the allantoic and amniotic routes with 0.1 ml of the above men圃

tioned clinical specimens. At least 5 embryonated eggs were inoculated with each sample in 

all passages. 

Neutralization Test: Neutralization tests were performed by mixing a standard aliquot of 

* Tokyo-To Laboratories for Medical Sciences, Department of Virology 
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virus suspension with an equal amount of serially diluted rabbit typing antiserum. After 

one-hour of incubation at room temperature, 0. 2 ml of the serum-virus mixture was added to 

tubes of HeLa cell cultures. All tubes were incubated at 37°C and examined every day until 

the 7th day. Control virus titrations were simultaneously carried out. The serum titer was 

recorded as the highest final dilution of serum which prevented the appearance of CPE. All 

the serum used in the tests was inactivated at 56°C for 30 minutes. 

Complement Fixation Test : Antigens used in this test included influenza S-antigens 

(A2/ Adachi/2/57, B/Setagaya/3/56), a mumps antigen (Enders), and an adenovirus antigen 

(adenovirus type 3). The actual test was preformed by combining 0.1 ml of inactivated 

serum in serial twofold dilutions with 0. 1 ml of 2 units antigen and 0. 2 ml of complement 

containing 2 full units .. This mixture was then incubated at 4 °C overnight, after which 0. 2 

ml of sensitized red blood cells were added ; incubated at 37°C for 30 minutes ; and the 

reactions recorded. Complete hemolysis was recorded as 0, absence of hemolysis as 4, with 

1, 2, and 3 indicative respectively of 75, 50 and 25 per cent hemolysis. A 3 or greater result 

was interpreted as a positive. 

Discussion and Results 

Seven strains of the CPE producing agent were detected by the method of tissue culture 

using a HeLa cell line as shown in Table 1. Isolated viruses were characterized as adenovirus 

type 3 by the neutralization test. No other viral agent was detected from the embryonated 

.eggs inoculated simultaneously with the same samples. 

Serological studies revealed that 23 individuals were confirmed to have undergone an 

adenovirus infection by the CF test, since their convalescent sera showed a 1 : 4 or greater 

rise in titer as compared with the acute serum. All the sera tested showed no reaction with 

:influenza S (A2/ Adachi/2/57, B/Setagaya/3/56) ur mumps antigen (Enders). 

Results of sera collected from the healthy adults by the Syphilis Serology Laboratory of 

the Microbiology Department are shown in Figure 2. Each curve represents per cent of 

specimens which showed 1: 8 or greater CF titer against influenza A-S, B-S and ADV CF 

antigens. The antibody curve for ADV reveals a steady rise between June 9 and September 

:8, followed by a gradual decline, while the slope of the curve for influenza antibodies changes 

from a steady to a decremental one. These curves indicate the presence of ADV in the com-

munity and correlate well with the results of virus isolation. 

It is difficult to interpret the meaning of the multiserologic response. It has not been 

.determined whether the antibody rise in titer is directly indicative of a double viral infection, 

or whether it occurs via secondary stimulation by other virus infection. Thus, the association 

.of two different antibodies in a single specimen exclude the sera from our statistical analysis. 

The series of mass outbreaks of “grippe’~ in primary schools from September 11 to October 

札 maybe due to adenovirus type 3, prevalent in Tokyo at the time. Further, it appears that 

:study of the dissemination of a virus in a city by analyzing the CF antibodies in single serum 

:specimens taken from large samples of the population is possible. 
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Summary 

Virological and serological investigations were made on specimens taken from 39 patients 

(primary school children) suffering from a summer “grippe~＇ infection which occurred in 

September, 1964. 

(a) Seven strains of type 3 adenovirus were isolated in HeLa cell cultures. No other 

viral agent was detected from the same specimen simultaneously inoculated into embryonated 

eggs. 

(b) In the serological studies, 23 individuals were confirmed to have undergone an adeno-

Fig 1. Map of Tokyo indicating the 

location of the school 

20.;, 

75 

Fig 2. Per cent specime浪Spositive for 

CF-S antigens tested Jnne 

9-November 10, 1964 

＇：~人どぐ～～～~adenovirus 

下‘一・－・：－・－－・...；.. －.ー i,nfl1,1e位 a.B
Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. 

Table 1. Laboratory findings of the specimens 

* Name of ADV併CF virus 
No. antibody titer 

pa hen ts acute con val. isolation 

T. M 8 ND 十

Y. 0 4 32 
1 N. 0 4 64 ＋ 

T. K 8 64 一
S. T 4 16 十

H. T 4 64 十

E. S A戸 32 
2 M. y 4 ND 

M. K 4 32 十＊キ

Y. 0 4 16 十

N. T 4 32 
K. K ヰ 64 十

3 K. M 4 ND 
K. I 4 4 
S. K 4 64 一

T. M 4 4 一
S. T 8 64 一

4 Y. y 4 32 一
Y. S 4 64 
R. 0 4 32 

* indicating the location of the school 
料 isolationmade from eye discharge 
ND=Not done 

type of * Name of ADV-CF virus type of 
No. antibody titer 

virus patients acute con val. isolation VlfUS 

type 3 Y. M 4 16 
s. y 4 8 

type 3 5 I. I 4 64 一
M. H 4 8 

type 3 M. N 4 4 

type 3 S. A 8 64 一
F. 0 4 16 一

6 T. U 4 16 一
type 3 K. I 8 32 一
type 3 M. y 4 8 一

K. y 4 ND 一
type 3 M. S 4 ND 

7 N. S 4 ND 
M. E 8 ND 
N. T ND ND 

K. M 4 ND 
T. A 4 4 一

8 M. S 4 ND 
M. W 4 ND 
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virus infection by CF tests. No positive reactions were observed with the other viral antigens 

used. 

(c) The etiological agent of a series of mass outbreaks of summer “grippe”was considered 

as type 3 adenovirus. 

(d）、Theantibody curve for ADV in sera from healthy adults revealed a steady increase 

between June 9 and September 8, though the slope of the curves representing other respiratory 

viruses remained constant. 

(e) It appears that study of the dissemination of a virus in a city by analyzing the CF 

antibodies in single serum specimens taken from large samples of the population is possible. 
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昭和39年度臨床試験部の研究業績

昭和39年度において当部の行なった業績は，昨年に

引きつづき，界面活性剤の生化学的研究，カルシウム代

識の研究が主なものである。これと同時に民族強健の

食糧に関する問題の一環として，白米飯と麦飯との生

化学的比較研究を行なった。今までこの両者の生体に

およぼす影響についての研究は比較的少なく，健康人

ではあまり差異が認められなかった。ところが慢性疾

患について研究を行なって見ると差異があり，とくに

糖尿病患者にこれらを投与すると血糖，尿糖にかなり

の変動が認められた。また長年行なって来たカルシウ

円

Hμ

・

如何
ν

文 lE.* 沢

ム代謝についても麦飯が優れていることが明らかにな

った。またこの研究と関聯し「民族強健と食糧に関す

る協議会」が保健，栄養，食糧関係の学識経験者をも

って構成された。これは国民の健康増進と体力強化を

図るため，食糧，主として白米食の合理化について検

討を加えこれを栄養および食糧の諸施策に反映するこ

とを目的とするのである。この会に参画し当部の研究

が多少とも貢献することになった。これらの研究をふ

くめてその要旨を次に列記する。

強化精麦の生化学的研究〔 I〕

米安摂取の血糖値におよぼす影響について

第四回日本栄養・食糧学会総会発表

〈名古屋椙山女学園大 5月15日〉

麦食は健康維持増進のために必要であるということ

をしばしばきくが，生体におよぼす影響については不

明の点が多し、。そこで健康者，糖尿病患者に麦飯を与

えて，血糖におよぼす影響につき，米飯摂取と比較実

験を行なった。

実験方法

健康の男女（25～50歳） 10名を選び，これを試験の

対照とした。糖病患者は国立病院で真性糖尿病として

診断をうけたものについて実験を行なった。

試験方法はこれらのヒトについて空腹時に静脈より

3ml宛採血を行ない，試験食を摂らせ，食後30分間隔

で採血を行ない，同時に採尿し， FolinWu法を用い

て血糖および尿糖を測定した。

試験食としては日常市販されている精白米と，日本

強化精麦協会の強化精麦（ビタパァレー〉を用いた。

ピタパァレ｛中にはビタミンBi1. 2mg/100g，ピタ

＊東京都立衛生研究所臨床試験部

柳沢文正＊ 小笠原公＊l)

ミンB20. 5mg/100gが強化されているので精白米に

も同じくビタミンB1，ビタミンB2を炊飯中；こ添加し

た。

試験食の摂取方法は，米麦いずれも 1人当り乾燥量

lOOgを炊飯し，少量の食塩と梅干1個を与えて約8

分間で食事をすまさせたすなお米飯と麦飯の試験は同

一人について 1週間の間隔をおき，全く同様な試験を

行なった。

この際用いた精白米と強化精麦の各 lOOg中の成分

は表1に示すごとく，糖質では米，麦 1.4gの差異が

あるが，これが血糖値に直接影響を与えるほどの差で

表 1 強化精蓋（ピ生バァレ四〕と精由来の分析表

(g/lOOg) 

問；1~1 17. ばく｜脂肪糖！ 維i灰分水分 cal
質 I I 

強化精麦 Is. 6 I i. 1 I 75. 21 o. s I o. s I 13. 51 345 

精白米 I6. 2 I o. s I 76. 6¥ o. 3 I o. 6 I 15. 51 351 

( 63 ) 



はなし、。たんぱく，セルローズなどについては多少差

異があってもこれらはあまり重視する必要がない。

実験結果

1. 健康人について

麦と米の血糖ならびに尿糖におよぼす影響について，

まず健康人の実験を行なった。この10名の結果はほと

んど同じで，その 1例をあげれば図 1に示す如く，米

食，麦食に差異は認められなかった。

図 1 健康人に精白米，強化精麦 100gずつを撰

取前後の血糖と尿糖曲線

110 
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2. 糖尿病患者について

食事制限をすると血糖値があまり高くない軽症糖尿

病患者について実験を行なった。図 2に示す如く精白

米lOOgの摂取によって食後30分で 155mg/dlになり，

以後減少するが食後2時間しでも食前の値にまで低下

しなし、。これに比較して強化精麦の場合は食後30分で

最高血糖値が 127mgで，精白米に比し 28mgの低値

である。尿糖については精白米の摂取の場合は食後1

時間で 450mgの排粧を示し，後次第に減少するが，

強化精麦の場合は尿糖の排世が緩慢で，精白米の如く

著明な排准増加を示さなかった。次に食後血糖値 200

mg/dl前後の中症糖尿病患者について全く同様の試験

を行なった。図 3に示す如く，米食の場合では食後30

分に著明な血糖値の増加を示し， 1時間後にはさらに

増加し，その後低下する。麦食の場合には漸次増加す

る傾向があるが， 少な〈とも精白米に比し約 20～30

mgの差がある。尿糖では空腹時に 200mg排世を示

しているが，これに米食を与えた場合は 1時間後に

500mglこ増加する。麦食の場合で、立軽糖尿病で、示した

尿糖と同じえあまり変動しなかった。さらに血糖値が

空腹時 200mg以上の重症糖尿病患者について行なっ

たが，米飯を与えた場合は，食後血糖値が著明に上昇

し， 2時間後でも上昇を示す。麦食の場合は 2時間後

にも上昇するが，米食に比較し lOOmg以上の低値を

示している。以上は3つの例の実験結果である。その

外の場合でも，いず、れも麦食の場合には米食の場合に

くらべ増加はなかった。

またごの重症糖尿病に私の発見した抗糖尿病製剤メ

ゾ酒石酸カルシウムを 3カ月投与し， 血糖値 130mg

になったときに白米と麦食を与え，その血糖の変化を

調べて見ると，前述の軽症糖尿病患者で示した血糖曲

線とほぼ同じで、麦食の方が低値で、あった。

3. 消化の差異について

糖尿病でない人の米食，麦食の血糖値を調べて見る

と血糖値の上昇時間に差異があることを認めたっこの

図 4 健康人と胃弱者に精白米と強化精麦100g

ずつを摂取前後の血糖曲線
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ことは白米と麦食との消化時聞が異なるためで，し、し、

かえれば胃の生理的差異によるものと思われる。そこ

で健康人と胃弱者につき前の実験と同様のことを行な

った。図4に示す如く，白米を摂取した場合には，血

糖値にはあまり変化は認められなかったが，麦食の場

合は健康人は食後30分で血糖が最高値になるのに，胃

弱者で、は30分間のず、れの食後1時間で最高血糖値を示

した。このことは胃弱者が麦の糖消化におよぼすなん

らかの問題点があると考えられる。しかもこの結果か

らすれば胃弱者を診断する新しい診断法としてとりあ

げられるかもしれなL、。

ドデシルベンゼンスルホン酸ソーダの生化学的研究〔 V〕

農薬の乳化剤としてのドデシルベンゼンスルホン酸ソーダについて

第21回日本公衆衛生学会発表（北海道大， 1964年9月20日〉

ドデシルベンゼンスルホン酸ソーダ（D•B•S ）は

乳化，渉透，分散並びに可溶性等に優れた界面活性剤

であるため，農薬の乳化剤として応用されている。し

かし本剤を濫用した場合，土壌中に穆透し土壌粒子

による吸着を減退させ，ついに農薬が地下水に入って，

飲料水中に現われる危険性があり公害問題として考慮

する必要がある。

著者らは我が国で市販されている農薬製剤中に

D•B•S がどの程度乳化剤として利用されているかを

知るために，まずD•B•S の検索を行なったつまた実
験的にD•B•S含有農薬溶液中に植物を漫潰しその
植物体に対する吸収量並びに散布した場合の残留率に

ついて調べた。

I ）市販農薬製剤中における D-•ι＇B• S検出について

農薬製剤にその主成分を安定なサスベンジョン，あ

るいはエマルジョンにするために界面活性剤，ビ、ルダ

ーあるいは溶媒等の多くの爽雑物を含み，これらの製

剤からD•B•S を分離同定する最も簡便で正確な方法
は溶血反応法，メチレン・ブル｝法，ベ｛パークロマ

トグラフイー法の分析であると考えられる。したがっ

て， D•B•S の確認は 3 方法の成績より総合判定を行

なったの

分析方法

a）溶血試験（柳沢法〉

i）赤血球浮、混液の調製法

健常なウサギの耳静脈から採血した血液を脱繊維し

この血液はリン酸緩衝液による pH7.0の生理食塩水

＊東京都立衛生研究所 臨床試験部

( 65 ) 

1FU沢文正＊ 山岸達典的〉

を加え遠心分離し血球を数回洗漉した。その洗瀧血球

に生理食塩水を加えて， 100 倍稀釈して使用Lた。

ii）操作法

試料は農薬製剤の lgを lOOml容のメスコルベン

にとり，それに生理食塩水を加えて全量lOOmlとしたっ

これを試料原液として生理食塩水を用い，各試験管

内で一定の倍数稀釈を行なった。その後予め調整した

血球浮世字液を 1滴宛加え，充分混和し， 38°Cの恒温

槽にて30分間加温したO 判定は通例にしたがって溶血

の有無を観察した。

b）メチレγブ、ルー・クロロホルム試験（Epton法〉

試料は 1%水溶液とし，この溶液 5mlとメチレン

ブル｛溶液（さ硝 5g，硫酸 12gを水に溶し， 0.3% 

メチレンブ、ノレ｛水溶液 lmlを加えて lOOmlとしたも

の） 5mlを加える，さらにクロロホルムlmlを追加し

て，激しく振還後クロロホノレム層が青色に着色すれば，

アニオン活性が存在する。

c ）ペーパー＠クロマトグラフイ~ (Pinacryptol 

yellow法〉

試料は蒸留水を用い 10～100倍：二稀釈した。当該試

料は逆層クロマトグラフイーにより， 20%エタ／｛ル

溶液で展開した。

その分離後のペーパーは乾燥し Pinacryptol ye!-

low (lOmg/dl) 水溶液を噴霧した。これにより

D•B•S は紫外線下でオレンヂ、色の蛍光性スポットが

現われる。

検出成績

本実験を始める前に，溶血試験は予め D•B•S と

他の界面活性剤，有，無機ピ、ノレダ｛並びに農薬主成分



表

いよ！
メチレン ....－...，。伊喧ノ、。 炉四

溶 血 試 験 各果試か験結らフノレ｛ クロマト
クロロホ グラフイ (10×ー1)

160 320 640 1280 2560 対照 Dと確•B認•S 
ルム試験 ｛試験 10 20 40 80 

p ＠ E 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 一 ＋ 

2 M ＠ E 十 ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 一 一 ＋ 

3 M ＠ E 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 

4 M ＠ E 十 ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 一 一

5 BG • E 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 一 一 ＋ 

6 s ． E ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 一 一 十

7 S G • E 一

8 BL • E 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 一 ＋ 

9 DM  • E 十 ＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 一 一

10 ST • E 十 ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 一 一 ＋ 

11 T ． p 十 一 ＋ ＋ ＋ ＋ 一 一 一

12 T ＠ p 一 一

13 G ＠ p 十 一 一 一 一

註： E 乳剤
P 粉斉lj

＋アニオ ＋スルホン
ン活性剤酸型アニオ

＋溶血一変化なし

ン活性剤

の溶血反応、度を調べた。その結果，低濃度で溶血現象

を示す薬剤は D•B•S である。次いで高級アルコ｛

ノレ硫酸エステノレ塩およびポリオキシエチレンフエノ｛

ノレエーテル硫酸塩があげ、られるが，これらの薬剤は

lml中 25μg以上含む場合に溶血反応が見られる。こ

れを D•B•S と比較すると約 4 倍以上の濃度にあた

る。

その他の界面活性斉lj，ピノレダ｛並びに農薬主成分の

バラチオン，マラソン， DDT, BH C，水銀剤等の

反応は高濃度で初めて溶血現象を認めるが，あるいは

全く認められなし、。これらの予備試験をした後，本実

験を行なった。市販されている農薬製剤を購入し，

D•B•S の検出をこころみたところ， 13種の製剤中 7

種が乳化剤としてD•B•S を使用しているものと推定

された。この 7製剤はパラチオン，マラソン，バイジ

ツドおよびスタム等の乳剤であり，したがって，水和

剤並びに粉斉ljにはD•B•S が含まれていない。（表。

Il) D•B•S を含む農薬溶液中に植物を浸潰した場

A 
口

実験材料

a）植物：ハトムギは東京都薬用植物園から分与さ

れたもので，育生方法は鶏糞ワラを肥料として約2カ

月間育成した。

b）薬剤：試供薬剤はエチ／レパラチオン乳剤を用い

た。

ii 実験方法および実験成績

一定期間栽培したノ、トムザ‘は毛根部をいためないよ

うに丁寧に採集した。このノ、トムギを 0.2%ノミラチオ

ン乳剤溶液中に浸潰し，植物体に吸収されたパラチオ

ンおよびD•B•S を経時的に測定した。それらの測定

法は，パラチオンは P-Nitrophenate 法， D•B•S は

溶血反応を応用した柳沢法を用いた。その実験成績は

図 1の如く，ハトムギの根部より吸収されたノミラチオ

ンの経時的消長は浸漬後6時間値から10株あたり 1.5 

ppmであり，次いで時間の経過とともに漸時増加し，

48時間値は 56ppmにも達した。

一方D•B•S は前者に比して，吸収が早く， 3 時間

値にはすでに 3ppmを示したが6時間値から一定とな

り 12ppmで、あった。

c 66 ) 
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Il) D•B•S を含む農薬溶液を植物に噴霧した場
メ』
口

実験方法および実験成績

材料並びに測定法は前記同様である。

ハトムギの栽培地面積lm2あたりに， 0.2%パラチ

オン乳斉lj溶液を lOml宛噴霧した。その後一定時限に

パラチオン並びにD•B•S を測定し，それらの残留率

を求めた。

パラチオンの残留率（図 2）は噴霧後 1日から急激

に減少し， 6日自にはすでに3%以内である。 10日目

図 2 噴霧時における各薬剤の残留率
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h一一一司 ｝＼＇ラテオシ
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にいたってはノミラチオンの残存を認めなし、。しかし，

D•B•S は10日経過するも散布時の50%が附着してお

り，長期間残留するものと思われる。

なお本実験期間の気象状況は気温25～30°Cで晴天

3日間，曇天4日間，雨3日間であった。

総 括

農薬製剤中ドデシルベンゼンスルホン酸ソーダ

(D•B•S ）は約50%近く含まれている。この原料を

数千倍かに稀釈し散布されているが，農薬の生産推移

の増加につれ次第に公害問題が生じつつある。

著者らはこの問題を解明する一端として，農薬の乳

化剤に D•B•S がどの程度利用されているかを調べ

た。またノ、トムギを用い， D•B•S を含むパラチオン

溶液中に浸潰しその吸収性と噴霧した場合の各薬剤の

残留率を研索した。

その結果，市販されている13種の農薬中その約半数

の 7 乳斉ljにD•B•S 認められた。

安た植物体による D•B•S およびパラチオンの吸収

は. D•B•S が早く穆透し，次いでパラチオンが漸時

的に吸収された。噴霧時における D•B•S の残留率

は植物体に長期間残存するが，パラチオンは分解され

やすい農薬のため約一週間で殆んど検出され難くな

る。

ドデシルベンゼンスルホン酸ソーダの生化学的研究〔W〕

界面活性剤の皮膚惨透による生体内の諸酵素および電解質におよぼす影響について

第37四日本生化学会発表（名古屋大， 1964年10月18日〉

わが国における合成洗剤の需要の増加とともに，と

くに石油系中性洗剤の主成分であるドデシルベンゼン

スルホン酸ソ｛ダ（D•B•S ）は生体の影響，上，下

水道に関する公害問題などを生じ公衆衛生上重大な

関心事となっている。

このD•B•Sが皮膚に侵入し，生体内に吸収され

ることは間違いない事実である。すなわち， H.Blank

(1959）は放射性同位元素の ss5をラベルした

D • B • S •S35 をヒト腹部の皮膚に 0.05～O. 001 M 濃

度塗布し， pH>ll.0で 50～120μMが皮膚渉透する

＊東京都立衛生研究所臨床試験部

柳沢文正＊ 小笠原公＊ 山岸達典＊3)

c 67 ) 

がしかし pHく8.0においては渉透しないか，僅かに

渉透すると述べている。また山県登ら（1963）はウサ

ギの下肢頚部に本剤を塗布した場合，数時間内に皮膚

吸収し，尿中にD•B•S が出現すると報告している。

一方D•B•S は皮膚におよぼす影響が大きいため，

数年前より皮膚科領域で本問題をとり上げ， W.Sch-

neiden (1953），三甫修（1961），北村包彦（1963）らは

洗濯，食器訪れ、などに本斉ljを使用した場合，手が荒れ

湿疹を誘発し，年々主婦湿疹が増加していることを報

告している。 なお最近になって， 神田厚生大臣は，

D•B•S の使用にあたって，ゴム手袋を着用すること

を各保健所へ通達した。このようにD•B•S の薬理的



作用法次第に解明されつつあるが，未だ不明な点が多

し、。

著者らはD•B•S の皮膚侵入により‘生体内に吸収

されることを重視し家兎を用いD•B•S を皮膚に塗

布した時，血清中の諸酵素および電解質を経時的に測

定し，その消長がどのように変動し影響をおよぼすか

を研索した。さらに日常家庭内で使用されている2.3 

の界面活性剤も同様な実験を行ない比較検討した。

実験方 法

1) 試供薬剤

a）ハ｝ド洗剤（アニオン活性斉IJ)

nードデシノレベンゼンスノレホY酸ソーダは東京化成

工業KK製のプロピレンテトラマ｛型純分78.9%を

100%に換算して使用した。本剤はR基が分岐鎖型で

あり，微生物により分解され難いことから，通常これ

をハード洗剤と称している。

b）ソフト洗剤（アニオン活性剤〉

これは直鎖型の D•B•S で日産化学工業KK製， 純

分 61.2%を 100%濃度に換算して用いた。直鎖型

D•B•S とは phenyl 基と Alkyl 基の末端の距離が 7

個以上の炭素を有し，微生物により分解されやすい洗

剤jであることから‘通常これをソフト洗剤と称する。

c）高級アノレコーノレ系洗剤J（アニオン活性剤〉

高級アルコーノレ硫酸エステル塩純分30%はミヨシ化

学KK試供品を用いた。

d）非イオン系洗剤

ポリオキシエチレンアルキノレフエノ｛ルエ｛テノレ硫

酸塩は純分60%でミヨシ化学KK試供品である。本邦j

ならびに高級アルコール硫酸塩の使用にあたってはい

ずれも 100%に換算した。

2) 実験動物並びに塗布方法

実験動物としては雄性の健常ウサギ平均体重 2.5kg 

を使用した。塗布方法はウサギの背部の毛を10cm2を

切傷しないように丁事に刈取った。洗剤を塗布する前

に，あらかじめウサギの耳静脈から一回量2.5m1を採

血したのち，上述の 4種の薬剤 5-0.1%溶液をウサ

ギに筆を用いて均等に塗布した。この際，単一塗布群

と連続塗布群に分けた。その後は一定時限に採血し，血

清を分離後，血清中の諸酵素並びに電解質を測定した。

3) 分析方法

血清 Amylaseは Iodine-Starch法， Transaminase

は Sigma-Frankel法， AlkalinePhosphataseは Sino・

wara Jones Rain hart法を用いて行なった。総 Ca,

Ca＋ヘ総Mgは柳沢法，無機Pはアミノナフト｝ルス

ノレホン酸法により測定した。

実験成績

著者らは本実験を行なう前に，予め対照実験として，

健常ウサギの背部を剃毛前と剃毛後に，経時的に耳静

脈より採血し，血清中の酵素並びに電解質を測定した

ところ，ほとんど変動しないことを認め，次の実験を

行なった。

1) 単一議布における酵素の消長

1%または 5%各種洗剤水溶液5mlをウサギの皮膚

面に 1回塗布し，一定時限に採血した。この血清中の

酵素を経時的に測定した結果， 1%洗剤！水溶液による

血清酵素の消長（図 1）は塗布後 Alkalinephopshat-

ase (A• P）並びに Transaminase( G P T , G 0 T) 

の著しい変動を示す。しかし Amylase (Am）はほと

んど動かなし、。これを洗剤別に見るとハ｛ド洗剤およ

びアルコール洗剤の A•P は塗布後 2 ～ 4 時間値に激

しい動きを呈し， 24時間値にいたってやや減少する。

GP Tは4時間値より漸次増加する傾向を示した。ま

た，非イオン系洗剤の A•P は他の洗剤に比して，顕

著に増加している。

5%洗剤の場合（図 2）は一般的に各洗剤とも 1%

図 1
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洗剤の塗布成績に比して，その傾向は類似するが，ハ

｛ド洗剤のAmは時間の経過とともに次第に上昇する

のに反し非イオン系洗剤は24時間値にむしろ下降し多

少の差異が見られた。

2) 連続塗布における酵素の消長

300 

図 5
トランスアミナ四ゼ GPT

0.5似容殺10叩l~童布 0.1.Y.溶 ；｛瓦10me塗布

0.1%および0.5%の各種洗剤水溶液lOmlを各群の 増

ウサギに連日塗布した。採血は毎回塗布前に行ない， 流

この血清中の酵素は前述同様に測定した。

日常家庭内で使用されている中性洗剤が一応規定通

りに用いられていると仮定するならば，市販されてい

る製品の主成分量は 20～30%であるから， 0.025～

0.15%濃度で使われていることになる。この程度の濃

度においては一般に生体内におよぼす影響が少ないと

考えられている。しかし， 0.1～0.5%洗剤水溶液を毎

日1回塗布し， 12日間観察すると，血清中の A・p
〈図 3）はいずれの洗剤においても明らかに減少する

nL 
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図 6
トランスアミラ由ゼ GOT
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12 

傾向を示した。なお Am（図 4）においても同様であ 2似

る。 GPT, GOT （図 5' 6）は塗布団数を増すに

つれて，激しい変動を呈した。この著しい動きは対照

群（図 7）に見られなし、。したがって，洗剤が間接的

に生体内に影響を与える結果であろうと推定される。
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3) 単一塗布における電解質の消長

12 

、一ド洗剤およびソフト洗剤の塗布実験は当部の昭

和38年度研究業績に報告しであるので，この電解質の

消長は他の洗剤と比較する程度で簡略に述べる。塗布

方法は前記問様である。

アルコ｛／レ洗剤並びに非イオン洗剤は（図 8' 9 ), 

塗布後2～4時間値に総 Ca,Ca＋＋が漸時下降し，無

機Pは上昇する。この増減はハ｝ド洗斉lj，ソフト洗剤

においても認められる。

c:69 ) 



図 8 図 11 
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4) 連続塗布における電解質の消長

0. 1～0.5%洗剤水溶液を毎日 1凹皮膚面に塗布した

時，その電解質の消長を通覧すると，濃度の高い 0.5

M洗剤水溶液より，むしろ低濃度の 0.1%洗剤水溶液

による電解質の変動が著しし、。これは酵素の場合も同

じであるが，界面活性剤の特質である渉透性の’問題で

あろうと思われる。

すなわち，低濃度の洗剤による電解質の動きは，ソ

フト洗剤，アノレコ｛ル洗剤および非イオン系洗剤の総

Ca, Ca＋＋（図10, 11）がいずれも減少するσまたノ、｛

ド洗剤は 4日目に一時下降しそれ以後上昇する傾向

を呈した。総 Mg（図12）はハ｛ド洗剤，アルコール

洗剤，非イオン系洗剤において梢々減少するようであ

るが，ソフト洗剤にあまり変動しないσ

図 10
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最近にいたって，中性洗剤jが皮膚湿疹の発症成因で

あることが判明されたが，その主成分であるドデシル

ベンゼンスルホン酸ソーダ（D•B•S ）が皮膚穆透し

吸収された場合，生体に影響を与えるか否かの問題は

いまだ論じられているところである。

著者らはこの問題を解決しようと，まず健常ウサギ

の皮膚面に塗布しその生体内の酵素および電解質の

消長がどのように変動するかを比較検討した。

通常の使用濃度の洗剤水溶液を毎日皮膚に塗布した

時，血清酵素の Alklainephosphatase, Amylaseは

低下し， Transaminaseは著しい変動を呈する。また

( 70 ) 



血清電解質の総 Ca,Ca＋＋は減少し，無機Pは増加す

る。これらの傾向は濃厚洗剤水溶液を1回塗布した場

合においても， D•B•S, 高級アノレコ～ノレ硫酸塩お

よびポリオキシニEチレンフエノーノレエ｛テノレにも多少

の差異が認められるが通遍的現象である。これらの激

しい変動は対照群に見られないことから，生体に何ら

かの影響を与えるものと思われる。したがって，中性

洗剤を取扱う主婦あるいは業者は洗剤の皮膚吸収，皮

c 71 ) 

膚湿疹を防止する意味からも，ゴム手袋を着用するこ

とが望ましし、。とくにD•B•S は非分解性のため，井

戸水の汚染を来たし公害問題を生ずるため，全面的に

使用禁止する必要がある。
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東京都における10カ年間の降下煤塵の推移
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ヤーを使用しD, 中に藻額の発生を防ぐため硫酸銅溶

液を入れておくもので， 1カ月毎に回収して測定した。

測定点の分布は図 1の如くであるが，その位置は都心

部に備り，城北，墨東方面の工業地域が含まれず，こ

のため東京の代表憶としては商業官庁地区中心になり

すぎているように思うが，過去10年間同一箇所におい

て測定をつづけたと云う意味において報告するもので

ある。又この中，千代田紙業とあるのは特に煤塵量が

多いと云う特殊事情によって加えたものであり，大島

は離島ではあるが，東京都所属の島艇として加えたも

のである。

調査結果

先ず，東京都における過去10年間の消費燃料の実態

について略述する。この実態は正確には把握出来ない

が，東京通産局調査資料2），むをもとにして東京都内に

おける石炭及び石油類の販売量を示したものが図 2で

ある。石炭においては1960年迄その取扱高がゆるやか

にふえているが， 1961年以後減少に転じている。これ

緒 言

「部会の空気が汚染されているJと去われ出してか

ら己に久しいが，今日では公害と云う言葉が日常語と

なり，殆んど都市の共通した課題となって，大気汚染だ

けに限ってみても，その測定資料は枚挙にいとまなく，

巳に効果的な対策の立てられているところもある。東

京都は世界最大の人口を有する都市として発展してい

るが，その皮面，経済活動に伴う数々の公害が発生し

ており，都民の健康な生活も危倶される状態となって

いる。公害調査の中でも，降下煤塵の測定は古くから

とりあげられたもので，今日では燃料革命の影響でそ

の代表的価値が低下しているけれども，当衛生研究所

が過去10年間にわたって測定をつづけて来た結果をこ

こで回顧してみることにする。

調査方法

都内で降下煤塵の測定地点にえらんだのは27カ所の

地点で，調査開始当初の事情から，測定位置は主とし

て各保健所の中庭や最上等である。測定法は簡易なジ

点（1955-1964)t也定）~ij 塵煤

f
f十
i

下降図1
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図2 石油，右炭販売量（東京都内〉
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図3 東京都における石炭石油の販売量

（月完IJ比較 10カ年平均〉
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図4 東京都における年度別降下煤麗量g/m2／月
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7955 N56 N57 n58 ;9sq N60 I泌I 1'?62 NtJ I脱出 20 

に対し，忍油類の取扱量は年々急速な増加を示し， 1955

年以来の10年間における平均増加量を最小自乗法によ

って求めると，年平均約67万klと云う大量増加である。

叉，石油類の中では，主たるものは重油で，中でも C

重油が大部分をしめ，次いで揮発油である。又，季節

別の販売量をみると， 10月から 3月にかけての寒い頃

に多く， 4月から 9月にかけての暑い頃に少い季節変

動があり，ただ 1月だけは年の始めと云う関係で販売

量が少い社会事情による傾向があるが，その代りに前

月12月に多いので，平均して冬期に多くなっている。

図3はこれを示すが，この傾向は石炭も石油類も同じ

である。

さて，都内27カ所において，過去10カ年間 (1955年

から1964年迄〉測定をつづ、けて来た降下煤塵量は，平

均23.19g/m2／月を示し，その中で有機分は6.60g/m2/ 

月，無機分は 16.59g/m2／月で，その比率は約 2: 5 

である。年度別の経過を示せば図4の如くで， 1961年

度における 28.18g/m2／月が最高， 1958年度における

函5 東京都における月別降下煤塵量g/m2；月

JO 画有機分

20 

10 

19. 67g/m2／月が最低であり，又， 1961年をピ｝クと l 

して最近になって僅かながら減少を示している傾向が

あらわれている。しかしながら， 10年間の変動経過を とは去えない匂2=3.50, x=9）。 一方，季節別に降

全体としてみると，かかる程度の増減もあえて有意の 下煤塵の増減をみた場合は図 5の如くであって， 2月

差があるとは云えず（x2=3.58, n口 9), 特に有機成

分についての逐年的差異は少く匂2=0.89, n=9), 

無機成分についてみても逐年的に大きな差異があった

( 73・) 

の33.28g/m2／月が最高で， 10月の 15.35g/m2／月が最

低であり， 3, 4, 5月の春， 1, 2, 12月の冬に多

く，秋と夏に少い傾向があり，この季節差は有意と云



図6 東京都！こおける地域別降下煤塵最

g/m2；月（10カ年平均〉
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える（x2= 11. 39, n = 3 ）。 特に無機分についての季

節差は大きく（x2=12.12, n出 3), 春，冬，夏，秋

の！｜闘に多いが，有機分についての季節別の差異はみと

められない（η2口 0.85,n= 3）。 叉， 地域別にみる

と図6の如くであり，最も多かったのは千代田紙業の

61. l0g/m2／月で，最も少いのは大島の9.7lg/m2／月で

あり，浅草，向島，日本橋，深川，中央，麹町，荒川

等の商工業地区に多く，杉並西，立川，青梅，玉川，

石神井の如き郊外の住宅地区に少し、。これは当然、のこ

とであるが，有機分，無機分の比率は各地区とも大差

ないと云える。

次に，燃料消費量と降下煤鹿量との関係については，

これを年度別にみた場合，石炭の消費量の増減と降下

煤鹿量の増減との間には明らかなる正の相関があって

相関係数は0.813 ± 0. 119，有意水準 1%以下の危険率

で有意の相関があると云える。しかし，これを季節的

にみた場合，降下煤塵量と石炭消費量との聞には殆ん

ど相関はなく，相関係数も＋0.194で勿論有意なもの

とは去えない。従って，降下煤塵量は確かにお炭の消

費量に伴って年々増減を示してきたと去えるが，季節

的の消長については石炭消費量よりももっと外の因子

によって影響をうけていると云え，その主たるものは

気象条件であろう。一方，石油類の消費量と降下煤塵

量との聞には，年度別にも季節別にも有意の相関はな

く，この意味からも，近年飛躍的に需用量が増加しつ

つある石油系燃料による大気汚染の実態は，降下煤盛

量では把握出来ないことも明らかである。

又，降下煤塵全量についての 10カ年間の平均値は

23.19g/m2／月であるが，その測定値の分布は非常に

広く，中央値は19.6lg/m2／月，最頻値は 12.45g/m2/ 

月と云う値を示した。危険率 1%における棄却値を求

めてみると，下限が， 4.80g/m2／月， 上限が 41.58g/ 

m2／月となり， 全測定値の中で7.37%は棄却値をとる。

そして棄却上限をこえる高い値を示したのは大部分，

千代田紙業における測定値であり，その外には，深JII' 

浅草において時々かかる高い値がみられたから，この

3地点は，測定地点の中でも特別な位置にあったと云

えよう。尚，平均値としてみると1961年を最高にして

漸次減少している傾向があったが，年度による測定値

の偏差にはかなり変動があり，特に1957年度は極めて

広い分布を示した。各年度における測定値の偏差は，

測定をはじめた当初の頃からみて漸次小さくなってき

ており，これは各地区別，季節別の測定憶が均一化し

てきたことを示すものである。参考迄に，各年度にお

ける中央値，最頻値，標準偏差を示すと，図7の如く

である。これによると，最頻値は平均値とは別に最近

高くなってきており， 1964年に歪つてはじめて減少傾

向を示しいる。このことから，都内各地区における降

下煤麗量は，当初はかなり多寡が大きかったが，最近

では地区別，季節別の差異が漸次縮少しつつあり，その

ため平均値として減少傾向のあらわれ出した1962年以

図7 東京都の降下煤慶年度別経過 g/m2／月

30 

20 

10 
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後にあっても最頻値はまだ増加する傾向があり， 1964

年度においてはじめてそれも減少すると云う傾向がみ

え出したと去える。今までのところ，降下煤塵量の年

次的な増減は主として石炭の需要量に支配され，社会

機構の変化にもとづく要素が大きいので，今後，石炭

需要量の無限の減少は望めないから，人為的な対策の

ない限り降下煤麗量の減少はむずかしくなると予想さ

れる。

結 語

過去10年間，都内27カ所において測定してきた降下

煤鹿量は，平均23.19g/m2／月，有機，無機成分の比

率は約 2: 5である。年度別には， 1961年度に最高を

示し，以後少くなっているが，大きな変動はなく，石

炭需要量の増減と極めてよく一致する。季節的には冬，

( 75 ) 

春に多く，夏と秋に少いが，この傾向は石炭需要量と

無関係であり，むしろ気象条件によると思われる。又，

最近の傾向としては，地区別，季節別の差異が漸次小

さくなってきており，平均値の減少にもかかわらず最

頻値はかえって高いので，自然傾向としての今後の減

少を期待することはむずかしいと予想される。

本調査に当り，測定地点として施設提供の便を計っ

て下さった各保健所その他の機関fこ対し，深謝する。
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東京都における降下煤塵の地域別観察

脇阪一郎＊

瀬戸：孝博＊

両角 清＊

小林正武＊

中野欣嗣＊

中山袈裟典＊

緒言＠調査方法 衡はなし、。降下煤麗の測定には従来からのダストジヤ

東京都衛研では昭和30年から都内27ヵ所の観測地点 一法を踏襲し，←可溶分＠不溶分及び有機＠無機成分の

において降下煤麗の継続測定を行なっており，この概 外，若干の無機イオンについて定量を行なった。

要については既報も多くわの，又10年間の経過として 調査結果 e考察

総括的な報告も行なったがわ， この測定地点は都内で 東京都における降下煤塵量は，己に報告の如く都内

も中心部の商業地域が主体となっているため，地域別 石炭需要量に比例して増減しており， 61年度をピ｛ク

には広く全般的な汚染の実態を把握出来なかったので， にして最近では僅かながら減少傾向をとっているので，

暫定的に昭和38年7月から39年6月に至る一年間に限 本調査年度もこの減少過程の一部である。都内37ヵ所

って工業地区や住宅地区を合めて観測地点を37カ所に の一年間の平均降下煤塵最は， 22. 87g/m2／月で，過

ふやし地域別の観察を行なった。測定地点は図 1の 去10年間27カ所で測定してきた平均にほぼ等しく，有

如くで，都内全域にわたっているが，工業地域は主と 機無機別にみると（表。， 都内平均としては無機分

して荒川周辺と海岸線沿いにあり，商業地区はこれに 73. 6；？；，有機分26.4%でその比率は約5:2となり，可

とりかこまれ，住宅地区はこれより山手にのびている。 i容＠不溶別にみると，不溶分68.8%，可溶分31.2%で

近時は郊外へも工場の誘致がすすんで，かかる区別も その比率は約 2: 1である。この割合は都内いずれの

もはや明瞭には出来ない状態ではあるが，概ね図示し 測定筒所についても大きな違いはみられないが，地域

たような配分になるものと考える。従って，工業地区 別にみて工業地区は他の地区に比して可溶成分の比率

で14カ所，商業地区で12カ所，住宅地区で11カ所とい が高く，住宅地区においては無機成分の比率が低い傾

う配置となり，一応各地区とも数の上から大きな不均 向がある。叉，季節別にみると（表 2），降下煤塵総量

図 1 東京都降下煤塵測定地点（No.［＇ま表 1,5の測定地点と一致〉

＠工業地区

＠開業地区

0 1主宅地区

l 

＊東京都立衛生研究所環境衛生部
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表 1 測定場所別，降下煤鹿量（g/m2／月〉

不 溶 解 成 分 治f臼去さー 解 成 分
区分 No. 測定場所 メ口;,_ 計

有機成分 無機成分 有機成分 無機成分

① 麹 町 5.98 17. 30 3. 70 6. 71 33. 77 

② 千代田紙 6.31 22.60 3. 14 ?. 72 39. 77 

商 ＠ 中 央 4. 72 16.20 2.95 6.85 30. 72 

④ 日 本 橋 2.37 10.98 2. 10 0.02 19.47 

⑤ 神 田 2.96 12.20 L!,. 19 21. 36 

業 ⑥ 石 Jll 3. 16 18. 10 3.28 4.86 29.44 

③ 芝 3.96 13.02 2. 89 4.28 24. 15 

③ 赤 坂 円0. つ0~つ 13.08 1. 95 3.69 22.04 
地

⑬ 渋 谷 12.00 2. 52 4. 69 I 21. 58 

⑪ 四 谷 4.M 10. 85 l. 72 4.27 21. 48 

区 ⑫ 牛 込 3. 14 iO. 64 l. 71 4.37 19.86 

＠ 豊 島 3.28 12. 77 2.57 5. 17 23. 79 

平 均 3. 79 13. 92 2. 51 L~ ， 98 25.20 

⑦ 深 JI I 6.42 22. 14 2.80 9.24 00.64 

⑬ 城 東 3. 16 12.35 2.88 L!:. 79 23. 18 

⑭ 向 島 4.62 19.05 2. 82 6. 53 33.42 
工

⑮ 浅 草 L!:.33 15. 89 2. 54 5.63 28.39 

⑮ 荒 Jll 3.89 10.65 2.85 5.23 22.62 

⑫ 滝 野 Jll 3.09 8.92 3.46 4:.02 19.49 
業

⑬ 王 子 2.62 9. 15 2. 72 3.31 17. 80 

⑫ 江 東 3.96 i2.06 2.93 5.29 21!:. 24 

＠ 荒 Jll 商 4.49 23. 56 4.41 ?. 16 39.62 
地 ＠ 日ロ日 Jll 3.88 13.85 3.82 6. 56 28. 11 

＠ 椛 谷 4. 12 12.82 4.21 6. 13 27.28 

＠ 板 橋 3.63 12. 78 3.64 4.95 25.00 

区 ＠ 大 島 4:.06 22. 54 3.95 14. 58 4:5. 13 

＠ 葛 飾 3.82 19. 83 2.42 5.61 31. 68 

平 均 4.02 15.45 3.25 6.37 29.09 

⑬ 大 久 保 2. 73 6. 78 1. 81 2. 77 14.09 

＠ 大 森 2.49 7.48 2. 67 2.81 15.45 
住

＠ 玉 JI I 3.22 7.06 2.36 1. 75 14.39 

＠ 石 神 井 2.67 11. 70 1. 92 2.36 18.65 

宅 ＠ 青 ホ毎 2.64 7.37 1. 80 1. 84 13.65 

＠ 立 JI I 2.24 4.88 1. 70 1. 09 9.91 

＠ 杉 並 西 2. 13 4.46 1. 50 1. 72 9.81 

地 ＠ 大 島 1. 38 2. 71 0.68 1. 01 5. 78 

⑫ 国 分 寺 2.25 4.23 1. 52 1. 44 9.44 

＠ 東 村 山 1. 41 3.07 1. 25 0.99 6. 72 
区

＠ 七 生 2. 75 8.36 1. 72 1. 86 14.69 

平 均 2.37 6.29 1. 74 1. 89 12.29 

東京都全平均 3.46 12.26 2.57 4. 58 22.87 
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表 2 丹完IJ降下煤塵量（g/m2／丹〉附燃料百宣言i量及び気象条件

月 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 均

石炭取引高ct)I 274, 0071 303，吋以叫 221，刈 240,1161 22川 l以7491 237, 9071 25山 I2山 671 288，叫 303,1891 

石油取扱高ω ｜同刈 685,5161 797, 8821 808，判部5,1斗0川 81

商 可溶｛！ 機 2.80 4. 73 1. 94 2. 12 2.91 2.40 3.30 2.09 1. 95 1. 75 2.22 1. 94 2.51 

業
機 4. 14 4.33 3.92 3.60 3.48 6.39 5.85 6. 15 6.43 5.57 5. 091 4.84 4.98 

不溶｛！ 機 3.58 3. 76 3.49 3.07 2. 571 4.55 4.47 5.31 4. 77 2.39 4.02 3.56 3. 79 
地 機 12.63 12.50 7.88 8.86 10. 91 19.03 14. 62 20.49 21. 89 13.60 9. 73 13.92 

区 百十 23. 15 25.32 17.23 17.65 19. 871 32.37 28.24 34.04 35.04 24.89 26.26 20.07 25.20 

可溶｛！
機 3. 061 工 3.89 6.47 1. 98 4.57 2.36 3.39 2. 77 2. 86 2.35 2.42 2.83 3.25 

業
機 8.00 7. 71 7.04 6.23 4.57 6. 72 4.24 4.85 5.83 8.43 7.44 5.41 6.37 

不溶｛！
機 5.42 4.66 3.91 4.89 3.27 3.46 2. 16 3.07 3. 72 4.45 5. 13 4. 11 4.02 

地 機 17.46 15.09 10. 59 10.06 13.36 17.67 11. 25 15.93 16. 17 23.38 20.24 15.45 

区 計 34.77 33.93 23.52 25. 75 23.56 31. 24 20.42 26. 71 28.25 38.68 35.64 26.78 29.09 

（斗∞）

住 可溶｛：
機 1. 78 1. 97 1. 42 1. 74 1. 80 2.20 1. 27 1. 34 2.20 1. 79 1. 77 1. 59 1. 74 

宅
機 1. 08 1. 47 0.89 1. 30 1. 51 2.31 1. 93 2.51 2. 15 2.69 3. 12 1. 78 1. 89 

不溶｛：
機 1. 77 2.20 1. 51 2.26 2. 33 2.31 2. 53 2.80 3.46 2.36 2. 61 2.26 2.37 

地 機 5.59 4.91 3.51 4.85 4. 14 8. 78 5.36 8. 10 8.92 8.38 7. 74 5. 15 6.29 

区 計 10.22 10.55 7.33 10. 15 9. 78 15.60 11.09 14. 75 16. 73 15.22 15.24 10. 78 12.29 

京
可溶｛：

機 2.91 4.57 1. 81 2. 96 2. 73 2.50 2. 16 2. 18 2.03 2.32 2.29 2.57 

京 機 4.72 4. 79 4. 18 3.84 3.28 5.39 4.08 4.58 4.94 5.88 5.09 4. 18 4.58 

都 不溶｛： 機 3. 74 3.64 3.06 3.40 3.54 3.02 3. 71 3.99 3.21 4.02 3.41 3.46 

平 機 12.40 11. 23 7.62 8.03 9. 73 15.66 10.60 15.09 15.87 16.02 14. 79 10.20 12.26 

均 言十 23. 77 24. 15 16.67 18.23 18. 14 27.33 20.20 25.54 26.98 27. 14 26.22 20.08 22.87 

気 温 。C 25.5 26.7 22.0 16.4 11. 6 7. 1 4. 7 3.0 7.2 14.3 18. 1 20.5 

湿 度 % 81 80 72 71 60 58 61 56 60 77 70 73 

気 圧 mm/Hg 760 759 760 763 764 762 763 767 762 766 763 758 

風 力 m／秒 2.0 1. 8 1. 5 2.2 1. 7 1. 6 2.4 2.4 2.3 2. 1 1. 9 1. 6 

風 向 SSW SW NNW N NNW NW  NNW NNW NNW SSW w SSW 

風力（風向加味〉 m／秒｜



としては 7' 8月は年平均をやや上回り， 9' 10, 11 

月の秋には比較的少いが，冬期に入ると再び増加して

おり， 1月はやや少なかったけれども 2月から 5月迄

は多量の降下量を示し， 6月に入って減少を訴すよう

な経過を辿っていた。従って，この年度は，秋期以外

は比較的多い降下最を示したものと考えられるが，こ

の月別の変動はそれ程大きいものとは云えず，統計上

は月別の降下煤塵量に有意性を認めなし、。叉，この季

節的変動を地域別にみると，商業地区及び住宅地区は

その降下量の絶対値にこそ大差があるが，大体におい

て増減傾向は類似しており， 12月から 5月頃迄即ち冬

から春にかけて増加しており，夏から秋にかけては減

少している。これに対して工業地底においては前2者

とは違った増減傾向があり，秋から冬にかけては比較

的少し春及び夏に増加しているo尤も，かかる傾向

もそれ程はっきりと区別出来るものではなく，統計的

にはいずれの地区における季節的差異も有意性をみと

めないのであるが，夫々の地区で最高値を示した月は，

商，住地区では 3月，工業地区では4月で共に春であ

り，最低値を示した月は商，住地区では 9月，工業地

区では 1月となっている。こうした月別の降下煤塵量

の相異は，その地区の社会的条件によるものか或いは

気象条件等の自然条件によるものか分らないが，都内

だけについてみても，地区によって同じ増減傾向をと

らないようである。叉，石油及び石炭類の取引高から

推定される燃料消費量的，7）と降下煤塵量との関係をみ

ると，長期的観察では逐年的の増減は石炭取引高とよ

く一致することが分っているが，季節的にみた場合に

は都内平均降下煤塵量の総量としては燃料消費とあま

り関係ないように思われる。しかしこれを地域別の平

均でみると（表3），商業地区や住宅地区では降下煤麗

量と石油消費との相関は正であり，工業地区ではこの

表 3 燃料消費（取引高〉と降下煤塵の関係

① ② 相関係数 ① ② 相関係数

降下煤塵量 十 0.i72 降下煤麗量 - 0. 491 
東 石油取引高 有機成分量 十 0.278 工 石油取引高 有機成分量 - 0. 643 ＊ 

).J', so .. 。 業 無機成分量 0.297 
都

平 降下煤塵量 十 0.090 地 降下煤塵量 + 0. 425 

均 石炭取引高 有機成分量 十 0.009 区 石炭取引高 有機成分量 + 0. 416 
so~ 十 0.228 無機成分量 + o. 276 

降下煤塵量 + 0. 642 ＊ 降下煤塵量 十 0.436
商 石油取引高 有機成分量 + 0. 275 住 石油取引高 有機成分量 + 0. 475 
業 無機成分量 十 0.677 点． 

つcl:ー＝ 無機成分量 + o. 398 

地 降下煤塵量 - 0. 278 地 降下煤鹿量 - 0. 204 

区 石炭取引高 有機成分量 - 0. 013 区 石炭取引高 有機成分量 - 0. 127 

無機成分量 - 0. 3i8 無機成分量 - 0. 188 

表 4 風力及び湿度と 降 下 煤 塵 の 関 係

① R 相関係数 ① ②’ ｜相関係数［

商業地区

降下煤塵量 十 0.493

商業地区

降下煤塵量 - 0. 558 

風 力 無機成分量 十 0.473 湿 度 無機成分量 - 0. 605 ＊ 

有機成分量 十 0.203 有機成分量 - 0. 233 

工 降下煤塵量 - 0. 073 

工業地区

降下煤塵量 十 0.553

地業箆 風 力 無機成分量 一0.037 湿 度 無機成分量 十 0.371

有機成分量 - 0. 134 有機成分量 十 0.720 * 

住宅少区世

降下煤塵量 + 0. 482 
住宅地区

降下煤鹿量 - 0. 584 号r.

風 力 無機成分量 + 0. 378 湿 度 無機成分量 - 0. 372 

有機成分量 + 0. 385 有機成分量 - 0. 514 
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相関は負になっているO 文石炭の消費量との関係では，

工業地区が正の相関をとるのに対し，高，｛主地gでは

負の相関の傾向を示しているO 尤も，統計学的に有意

の相関と云えるのは石油消費高と降下煤塵量であって，

商業地区においては無機成分との相関が正に，工業地

区では有機成分との相関が負になっている事実だけで

あって，石炭消費との相関は単なる傾向としてみられ

たにすぎ、ない。これによって，商，住地区の降下煤農

は石油系のものによる影響を強くうけ，工業地区のそ

れは石炭系のものによる影響が大きいことを推定させ

る。風力は， 10, 1' 2' 3の各月に比較的強く，風

向は春夏は南南西乃至西，秋冬は北乃至北西で、あった

が，春は風向定まらず，これに対して冬は大体風向が一

定している傾向がある。降下煤塵量と風力との関係を

みると（表4），商業地域及び住宅地域では風力の強い

時期には風向の如何を間わず煤塵量がふえていて両者

の相関は正の関係があるが，工業地区では風力は降下

煤塵に殆んど関係がない。叉，湿度は夏高く冬低い自

然現象を示すが，これと降下煤塵量との関係をみると，

商業地区や住宅地区では高湿の時に煤麗が少くなって

いるのに対し，工業地区では高湿の時に増加しており，

この相関係数は統計学的にも有意である。従って，高，

住地区では大気が乾燥して風力の強い時には煤塵量が

ふえることになり Smog の発生条件とは逆の現象で，

これには社会的因子として燃料の使用量がふえる等の

ことが関係しているが，一方又，降下煤塵量として測

定しているものの中には，砂塵等の地上からの混入物

も若干含まれているのではないか云う疑問ももたれる。

これに対し工業地区では高湿で風の弱し、状態の夏季

にも煤塵量がふえ，乾燥して風の強い冬季に煤塵量が

減っている点をみると，砂塵等の影響があまりなく真

の降下煤塵が主であるものと思われる。

叉，降下煤塵中の数種の無機イオンの量を測定した

が，それらは， Fe,Ca, Mg, NH4, N02, NOa, Cl 

so4である。この中で，量的に多かったのは so4で

平均2.365g/m2／月を示し，次いで Caの 0.994g/m2/ 

月， Clの0.354g/m2／月となり，その他は量的には少

いものであった。これらの無機イオンは大凡の傾向と

して降下煤鹿量の多寡と比例しているが（表5），中に

は例外的な値をとるものもある。 Feは降下煤塵量と

大体比例Lて工業地区が最も多く地域有意性があり，

中でも杭谷，王子，滝野川等はその比率においても多

かった。商業地区と住宅地区の Feは大体において少

いが，麹町の如きは鉄道の近辺に位置した為かその割

合が比較的多い。 Ca及び Mgは殆んど降下煤塵量に

比例して地域別有意性があり，工，商業地区に多く住

宅地区に少いのであるが，その比率については住宅地

区は比較的大きく砂塵混入の疑が持たれる。 NH4も

地区有意性があって，工業地区に多く，商業，住宅地

区には少いが，比率の上では住宅地区が大きく，商業

地区はー庸少いことになり，特に芝，赤坂等の地区は

少い。 N02及び NOaの両者は降下煤塵量とは全く無

関係であって，絶対値としても地区別差異がなく，む

しろ工業地区では商業，住宅地区に較べて少い値を示

している。 Clも地区別な差は少く有意性はないが，

大島（離島〉は海洋の影響をうけて特に多い値を示し

ていた。又 so4は降下煤塵量と比例して地域差があ

り量的にも多いものであるが，工業地区，商業地区に

較べると住宅地区ではその比率の上からも低い値をと

っていた。叉，これらイオンの季節的増減傾向につい

てみると（表6), 月別変動が有意であったのは N02

及び NOaの両者のみであって，他は大体において降

下煤塵量に比例した増減を示すが有意の変動があると

は云えなし、。これらの中にあっても， Fe, S04は秋

以外は比較的多くその傾向は降下煤塵量と一致してい

るが， Ca, Mgはいずれの地域においても年潤を通

じて殆んど増減なく， NH4は夏冬に多い傾向があり，

又， Clは月々の変動としてはかなり大きいが一定

傾向をみとめがたし、。 N02及び NOaの月別増減は

有意であって， 8月を除いて春夏には少く，秋の後半

から冬にかけて多い傾向がみられた。

結 百回

都内における工＠商及び住の各地区分合計37カ所に

おいて， 1カ年間降下煤塵量を測定し若干の分析を行

なった。月別の降下煤麗量には有意性はないが，商 e

住地区では春冬に増加型であり工業地区では春夏に増

加を示し，又商住地区では石油消費量と正の相関が強

いのに対し，工業地区では石炭消費量と比例する傾向

がある。更に，商住地区の降下煤塵は風力の影響を強

くうけ，乾燥時に増加しているが，工業地区ではかか

ることがなし、。有機，無機成分の比は平均して約 2: 5' 

可溶＠不溶成分の比は約 2: 1であるが，工業地区は

やや可i容成分が多く，住宅地区では無機成分が少い傾

向がある。叉，無機イオンについては，量的に多いの

は so4で， Ca,Mg等も多L、。これらイオンの殆ん

どは降下煤鹿量の如く地域差があり，工＠商＠住の)I闘

に多いが季節的増減に有意性なく， 一方 NOz,NOa 

は地域差がない代りに季節的に増減があって，春夏に

少し秋冬に多い経過を示していた。
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表 5 測定場所別観機イオン量（g/m2／月〉

区分 No. ぷ： Fe Ca Mg NH4 N02 NO a Cl so4 

① 麹 町 0.068 1. 481 0. 178 0. 110 0.007 0.279 0.328 4.389 

② 千代田紙 0.014 1. 447 0.202 0. 121 0.029 0.392 0.396 3.646 

商 ③ 中 央 0.031 1. 343 0. 189 0. 186 0. 010 0.261 0.354 4.537 

④ 日本橋 0.024 1. 029 0. 174 0.090 0.018 0.231 0.427 2.369 

③ 神 田 0.042 1. 062 0. 140 0. 111 0.015 0. 211 0.309 2.362 

業 ⑥ 小石川 1. 005 0. 145 0. 120 0.012 0.312 0.314 2. 811 

③ 芝 0.025 1. 036 0. 132 0.089 0.016 0.307 0.357 2.990 

t也
⑨ 赤 坂 0.016 0.978 0. 172 0.092 0.026 0.245 0.394 2.054 

⑬ 渋 谷 0.024 l. 095 0. 123 0. 114 0.050 0.302 0.341 2.223 

⑪ 四 谷 0.019 1. 059 0. 160 0. 100 0.018 0.321 0.451 1. 820 

区 ⑫ 牛 込 0.018 1. 142 0. 196 0. 126 0.016 0.270 0.260 2.284 

＠ 長」謹主主‘ 島 0.033 l. 198 0.221 0. 134 0.017 0.348 0.404 2.888 

平 均 0.027 1. 156 0. 169 0. 116 0.019 0.289 0.361 2.864 

⑦ 深 JI! 0.023 1. 655 0.251 0. 145 0.016 0.264 d.460 5.618 

⑬ 城 東 0.029 0.953 0.212 0. 189 0.010 0.280 0.426 2.848 

工 ⑭ 向 島 0.021 1. 251 0.206 0.238 0.015 0.248 0.444 3.848 

⑬ 浅 草 0.024 1. 088 0.210 0. 134 0.024 0. 339 0.485 2. 794 

⑮ 荒 JI! 0.026 1. 132 0. 115 0. 124 0.012 0.224 0. 388 2. 598 

業
⑫ 滝野川 0.053 l. 141 0. 129 0.230 0.012 0.234 0.351 2.329 

⑬ 王子 0.064 0.937 0. 191 0. 168 0. 011 0.262 0.303 2. 196 

＠ 江 東 0.043 1. 329 0. 199 0. 195 0.0ゐ13 0.250 0.355 2. 718 

＠ 荒川商 0. 011 l. 715 0. 140 0. 303 0.027 0.306 0.381 4.023 

地 ＠ 口仁口l JI l 0.048 1. 284 0. 134 0.227 0.013 0.227 0.333 3.699 

＠ 粧 谷 0.078 0.971 0. 173 0. 182 0.021 0.247 0.322 2.055 

＠ 1反 橋 0.049 1. 077 0.256 0. 214: 0.012 0.321 0.413 2.578 

区 ＠ 大島小 0.045 2.487 0.466 0.327 0.013 0. 292 0.584 5. 109 

＠ 葛 宮前 0.027 1. 708 0.213 0. 139 0.042 0.274 0.408 2.617 

平 均 0.039 1. 337 0.206 0.201 0.017 0.269 0.403 3.216 

⑬ 大久保 0.034 0. 764 0. 136 0. 159 0. 010 0.259 0.280 1. 674 

＠ 大 森 0.040 0.818 0. 149 0. 182 0.014 0.263 0.324 1. 793 
住 ＠ 玉 JI! 0.014 0.527 0. 160 0. 120 0.017 0.379 0.278 1. 215 

＠ 石神井 0.007 0.644 0.096 0. 154 0. Oc~O 0.253 0.224 1. 144: 

宅 ＠ 三円億 1蒔 0.013 0.501 0.076 0. 129 0.018 0.263 0. 178 1. 030 

＠ 立 JI! 0.018 0.389 0.052 0. 116 0.019 0.331 0. 284 0. 750 

＠ 杉並西 0.009 0.438 0.086 0. 140 0.016 0.3る1 0.271 0.854 

主出 ＠ 大 島 0. 012 0.263 0. 101 0.094 0.020 0.202 0. 762 0.374 

＠ 国分寺 0.009 0.289 0.071 0. 106 0.015 0.336 0. 240 0.836 

＠ 東村山 0.012 0.214 0.038 0.099 0.009 0.257 0. 162 0.428 
区 ＠ 七 生 0.009 0. 554 0. 145 0. 105 0.023 0.296 0.286 1. 088 

平 均 0.016 0.994 0. 101 0. 148 0.018 0.290 0.299 1. 016 

東京都全平均 0.027 0. 994 0. 159 0. 148 0.018 0.284 0. 354 2.365 
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表 6 月完lj 無機イオン量（g／亙n2／月〉

月 ? 8 9 10 11 12 2 3 4 5 6 均

商
Fe 0.007 0.028 0. 011 0.038 0.019 0.017 0.025 0.010 0.016 0.046 0.034 0.079 0.027 
Ca 0.904 0.874 1. 066 1. 000 1. 113 1. 371 1. 183 1. 546 1. 478 1. 261 1. 131 0.869 1. 156 

業 ~在fr. 0. 124 0.074 0.099 0.227 0. 157 0. 129 0. 159 0. 185 0.222 0. 198 0.252 0.219 0. 169 
0. 127 0. 152 0.047 0.095 0. 134 0. 110 0.228 0. 158 0.092 0.081 0.061 0. 110 0. 116 

地
N02 0.006 0.042 0. 011 0.016 0.018 0.023 0.027 0.025 0.021 0.008 0.007 0.019 
N03 0. 120 0.440 0.255 0. 175 0.231 0.338 0.548 0.290 0.260 0. 134 0.254 0.289 

区
Cl 0. 161 0.329 0.281 0.504 0.367 0.236 0.543 0.345 0.329 0.395 0.291 0.486 0.361 
so, 2.571 2. 148 2.088 2.002 2.355 3.066 3.358 2. 957 3. 101 3.367 2.815 3.226 2.864 

工
Fe 0.007 0.045 0.014 0.027 0.021 0.035 0.048 0.034 0.055 0.043 0.041 0.053 0.039 
Ca 1. 890 0.806 1. 229 1. 298 1. 362 1. 421 1. 318 1. 390 1. 535 1.541 1. 392 0.812 1. 337 

業 ~fr. 0. 180 0.249 0.266 0.317 0. 122 0. 161 0. 196 0. 182 0.278 0. 183 0.226 0. 135 0.206 
0.248 0.224 0.060 0. 178 0.340 0.219 0.273 0. 179 0. 163 0. 165 0. 116 0.218 0.201 

（∞N） 

地
N02 0.007 0.034 0. 011 0.022 0.023 0.018 0.026 0.015 0.020 0.016 0.006 0.017 
N03 0. 111 0.363 0.251 0.269 0.282 0.309 0.431 0.264 0.304 0. 144 0. 171 0.269 

j玄
Cl 0.074 0.601 0. 727 0.569 0.373 0.289 0.455 0.414 0.346 0. 477 0.322 0.451 0.403 
SO, 2.224 3.993 2.065 2.508 2.243 3.503 2.313 2. 751 3.431 4. 593 3.898 3.507 3.216 

住
Fe 0.005 0.016 0.005 0.026 0. 011 0.012 0.021 0.010 0.021 0.016 0.012 0.041 0.016 
Ca 0.395 0.514 0.419 0.534 0.438 0.697 0.529 0.641 0.539 0.573 0.350 0.394 0.491 

~ ~在fr4 0. 113 0.064 0.058 0.224 0.066 0.080 0. 105 0. 116 0.088 0.092 0. 114 0. 109 0. 101 
0.255 0. 116 0.036 0. 148 0. 135 0. 125 0.242 0.088 0.092 0. 116 0. 108 0. 119 0. 127 

地
N02 0. 011 0.040 0.012 0.020 0.018 0.014 0.025 0.015 0.019 0.006 0.004 0.002 0. 018 
N03 0. 164 0.309 0. 197 0. 176 0.633 0.381 0.448 0.233 0.333 0. 101 0.220 0.290 

区
Cl 0.074 0.244 0.234 0. 512 0.375 0.219 0.491 0.274 0.249 0.241 0. 167 0.387 0.299 
so4 0.684 0.965 0.546 0.540 0.908 1. 204 1. 108 1. 059 1. 104 1. 476 1. 523 1. 032 1. 016 

東
Fe 0.006 0.029 0. 010 0.030 0.017 0.021 0.031 0.018 0.030 0.035 0.029 0.057 0.027 
Ca 1. 063 0. 731 0.904 0. 944 0.971 1. 163 1. 010 1. 192 1. 184 1. 125 0.957 0.691 0.994 

1」R-

~fr4 0. 139 0. 129 0. 131 0.255 0. 115 0. 123 0. 153 0. 161 0. 196 0. 158 0. 197 0. 154 0. 159 

者日
0.210 0. 164 0.048 0. 141 0.203 0. 151 0.248 0. 142 0. 126 0. 121 0.095 0. 149 0. 148 

N02 0.008 0.038 0. 011 0.019 0.020 0.018 0.026 0.018 0.020 0.010 0.006 0.002 0. 018 
千－ N03 0. 132 0.370 0.234 0.206 0.382 0.342 0.475 0.262 0.299 0. 126 0.215 0.284 

均
Cl 0. 103 0.391 0.414 0.528 0.371 0.248 0.496 0.344 0.308 0.371 0.260 0.441 0.354 
so. 1. 826 2.368 1. 566 1. 683 1. 835 2.591 2.259 2.255 2.545 3. 145 2. 745 2. 588 2.365 
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大 気 汚 染 の 立 体的観察

緒言及び調査方法

大気汚染の実態に関する調査は，その規模に大小の

差こそあれ，広い分野にわたって行なわれ，殊に公害

防止に対する条令施行に伴い， S02等の測定は己に常

時監視の対象として日夜つづけられている。この調査

も，東京都公害部により計画された調査の一環として

行なったものであるが，その資料の中から東京タワー

における調査をとりあげたものである。ここでは地上

約lOOm及び 200mのところにある展望台及び作業台

が立体的測定に適していることから，昭和38年12月か

ら2月迄の 3カ月間に，各月夫々 1週間ずつ，地上，

展望台，作業台の高さで，浮遊煤塵濃度指数と S02濃

度の経時的測定を行なったので，これにもとづき立体

的な汚染状態を解析することvこする。測定は己に常法

となっているもので，浮遊煤塵についてはテ｝プエア

〕サンプラーにより反射率で算出し， S02はパラロザ

リニン法で比色定量した。

調査結果

図1は浮遊煤塵濃度指数の全測定値について高度別

の度数分布を示したものである。当然、のこととして，

これらは正規分布ではなく，指数分布の型をとってい

るから平均値の意味も違ってくるが，一応、算術平均値

と， 5%及び 1 %の危険率における棄却値を求めてみ

ると，地上では平均指数が 12.68，棄却値は 1%危険

率で 31.23, 5 %危険率で 26.76であった。同様に地

上約 lOOmの展望台においては，平均6.82，莱却値は

夫々 19.51, 18. 74であり，又地上約 200mの作業台に

おいては，平均値3.66，棄却｛直は夫々 15.97及び13.26

で、あった。従って，平均値について云えば，地上から

約 lOOm上昇する毎に濃度も叉半減してゆくものとみ

なされる。

図2はS02濃度についての度数分布をみたものであ

る。これもやはり指数分布型の度数分布をとり，大部

分は低い値である。地上における平均値は 3.6lpphm, 
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脇

中

山

＊

＊

山

＋

郎

嗣

治

阪

野

崎
欣

爽

図 1 浮遊煤塵濃度の度数分布
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棄却値は 1%危険率で 10.61pphm, 5 %危険率で

8. 92pphmとなり， 同様に地上 lOOmでは平均 3.32 

pphm，棄却値は夫々 10.98pphm及び 9.14pphm，叉

地上200mでは平均 1.83pphm, 棄却値は夫々 9.73

pphm及び 7.83pphmとなった。 S02の場合には，平

均値のj農度について云えば地上と，地上lOOm位の高

度ではあまり濃度が変らず， 200m位の高度になって

はじめて濃度が半減している。これは S02と浮遊煤塵

との発生源の違いにもよるが拡散の模様が，異るため
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関 2 S02濃度（pph職〉の度数分布

30 

JO 

の現象と云えよう。

地上， lOOm及び 200mの高度における浮遊煤塵濃

度指数， S02濃度の時刻的変動を平均値について画い

てみると，図3の如くである。

即ち，浮遊煤塵濃度指数， S02濃度とも午前と午後

に夫々一つづっの｛ピークがみられ，且つ両者の聞には

各高度ともかなりはっきりとした正の相関々係があっ

て，地上で、は相関係数〈γ〉は 0.744, lOOmの高度では

γ＝O. 881, 200mの高度では I=0. 761であるO 午前，

午後のピークの大きさを比較すると，浮遊煤塵濃度指

数の場合，地上では午後のピ｛クの方が大きいが，高

度が増す程午後のピークが小さくなる傾向がある。叉，

S02濃度についてみると，地上では午前のピークの方

が午後のピークより大きいが，高度が増す程午後のピ

ークが大きくあらわれるようになって，この両者は午

前と午後とでピークのあらわれ方が違うが，各々のピ

ークの出現時刻は大体一致している。

も図 4は，浮遊煤麗濃度指数が棄却値をとった回数と

M
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時刻を図示すると共に，かかる値の出現率及び 1回の

異常値の平均持続時間を表示したものである。 1%及

び5%の危険率で莱却｛直を示した時間は，全期間から

みるとたかだか数克であり，例えば地上においては

6. 59% （危険率5%), 2. 73%（危険率 1%）である。

地上からの高度が増せば，濃度の絶対値こそ低くなっ

てゆくが棄却値をとる率が地上におけるよりもかえっ

て高くなることもある。例えば，地上 lOOmの地点で

は夫々8.33%（危険率5'%),5. 56%（危険率 1%）で

あり，地上200mの地点では夫々5.44%（危険率5%).

3.54% （危険率 1%）となっている。叉，かかる棄却

値を 1日の中で1時間以上観察した日数は，各高度と

も3日乃至4日に 1日の割であるが， 1日のうちで、か

かる異常な値が持続する時間は大体2時間乃査3時間

と云うところである。尚，かかる莱却値を示した時刻

についてしらべてみると， 1%の危険率での棄却値を

示した時刻のピ｛クは，地上で午前9時30分，午後20

時48分，地上 lOOmのところでは10時と20時21分の 2

間， 200mのところでは10時22分と18時20分となって

おり，同様に 5%の危険率での棄却値を示した時刻の

ピ｛クは，地上において 8時34分と20時36分， lOOmの

高さでは10時27分と20時， 200mの高さでは10時55分

と18時22分となっており，地上からの高度が増す程，午
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図 5 異常値の出現状態（S02)
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した率は，地上においては夫々2.75%, 4.82%，地上

lOOmにおいては夫々 3.42%, 4.56%，地上 200mに

おいては夫々4.69%, 5.48%となっており，上空へゆ

く程異常値が出現し易いわけである。しかし，かかる

現象は，地上と上空とでS02濃度の分布の型が違うた

めにおこるものと考えられる。又かかる異常な値が出

現した日数は，各高度とも 4日乃至5日の中で1日の

割であって， 1日のうちでその濃度の持続する時間は，

1%危険率の棄却値については2時間乃至4時間、 5

c 86 ) 

前のピークが出るのがおそく，午後のピークの出るの

が早くなると云う現象がみられ，推定ではあるが更に

上空では 1日の汚染のピークは一つの山となって正午

附近におちつくのではないかと思われる。それと共に

地上からの高度が増すにつれて，異常値のあらわれる

時刻がはっきりとピ｛クを示さなくなり，扇平な一つ

の山をつくってゆく傾向がみられる。これらの現象は，

S02濃度について同様に去える。即ち，図 5に示す如

<, 1 %及び 5%の危険率で棄却し得る高い濃度を示



%危険率の棄却値については3時間乃至5時間であり，

地上にくらべて上空程異常値の持続時聞が長し、。更に

又，かかる異常値の出現する時刻については，やはり

午前と午後に 2つのピークがみられるが，午前のピー

クは地上では10時前後， lOOmの高さではあまり変ら

ないが 200mの高さでは11時頃となり，午後のピーク

は地上では20時乃至21時， lOOmの高さでは18時乃至

19時と早くなり，更に上空の 200mでは午前午後のピ

｛クははっきりと区別出来ず，なだらかな 1つの山と

なっている。

以上の如く，この汚染指標の絶対値としてはかなり

低いものであるが，これを社会活動の時刻的変動を考

嵐しながら大気が汚染されてゆく状態を立体的にみた

場合，地上から上空へと拡散されてゆく状態がよくわ

かり，浮遊煤塵よりも S02の方が立体的な汚染の幅が

広いと云える。汚染ピ｛グ出現の時刻的な問題に関し

ては，午前のピークは）応社会活動の開始に伴うもの

で，測定地点近辺の汚染源によるものと考えられるが

午後のピ｛クはむしろ上空の方から始まってくる点で

複雑である。勿論気象条件も大きな影響を持つことが

考えられるが，間接的なものとして測定地点からかな

り遠くにある汚染源からの影響も考慮に価するだろう。
虫士 品草
原口 両日

冬期に東京タワーを利用して，地上及びlOOm, 200 

mの高度において浮遊煤塵濃度指数と S02濃度の経時

測定を行ない，次の結果を得た。

(1) 浮遊煤塵は地上からの高度が lOOm毎に濃度が

半減してゆき， S02は200mで半減していた。

(2) 汚染指標のピークは午前と午後にみられるが，

浮遊煤塵のピークは地上では午前より午後の方が大き

く，高度が増す程この反対となる。一方S02のピ｛ク

は，地上では午前の方が大きく，高度が増す程これが

小さくなって逆に午後のピ｛クが大きくなる。

(3）異常に高い測定値を示す時刻は，やはり午前と

午後に 1つずつみられるが，両者の時間的間隔は高度

が増す程せまくなってゆく。
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冷房の好適条件特に外気温との関係

緒言

結果

いことはやや暖房の過剰を警告するものである。一方，

「やや寒L、」及び「寒しづと云う回答をした者は，冷

房期におし、ては夫々 15.4%, 1. 5~0'，暖房期において

は夫々 10.7, 1. 8%で，夏期に寒い感じが多い点はや

はり冷房のゆきすぎを警告するものと云える。このこ

とは己に既報1〕において指摘した事実で、あるが，本報

告は，特に冷房期だけについて，外気温との関係を加

味して分析した。

本調査の対象となったピルは約30，質問方式で自覚

感を回答した者は男女 1,180名で－あったが，これらの

者について「暑Lづ 「やや暑いJ 「丁度よしづ 「やや

寒い」及び「寒L、」と回答した時の室内温度条件と，

＊東京都立衛生研究所環境衛生部

脇阪一郎七両角 清水

小林 1E 武＊ 中山袈裟典＊

この時の外気の温度条件を対比してみると，図 2に示

す如くである。即ち， 「暑し、J 「寒し、J 「やや寒いJ

図

、£〉
J寸3

。／。

!00 
房

都市における建物の密集，室内気密化で，仕事の上

からも夏季に冷房を必要とするところが多いが，更に

最近では経済の高度成長によって冷房は一般家庭にま

で普及するところまできている。これに伴って，銀行

やその他のオフィスではしばしば冷房の過剰から

cold shockと云うことさえ問題としてとりあげられ

てきており，冷房にも当然、夏季に見合った限度が必要

なことを痛感する。我々のところでは，昭和39年 7,

8, 9月の冷房期に，都内の主として，ピル勤務者を

対象として，冷房時の室内温度条件とその時の自覚感，

及び同時刻における外気温度条件を測定し，ピノレ勤務

者にとって快い感をあたえる冷房の温度条件について 80 
検討してみた。

図 1は，この調査とは別に冷房期と暖房期における

室内勤務者の自覚的温度感の比率をしらべたものであ

るが， 「丁度よし、」と去う回答をした者は両期とも半

数以下であって， 「やや暑し、」又は「やや寒L、Jと答

えた者がかなり多し、。そして，冷房期に「やや暑ーいJ

と答えた者は28.2%，暖房期は29.1%であまり変らな

いが， 「暑すぎる」と答えた者は冷房期に 5.7%，暖 50 

房期に10.9%で，冬期に「暑すぎる」と答える者が多
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と云うような不適当な自覚感を訴えた時は外気の温度

条件が比較的高い場合で、あって，「丁度よし、」又は「や

や暑いJと云うように夏季としては適当な感じを持っ

た時の外気条件は比較的低い時で、あったo このことは，

外気温の高い場合には冷房に過不足が生じ易く，それ

だけに冷房がむずかしいことを示し，殊に冷房しすぎ

る傾向があると考えられる。

この調査の対象となった外気の温度条件は，乾球温

で－21°C～35° C，湿球温で18°C～26° C の範囲~·こあっ

たが， この範囲の各外気温じ対して，在室者が同じ温

度感を持ったときの平均室内温度を対応させてみると，

国 3' 4に示した如くである。即ち，乾球温について

は，外気温が高い時の方が室内気温も高く，外気温の

低い時には室内気温も低くなっていて， 「丁度よしづ 24 

と云う回答をした者について云えば，外気温21°Cか

図 2 
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ら31°Cの間で室内気温に約 2°Cの差がある。 「丁度

よし、」と答えた場合の外気乾球温と室内乾球温は正の

相関で必ずしも直線関係はみられなかったが，これを

直線関係とみなして最小自乗法により傾向線を求める

と， y=21.2333+0. 1314xの関係が得られ，外気乾球

温（x）が 1°C上昇する毎に室内乾球温（y）が約0.13°C

高い場合， 「丁度よしづと云う同じ感覚を持つことに

なり， yが求められる。勿論これは外気温21°C～35°

Cの範囲内に限って去えることであり，叉，感覚的に

「丁度よし、」と云うことは必ずしも適当な温度条件と

云うことにはならなし、かも知れなし、。仮に外気温が

35°Cとすれば室内の丁度よい温度との差が goc近い

値となってくる。一方，湿球温についてみると， 「暑

いJ 「やや暑し、」と去う場合には外気温の上昇に伴っ

て室内温も上井しているが， 「丁度よしづと答えた場

合には外気湿球温が上井するに伴って室内湿球温が逆

に低下しており，負の相関がある。これは乾球温の場

合とは逆であって，この関係を寵線とみなせば y口

23. 2666-0.1666xと云う傾向線が得られ，外気湿球

温が 18°C～26°C の間にあっては外気温（心が 1°C

上昇する毎に室内湿球温（y）が約 0.16°C下降した場

図 5 
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合に快適な感覚が得られることになる。

次に室内温度条件のみに限ってみた場合，冷房実施

中の室内において， 「暑いJ「やや暑い」「丁度よいJ

「やや寒し、」 「寒し、」と云う回答を得たときの比湿，

感覚温度，湿球温度を乾球温度に対応させてみると図

5の如くである。乾球温度と湿球温度とは正の相関が

強く， 「丁度よしづと云う回答を得た場合の関係は

y=-1. 2857十0.8357xなる傾向線で示され，乾球温

度（x)1°Cの上昇に伴って湿球温度（y）が約0.84°C 

の上昇を来している場合に「丁度よしづと去う共通の

感覚が得られている。同様に感覚温度との関係をみる

と， 「丁度よしづと回答を得るためには，気温（ρ
1°C上昇する毎に感覚温度（y）として約0.82°C上昇

するような関係にあり，その傾向線は y=l.8142十

0.8178xであらわれる。この調査の対象となったビ、ル

では，気流は極めて少く，従って寒暑の感を決定して

いるのは殆んど気温と湿度であろう。一方，湿度の場

合には，暑く感じる時は比較的高湿に，又寒く感じる

時は比較的低湿になっているが，温度との関係、は不揃

いで一定の傾向をみとめがたく，殊に「丁度よしづと

云う回答を得た場合についてみると，気温の変動とは

あまり関係なく，約64%のところで一定の値を示して

いる。即ち，この場合の傾向線は y（比湿）=63. 9014 

十0.0268X（気温〉となり， 64%前後の湿度が気温に関

係なく「丁度よし、」と云う感じを得る湿度であろうと

去うことになる。

以上のように，外気温が乾球温で19°C～35°C，、混

球温で18°C～26°Cの範間内における冷房室内の快適

な温度条件について相互の関係を検討したが， 「丁度

よしづと云う答えを得た温度条件で、もかなりの広い幅

があり，その中にあっては，人によって暑すぎたり又

寒すぎたりすることも多いし，殊にこの範囲の両端近

くでは， 「丁度よし、Jと云う者は少数で殆んどの者は

暑いか寒し、かの自覚感を訴えているから，大多数の者

にとって快適な温度条件はそれ程広い幅はないと思わ

れる。そこですべての人に共通して快適な温度条件と

云うものはないので，比較的大多数の者が「丁度よ

しづと答えるような温度条件を推定することにした。

前にものべたように，本調査の対象となった室内で、は

気流は極めて少く殆んど無視し得る程で、あったから，

乾球温及び湿球温の両者の組合わせから，「丁度よし、」

と答えた者の割合（%〉を求めてみると表1の如くで

ある。 「丁度よいJと云う回答を得た温度条件の範聞

は，乾球温で21°C～28°C，混球温で15°C～23°Cで

あり，この範囲以外にも「丁度よい」と云う答えの得

c 90 ) 



表

なと 15 i6 17 i8 19 

21 × 。 × 20 × 

22 20 × 22 × 20 

23 × 30 33 45 

2.J, × 。 50 52 56 

25 × × 44 57 56 

26 × × × 46 52 

27 × × × × 33 

28 × × × × 。
29 × × × × × 

30 × × × × × 

られる可能性もあるが，比較的多数の者にとって快適

な温度条件は一応この範囲内にあるものと思われる。

この調査において，最も例数の多かった温度条件は乾

球25°C～26°C，湿球19°C～21°Cの範聞であり，そ

の他の温度条件のところでは例数がやや少いところも

あったが，ここでは一応率として示しである。その結

果，最も多くの者にとって「丁度よし、」と云う温度条件

は，（乾球25°C，湿球20°C）の状態であり，それ（こつくや

条件としては（乾球24°C，湿球20°C), （乾球26°C,

湿球20°C), （乾球25°C，湿球18°C）となっている。

しかし， 「丁度よし、」と云う回答が最も多く得られた

温度条件についてさえその率ti58%であり，半数以上

の者が「丁度よし、」と答えるような温度条件なら最も

快適な状態とみなされよう。従って，如何に温度条

件をよくしても40，%以上の者にとっては個人差により

多少の過不足を感じる筈であり，これは個人の着衣状

態その他；二よって調節するより外ない。一応，過半数

の者；ことって「丁度よしづと感じた温度条件の範囲は，

乾球23°C～26°C, z盟球19°C～20°Cのところにあり，

乾球24°C～25° Cにとれば湿球温は18°～21°Cに拡大

される。乾球温が 22°C以下や 27°C以上では「丁度

よしづと答えた者の率が急激に少くなっているが，こ

こで興味深いのは，乾球温23°C以上にあっては，各

温度段階とも湿球温20°cの時が「丁度よしづと答え

た者の率が最も多くなっていることである。湿球温度

は夏季の温度示標として生体負担度をよく代表すると

云うことはよく云われているが，我々の調査結果から

も，湿球温が 20°c前後にあるような調節がなされて

( 91 ) 

20 21 22 23 24 25 

× 

× × 

50 × 

57 × × 

58 46 iO × 

57 44 43 20 。 × 

34 24 20 × × 

20 × 10 。 。 × 

× × 。 。 。 。
× × × 。 。 。

いれば，かなり広い温度の 111高（＇こわたって比較的快適な

感覚を得ることが出来ることが分った。至適温度につ

いては，古くから実験的にも多くの研究者によって種

々の値が出されている2～心。これらの値は，夫々在室

者の仕事や叉人種差によっても違iい，年令，性も関係

するが，概ね夏季の快適な温度条件としては感覚温度

で71°F(E.T）前後にあり，我々の調査結果もほぼこ

れと一致するものである。しかし，冷房の場合，厳密

には外気温の高低によって若干左右されていることも

事実で，これらを加味して過剰tこわたらない冷房の実

施が好ましいと云えよう。

結 語

夏季lこ冷房を実施しているピノレにおいて，室内勤務

者の温度に対する自覚感をしらベ，その時の室内外の

温度条件から冷房時の好適条件を推定した。その結果，

外気温の高低は室内気温に対する自覚感に影響があり，

乾球温では正，湿球温では負の相関があって，外気温

1°Cの上下に対し，室内では夫々0.13°C及び0.16°C

の割合で上下した条件が「丁度よしづと云う共通の感

覚をあたえるo叉，冷房時の好適温度は，概ね乾球

23°C～26°C，混球18°C～21°Cの範囲にあるが，中で

も湿球20°c前後が自覚感の上では最もよいと云える。
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学童の呼吸器機能に及ぼす大気汚染の影響

表 i 昭和 39年大気汚染の実態

汚染指 標 ！よ＼空I1月 I2月 I3月 I4月 I5月 I6月 I？月 Is月 I9月｜明 iil月 I12月

H 2. 5 
S02 。 4:. 9 4.9 6.4 2. 5 5.6 3.0 4. 5 5. 5 

T 1. 6 1. 3 l. l l. 0 1. 2 1. 5 2. l 2. 3 

浮濃遊度（ば い陛数
日 11 。 30 22 22 25 17 16 16 

%〕指 で 12 12 9 ? υ 「 。 ? 

降下（g煤／m塵2；月量〉
H I 35. 36134. ~~I 4~ ： ~~I ~~： ~γγ5. ~ii ~4. ~~I :s. 。 15. 7o 2s. 04 31. 56 46. so 73. 53 47. 2s 47. 2? ・rn. 
T 11. 33 23. 30 23. 41 21. 00 17. 84 13. 25 9. 90 10. 

緒 言

東京都における近年の大気汚染の実態についてはす

でに数多くの資料があるが，都民の健康に及ぼす影響

に関しても，最近において呼吸器系疾患の増加が危倶

されている。この問題は己に欧米諸国では早くから注

目されていたもので，報告例もおびただしいが1～10),

日本では1954年 Huber等が所謂“Yokohamaasthma” 

なる名の下に報告11）して以来，有名となり，呼吸器機

能との関係が各方面で追求された12～15）。かかる状況

の下にあって，東京都としても，その実態を把握する

必要があり，著者等は都内の大気汚染地区並びに非汚

染地区を通学区域とする男女学童を対象として， Peak

flow rateを指標とする呼吸機能への影響を追跡する

こととしその第 1年度として昭和40年4月の定期身

体検査時を利用して調査を実施した。

調査方 法

対象とした小学校は，江東区内のO校，中央区内の

H校及び新宿区内のT校であるが， 0校及びH校は大

気汚染地区にあり，前者は工業地底，後者は商業地区

にある。これrこ対してT校は副都心ではあるが，従来 50 

の環境測定資料からみて汚染がそれ程強くないところ

にある。 Peal王 flowmeterによる検査は， 3回連続

して行い，その最高値を読みとった。対象人員は3校

児童全員で，男 961名，女 868名，計 1,829名である。

＊東京都立衛生研究所環境衛生部

脇

両

小
.IE 

郎＊

清＊

武＊

阪

角

林

調査結果

対象小学校所在地近辺において，昨年（39年〉度，

図 1 昭和39年度の大気汚染
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当所が測定した大気汚染の状況は表（図） 1に示す如

くであって， S02濃度，浮遊煤塵濃度指数並びに降下

煤塵量を以て比較すると，各汚染指標ともT校地区に

くらべてH及びO校地区は有意（危険率1%以下〉に

高く，中でもO校地区における汚染は最も高い。叉，

季節的には多少の増減はあるが，その差は有意なもの

でなく，最近は年間を通して殆んど汚染の程度に差が

ないと云えよう。

対象の 3小学校児童について測定した Peakflow 

rateの学年別平均値を示すと，表（図） 2の如くであ

る。この調査において， 0校及びH校での測定時に，

能率をあげるため 2台の Peakflow meterを一部学

年に利用したため，結果的にみて器械による誤差を生

ずることなり，一部の学級において若干低い値を示す

表 2 学年号ljPeak flow値（I/min)

四~：11 いいいトト
日 I168. 71 214. 7¥ 2“. 8¥ 244 . .:!:I 298. 81 288. 6 

男I0 I 190. ll 216. 91 256. 41 232. ll 276. SI 303. 6 
T I 196. 2 230. 11 238. 71 284. II 292. 41 332. 2 

I H I 140. L!,¥ 198. 61 233. 8¥ 211. 21 256. 71 268. 8 
女Io I 170. 81 187. 61 242. 61 208. 81 226. 61 2s3. 4 

I T I 172. ll 186. 91 200. 7¥ 232. 31 274. 81 296. 6 

図 2 学年別 PeakFlow値

t/min 
350! ~ : ~ ~｝校
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に」

結果となったが，学年別即ち年令別にみて 3つの小学

校児童の Peakflow rateの平均値には統計学的な有

意の差をみとめることが出来なかった。数値の上から

は， T校（非汚染地区〉児童にくらべて日及びO校児

童の Peakflow rateはやや少い値を示すように思わ

れるが，この程度の差では大気汚染の影響をうけてい

ると云う結論は出せない。又，男子にくらべると女子

の PeaI王 frowrateは低く，この性差は勿論有意（危

険率 1%以下〉なものであった。

表 3 身長，体重

｜性別閃 , I 2 I 3 I , I 5 I 6 

H I！山1お＇ i:31.!ll~i ~1~4 0 113.3118.71123.8123.3135 2139.2 
T 113. 8:120. 7 124. 2 133. 9山 4凶 6

H llL!,. ~： 119.1:!124. 71130. 8 。111. 117.3il25.1127.6 134. 141. 8 
T 113. 6118. 5 123. 9il30. 9 137. !1"!:2. 1 

体 i男 H 20.27 

辺叫i~r1~~γお 11。19. 66 

重
T 19.84 23. 06 24. 3129. 40 2. 17 35. 72 

おヤナ l~：~~kg 女 0 l 9. 04 21. 18 24. 70 25. 53 29. 54134. 83 
T 19.8921.40 22. 7 6 27. 34 31. 93,33. 07 

図 3 身長，体重の比較
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表 4 身 長 別 Peal王Flow値（I/min)

＼＼きぞ？ i05～ 110～ 115～ 

H 158.0 173.0 199.5 
男 。 183. 5 193. 8 219.3 

T 153.0 183. 8 218.3 

H 133.6 154. 7 181. 9 
女 。 174.0 183. 5 195.8 

T 180. 0 179.0 183. 0 

学校別に有意の差異がなかったので，全対象につき

男女別に身長と Peakflow rateとの相関をみると，

両者は正の相関があり，相関係数は男子で 0.7397土

o. 0146，女子で0.7138土0.0166を示してかなり強し、。

因みに，学校別に児童の体格を比較してみβ と，表

（国） 3の如くであり， H校及びT校にくらべると0校

の児童は全般的に小さい傾向がうかがえるが，統計学

的にはこの 3校の間の身長，体重の差は有意なもので

はなく，性差も叉明らかでなかった。そこで，身長の

各階級毎に Peal王 flowrateの平均値を求めて比較し

てみると表（図） 4の如くであり，男女の性差による

Peak flow rateの差異は明らかであったが，学校聞

の差異については有意の差を見出すことが出来なかっ

た。単に平均値の数値の上からは，学年別にみても，

叉身長別にみても Peal王 flowrateの平均が最も大き

いのはT校であり， 0校及び日校の両校はやや劣る結

果を示しているがう統計的には差があるとは去えない

状態である。学校JJ!Jにみた Peal王 flowrateの平均値

の差は，年齢的にも叉身長的にもみとめられないこと

から，全対象の男女別の平均値と標準偏差を求め（表

5），この表において平均値から標準偏差の 1倍及び

120～ 

231. 4 
235.2 
243.0 

212. 1 
211. 0 
199. 5 

仏in

350 

300 

250 

200 

150 

125～ 130～ 135～ 140～ 145～ 

259.0 268.0 278. 7 307.4 326.0 
250.2 255.9 291. 7 302.3 344.0 
260. 7 283. 1 299.0 335.6 348.4 

225.8 230.5 249. 3 267.2 280.4 
225.9 239.3 249.8 280.4 305. 7 
218. 6 256.3 258.4 307. 1 319. 1 

図 4 身長別 PeakFlow ｛直

・・ H 1 

宇 Oi技
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男女

1必

105～ l7ト 775日 ！20～ 125～ 130～ 135～・ N-ト ；：；.5悼

身 長 Cc川

表 5 学年別，身長自IJの Peal王Flow平均値（νmin)

性 JJ!J 学 年 平均 ｜標準偏差 lσ ｛直 2σ ｛直 1生 Bリ 身長 平均 ｜標準偏差 lσ 値 2σ 値
cm 

182. 41 26.42 155.99 129.57 105～ 166.98 37.28 129. 70 92.42 

2 220. 18 33.62 186. 56 152.94 
110～ 183. 21 33. 76 149.45 115. 69 
115～ 208.47 35.35 173. 12 137. 77 

3 255.95 18.92 237.03 218. 11 120～ 232.98 36.87 196. 11 159.24 

男 男 125～ 253. 78 39.49 214.29 174.80 
4 250.29 40.49 209.80 169.31 130～ 265.44 40.24 225.20 184. 96 

5 290.06 49.69 240.37 190.68 
135～ 285. 18 40.98 244.20 203.22 
140～ 310.47 38.21 272.26 234.05 

6 298.36 77.39 220.97 143.58 145～ 334.40 51. 38 283.02 231. 64 

171. 98 35. 77 136.21 100.44 105～ 151. 47 37.28 114. 19 76.91 

2 205. 71 32.40 173.31 140.91 
110～ 167.56 35.07 132.49 97.42 
115～ 183.99 35.77 148.22 112. 45 

3 231. 17 42.42 188. 75 146.33 120～ 207. 19 37. 14 .170. 05 132.91 

女 女 125～ 223.97 42.66 181. 31 138.65 
4 215.24 40.37 174.87 134.50 130～ 236.78 45.60 191. 18 145. 58 

5 249.23 48. 78 20長.45 151. 67 
135～ 253.08 40.37 212. 71 172.34 
140～ 278.34 42. 19 236. 15 193.96 

6 280. 72 43.01 237. 71 194. 70 145～ 294.84 41. 47 253.37 211. 90 

( 94) 



表 6 異常に低い PeakFlow 舗 の 出 現 頻 度 （ % ）

性 づ"'t ρ寸幻一ら

別 校 2 3 L!. 

H 38.c 12.2 18.0 16.9 
男 。13.S 18.C 32. 7 35. 5 

T 18. 7 19.4 55.0 。
lσ 値

H 50.0 21. 3 12. 3 14.8 
女 。13.0 21. 4 10. LJ, 7.2 

T 15.2 39. l 25.C 10. 5 

H 7. 5 。 3.3 。
男 。2.2 1. 6 15.2 L! L!-

T 3. 1 5.6 22. 5 。
2σ 値

H 9.4 9.3 1. 5 3. 3 
女！ 。。 7. l 。 2. LJ, 

T 。 4 3 6.3 。

図 6 身長男IJ(こみた 1σ の値の出現率
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2倍以上離れた低い Peakflow rateを示した者の比

率を，年齢毎，及び身長毎lこ求めてみると表（図） 6の

如くであった。その結果は，学年J]lj（年齢別〉にみた

場合には， 1σ の値及び 2σ の簡ともその出現頻度には

有意の学校差をみとめることが出来なかったけれども，

身長毎にみた場合には， 1σ の値において日校がその

出現頻度が 1%以下の危険率で高いと云える。叉， 2σ

6 

5. 5 
4.3 
2.4 

19.3 
12. 7 
i2. 1 

。。。
3. 5 
l. 8 
3.C 

( 95〕

身 長 C立1

Ii l5～ ーO～ 3～ 1120～ 1125～ J~』 1135～ 1140～ ＂、、J

10.0 23.2 25.5 16. 1 16.6 21. ~ 24.2 24.2 25.0 。 7. 8 8. 7 12.2 28.3 24. 14.0 20.0 。
20.0 16.6 18.5 8.6 20.0 11. I 10.0 6. 7 。
46.6 35. 5 20. 7 17. 9 17.8 23. ~ 22.0 25.0 27.3 。10.0 13.5 16. 7 18.8 18.0 12.8 13.6 7. 7 。 9. l 25.0 25.8 22. 7 13.0 21. 8 5.2 8.3 

10.0 6. 7 7. 8 。。。2. s 3.0 5.0 。 3. 9 。 2. 1 5. 7 4.9 2. 3 6. 7 。。。。。2.8 。。。。
。 4. 2 3.8 3.0 3.6 。2. LJ, 。 9. 1 。。 2. 7 2. 1 3. 1 2. 5 2.5 9. i 。。。4.2 6.4 。。4. 3 。 8.3 

の値についても，やはりその傾向はあるが，これは統

計上有意のものとは云えなかった。かかる調査結果か

ら考えると，表1にかかげた程度の大気汚染の差異で、

は，未だ児童の Peal王 flow値を全般的に左右する程

の影響はないものと考えられる。大気汚染の程度の上

からは，日校地区にくらべて0校地区の方がかなり大

きな影響をうけている管であるが，実際にはH校にお

いて異常値の出現頻度が高いことは，これを大気汚染

による直接の影響とみなすことは出来ないだろう。し

かしこれはあくまでこの 3校の間における差異の問題

であって， T校と去えども正常と判定する根拠はない

のであるから， これら 3校児童には大気汚染による

Peal王 flowrate への影響はないと云う結論にはなら

ない。ただ，汚染指標としてかかげた S02濃度，浮遊

煤塵濃度指数，降下煤塵の地域差が，そのまま学童の

Peal王flowrateへの影響として反映している段階では

ないと去う考え方にとどまるにすぎなし、。この調査はs

我々の計画としては初年度のものであり，従ってkt論

を導くまでには尚しばらくの時間的経過を追うことに

なっているが，現段階としては Peakflow rateのみ

では，この程度の汚染地区の間で呼吸機能への影響を

見出すことは困難と思われる。又， H校において異常値

出現頻度の高いことは，大気汚染以外にも幾つかの原

因があることを示唆するものであるが，単に汚染指標

だけについてみても， S02濃度，浮遊煤塵濃度指数s

降下煤塵以外の汚染指標はかなりある筈であり，それ

も解明せねばならないだろう。又，今回の調査にして

も0校や狂校の平均値がT校にくらべて有意の差がな

かったと云うだけで，数値の上からはやはり T校が最

大であるし加うるにO校においては体格の小さい者



が多いとも思えるので，これらのことをすべて大気汚

染以外の原因に帰するだけの根拠もないから，今後の

追跡調査により，幾分でも明らかになることが期待さ

れる。

結 語

東京都内の大気汚染地区と非汚染地区を通学範囲と

する小学校児童の Peakflow 億を測定した結果，汚

染指標として S02濃度，浮遊煤塵濃度，降下煤麗量に

は地区間に明らかな差がみられるにもかかわらず，学

童の Peal王 flow値には平均値において有意の差がな

かった。しかし商業地区を通学区域とする学童にお

いて， Peakflow値が異常に低い値を示す者が多く，

これは統計上有意で、あったが，大気汚染との関係にお

いて説明出来ない。

本調査にあたり，御便宜をはかつて頂いた都教育委

員会，区教育委員会並びに対象校として特別の御助力

を賜わった0, H, T各校当局に対し深謝する。
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昭和39年度都内公衆浴場水質試験結果からの考察

昭和38年10月，公衆浴場における水質基準が定めら

れ， 38年度は都内公衆浴場浴槽水の試験結果を水質基

準と比較検討したが，本年度は38年度の試験結果と比

較し，それについて検討することにした。

試験件数および内訳は次の通りである。

39年度 38年度

試験総件数 177｛牛 272件

t戸過機使用浴槽水 109｛牛 64件

無t戸過機浴槽水 55件 190件

薬湯浴槽水 13件 18件

以下試験結果について，種々の角度からのべてみる

〈両年度とも薬湯は除く〉。

〔1〕全浴槽水について

（同水質基準適合件数および適合率

表 1-1

9 年度｜管室｜重完｜内｜室適完

試（験16件4)数 81 49.39 83 50.61 

男 湯
38 46.34 44 53.66 

(82) 

女 湯
43 52.43 39 47. 57 

(82) 

表 1-2

国年度｜書室望書 1~適事 1~適実
試（験23件4)数 42 192 82.05 

男 湯
(117) 

18 15.38 99 84.62 

女 湯
24 20.51 93 79.49 

(117) 

表 1-1，表 1-2から39年度は38年度の約3倍の

適合率上昇を示し，且つ505右前後の浴場が水質基準を

保持している。

キ東京都立衛生研究所水質試験部
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(b) 項目別適合件数および適合率

表 2-1

39 年 度 適件 数合 適率 合% 不件適合数 不率適合% 

126 76.83 38 23. 17 

カ費リウム 男 60 73. 17 22 26.83 

息女 66 80.49 16 19.51 

130 79.27 34 20. 73 

渇 度男 64 78.05 18 21. 95 

女 66 80.49 16 19. 51 

112 68.29 52 31. 71 

大腸菌群 女男 55 67.07 27 32.93 

57 69.51 25 30.49 

表 2- 2 

38 年 度 i豊富｜望＊適主1~適完
191 81.62 43 I 18. 38 

カ費リウム 男 88 75.21 29 25. 79 

息女 103 88.03 14 11. 97 

63 26.92 171 73.08 

i碕 度男 29 24. 79 88 75.21 

女 31: 29.06 83 70.94 

127 53. 59 107 46.41 

大腸菌群 女男 58 L~9. 57 59 50.53 

69 58.97 48 41. 03 

項目別の適合率を比較してみると，過マンガン酸カ

リウム消費量では38年度がよく，大腸菌群では39年度

がよくなっている。

濁度では約3倍よくなっている点が特に注目される。



(o）項目別平均値

表 3 -1

件 過マンガン酸費
39 年 度 カリウ pムm消〉 i萄度

数 量（p

164 21. 26 5.41 

十男 82 22. 78 5. 71 

不適合浴槽水 女 82 i9. 74 5. 11 

81 14. 71 1. 48 

適合浴槽水 男女 38 13.83 1. 38 

43 15.47 1. 56 

83 28.87 9.27 

不適合浴槽水 男女 Ll.4 30.51 9.47 

39 27.01 9.04 

表 3- 2 

件 過マンガン酸費
38 年 度 カリウ Pムrr消i) i埼度

数 量（p

234 19.81 12. 74 

117 20.49 13.53 

不適合浴槽水 女 117 19. 13 11,95 

61 16. 39 2.65 

適合浴槽 水 女男 28 17.21 2.65 

33 15. 79 2.65 

173 20.51 14.82 

不適合浴槽水 女男 89 19. 4:5 15.38 

84 19.94 14.23 

過マンガン酸カリウム消費量の平均値についてみる

と，適合浴槽水については39年度の方が良好な成績を

示し，不適合浴槽水については38年度より高い数値を

示している。濁度については， 39年度がすべての点で

まさっている。

〔2〕？戸過機使用浴槽水について

（＆） 水質基準適合件数および適合率

表 4-1

39 年度 適件 合数 適率 合% 不件適合数 不率適合% 

試（験10件9)数 66 60.55 1!:3 39. 45 

男 湯 32 59.26 22 40. 74 
(54) 

女 湯 34 61. 81 21 38. 19 
(55) 

( 98 ) 

表 4- 2 

38 年度 適件 合数 適率 合% 不件適合数 不率適合% 

試験（64件〉 数 23 35.94 '!: 1 64.04 

男 湯 11 34. 38 21 65.62 (32) 

女 湯
12 37. 50 20 62.50 

(32〕

t戸過機を使用している浴槽水では， 39年度は38年度

にくらべて約 2倍適合率上昇を示し， 60%前後が水質

基準に適合している。

(b) 項目別適合件数および適合率

表 5-1

39 年
度｜君主｜聖書｜問［室適完

83 76. 15 26 23.95 

40 74.07 14 25.93 

1!:3 78. 18 12 21. 82 

09 100 。 。
54 100 。 。
55 100 。 。
85 77.98 24 22.02 

42 76. 36 12 23.64 

1!:3 78. 18 12 21. 82 

表 5 - 2

38 年 度 ｜適件 合数｜｜適率 合%｜｜不件適数合I不率適合% 

47 73.44 17 26. 56 

22 68. 75 10 31. 25 

25 78. 15 I 21. 87 

24 37.50 

20 62. 50 12 37.50 

20 62. 50 12 37.50 

10 17.62 

26 81. 25 6 18. 75 

28 87. 50 4 12. 50 

項目別適合率をみると，過マンガン酸カリウム消費

量では39年度がわずかによく，大腸菌群では39年度が

わずかに悪くなっている。

大腸菌群も過マンガン酸カリウム消費量も大差ない

のに対Lて，濁度は38年度が62.5%で、あったのに39年

度は 100Zとなり， t戸過機使用の効果が顕著にあらわ



れていることを示している。

。c) 項目別平均値

39 年度

適合浴槽水（男＋女

＋ イ男
不適合浴槽水｜ 女

（男＋女

適合浴槽水｛ 男

l女

女十

男

女

男r
i
l
l－弓
l
l
l
L

r
k
 

槽浴合商一不

38 年度

適合浴槽水｜男十女
十 ｛ 男

不適合浴槽水 i女

表 6-1

i局度

1. 61 

1. 71 

1, 51 

1. 11 

1. 07 

1. 15 

2. 35 

2.66 

2. 12 

表 6- 2 

i埼度

5.45 

5. 70 

21. 75 5.20 

16.30 2.22 

17. 14 2. 18 

15.54 2.25 

25.67 7.27 

25.86 7.55 

25.47 6.98 

女＋

男

女

男r
i
l
l－
t』
く
I
l
l
i－－

L

水省
臼浴合適

f男＋女

不適合浴槽水イ 男

l女

潤度は総体的に39年度の方がよくなっている。すな

わち，その平均値は適合浴槽水については38年度の約

弘，不適合浴槽水で、は約%の数値で、ある。

過マンガン酸カリウム消費量に関しては，不適合浴

槽水のみ39年度の方が思くなっている。

〔3〕無罪過機浴槽水について

（叫水質基準適合件数および適合率

表 7-1

9 年度｜君主｜霊 ~1~適時適完
試験（55件〉 数 15 27.32 40 72.68 

男 湯 6 21. 43 22 78.57 
(28) 

女 湯
9 33.33 18 66.67 

(27) 

表 7- 2 

38 年度 適件 数合 適率 合% 不件適数合 不率適合% 

試（験17件0)数 17 10.00 153 90.00 

男 湯 6 7.06 79 92.94 (85) 

女 湯 11 12.94 74 87.06 (85) 

表 7-1，表7-2から適合率が前年度の約3倍に

なっており， i戸過機を使用している浴槽水が約 2倍と

いう事からみても39年度は無炉過機浴槽水の適合率が

大きく上昇している事がわかる。

(b) 項目別適合件数および適合率

表 8-1

39 年 度 適件 合数 適率 合% 不件適合数 不率適合先

43 78. 18 12 21. 82 

カ費リウム 男 20 71. 43 8 28.57 

旦女 23 85. 19 4 14.81 

21 38. 18 34 61.82 

潤 度男 10 35. 71 18 64.29 

女 11 40. 74 16 59.26 

27 49.09 28 50.91 

大腸菌群 女男 13 46.43 15 53.57 

14 51.85 13 48. 15 

表 8-2

38 年 度 適件 合数 適率 合% 不件適数合 不率適合% 

過酸消マγガソ｛~ 男＋女
144 84. 71 26 15.29 

カリウム 男 66 77. 65 19 22. 35 

費量女 78 91. 76 7 8.24 

23 13. 53 147 86.47 

i局 度男 9 10.59 76 89.47 

女 14 16.47 71 83.53 

73 42.94 12 57.06 

大腸菌群 女男 32 37.65 53 62.35 

41 48.24 AムAー 51. 76 

項目別適合率をみると，過マンガン酸カリウム消費

量では38年度がわずかによく，大腸菌群では39年度が

わずかによし、。渇度では39年度の方が 3倍に近い好結

果を示している。

c 99 ) 



(c）項目別平均値

表 9-1

39 年度

「男十女適合浴槽水｜
55 

＋｛男 I2s 

不適合浴槽水｜ 女 ｜ 

「男＋女

適合浴槽水｛ 男

l女

「男＋女

不適合浴槽水 J男

l女

15 

6 

9 

濁度

18. 55 I 12. 94 

21. 04 I 13. 42 

15.97 I 12.44 

11.12 I 3.07 

11. 23 I 3. 00 

11.05 I 3.12 

21. 34 I 16. 65 

23. 72 I 16. 27 

18. 43 I 17. 11 

表 9- 2 

件 過マンガン酸費
38 年 度 カリウPムn消1) 調度

数 量（p

170 18.87 15.49 

十男 85 19.60 16.47 
不適合浴槽水 女 85 18. 14 14.49 

17 16.52 3.24 

適合浴 槽 水 男女 6 17.34 3.50 

11 16.07 3.09 

153 19.20 16.85 

不適合浴槽水 男女 79 19. 78 17.46 

74 18.58 16. 19 

表 9-1，表9-2をみると39年度の方が潤度では

わずかによく，過マンガン酸カリウム消費量も適合浴

槽水についてはよくなっている。しかし不適合浴槽水

はかえって悪化しているので，総体的じは大した変化

c 100) 

はみられない。

考 察

39年度と38年度との比較で特に注目される事は，伊

過機使用浴槽水で38年度には62.5%の適合率で、あった

濁度が， 39年度では 100%になっている事であるο

t戸過機使用浴槽水の試験件数が39年度は 109件の多

きを数えており，これだけの件数の濁度の適合率が

100%になった一因として経営者が炉過機の使用操作

法に習熟してきた事と， t戸過機の改良向上が考えられ

る。なお無許過機浴槽水も39年度はよくなっている。

今後はほとんどの浴場で炉過機を使用する様になる

と思われるが， t戸過機使用浴槽水で満度については

100%の適合率を示してはいるものの，大腸菌群では

38年度にくらべて適合率が少しではJあるが低下してい

る。

そこで？戸過装置に併用して塩素剤を点滴するなり，

適切な殺菌剤，殺菌装置等を使用す石事によって，濁

度と同様大腸菌群においても 1QO%に近い適合率が得

られるのではないかと考えられる。

男女別にみると， t戸過機使用浴槽水に関しては38年

度も39年度も大ι差ないが，これは男女両浴槽水がー諸

になり循環して炉過されているので当然、の結果と思う。

無t戸過機浴槽水では，女湯の方が全項目適合率およ

び項目別適合率をみても 5～10%よい結果を示してお

り，項目別平均値も低くなっている。

項目別の過マンガン酸カリウム消費量で平均値が38

年度より劣るのは，不適合件数中に高い数値を示す幾

例かがあるためで，この一部の浴槽水を除くと全般的

に水質は向上している。

なお薬湯は生薬剤，カノレシウム剤等とし，ノボビン，

バスクリーン，塩素剤等を添加した浴槽水は薬湯には

含めなし、。また今年度は試験成績表を省略した。



地下水中の檎酸性窒素

1. まえが音

硝酸性窒素は，有機物の好気性分解の最終生成物で

あるため，比較的高濃度で地下水中に溶存する場合が

多い。しかし高濃度のものを，飲料水として使用した

場合，特に乳幼児（生後6カ月以内〉の Methemoglo”

binemia （メトヘモグロピン血症〉の原因になると云

われ，殊に米国 Iowa州（1945）において，井水中の

多量の硝酸性窒素により， 2人の乳児が，メトヘモグ

ロビン血症にかかった報告わがあって以来，種々の調

査研究が行われている。 Minnesota(1947年以降〉にお

いても，メトヘモグロビン血症で14名が死亡し，その

うち 50%が生後2～4週間， 90%は 2カ月以内の乳

幼児で，多量の硝酸性窒素（36～500ppm）を含有する

井水を使用したためと報告わされている。現在，米国

の水質基準 (1961年〉めでは，硝酸イオン（NO~）と

して 45.Oppmとなっている。一方わが国においては，

水道法の“水質基準4）”では，硝酸性窒素として 10.0

ppmと規定されているが“飲料水の判定標準”のでは

“過量に含有されてはならない”と規定されているに

過ぎなし、。そこで著者らは，東京都内で，現在飲料水

に供されている深井戸水（水深30m以上で，主に簡易，

専用水道として使用されているもの〉 184本，及び浅

井戸水（水深30m未満で、主に個人住宅で‘使用されてい

るもの） 158本について， 硝酸性窒素を定量し，更に

過去の汚染の一指標とみられる塩素イオンとの相関関

係を求めた。

2. 資料

東京都内の区部は，現在主として河川を水源として

都営水道が 87%程度布設されているが6), 郡部では

大部分が深井戸を水源とする公営，簡易，専用水道，

個人住宅では，浅井戸の水を使用している。従って，

これらの実情を考慮して，〈表 1)（表2）の地域を採

水した。

3. 分 類

上記資料を統計的に分類するのに，東京の地形が問

題となる。東京附近の地質7）は図 1のように下町低地

＊東京都立衛生研究所水質試験部
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表 1 採水地域と件数 表 2 採水地域と件数

（浅井戸〉 （深井戸〉

区 名 ｜件数

千代田区 5 

文 主只 区 5 

江戸川区
A口.,,, 東 区 3 

荒 JI! 区 2 

オヒ 区 2 

足 立 区 5 

港 区 5 

ロロ口 JI I 区 5 

大 田 区 5 

目 毘 区 5 

渋 谷 区 5 

新 宿 区 5 

豊 島 区 5 

キ支 橋 区 10 

練 a馬 区 15 

中 野 区 5 

杉 並 区 10 

世田谷区 10 

北多摩郡 30 

南多摩郡 15 

西多摩郡 5 

計 158 

地 区 名 ｜件数

新 宿 区 2 

世田谷区 3 

中 野 区 3 

中長 並 区 7 

板 橋 区 15 

鯨 4馬 区 20 

北 区 8 

足 立 区 5 

調 布 市 10 

一一一 鷹 市 10 

武蔵野市
小金井市 5 

府 中 市 10 

平 市 10 

東村山市 10 

国分寺市
、ー
9 

立 JI! 市 6 

町 田 市 3 

八王子市 2 

日 野 市 2 

保 谷 町 10 

田 無 町 10 

清 瀬 町 8 

久留米町 6 

国 立 町

大 和 町 6 

瑞 穂、 町 2 

計 184 

と云われる沖積低地と，武蔵野台地と去われる洪積台

地に大略二分されるo 下町低地は，赤羽，上野， 皇

居前，品川，大森を結ぶ線を境として東半で，北は荒

JI！，南は多摩川に泊って西北商にのびている。大部分

が海面上1～3mの高さにあり，台地の麓に向って次

第に高くなっており，江東地区では海面下にある部分

も見られる。地層上に現われる，最大特徴として一面

が沖積層におおわれていることである。

武蔵野台地は，長方形の広大な台地で，更に淀橋台，

豊島台，立川台に分類される。淀橋台は関東ローム層

が上部東京累層に属する渋谷粘土層を直接おおってい

る。豊島台は渋谷粘土層ないし，上部東京累層の大半

が武蔵野段丘層と呼ばれる段丘堆積層におきかわって

( 101) 



いる。すなわち多摩川系の河が，

この海岸平を削ってつくった扇状

地であるが，後期には，これが吏

に河で削られ河岸段丘として本郷

台が形成されたものである。立川

台は，関東ローム層のうちでも，

上位の立J!Iロ｝ム層だけで，直接

立川操層をおおっている。これら

の武蔵野台地は通常関東ロ｝ム層

と呼ばれる洪積世の赤土層でおお

われているのが特徴である。

4. 統計結果および考察

上記資料について，上水試験法

にもとづいて，硝酸性窒素の定量

〈酢酸アニリン法〉， 塩素イオン

の測定（モ｝ノレ法〉を行なった。

(1) 硝酸性窒素の地質的分類

〈考察〉

千1) 深井戸水中の硝酸i生窒素は

（表 3）のように， 0～2.5ppmの

ものは， 69%を占め， 0～lOppm 

が98.4%, lOppm以上のものは3

件で 1.6 %であった。

（吋浅井戸水中の硝酸性窒素は（表4）のように，

O～5. Oppmが 41.1%, 0～lOppmが 65.8%, 0～15 

ppm 79.1%, 0～20ppm 94. 3%, 20ppm以上が 5.7

%を示した。

付洪積台地において、深井戸水の合硝酸性窒素の

平均値 2.5lppm に対し，浅井戸水は平均 8.6lppm 

と高い数値を示している。これは地質的に持染されて

いないか，あるいは，深くなると還元層になるため，

図 i

硝酸性窒素が，還元されて，亜硝酸性窒素，アンモニ

ア性窒素に，変化するものと考えられる。

(2）硝酸性窒素と，塩素イオンとの相関関係

硝酸性窒素が，過去のふん便性汚染の最終生成物で

あるならば，汚染の一指標と考えられる塩素イオンと

の相関関係があるのではないかと，相関図表を作成し，

相関係数を求めた。

表 3 深井戸水中の硝酸性蜜護（地質的合類〉

N03-N Total 洪 積 」口2、 士也 沖 積 ｛民 地

ppm 件 数 累計件数 累計% 件 数 累計件数 累計% 件 数 累計件数 累計%

O ～ 2.5 127 127 69.0 107 107 65.2 20 20 20 

2.6 ～ 5.0 38 165 89. 7 38 145 88.4 

5. 1 ～ ?. 5 8 173 94.0 8 153 93.3 

7.6 ～ 10.0 8 181 98.4 8 161 98.2 

10. 1 ～ 12. 5 182 98.9 162 98.8 

12.6 ～ 15.0 2 184 100 2 164 100 

最低値 Op pm 最 低 値 Opp立1 最低値 Oppロ1

最高値 14. Oppm 最高値 14. Oppm 最高 値 2. 50ppm 

平均値 2. Slppm 平均値 2. 66ppm 平均値 1. 25ppm 
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表 4 浅井戸水中の硝酸性望素（地質的分類〉

NOs-N Total 洪 積 ぷ口ム、 t也 沖 積 低 地

ppm 件 数 累計件数 累計% 件 数 累計件数 累計% 件 数 累計件数 累計広

0 ～ 5.0 65 65 ~l. 1 51 51 35. 7 14 14 93.3 

5. 1 ～ 10.0 39 104 65.8 39 90 62.9 

10. 1 ～ 15.0 21 125 79. 1 21 111 77.6 

15. 1 ～ 20.0 24 149 94.3 23 134 93. 7 15 100.0 

20. 1 ～ 25.0 5 154 97. 5 5 139 97.2 

25. 1 ～ 30.0 2 156 98. 7 2 141 98.6 

30. 1 ～ 35.0 157 99.4 142 99. 3 

35. 1 ～ 40.0 158 100.0 143 100.0 

最低値 Op pm 最低値 Op pm 最低値 Op pm 

最高値 40. Oppm 最高値 40. Oppm 最高値 20. Oppm 

平均値 8. 61ppm 平均値 9. 25ppm 平均値 1. 60ppm 

表 5 深井戸（洪積台地〉水中の硝酸性窒葉と塩素イオンの相関図表

~包icn ~N-: u少···~ -3  -2  。 2 3 
υ 『V『回

Ji fivj fjvl VjU 

1. 0 3.0 5.0 7.0 9.0 11. 0 13.0 ヱfijUi

4 45 4 16 。 。
v つ 40 3 9 3 9 
2 35 2 4 8 16 。 。

30 2 3 3 10 10 10 一－ Li. 4 。 25 2 2 2 6 。 。- 12 。
-1 20 7 8 11 3 30 - 30 30 - 47 42 
-2 15 20 16 4 4.-0 - 80 160 - 96 192 
-3 10 62 4 67 -201 603 -19LI~ 582 
一－4 5 5 5 - 20 80 - 15 60 

v｛＇、5；／，、臨も~町
97 32 22 6 4 2 64 - 306 924 - 365 886 

-291 -64 -22 。 4 2 6 - 365 
873 128 22 。 4 4 18 1, 094 

-252 -50 -12 。 2 2 LI. - 306 相関係数 1=0.703 
756 100 12 。 2 4 12 886 

表 6 浅井戸（洪積台地〉水中の硝酸性窒素と塩護イオンとの相関図表

:;n '-N~ ~ -3  -2  。 2 3 u 
fj fjVJ・2 fjv/ ViU 

5.0 10. 0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 三fijUi

3 70 2 1 3 l 10 30 90 - 3 - 9 
2 60 2 5 3 1 12 24 48 。 。

50 3 2 5 6 17 17 17 -17 -17 。 40 5 9 9 8 32 。 。 -39 。
30 15 19 5 2 41 -41 41 -88 88 

-2 20 23 6 29 -58 116 -81 162 
-3 10 17 17 -51 153 -51 153 

A~：Vj 
65 39 21 24 5 2 2 158 - 79 465 -279 377 

-195 - 78 -21 。 5 4 6 -279 
585 156 21 。 5 8 18 793 

-103 - 22 5 23 10 5 3 - 79 ')' =0. 671 
制 V 309 44 - 5 。 10 15 9 377 

( 103) 



（考察〉

〈表7, 8）より深井戸，浅井戸ともに洪積台地にお

いては，硝酸性窒素と塩素イオンの相関関係は認めら

れ，その値も，深井戸の場合，相関係数？口0.703, 

浅井戸の場合＇） =0. 671で、あったo これに反し，沖積

低地においては，資料不足ではあるが全く相関関係が

認められなかった。

5. むすび

以上の調査，統計結果から飲料水の判定標準におけ

る硝酸性窒素の許容量を水道法の水質基準にあわせて

lOppmとするなら，深井戸水では， 98.4%が適し，わず

か 1.6 3＆が不適となるにすぎないが，浅井戸水の場合

65.8%が適し， 34.2%が不適になるo今仮りに，許容

量15.Oppmとすると，浅井戸水の場合79.1%が適，20.9

%が不適，更に20ppmとすると， 94.3%が適， 5.7% 

が不適となる。もちろん，水質基準の許容量は，衛生

的見地から定められなければならないが，わが国で、は，

中毒例を聞かず， Wright (1962年〉氏9）も，メトヘ

モグロピン血症の硝酸イオンと乳児の関係については，

調査研究が，完全でなく，硝酸イオン以外の要素も考

えられると報告されている現在，われわれは，一般飲

料水の判定基準における許容量を20ppmとしてもよい

のではないかと考える。一方硝酸性窒素で不適になっ

( 1:04) 

た場合，この衛生的立場からの行政指導対策について，

早急に研究しなければならないと考えられる。
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多摩川の水質汚濁に関する生物学的研究

Il .浅JII水系の底棲生物相iこついて

松本 茂＊

松本昌雄＊

松本浩一＊

松本淳彦＊

〔I〕緒 言 査を行なわねばならぬことも少くなし、。このようなこ

筆者等は，前報料において， 1959• 1960 • 1963年 とが，前記のような矛盾した結果を生じた 1原因であ

の3年間に多摩川全水域計62地点延 112地点から採集 るとも考えられた。また，本研究は多摩川の底棲生物

した底棲動物を分類し 12綱36目3亜日58科66属79種 相を調査しこれらの生物相が今後汚潤の進行とともに

を報告した。これらを整理した結果，つぎのよらなこ どのように変化してゆくかを調査することも重要な目

とが明らかになった。すなわち，日野橋より上流の水 的としたため， 1963年度は前記の制約にこだわらず，

域は，本支流とも，おおむね貧腐水性水域で，底棲生物 すなわち定性的に出来るだけ多くの種類を得るように，

の種類はより下流にくらべて豊富で， Ephemeroptera, 各調査地点に於て， L、ろいろ異なった生態条件の場所

Plecoptera, Trichopteraなどの貧腐水性種が多く認 から採集した。この結果，多摩川本流については，大

められた。是政橋，丸子橋間は中腐水性水域で底棲生 体予期した結果を得ることが出来たが，筆者等が麗接

物の種類は少くなるが，なお，多摩水道橋附近には， 調査採集出来なかった，浅川水系は調査地点も少く，

場所によりかな 2りの中腐水性種が認められた。丸子防 意外な結果を得たので＇ 1964年度は主として本水系につ

潮堰堤より下流は， α強腐水性水域で， Cyclopoida, き前年同様の調査をさらに徹底して行なうようにっと

Tubificidaeがわずかに認められ，大師橋附近の汽水 めた。

域に Nereidaeが認められたにすぎ、なし、。また，浅川 浅JI！は，高尾山周辺の西多摩の低山地に源を発し，

の下流，八五子市内の水域は都市排水や工場廃水によ 多摩川に合流するまで比較的流程は短いが，上流部の

り強く汚濁され戸強腐水性水域となり生物相はきわめ 渓流部位には未汚染地域があり，中流部は商工業都市

て貧弱であった。 として急速に発展しつつある八王子市を貫流し多摩川

また，以上3カ年の調査中， 1959年， 1960年度は の上流水系中最も汚濁された様相を示し，さらに，豊

25cm×25cmのサーバーサンプラーを使用して定量的 田，日野の団地および工場地帯を流れ，ふたたひ、田園地

に行なった。この結果，算定された Bioticindexは 帯に入り，多摩川合流前にやや汚濁快復の様相を示し

一般的には河川の汚濁状況と平行を示したが，なお， ている。浅川はこのように比較的短い流程中に，河川

汚濁源の存在しない水域で，きわめて低い値を示し， 汚濁の諸段階がみられる乙と，および，交通の便がよ

生物学的に水質汚濁の程度が高いことになり，多少の く，河相も小さく調査が容易なため，今回本調査の対

説明を必要とする場合も生じた。 Bioticindexを算定 象としてとりあげたの本調査により，比較的清嗣！な低

するために底棲動物を採集する場合に本邦で一般に周 山地の小河川が，小都市の排水により極度に汚渇され，

いられる Beck-Tsuda法によれば次のような制約があ ふたたび、快復する状況と，その変化が其処に棲息する

る。 1）採集は瀬の石際底の部分（かつ流速 50～lOO 生物相に如何に影響するかを明らかにしたし、と思った

cm/secのところ〉を選んで行なう。 2）水底に50cm が，諸種の条件のため調査地点が少なく，充分な考察

×50cmのコドラートをおきその範囲内の肉眼的動物 が出来ないのは残念である。なお，本流については喝

を全部採取する。 法政第一高校の生物部の諸君が採集を担当してくれた

しかしながら，実際的には，変化の多い河川を調査 が，現場の状況資料が不備であるため結果のみを表5

するに当り，必ずしも上記の条件を満たさぬ場所で調 に示した。

本流の Bioticindexによれば，貧腐水性水域が日

＊東京都立衛生研究所水質試験部 野橋より福島橋に後退し，日野橋よりヤ流の数値の低

＊
 

＊
 

// 研究報告（No.22) 下が目立っている。これは， 1964年度は異常な渇水で

c 105) 



あり水量が非常に少なかったことも重要な原因ではな

いかと考えられる。

本研究の費用の一部は1964年度文部省特定研究費の

配分にあづかった。ここに附記し，あわせて、本流の

資料採集に協力された法政一高の生物部の学生諸君に

深く感謝する。なお， 1965年は秋川水系の生物相の調

査および Bioticindex算定の方法＠資料の採集法な

どについて検討を進める予定である。

〔E〕 調査地点および調査時季

調査地点は図 1表1に示すとおり，浅川水系9地点，

本流20地点計29地点であるO なお，浅川水系の北浅川，

城山川は辛天のため川水なく調査は不能であった。調

査時季は浅川水系は7月17,24日，本流は 5月初旬か

ら9月初旬にかけてである。

〔盟〕調査方法

1963年度と同様に，プランクトンネット（径 30cm)

を川床につけ，その上、流に向けた網口の上手の部分の

石際を手で反転させ或は砂泥を描きまわし流下する生

物をネット中に集める操作を数回に亘って行なった。

さらに，同一地点において約1時聞を要して石磁をと

りあげ附着している動物を集め，この動作を数回反覆

しでも肉眼的に新たな種類の動物を見ないまで採集動

作を繰返した。以後の処理は定法によった。化学的細

菌学的試料は表2に示す項目につき，浅川水系のみ10

地点を選んで常法によって行なった。

St. No. 

2 
3 
4 
5 

6 
7 
8 
9 
iO 

11 
12 
13 
14 
15 

16 
17 
18 
19 
20 

21 
22 
23 
24 
25 

26 
27 
28 
29 
30 

31 

表 1調査地点

河川名 調査地点

小案 仏内 j川｜｜ 

小梅敷上き納仏の島ょ木橋山た田荘橋橋き下の上の浅瀬// 

小南 浅仏 j川｜｜ 

// 

浅本大高立無川和幡夫橋瀬橋橋田橋橋
浅 Jll 

// 

// 

日 原川

多摩 JI!

氷は大川川川正井井と橋合合のす流流点点下上 ~~~ // 

大多丹摩波川川

// 

// 

御軍万多日岳年摩畑向橋和橋川橋田

// 

// 

// 

// 

// 

拝羽福多日村摩野島島橋橋橋

// 

// 

// 

// 

// 

是多多川関政摩戸摩原橋橋川宿水原道橋橋橋

// 

// 

// 

北浅川

城山 JI! みむら橋

図 1 1964年夏季に調査した多摩Jll29~也点の Biotic index 

Yamanashi 

＠…… BwtLc Lndex :more than 20 
0 ・…...Biotic index: II - 19 
＠……Bwtic lnaex: 6 四 10
＠……‘BLOtic index : o - 5 

Saitama 

20 km 

( 106) 



表 2 浅川の理化学的及び細菌学的分析結果

！調査月呂
St・ 1気温｜水温
No. 天候

l 117 /7' 1964曇

H I p：~ !c：~：lt;F~l[cニlニ）1 （~：：） 1 ~~~ 17r~Hi I I I I菌 ｜

2 17 /7, 1964雨 25°C 18. 0°C 

3 
17 /7, 1964 

25°C 24. 0°C 
曇後雨

4- 17 /7, 1964雨 29. 7°C 

5 24/7, 1964晴 32°C 20. 0°C 

6 12A/7 1964 ~ 38. 0°C 

7 24/7, 1964晴 30. 5°C 

8 l2J/7' 1964晴 28. 5°C 

9 2-'!/7, 1964情 28. 0°C 

4B 17 /7, 1964雨 24. 0°C 

4C 17 /7, 1964雨 18. 3°C 

註： 4Bは小仏川と合流直前の案内川

4Cは合流後の約iOmの案内川

〔IV〕調査結果

各調査地点における底棲動物を分類整理した結果そ

の出現頻度は表3' 5に示すとおりであるO また，浅

川！水系10地点の化学的細菌学的試験結果は表2, 4に

示すとおりである。

〔V〕 小摺および考察

A.浅川水系の各調査地点の状況と鹿棲動物につい

て

(1) St. 1：小仏）！ト一一小仏山荘下

川巾1～2m，水深5～lOcmの山間の渓流で，底質は

岩板で大磯，岩片が多い。清J列な水が豊富で勾配は急

で流速は早いがう岩蔭などにややゆるやかな流れもあ

るの上流には人家なく汚濁源はなL、。 Ephemeroptera

とくに Baetissp., ・Epeorus cuγvatulusが多く， Ephe”

mereJla sp.がこれにつぎ，そのほか Eρhemerajapo・

nica, Ephemet’ella basal is, Epeorus lat if olium, E. 

ikanonis, Ecdyonurus tobiironisなど 8｛霊の Ephe-

meropteraが得られたが，概して強滑行的生活型，自

由説泳的生活型の種が多く得られた。 Odonataは

Epiophlebiαsuperstesおよび Gomphidaesp.が得ら

れた，これらはともに山地渓流性の種である。一般に，

渓流に多く貧腐水性と考えられる Plecopteraも比較

的多く， Nogipe1’la japonica, Oyamia gibba, Aero咽

neuria stigmaticaなどが得られたDMegalopteraも貧

腐水性種である Protohermesgrandisおよび Para-

c 107) 

37 

1201 

5401 

47, 00~1 
ハ｝

22, 00:1 
58, 0001 

1801 

1, soo: 

310J 

chauliodes japonicusが得られ， Trichopteraも貧腐水

性の Stenopsychegriseipennis, Hydropsyche ulmeri 

など、｛自体数が多かった。 Coleopteraでは Luciolacru-

ciata, Eubrianax sp.が得られた，ともに貧腐水性種で

ある。 Dipt eraでは Antochasp., Tipula sp., Atherix 

kodamai, Simuliidae sp., Chironomidae sp.などが得

られたoAntocha, Atherix kodmnai, Simuliidaeなど

は主として渓流性であり， Chironomidaeも個体数が

非常に多かったが赤味を帯び、たものはなく帯緑色のも

ので、あったので、貧腐水性の種と考えてよいと思われ

る。また， Tipulasp.も渓流＠池＠湿地などに生息す

る程もあるが，この場合は渓流性種と考えるのが妥当

であろう。水棲昆虫のほかには， Harpacticoida,Cyc-

lopoida, Hydrachnella, Semisulcospira Zibertina, 

Hirudinea sp.などが得られ，とくに， Hydrachnellaは

比較的に個体数が多かった。本地点は上記のように水

棲昆虫はきわめて豊富で約30種におよび，しかも渓流

性の非耐忍種 intolerantspeciesが多く， Bioticindex 

（以下B.I.と略記する〉は54で今回の調査地点中最高

の値を示した。これは本地点の環境およびJ11相から考

えても当然であるO

(2) St. 2：案内川一一梅の木橋

川巾2～4m，水深5～20cm，周囲は山間の晶地で，

附近および上流に民家が散在し，下水の流入も認めら

れる。底質な岩板および砂泥と小際で，水流は緩慢で



表 3 浅 Jllの 醸 棲 生 物 の 分 布

6 7 

1~重が， Hemiptera は Aphcro-

chirus vittatus カ~， Megalopt-

era は Protohermes grandis 

が得られた，これらはし、づれも

intolerantな種である。 Trich”

optera l主 Steno1うsychegrisei-

pennisがきわめて多く， Hydr-

opsyche ulmeriはやや少い。

Coleopteraは同定未済のものが

比較的多し、。 Dipt era は Chiro”

nomidae sp., A1ttocha sp.が多

く，ほかに， Atherixkodaniai, 

Simuliidae sp.も認められた。

昆虫類のほかには Hydrachne-

llaが4種ほど個体数も多く認

められた。 Crustaceaは Harpa-

cticoidaがやや多く， Ostracoda,

Cyclopoidaも少いながら認めら

れた。一般に St.1にくらべて

水流は緩慢で‘わずかに汚渇さ

れており，留を流性，急、流性の種

の減少が見られるが，なお，水

棲昆虫は豊富で約25種におよび

B.I.は43である。

(3) St. 3：案内JIトーきょた

き上の浅瀬

川巾は 8～lOm，水深は 5～

20cm，周囲には人家散在し， JII 

床は低く，両岸は薮である。底

質は砂および小磯で，水量は豊

富で，上流に取水堰がありよく

曝気される。川床は平坦単純で

流速は緩慢である。民家の排

水の混入も少量は認められ，表2' 4に示すように，

CF, COD, ABS, SPC, Coli-aerogenes Groupなど

の増加がみられたが，水は肉眼的にはなお清測で曝気

のためか DOは増加は示しているo Ephemeroptera 

は約12種が認められ， Paraleptophlebiasp., Eρheme~ 

rella sp,. Baetis sp., Baetidae sp.，などが多く， Ephe-

mera sp., Ephemerella rufaがこれに次ぎ，ほかに，

P<ftamanthus kamonis, Ephemerella b・asalis, Ephem-

erella sp. nF., EphemereUa sp. ED, Ephemerella 

nigra, Epeorus latifolium, Cinygma sp., Ecdyonu-

ridae sp.などが見られた。概して弱滑行的生活型，

潜伏簡行的生活型，自由瀞泳的生活型の科のものが多

St一一』 3 2 4 r:: 
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停滞する個所もある。 Ephemeropteraは多く，とくに

Bαetis sp.が優占する，ついで， Paraleptophlebiasp., 

EphemereUa sp.，が多く，ほかに， Epemerasp., Cho・

roterpes trifurcata, Ephemerella rufa, Ephemerella 

sp. aG, Isonychia }aponica, Epeorus lat if olium, Gin-

ygma sp., Ecdyonuridae sp.なども少数ながら認め

られた。概して， Ephemeropteraは自由瀞泳的生活

型＠潜伏葡行的生活型の科の種が多い。 Odonataは

Stylogomρhus suzukii, Davidius nanusなどの山地

の渓流性の種が多いが，低地および低山地の流水にみ

られる Macromiamψhigenaも少数ながら得られ

た。 Plecopteraは 0yamia gibbaがやや多く，その他
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られるが， St.1～3に比べ，種類数個体数が減少す

る。 Odonataは山地渓流性の Davidiusfujiama，低

地および低山地の流水i生の Sieboldiusalbardaeその

他 Gomphidaesp.など流水性のものが認められたo

Plecopteraは比較的多いが，幼若のため同定出来たの

は少数の 0yamia gibbaのみであった。 Hemiptera

は Ajうhelochirussp.が1頭， Megalopteraは Proto”

hermes grandis, Parachauliodes japonicus各 1頭が

得られたのみで、ある。 Trichopteraは Hydγopsyche

ulmeriが極めて多く， Stenopsychegriseipennis はず

っと少くなる。 Coleopteraも少く， Mataeopsephenus

jaρonicusその他1種各1頭が得られたのみで、ある。

Dipteraは帯緑色の Chironomidaeが極めて多く，

Antocha sp., Atheγix kodamaiも得られた。これら

のほかには Harpacticoidasp., Lymnaea sp.がきわめ

て多く，また， Hirudineasp., 4種の Hydrachnella,

Semisulcospira libertinaおよび， Ostracodasp.が得

られた。 JI!床には塵芥投棄物が多く，附近は汚臭がす

るが，水量豊富で流速があり， DOも比較的高いため

か，未だかなりの水棲昆虫が見られ約20種をかぞえ

る。しかしながら，中腐水性生物の代表である Lym-

仰仰の著しい多量出現は重要な意義がある。 B.I.は

37でSt.1～3に比べはっきりと低下を示す。なお，本

地点において，案内JII・小仏川は合流するが，案内川

は岩床深く水深も深いため底棲動物の採集は不能で、あ

った。案内川は合流前に，表2に示すように， St.2, 

3に比べ Cl', COD, NHa, N02, ABS、 SPC、

Coli-aerogenes Groupなどの数値がはっきり増加し汚

濁の進行を示している。これは，高尾山下坊ヶ谷の相

当数の民家や観光施設などの排水のためと考えられ

る。
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いようである。 Odonataは山地渓流性の Davidius

nσnus, Lanthus fujiacus, Stylogomphus suzukiiが

やや多く，低地および低山地の流水に見られる Siebo-

ldius albardae, Macromia amphigena, Anotogaster 

sieboldiiも得られた。 Plecopteraは 0yamia gibba 

そのほか Plecopterasp.がみとめられたoTrichoptera 

は Stenゆりchegriseiρennisが多く，そのほか Hyd-

ropsyche ulmeri, Rhyacoρhila sp.が少数ながら認め

られた。 Hemipteraは Aphelochirusvittatusがやや

多く， Megalopteraは Protohermesgrandis, Para-

ch仰liodesjaponicusが得られた。 Dipteraは緑色味

を帯びた Chironomidaeが非常に多く， Antochasp., 

Atherix kodamaiも比較的多かった。昆虫のほかには，

Hydrachnellaが多く， Crustaceaでは Asellushilge・

ndor fi, Harpacticoida spリが得られた。概して，水

棲昆虫は多く 30種をこえ，低地または低山地の流水性

種もあらわれてくるがなお山地流水性の種が少くなく，

B.I.は52で St.1に次いで高い値を示した。

性） St. 4：小仏JIトー上倒田橋下

川巾は3～4m，水深5～lOcm、底質は磯，大離が多

い。流速は比較的早く，水量もあるが，地形により緩

慢な場所もある。附近および上流に人家多く，その排

水が流入し，また塵芥の投棄も多く，表2に示すよう

に， COD, NHa, NOa. SPC, Coli-aerogenes Group 

などの増加が認められ，やや汚掲の進行が目立つ。

Ephemeropteraは埋没的生活型の Eρhemerasp., 

自由滋泳的生活型の Baetissp.，がやや多く， Ephem-

ere!la sp., Caenis sp., Epeorus latif oliu悦， Epheme-

re:Za rufa, Eρ3Jrus s;_)., Cinygm~ sp.，など8種が見

9 8 7 6 
η1 
-st. －~ I 

(5) St. 5：南浅川一一一敷島橋

川巾は 1～5m，水深は 10～50cm,JI！床は変化多く，

狭く流速の早いところ，広く停滞したところなどあり，

小堰が多くよく曝気している。川底は大磯・小磯・砂泥

などで棲所としては変化に富む。中央線高尾駅前にあ

り，民家の排水流入も少くないと考えられるが，水は

外見清澄で，水臭も異常はない。表2に示すように，

St. 4Bに比べ， Cl',COD, ABS, NOsなどの増加が

認められ，とくに SPC, Coli-aerogenes Groupの増

加は著しし、。ただし， DOの値は高くこれは曝気巳よ

るものと考えられる。

Ephemeropteraは自由滋泳的生活型の Baetissp. 

が最も多く，潜伏簡行的生活型の Ephemerellanigra 

その他の Ephemerella,P otamanthus kamonisなども

c 109) 



わず、かに見られた。強滑行的生活型の Epeoruslatif-

oliumも少いながら急流部位に見られた。概して

Ephemeropteraは St.1～4に比べ種数，個体数の減

少が認められる。 Odonataは個体数は少いが約6種を

認め，山地~急流性の Caloρterix cornelia, Davidius 

nanus, Planeshma milnii，低地＠低山地の流水性の

Macroniia am1うhigena,Sieboldius albardaeのほカ寸こ，

低地の池沼性の Sympetru例 pedemontanumelatu仰が

見られた。 Plecopteraは多少見られたが幼若のため同

定不能で、あった。 Hemiptera,Megalopteraは Aρhe!-

ochirus sp., Protohermes gアandis, Paγαchauliodes 

jaρonicaそれぞれ 1頭を認めた。 Trichopteraは

Ste1:,oρsyche griseipends, Hydropsyche ulmeriがと

もにきわめて多く認められた。 Coleopteraは Matae-

opsephenus jap01zicusが多少認められたのみで、あるの

Dipteraは帯緑色の Chironomidaeがきわめて多く，

ほかに Atherixkodamai, Tiρula sp.もわず、かに認め

られた。水棲昆虫のほかには Asellushilgendorfiと

Plmzaria sp.が見られた。本地点は民家の排水の影響

も見られるが，未だ DO値も多く， JII床に変化があ

り，棲所の変化も多いためか約23種の水棲昆虫が認め

られ，山地渓流性の種もかなり出現しており B.I.は38

であるの

(6) St. G：南浅川一一水無瀬橋

St. 5では相当流れていた川水も此処では伏流し3

また附近に八王子市水道の取水（伏流水〉があるため

か，水量はきわめて少くほとんど停滞している。 JI[巾

は 1～5m，水深は 3～lOcmで， JI［床は際＠大磯が多

く，諸所に小量の湧水が見られるの水深が浅く，停滞

しているため水温はきわめて高く 38°Cを示し，上流

に染色工場があるためか pHも 9.7と高かった。表

2' 4 ＼＇こ示すように， St.5に比べ， CI1,COD, NHa, 

N02, NOa,ABSなどに著しい増加が認められる。水棲

昆虫は著しく減少し， Ephemeropteraは埋没的生活型

である Potamanthuskamonisが 1頭得られたのみで

ある。 Odonataは Sympetrumpedemontanum elatum, 

Lanthus fujiacus各 1頭が得られ， Coleoptera は

Mataeopsephenus japonicus 4頭が認められた。 Dipt-

eraは緑色を帯び了こ Chironomidaeがやや多かったが，

St.1～5の各地点に比べると著しく少い。これらのほ

かに水棲昆虫は殆んど認められなかった。本地点で最

も目立ったことは， Herpobdellalineataと Lymnaea

sp.が著しく多いことで，ことに前者の死体が水底一

面にうどんを撒いたように白く散布して見られたこと

である。これは卒天による水温の上昇によるか，工場

( 110) 

の廃水によるか明らかでない。 B.I.は本地点で急、速に

減少し 6であるの表2' 4に示すように， DOが本地

点で 11.8lppmと最高値を示したのは，川水中に繁茂

する緑藻類の同化作用の結果ではないかと考えられ

る。

(7) St. 7：浅川一一浅JI[橋

川！巾は 4～Sm，水深は 10～50cmで， JII床はコンク

リートブロツグ，蛇龍，玉石，泥土などで，水量は豊富

で流速もかなり早いが，八王子市市街地のほぼ中央に

あり都市排水の流入により強く汚濁し下水臭が甚だし

い。表 2' 4に示すように St.6に比べ， N02, SPC, 

Coli-aerogenes Groupの増加が見られるが， CI1,COD, 

NHa・ NOa, ABSなどは減少し，とくに， N02,SPC 

の増加は目立ち，逆に NOa、ABSの減少は著しい，

また， DOの減少も著しく，汚濁の進行を示してい

るO 底棲生物は赤色の Chironomidaeがわずかに見ら

れたのみで，ほかには， Ostracodaが1頭と Herpobd-

cUa lineata, Lym1zaea sp.が少数見られたのみで，

Sphae1・otilussp.の発育がおびただしかった， B.I.は

4で、あった。

(8) St. 8：浅川一一大和田橋

八王子市市街地の東端に位置し， JI[巾は4～5m，水

深は 10～20cmで、川床は黒色腐泥で硫化水素臭があ

る。表 2, 4に示すように， Cl', COD. SPC, Coli” 

aerogenes Groupはさらに増加し， COD,NHa, SPC, 

Coli-aerogenes Groupは本水系中最高の値を示したo

N02, NOa~ DOは本水系中最低であるの水棲昆虫は

全く認められず，わずかに Lymnaeasp.が2, 3認

めらJ-t,,Bγanchiuγa soweγbyiと Tubificidaesp.の

群集が諸所に見られたのほかには Sρhaerotilussp.の

集落が多く，まずこ， Beggiatoaの集落もところどころ

に認められた。 B.I.は3で本水系中最低の｛直を示し

た。概して全くの下水の様相を示していると云える。

(9) St. 9：浅川一一高｜路橋

川巾は 10～12m，水深は 30～50cm，水量は豊富で

あるが流速は緩慢，水は透明で外観的には清測であ

る。 Jll床は泥土＠磯＠大燥などがあるが黒変し，硫化

水素臭がある。 JI！中にはクロモなどの藻類がおびただ

しく繁茂する。周囲は田閣で人家が散在する。 St.8で

全くの下水の様相を示した汚濁水も日野台地から流入

する多量の湧出水に稀釈されある程度自然浄化したも

のと考えられる。表2' 4に示すように Cl＇は本水系

中最高値を示すが，ほかの項目はいずれも水質がある

程度快復したことをはっきりと示すo このためか，自

由説泳的生活型の Ephemeropteraである Baetissp. 



がきわめて多く，低地の池沼性の Odonataである

Sympecna paediscaも得られ， Chironomidaeも見ら

れた。ほかには， Asellushilgendorfi, Lymnaea sp., 

Herpobdella lineata，などがきわめて多く， Cambarus

clarkii, Plumatera emarginataも認められた。概し

て底棲生物の種数は少く，渓流性種は消減し中腐水性

種が多い。 B.I.は6である。

B.浅川水系の主要底棲生物群について

(1) Ephemeroptera : 8科12属20種が得られた。高

幡橋の Baetissp.と水無瀬、橋で、Potamanthus kamonis 

l頭が得られたのを例外とすると，いず、れも，敷島橋ー

より上流にみられ，八王子市市街地域の汚濁の進んだ

ところには全くみられなかった。 Baetidaeのみが，八

王子市下流の相当水質の快復したと考えられる高l悟橋

にも多量に出現しているO

泥または細砂に埋没的な生活をする Ephemeridae,

Potamanthidae は，きょたきの上流の浅瀬および，小

仏JI！の上用田橋にやや多く見られた。際問に潜伏簡行

的な生活をする Ephemerellidaeは，きょたきの上流

の浅瀬に最も多かったが，敷島橋，梅の木橋がこれに

次ぎ，上問田橋でもっとも少し、。自由説泳的生活型の

Baetidaeはいずれの地点でも最も多くみられ，その主

体は Baetissp.で本水系の Ephemeroptera中の優占

種である。同じ生活型の Siphlonuridaeはきわめて少

く， Isonychiajφonicaが梅の木橋で 2頭得られたの

みで、ある。小石の多い水底で弱滑行的生活をなす

Leptophlebiidaeはきょたきの上の浅瀬に最も多くみ

られ，ほかに梅の木橋でもやや多く見られたが他の地

点ではみられなかった。これらはPamleρtophlebiasp. 

であり，ほかには， Choroterpcsb’ifurcata 1頭が梅

の木橋で得られたのみで、あるO 小石または！撲の水底で、

弱滑行的または強滑的生活をする Ecdyonur吋aeは

Epeorus latif olium, E. curvatulus，がその主体をなし

前者は極く少いながらいずれの地点にも見られた。小

仏山荘下は後者がきわめて多く，ほかにも， E.latifo帽

lium, E. ika1ionis, Epeorus sp.その｛也 Ecdyonurus

tobiironisなどが得られ，本水系中で Ecodyonuridae 

が種数＠個体数ともに最も多し、。これらのほかに

Cinygma sp.が少数ながら，梅の木橋，きょたき上の

浅瀬＠上柄田矯から得られた。以上のことから Baeti幽

daeは本水系の Ephemeropteraの優占種で貧腐水性

水域， 戸中腐水性水域を通じ数も多量に見られ， Eccl・－

yonmidaeは最も清水域に多く見られ水質， JI！相の変

化に対し鋭敏であると考えられる。

(2) Odonata : 7科11属12種が得られた。八王子市

(111) 

街地内の強度に汚渇した地域を除き，個体数は少いな

がら各地点から得られ，種数も比較的に多かった。止

水性の種としては，低地の池沼に見られる， Sympec仰

paediscaが高1播橋で， Synpetγum pedemontanum ela咽

tumが敷島橋＠水無瀬橋で見られた。ほかは，いずれ

も流水性の種で，低地および低山地の流水の種として

は Sieboldiusalbardaeが上柄田橋，敷島橋， きょた

き上の浅瀬に， Anotogasteγ sieboldiiがきょたき上の

浅瀬に， A1acroniiamゆhige仰が梅の木橋， きょた

き上の浅瀬，および敷島橋で得られた。山地渓流性の

種としては， Epiophlcbiasuperstesが小仏山荘下で得

られ，そのほか Caloptcrixcornelia, Stylogomphus 

suzukii, Lmzthus fujiacus, Davidius fujiama, D. 

nanus, Plmzaeshna milneiなどが水無瀬橋より上流か

ら得られた。敷島橋，きょたき上の浅瀬は種数＠｛国体

数ともに多く，それぞれ7種， 6種が得られており，

その中それぞれ 4種， 3種は山地渓流性である。

(3) Plecoptera : Plecopteraは2科4属4種が得ら

れたが，幼若のため同定不能の個体が各地点で、多かっ

た。水無瀬橋より下流では全く見られないが敷島橋よ

り上流各地点で得られた。小仏山荘下では Peltoperli‘

daeの Nogiperla japonica, Perlidaeの Acroneuria

stigmatica, 0 ymnia gibbaの4種が得られ個体数も

多かった。 0.gibbaは梅の木橋，きょたき上の浅瀬 e

上柄田橋からも得られ，個体数も少くなかった。

Plecopteraは Ephemeropteraに比べると個体数は少

いが，本水系の貧汚水性水域の重要な指標生物の 1つ

であると考えられる。

("1) Hemiptera, Megaloptera : Hemipteraは Aplト

elochiridaeの Aphelochirusvittatusおよび Apheloc-

hirus sp.が栴の木橋，きょたき上の浅瀬， け何回榛，

敷島橋から得られたが，きょたき上の浅瀬に最も多か

った。 Megalopteraは少数ながら， Protohermcsgm喝

ndisが敷島橋より上流の各地点に， Parachauliod::;s

japonicusが梅の木橋を除く敷島橋より上流の各地点

から得られた。これらはし、ずれも流水性の比較的清列

な水にみられる種で，とくに Megalopteraの2種は

渓流または山麓地帯の小川などに見られる種である。

信） Trichoptera : 3科3属3種が得られたが，造

巣性の小型のものは同定未済のものも少くなし、0 ＼，、ず

れも敷島橋より上流から得られ， Rhyacophilidaeは

きょたき上の浅瀬から Rhyacophilasp.が3頭得られ

たのみで，ほかは， Stenopsychidaeの Stenopsychc

grisei pennis, Hydropsychidaeの Hydropsycheulm司

eriが各地点に非常に多く得られたが前者は上柄田橋



で，後者は，きょたき上の浅瀬および梅の木橋でやや

個体数が少なかったゥ本水系で最も個体数が多く敷島

橋上流の各地点で普通に見られたのば S.griseiρennis 

であり，種数，個体数ともに著しく多かったのは小仏

山荘下である。 Trichopteraも本水系では Ephemer-

opt eraに次いで貧腐水性水域に個体数が多く，重要

な指標生物の 1つで、あると考えられるO

(6) Coleoptera : Psephenidaeの Mataeopssρhenus 

jap01zicusが少数ながら上前田橋，敷島橋，水無瀬橋

から得られ， Eubrianaxsp.が小仏山荘下から 1頭得

られた。これらはいずれも流水の石磯に見られる種で

ある。また， Canthq,1・idaeの Luciolacruciata 1頭が

小仏山荘下で得られた，この種も水のきれいな川に棲

む種として知らずれている。これらのほかにも同定未済

の個体が少くなく，とくに梅の木橋に多かった。

(7) Diptera : Tipulidae, Simuliidae, Chironomidae, 

Rhagionidaeの4科が得られたが多くは同定未済であ

るoTipulidaeは Anfochasp.および Tiρulaが得ら

れたが，前者は渓流性であり，小仏山荘下，梅の木橋，

きょたき上の浅瀬，上前田橋から得られ，とくに梅の

木橋，きょたき上の浅瀬に多かった。 TipulaはTipula

sp. TAが小仏山荘下， TipulrJsp.が敷島橋でそれぞ

れ z,, 3頭得られたのみである。流速の早L、小流に見

られる Simuliidaeは小仏山荘下，および、梅の木橋で

ずカミながら得られた。 Chironomidaeは属種の同定は

未済であるが，敷島橋より上流の各地点、は極めて多く

見られ，水無瀬橋でやや減少し浅川橋で僅かに見ら

れ，大和田橋では得られず，高幡橋で再び少いながら

得られている。 Rhagionidaeは Atherix(Suragin:z) 

kodamaiが少数ながら敷島橋の上流各地点から得られ

ており，きょたきの上の浅瀬からはやや多く得られて

いるO 本種も渓流性の種であると考えられる。本水系

の Dirteraは An!ocha,Tipula, Simuliidcie, Atherix 

など一般kこ渓流や比較的水のきれいな流水に見られる

種であるが，最も多く見られる Chironmidaeは分類

が未済であり，種類も多く，清水・汚水を通じて見ら

れ生棲場所もまちまちであるので，本篇では水質との

関係に論及することは出来ない。

(8} その他の生物：以上のほかに， Crusta.eeaでは

Cyclopoida, Harpacticoida, Ostraeoda, Is0podaなど

が得られ， Harpacticoida,は上閉田橋より上流の各地

点に比較的多く見られ，上関ι田橋ではとくに多く見ら

れたoIsopodaの AseUushitgendo'Xfi はα中腐水性

種で高,ii唾矯Jこきわめて多く，j その他敷島橋および＼き

ょたき上の浅瀬からも少数であるが得られている。ま

た戸中腐水性種である Cambarusclarkii も高｜幡橋で

かなり見られた。 Acarinaでは Hydrachnellaが上開

田橋より上流に比較的多く，きょたき上の浅瀬には著

しく多かった。 Gastropodaでは中腐水性種である

Lymnaeaが上柄田橋，水無瀬橋，高橋橋に著しく多

く，浅川橋，大和田橋にもきわめて少いながら得られ

ている。また，わず、かではあるが， SemisuZcosρira

libertina jゆonicaが小仏山荘下，上柄田橋で得られ

た。 Hirudineaでは α中腐水性種である Herpobdella

lineataが水無瀬橋，高幡橋で著しく多くみられた。

その他，汚水性の Oligochaetaとして， Tubificidae

が大和田橋に多く見られ，中腐水性の Bryozoaであ

るPlumatellaemarginataが高幡橋で得られたこと，

および，附着性 Bacteriaとして汚水生物の代表であ

るSρhaerotilussp.が浅川橋，大和田橋で著しく繁茂

するのが見られたこと， Beggiatoa sp.が大和田橋で

見られたことなどが注目に値するO

〔＼TJ要旨

1964年7月17日および24日：こ浅川水系の 9地点を調

査して得た結果を要約すると下記のとおりである。

(1) 底！妻動物を分類した結果，昆虫類は， Ephemか

ropteraは8科12属20穣， Odonataは7科目属12種，

Plecopteraは2科4属4種， Hemipteraは 1科 1属

1種， Megalopteraは1科2属 2種， Trichopteraは

3科3属3種， Coleopteraは2科3属3種， Diptera

は4科4属4種が同定されたつなお，同定未済のもの

も少くなし、。昆虫類のほかには Cσmbaruscl.arkii, 

AseUus hilgrmdoγii, Cyclopoida sp、， Harpac;ticoida

sp,. Ostracoda sp., Hydracb.ne1la sp., Lymnaea sp., 

Semisufr os1う1.iraZibertina換 Tu.difieidaespp., Hirudinea 

spp. Planzria sp.なども得られた。

(2) 南浅川の敷島橋より上流は，概して，小仏川も

案内川も Ephemeroptera,,Plecoptera, Trichoptera 

そのほか貧腐水性の動物が豊富で，種類数も極めて多

く， B.I.も30以上を示し，とく l巳小仏川の小仏山荘

下ではB.I.は54で、山地渓流i生の種が多かった。ただし，

上開田橋で Lymnaeaが多量に出現していることは，

注目すべきで汚潤の開始を意味すると考えられる。

但）水無瀬橋から下流：土，底棲動物相It急に貧弱と

なり，貧腐水性動物は全く認められず， HerpobdeUa

linzataとLymnzeasp.が慶占種となり，浅Ill橋に於

ては Sρhaerotilussp.の繁茂が著しく殆んど他の肉眼

的生物は認めない。

(4) 大和田橋でi土強騎水性の Tubificidae,Sρhaer-

otili日， B8ggiato:zなどが見られ殆んど池の均1良市主

( 112) 



物は認められない。

(5）高橋橋では水量も増加し水質もが快復を示し，

底棲生物相もやや快復し， Baetissp., Asellus hilgen司

dorfi, Cambarus clarkii, Lymnaea sp., Herpobdella 

lineata，などの中腐水性水物がおびただしく認められ

る。

(6) 浅JI！水系を汚水生物学的階級に分類すると，敷

島橋より上流は貧腐水性水域，水無瀬橋＠浅川橋間は

P一中腐水性水域，浅川橋＠大和田橋聞は α一中腐水性

水域，大和田橋は強腐水性，高I（膚橋はか中腐水性水

域となる。

(7) 上記の水域の汚水生物学的階級の分類は川水の

理化学的水質分析の結果とも，ほぼ一致し， CF,COD, 

NH aなどは水無瀬橋で急増を示し， DOは浅川橋で

急に減少し大和田橋で最低となり， COD,NHa, 

DOなどは高幡橋でいずれも依復を示し，水質の自浄

のあったことを示している。
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表 5 1 9 6 4 年襲撃に採集さ

1-=of一B一e一nt一h日一一一一～一竺：fプ…n山 teof臼 llection

Frequency of 

2 3 4 5 6 7 
'/7 17/7 17/7 17/7 24/7 24/7 24/7 

Ord. EPHEMEROPTERA 

Fam. Ephemeridae Ephemera lineata Eaton 

Ephemera strigata Eaton 

Ephemera japonica McLachlan 

Ephemera sp. 3 4. 

Fam. Potamanthidae Potamanthus km匁onisImanishi 1 

Potamanthidae sp. 

Fam. Leptophlebiidae Paraleptoρhlebia sp. na 

Paraleptoρhlebia sp. 3 4 

Choroterpes trifurcata Ueno l 

Fam. Ephemerellidae Ephemerella basalis Imanishi 

Ephemeγella ruf a Imanishi 2 3 

E1うhemere!lanigra Ueno 3 

Ephemeγella sp. nG l 

Eρhenierella sp. nF 

Ephemerella sp. ED 2 

E1ぅhemerellasp. nax 

Eρhernerella sp, 3 3 』' 2 2 

Ephemerellidae sp. 

Fam. Caenidae Caenis sp. 1 

Fam. Baetidae Baetis sp. 5 5 4ヨ 4-

BaetieUa sp. 1 

Baetidae sp. 4-

Fam. Siphlonuridae Iso1げ chiajaponica Ulmer 1 

Fam. Ecdyonuridae Epeorus latif olium Ueno 2 2 

Epeorus ikanonis Tal王ahashi 

Epeoγus cuγvαtulus Matsumura 5 

Epeorus sp. 2 2 

Ecdyonurus tobiironis Takahashi 

Ecd yonurus sp. 

Rithrogena japonica Ueno 

Rithrogena sp. 

Cinygma sp. 1 1 

Ecdynuridae sp. 1 

Ephemeroptera sp. 

Ord. ODONATA 

Fam. Calopterygidae Calopter yx cornelia Selys 1 

Fam. Lestidae Sympecnaρaedisca Brauer 

Fam. Epiophlebiidae Epiophlebia superstes Selys 

Fam. Gomphidae Sieboldius albardae Selys 2 2 

Stylogomphus suzukii Oguma 一 2 1 

Lanthus fujiacus Fraser 

Davidius fujiama Fraser 
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れた多摩川の底棲生物

the Appearance of Benthic Fauna 
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l一Nam一eof 一B一entl一1icFau一n一a一f一一f一S千一一一d～～D ～ー～←～出～子一l～I 一～～n～～ 

Frequency of 

1 2 3 4 l2'1:~7 6 
17 /7 17 /7 17 /7 17 /7 J24/7J24/7 

Davidius nanus Selys 2 3 

Gomphidae sp. 2 

Fam. Cordulegasteridae A?:,otogaster sieboldii Selys 

Fam .. Aeschnidae P lanaeshna milnei Selys 

Fam, Libellulidae MacromiaρmPhigena Selys l 

Sympetrum pedemontanum elatum S. 

Ord. PLECOPTERA 
Fam. Peltoperlidae Nogi金Eγlαjα会o叫cαOkamoto 2 

Fam. Perlidae Acγoneuγiα jezoensis Okamoto l 

Acroneuria stigmatica Klapalek 

0 yamia gibba Klapalek 2 3 2 2 

Kamimura tibialis (Pictet) 

Perlidae sp. l 

Plecoptera sp. 3 2 3 4 2 

Ord. HEMIPTERA 

Fam. Aphelochiridae Aphelochirus vittatus Matsumura 2 3 

AρheJochiγus sp. 2 

Ord. MEGALOPTERA 

Fam. Corydalidae Protohe1・mesgrandis Thunberg 

Parachauliodes japonicus McLachl. 

Ord. TRICHOPTERA 
Fam: Rhyacophilidae Rhyacophila yamanakensis Iwata 

Rhyacophila sp. 

Fam. Stenopsychidae Stenopsyche grisei抑制iisMcLacpl. 5 υ 「 ;) 「 2 ;) 「

Stenopsyche sp. 

Fam. Hydropsychidae Hydropsyche ulmeri Tsuda 「D 3 5 5 

Trichoptera sp. E「〉 2 

Ord. COLEOPTERA 

Fam. Psephenid?e Mataeoρsephenus japonicus Matsu. 2 

Eubrianax sp. l 

fsephnidae sp. 

Fam. Elmidae Elmidae sp. 

Faμi. Cantharidae Luciola cruciata l¥在otschulsky

Coleoptera sp. 4 2 1 

Ord. DIPTERA 

Fam. Tipulida'e Tiβula sp. TA 

Tiρula sp. 

Antocha sp. 4 3 “ つ

Fam. Psychodidae Psychodidae sp. 一
Fam. Dixidae Dixidae sp. 

Fam. Simuliidae Simuliidae sp. 2 

Fam. Chironomidae Chironomidae sp. υ 戸 5 5 5 υ 「 4 

Fam. Rhagionida:e Atherix (S仰 ・agina)kodαmai Naga. 2 3 2 

Atherix sp. 一
Diptera sp. 一 一
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「Nam一~一一：：－－一一hi~F一『a～u一～n～a一一竺竺－～o吋刊山…一一～f山山叫恥…一一ωωωω…ー一l日Uいl刷ω一一～t加～o一～～ー←

Frequency 

l 2 3 4 5 6 7 
17 /7 17 /7 17 /7 17 /7 24/7 24/7 24/7 

CRUSTACEA Cyclopoida sp. 

Harpacticoida sp. 2 、っ) 3 5 

Diaptomus sp. 

Cladocera sp. 

Ostracoda sp. 

AseUus hilgendoγf i Bovalli us 

Pseudocγangonyx sp. 

Cambarus clarkii (Girard) 

ACARINA Hydrachnella sp. 4 4 5 2 

TARDIGRADA Tardigrada sp. 

GASTROPODA Lymnaea CF.) ollulα（G.）ρeγvia 5 5 2 

Protancylus (L.) nipponicus 

Semisulcospira libertina japonicα（Reeve) 

Akiyoshia Csaganoa) sp. 

Gastropoda sp. 

HIRUDINEA Herpobdella lineata 0. F. Muller 5 2 

Glossiphonia lata Oka 

Hirudinea sp. 1 2 

OLIGOCHAET A Nais sp. 

N aididae sp. 

Bγαnchiuγa soweγbyi Beddard 

Tubificidae sp. 

Oligochaeta sp. 

TRI CL ADA Dugesia gonoceρhala (DugP.s) 1 

BRYOZOA Plumαtellαe制 αγginatαAllman

HYDROIDA Hydra sp. 

BACTERIA Sphaerotilus sp. 5 

Beggiatoa sp. 

Total number of species collected 37 31 36 30 26 7 5 

Number of intolerant species (A) 24 19 21 15 14 2 。
Number of tolerant species (B) 6 υ 「 10 17 10 “ つ 3 

Other miscellaneous species ( C) 7 7 5 8 2 3 2 

Biotic index (2A + B) 54 43 52 37 38 6 3 

註： 1) 表中の数字は各調査地点の底棲生物の出現頻度段階を示す。この頻度段階は基本的に下記の個体数に

ょった。
段階 一地点の個体数

1 c非常に稀〉 1～ 4 
2 c稀） 5～10 
3 c普通〉 11～20 
4 c多） 21～50 
5 c非常に多＼，¥) 51以上
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the Appearance of Benthic Fauna 

8 9 10 11 12 13 14 

「t'18 19 20 21 22 25 26 27 28 

:;91 30 24/7 24/7 3/5 3/5 3/5 3/5 31/8 3~~~ 3~~~ 3~~~ 3/5 ~；~ 31~~ 31/5 31/5 2~~~ 26/5 1/9 2/9 3/9 3/9 

」 (1) 1 1 1 

(4) (1) (1) 一 一～ （1） 一 一

一一～ー ～ 1 

(1) 一（2）一一一一

ー 1 1 1 一一 (1）一ー ～ 1 

5 ー ｝ ｝ ー (5) 1 2 
｝ 一 ～ 

4 ー ｝ 一 ｝ 一 ～ 

(1) (1) (1) 2 2 2 - (2) (1) 一

｝ (1) 一 一 ー (1) ～ 

2 5 ｝ (1) 』 1 1 一 一 (4) (2) 1 一

一 ー ー ー ー ー (2) 一 ～ 

一 ｝ 1 4 」 ｝ 1 ｝ 一 ～ 
｝ ｝ 一 1 一 ～ 

一 ｝ ｝ 」 ー ー 1 1 

5 ー 一 一 ｝ ー 一 2 」 一 (1) (2) 4 1 

一 」 一 ー 一 」 ー (1) ～ 

一 一 一ー 』 ー

一 一 ｝ ー 一 」 一 ー 一 1 

一 ー ｝ ー ｝ ｝ 一（2) ー

1 ｝ 一 一 一 一 一 一 ー ｝ 一 ー ー

5 一 一 ー 一 ー ー ー 一 一 ー

一（2) 一（3) 一 一（2) (3) (1) (1) ー 一 一 ー 1 2 

ー 一 一 ー ー (1) 一 一 一 」（2) 』

一 一 ー ー ｝ 』 ー 一 一

一 ー 一 一 一 一 ー ～ (1) 

5 ー ｝ 一 』

3 一 一 一 一 一 一 ｝ 

5 7 (9) (9) (14) (13) 19 22 17 15 (3) 9 16 19 7 (30) (15) (9) (13) 6 8 6 

。0 (2) (6) (5) (?) 11 12 8 8 (1) 6 9 12 6 (20) (12) (4) (0) 。1 1 

5 6 (2) (2) (4) (3) 5 4 3 3 (0) 2 4 6 1 (6) (2) (3) (8) 4 3 1 

。 (5) (1) (5) (3) 3 6 6 4 (2) 1 3 1 0 (4) (1) (2) (5) 2 4 4 

5 6 (6) (14) (14) (17) 27 28 19 19 (2) 14 22 30 13 (46) (26) (11) (8) 4 5 3 

2) 括孤中の数字は 5月における段階を，太字の数字は9月における段階を示す。

( 119) 



ブドウ球菌の卵黄反応因子と Coagulase

との関係について

ブドウ球菌（以下単にブ菌と略称）に卵黄成分に作

用して潤濁を生ぜしめる因子を産生するもののあるこ

とを Gillespieand Alderl) (1952〕が報告し， Alder,

Gillepsie and Herdan2) (1953）は人由来 coagulase

陽性ブ菌の大部分がこの卵黄反応因子の産生能があっ

たと報告した。 Carterわ (1960)' 若松のく1962),

Carantonis and Spink5) (1963), Shah, Rusell and 

Wilson6)(1963）は卵黄を加えた固形培地を coagulase

陽性ブ菌分離用に用いて優秀な成績の得られることを

紹介している。

著者らも検索を目的とした分離用卵黄加寒天培地を

試作し，食品関係由来保存の coagulase 陽性ブ菌，

coagulase陰性ブ菌，食中毒由来 coagulase陽性ブ菌

について，卵黄反応発現の状態をしらべた結果は，卵

黄反応因子と coagulaseとの間に極めて高い一致率が

見られた。さらにこの試作培地を用いて食品関係の実

際検査に， ブ菌 No.110培地と coa郡山se陽性ブ菌

の検索を比較した結果は，卵黄加培地において極めて

高い検出率をあげることが出来た7）。 またこの培地を

用いて学童の手指と鼻前庭の coagulase陽性プ菌の保

有状態をしらベ，卵黄反応因子産生能の有無と coagu-

laseとの関係を一般食品関係由来のものと比較報告

する。

久

太

寿
一
寿

久

家

村

井

レい 丸山 務＊

小久保弥太郎＊

菌の性状試験を行なった後 coagulaseの産生能をしら

べたO

Coε.guh-.'3e試験

供試菌を Plasma加平板培地7,8）に spotし血温に

保ち， 3時間， 5時間， 24時間後の観察において，菌

苔の周辺に輪状の不透明帯の形成されたものを陽性と

した。この平板法で判然としないものについては試験

管法で確めた。

食品関係由来ブドウ球菌の卵黄反応

東京都で市販または提供されている食品（畜産食品

を除く〉，食器具，ふきん，食品関係者の手指等から分

離保存のブ菌 2,315株中，著者らの試作卵黄加培地で

i閤渇反応、の現れたものは coagulase陽性413株中 411

株（99.52%), coagulase陰性 1,902株中13株（0.68

%〉あった。すなわち coagulaseと卵黄反応因子産生

との間には， 99%以上の一致が見られた。

表 i Cmr.gufo.se陽性株

試験菌株数 ｜ 卵黄反応陽性 ｜ 卵黄反応陰性

4ii 2 

0.{8% 
4i3 

99. 52% 

表 2 Co2..gula3e陰性株
試験方法

卵黄加寒天培地 ｜ 試験菌株数 ｜卵黄反応陽性 ｜卵黄反応陰性

Heart-infusion agarに食塩を 7r:iに， mannitを I I i3 I i, 889 

0.2%に加え，高圧滅菌後50°C前後において，新鮮卵

黄を約3%に加え，平板とした口

培養

分離菌株の試験は，上記平板に多数の区画を作り，

それに供試菌を spotして血温に保ち， 2日後に菌苔

の周辺に輪状の潤潤帯の認められるものを陽性とした。

検索試験では平板培地に試料を塗布血温培養48時間

後，集落の周辺に調輸の認められる集落について，ブ

＊東京都立衛生研究所食品部

l、902
o. 68% I 99. 32% 

食中毒由来ブドウ球菌の卵黄反応、

食品衛生上最も重要な関連を有すると考えられるも

のは食中毒由来株である。昭和28年から昭和36年まで

の8カ年間に東京都で発生した食中毒関係試料から分

離保存の coagulase陽性ブ薩1148株について卵黄反応

の有無をしらべたが， 146株が卵黄反応陽性であり，

coagulase産生能との間に 98.65 %の一致が見られ

？こ。
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表 3 金中毒由来 Cozgufa.se陽l陣ブドウ球菌

試験菌株数 ｜ 卵黄反応陽性｜ 卵黄反応陰性

1A:6 2 
1~8 

98. 65% i. 35% 

分離検査における卵黄反応と Ceagufa'3eとの関係

畜産関係以外の一般食品820，食器具781，食品取扱

者の手指および鼻前庭889計2,490試料のブ菌分離検査

において卵黄反応陽性の見られた222試料中 coagulase

産生能のない菌株の検出されたものは3試料 1.4 %で

あり，卵黄反応陰（生であった 1,238試料中のブ菌では，

4試料から coagulase陽性ブ菌が検出されたが，その

率は 0.3%の極めて低い率であった。しかし学童の手

指と鼻前庭l,132の検査では，卵黄反応陽性の526試料

中70試料 (13.3%）に coagulase陰性のブ菌があり，

また卵黄反応陰性フゃ菌のあった 563試料中 8試料（

o. 14%）から coagulase陽性のブ菌が検出された。

表 4 卵黄反応、と Coagufaseの関｛茶

卵黄反応
料 試験数

陽 性

食 取扱者 ｛l手鼻前指庭 889 129 

口口口 食 君号 具 781 30 

関 食 口口口 820 63 

係 計 2,490 222 

さ弓とZ一， 童｛手鼻 前 指庭 1, 132 526 

コ＝coagulase ( 〉内は%

考 察

ブ菌中食中毒起因物質としての enterotoxin を生

産するものは coagulase産生能を有する菌株中にある

ものと一般に考えられており，従って食品関係の衛生

検査におけるブ菌の検索は coagulase陽性菌の検出に

努力が払われる。分離培地上で coagulase活性が推定

出来る特異反応が発現出来れば分離検索上まことに好

都合である。 coagulase陰性菌等の発育が抑制され，

coagulase陽性菌に特有の反応を示すとしてテノレル酸

境グリシン培地およびいわゆる p.p.培地（フェノー

ルフタレイン，フォスフェイト培地〉が登場したが，

まだ一般的にこれに依存するまでには至っていない。

ブ菌中に卵黄成分と反応する因子を産生するもののあ

ることが報告されわ，人由来の coagulase陽性株の大

部分が卵黄反応陽性であったが，動物由来 coagulase

陽性フ守菌の大部分に卵黄反応産生能が見られなかった

との Alderらわの報告が分離培地への卵黄の利用価

値に若干の不安を抱かせたのであった。しかし著者ら

が食品衛生検査から分離保存の菌株では coagulase陽

性413i朱， coagulase陰性 1,902株の試験において，卵

黄反応因子産生能との聞に99%以上の一致率が見られ，

卵黄反応 卵黄反応陽性 卵黄反応陰性

陰 1生 コ陽性 コ 陰 性 コ陽性 コ j塗 性

558 
127 2 556 

(98.4) (0.4) (99.6) 

。 2 338 
Uぐ〉三A（；、 (100. 0) (0.6) (99.4) 

340 
62 l 。 340 

(98.4) (i. 6) (100. 0) 

1, 238 219 3 4 1, 234 
(98.6) (i. 4) (0. 3) (99. ?) 

563 456 70 8 555 
(86. ?) (13. 3) (1. 4) (98. 6) 

食中毒由来 coagulase 陽性 148株においても 146株

(98.65%）に卵黄反応陽性が見られた。

各種試料の分離検査においては，食品関係合計2,490

試料で卵黄反応陽性菌の検出された 222試料のブ菌中

coagulase 陽性であったもの 219 (98. 6%），卵黄反

応を発現しないブ菌の検出された 1,234試料の中で

coagulase陽性に反応したものは4試料（0.3%）で

あった。しかし学童の手指と鼻前庭の検査では卵黄反

応陽性を示した526試料中に coagulase産生能の見ら

れなかったものが70試料 (13.3%）あり， Alderら2)

の報告に見られる加し卵黄反応と coagulaseの一致

率が低下した。このことは今後更に検討しなければな

らない重要な事柄である。この学童の検査で卵黄反応

を示さないブ菌の検出された563試料中に coagulase

r 陽性であったものは8試料（1.4%）のみであった。

試料の種類によって卵黄反応陽性の菌株中 coagu-

lase産生能のないものの存在する率が異ることは卵黄

反応が coagulase活性の示標たり得るのではないかと

の希望が薄らいだが，何れの試料においても卵黄反応

陰性株中に存するt coagulase陽性株の占める率が極め

て低かったことは病原性ブ菌検索培地が卵黄を利用

c 1:n) 



することを価値づけるものと思惟する。

むすび

食品関係から分離保存の coagulase陽性並に陰性ブ

菌，食中毒由来保存の coagulase陽性ブ菌と，食品関

係および学童の手指，鼻前庭のブ菌検索に際しての卵

黄反応と coagulaseの関係は次の如くであった。

1 食品関係由来 coagulase 陽性の 413株中 411株

(99.5%）が卵黄反応陽性であった。

2 食品関係由来 coagulase陰性1,902株中 1,889株

(99. 3%）が卵黄反応陰l生であった。

3 食中毒由来 coagulase陽性の148株中1461朱（98.7 

%）が卵黄反応陽性で、あった。

4 畜産関係以外の一般食品，食器具，食品関係者の

手指および鼻前庭の検査で，卵黄反応陽性を示した

222試料と，卵黄反応陰性を示した1,238試料中のブ

菌は coagulase産生能との聞に何れも98%以上の一

致が見られた。

5 学童の手指と鼻前庭の検査で卵黄反応陽性であっ

た 526試料のブ菌中 70試料 (13. 3%) の菌株が

c 122) 

coagulase陰性であり，卵黄反応陰｜生であった 563

試料のブ菌中8試料（1.4%）の菌株が coagulase

陽性であった。
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食品中に於ける Aneurinase菌の分布について

一食品中より好気性 Aneurinase菌の検出ー

緒雷

食品中特に甲殻類や貝類には VitaminB1を分解す

る物質が存在しこの物質が一種の酵素であって，藤

田等はこの酵素を分離して Aneurinaseと命名した。

その後数多くの研究がなされたが，張，松川等によっ

て人糞便中に強力な Aneurinase作用のあることが発

見され，更に Aneurinase作用のある糞便のブイヨン

培養上清液は VitaminB1をよく分解する故，この

Aneurinase 作用はブイヨン中に繁殖した糞便中の細

菌によるものと推定しこの考えのもとに研究を実施

して該糞便中より新梓菌の純粋分離に成功，これを

Aneurinase菌と命名した。のち本菌の学名はBacillus

thiaminolyticus と決定された。その後木村， 青山等

によって，これとは細菌学的性状を具にする Aneuri-

nase産生菌が分離され，その結果前者は Bacillusthi-

aminolyticus (Matsukawa et Misawa）後者はBacillus

Aneurinolyticus (Kimura et Liao) と命名された。

以後更に木村等によって Aneurinaseを産生する嫌気

性の新菌が人糞便から分離されClostridiumthiamino-

lyticus （おmuraet Liao）と命名された。我々は細菌

Aneurinase発見の歴史並びに研究の推移にかんがみ，

人の Aneurinase症の原因となる Aneurinase菌は，食

品と共に経口的に摂取され，腸内に寄生するのではな

いかと思考し，広く食品全般にわたって好気性 Aneu-

rinase菌の分離を試みたので，その実験経過について

報告する。

実験方法

直井家寿太キ

北村久寿久＊

松本茂＊

肉エキス

ベプトン

酵母エキス

Ca CL 

Citrat 

小久保弥太郎＊

丸山務＊

5 g 

10 g 

1. 0 g 1. in 1l H20 

。‘ lg pH 7.2 

1. 0 g 

リン酸二水素アンモン 1. 0 g 

本培地 40mlに試料約10gを投入し， 80°C30分間

加熱後37°C4日間培養する。培養液は遠心分離（3,000

r.p.mlO分間〉し上清液について Aneurinase作用を試

験し，分解率50%以上のものを陽性としたの次に陽性

のものから普通寒天平板上に塗沫， 37°C48時間培養

し Aneurinase菌の分離を行なった。

(3) Aneurinase作用測定

普通寒天培地平板上の集落を可能なかぎり多数釣菌

し前記増菌培地に移殖， 37°C5日間培養後遠心分

離 (10,OOOr手 m 30分〉し，上清液について Aneuri-

nase作用を検した。即ち上清の粗酵素液 5ml, VB1 

標準液（40r/ml) 1 ml, pH 6. 8リン酸緩衝液4ml,

計lOmlを40°C1時間保温し，P-Aminoaceto phenon 

法により残存 VitaminB1量を測定した。 VitaminB1 

分解率90%以上を陽性とした。

実験成績及び考察

(1) Aneurinase菌検出について

増菌培養時における Aneurinase作用陽性の試料は

28例であった。これを更に普通寒天平板上に塗、沫培養

して得られた集落のうち Aneurinase作用陽性のもの

は19例で、あった。供試試料に対する陽性率は 9.2%で

(1）試料東京都内各所より収去した主食類，麺類， ある。分離した19種の Aneurinase菌はし、ずれも好気

惣菜類計 207種を用いた。 性で，形態学的及び生物学的性状を綜合すると，その結

(Z) Aneurinase菌の分離 果は表1及び表2の如くである。表1の12株はいず、れ

a）吉田，原田（山口医大〉等の考案になる培地を もGram陽性，や L大型の揮菌である。芽胞は幾分角

使用して増菌培養した。培地の組成は次の通りである。 ばった楕円形をなし， No.18及び No.21 （し、ずれも

su bterminal)を除いて全て Centralにみられる。こ

＊東京都立衛生研究所食品部 れらの株は pH7.2, 50° C 30分で VitaminB1分解作用J

( 123) 



表 1

~IKA ~ つ 5 6 12 13 111, 15 16 18 19 20 21 

芽 日包 形 c c c c c ic c c c t c c t 

ブイ目ヨン 、t＂主1 1、村汀 十 十 十 十 十 十 十 十 ＋ 十 十 l 十 十

牛 乳 i凝 回

ゼラチン液化

中性紅還元 I -

H2S産生＼Kliglar) 一
、i合cモ， 血 1生 十 十 十 十 十 ＋ 十 ＋ 十 I + -L 

カタラーゼ、 十

V.P 反 応、

M. R Test 

Indal産 生

クエン 酸利用

硝酸塩還元 十 十 十 十 ＋ ＋ ＋ 十 十 十 十 十 十

卵 黄 反 ！；亡、

Gram （士〉 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 十 + 十 ＋ ＋ 

註 V.P反応； Vages Proskauer反応 C ; Central t ; subterminal to terminal 

表 2

＼＼  M. M 3 」ー 8 9 10 11 

ヲ才： 胞 形 t t t t t t t t 

Iブイヨン｛溜菌 膜濁
＋ ＋ 十 十 ＋ ＋ ＋ 十

牛 牢L i疑 回 ＋ 十 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 十

ゼラチン液化 十 十 ＋ 十 ＋ 十 ＋ 十

H2S産生（Kliglar) 脚ト 十 十 十 ＋ ＋ 十 十

託子 血 1生 ＋ 十 ＋ 十 ＋ 十 ＋ ＋ 

カタラーゼ、 ＋ ＋ 土 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 

V.P 反 応

五在.R Test ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 十

Indal 産 生 十 十 十 十 ＋ 十 十 ＋ 

グエン酸利用 一
硝酸塩還元 ＋ 十 十 十

Jj)~ 黄 反 応

Gram （士〉 十 十 十 十 十 ＋ 十 十

註 V.P反応； VogesProskauer反応 t ; su bterminal to terminal 

が強く，菌！漠を作らなし、。溶血性があり硝酸塩還元能

は陽性である。又，牛乳凝固，ゼラチン液化，中性紅

還元， H2S産生，カタラーゼ（No.15のみ微陽性〉

V. Proskauer反応， MethylredTest. Indal産生，ク

エン酸利用，卵黄反応はし、ずれも陰性であり，標準株

と全く一致Lた。表2の7株は Gram陽性，や L細い

( 124) 

中等大の梓菌で芽胞は卵円形， terminal或いは sub-

terminalにみられる。 pHS.6,. 30° C, 60分で Vitamin

B1を強く分解し Pyr吋 ineによって分解が促進され，

菌膜を作右。牛乳凝閤，ゼラチン液化， H2S産生， i容

血性CKA株より強しつ，カタラーゼ， MethylredTest, 

Indal産生試験はいず、れも陽性であり，中性紅還元，



表 3 糖 ＇.｝、J 解

l二~jKAj 2 j 

5 6 12 13 14 15 16 1 s I 1 9 I 20 I 21 

Glucose 

Fructose 

Ga lactose 

Lactose 

Sucrose 
I - I - I - I - I - I - I - I - I - I - I = 1 - 1 -Maltose 

Mannose 

Dextrine 

Glycogen 

Glycerol ！十 I - I + I十｜＋｜十｜一｜十｜＋｜十 I+ i + I + 
Salicine 

表 4 糖

1~~－~~ M. I¥在 3 

Xylose 一

Glucose -1- 十 十

Fructose 十 十 寸一

Galactose ＋ 十 ＋ 

Lactose 十 十

Sucrose 十 十 ＋ 

Maltose 十 十 十

I¥!Iannose ＋ ＋ ＋ 

Dextrine 十 ＋ 十

Glycogen ＋ 十

Glycerol ＋ 十 ＋ 

Salicine ＋ ＋ ＋ 

クエン酸利用，卵黄反応， Voges Proskauer反応は，

いずれも陰性で，標準株とよく一致した。硝酸塩還元

能はNo.l, No. 3, No. 10, No. 11が陰性で‘あるが，

一般にM

色透明の集落が急、速に円心状を画いて拡散し24時間培

養で平板の半分以上，或いは全面を覆って発育する場

合があり，前記4株はかくの如き形態を呈したが，こ

の様な株は硝酸塩還元能陰性のものが多い。

次に12種の糖類についてその分解作用を検Lた。成

績は表3及び表4の如くである。表3の12株は Gl'y-

cerol 以外は全て分解しない。尚， No.2及び No.14

は Glycerolをも分解しなかった。次に表4の7株の

うち糖の分解能が標準株に全く一致するものは 5株で，

他の 21，朱は多少標準株と異っている。即ち， No.1は

Lactose, Glycogenを分解せず，又， No.10は Lactose

5:i 、 解

Lt 8 9 10 i l 

十 十 十 十 十

十 十 十 ＋ 十

十 十 ＋ ＋ 十

＋ 十 十 十 ＋ 

ート 十 ＋ 十 十

＋ 十 ＋ 十 ＋ 

＋ 寸 ＋ 十 十

十 十 ＋ 十 ＋ 

＋ 十 旬← 十

＋ 十 ＋ 十 十

十 十 ＋ ＋ ＋ 

分解徴陽性， Glycogenを分解しなかった。糖の分解

能に幾分差異を認めることは従来の報告にもみられる

ところである。

以上の結果を綜合すると表1の12株は従来の Aneu-

rinase菌のうち， BacillusAneurinolyticusと，叉，

表2の7株は Bacillusthiamiolyticusと略一致する。

従来の報告をみると Bacillusthiaminolyticus (M. 

M）の検出率が BacillusAneurinolyticus (KA）よ

り多くみられる（表5）。

しかるに我々の研究調査では現在の処KA菌の方が

多く検出されている。この点については供試試料の種

類の相違と共に，検出方法のうち特に増菌培養の日数

に問題があったのではないかと考えられる。即ちKA 

商は VitaminB1分解酵素 Aneurinaseの産生がM.

M菌より遅く，木村等の見解によればM.M菌は培養
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表 5 諸動物における A..11eurinase菌検出報告

内 訳
報告者 報告年 動 物 名 検体数 菌検出 検出率

藤 官 1 9 5 1 ヒ ト 糞 ｛更

木 村ら // // 

沢 1 9 5 8 II 

摩 ら II ／／ 

／／ II II 

里子 II ネズミ糞便

／／ II ネズミ腸内容

／／ l 9 5 9 イ ヌ 糞 便

小野ら 1 9 6 0 ヒ ト 糞 使

林 ら 1 9 6 2 アメリカ人糞便

浜 白 1 9 6 3 カワニナ＠サザエ

渋武 ら ／／ サザエ；腸内容

細菌雑誌； 18, (12), 467(196の

3日目が最高， K.A菌は培養5日～7日が最高であ

るとされている。我々の研究によると K.A菌の場合，

若干産生が遅れ培養7日～8日が最高になるのではな

いかと推定出来る。この点については今後充分研究検

討した上で、ないと断定は出来ないが，少なくともK.A

菌は培養3日目位では Vitamin五分解力が非常に弱

いことを経験した。従って従来の培養日数3日で上清

の VitaminE 分解性をみる試験法では K.A菌の検

出率は非常に低くなるのではないかと思う。

総摺

(1）市販食品 207種より 19例の Aneurinase菌を分

離検出した。検出食品の種類は，カレー，玉子焼，サ

ラダ類，サンドウイツチ，野菜あえもの等で以上の成

績では特徴的な傾向はみられなかった。尚，引続き分

離検出を実施しているので，今後の種類別或いは地域

的な傾向という点について特に検討してみたい。

(2）人の Aneurinase症と Aneurinase菌との関係

については，松JI［，~，阿部等によって詳細に研究報

告されているが，脚気症状又は脚気様症状を呈する患

者が殆どみられない現状と，又，本邦で多発した脚気

が純粋な VitaminB1のみの欠乏症で、あったか否かに

ついても疑問が持たれて来ているので，これらの関係

については更に複雑になるものと思う。然しながら我

々の研究調査によって各種食品中より，その10%近く

から Aneurinase菌の分離検出をみた事実により，食

品中に含有される VitaminB1の量が著るしい影響を

受ける場合があることが想定出来，従って栄養学的見

地から一つの問題を投げかけるのではないかと思われ，

M M 菌 K A 菌

1, 919 61 3.17% 一

505 4:9 10 4:0株

330 14 4.2 8 

341 31 9. 1 31 

125 10 8 10 

53 8 15 3 一
291 17 5.8 3 

87 20 23 5 

360 26 7 16 7 

99 22 22.2 12 2 

20 6 30 2 

52 16 30 12 

叉，広義の衛生細菌という点から，その意義を検討し

てみたいと思う。

終りに標準株の分与を頂いた大阪市立大村田希久教

授に厚く御礼申しあげる。又，試験法その他で種々御

教示頂いた当所医薬品部吉原技師及び風間技師に感謝

の意を表する。
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食品中の保存料の紫外部吸収による

定性定量法について

近項漬物類＠清涼飲料水を始め甘酒＠餅＠ぎょうざ

＠かすてら＠みつ豆などの食品に広く保存料が使用さ

れ，それらのうちには法令による使用基準に違反する

ものも数多く見られる。われわれはこれまで既存の試

験法によって保存料の検査を行なってきたが，類似反

応の存在や再現性の不足，操作の繁雑などのため，多

数の検体を処理するのに適さない点、が多いので，これ

らに替わる方法として水蒸気蒸留による保存料の分離

と，紫外部吸板測定による定性＠定量法を検討してき

た。各種保存料のうちで使用頻度の高いデヒドロ酢酸

(DHA）・安息香酸（BA）・ソノレピン酸（SOA), 

パラオキシ安息香酸エステル類（POBE), サリチ

ノレ酸（SA）の 5種について，その 1種あるいは 2種

混合使用の食品について，本法により定性・定量を行

なったところ良好な結果を得たので報告する。

実験方法

〔機器〕

島津自記分光光度計 CRS27型， I V50A型〉

〔試薬〕

a）消泡用シリコン樹脂（信越化学KS67乳剤〉

b）エチルエ｛テル（特級）

c) 1 %炭酸水素ナトリウム溶液

d) 25%リン酸

e) N水酸化ナトリウム溶液

f) 5%過マンガン酸カリウム溶液

g) pH 4. 0酢酸緩衝液： 0.2N酢酸328分と0.2N酢

酸ナトリウム溶液72分を混合する。

h) pH 5. 2リン酸緩衝液： O.lNリン酸ーカリウム

＝溶液32分と 0.1Nリン酸ニカリウム溶液 1分を混

合する。

〔保存料の検体からの分離および紫外部吸収測定法〕

前記5種の保存料の 1種または 2種を含有する清涼

飲料水 e漬物類等の食品を検体としそのlOOg(DHA,

＊東京都立衛生研究所食品部

子

夫

茂

昭

俊
井

松

本

酒

友

松

伊東紘一＊

木村康夫＊

SOA, BA, POB E各 lOmg程度を含む〉を取り，

これに25%リン酸a)2ml，シリコン樹脂2～3滴を加

えたのち，水で＇ 200mLとし室温で塩化ナトリウムを飽

和させる。これについて水蒸気蒸留を行い留液 200ml

を取る。留液をリン酸酸性とし，エ｛テル 50mlずつ

で2田よくふりまぜて抽出しエ｛テル層を合わせ，水

洗後さらに 1%炭酸水素ナトリウム溶液 50mlずつで

2田ふりまぜ、て抽出する（この際エーテノレ層にPOBE

が残留するb））。 水層は中和後緩衝液を加えて一定量

として紫外部政収を測定するか，または水層を再び、リ

ン酸酸性として前記に準じてエーテノレ抽出を行ない，

エ｝テノレを留去したのち残留物を緩衝液c）またはエー

テル一定量に溶解して紫外部吸収を測定するくここに

DHA, S OA, BA, S A等が存在する〉。波長210

～340mμの範囲の吸収を測定してs個々の保存料入max

の位置および吸収曲線により定性を行ない，また標準

液により作成した検量線により定量を行なう。

結果および考察

(1) 水蒸気蒸留による回収率

a）保存料の水溶液について蒸留を行なった場合。

各標準液について上記の方法に従って試験を行

ない回収率を検討した結果は次のようである（各

8～10回の平均値で，し、ずれも分散は少ない〉

i) D H A (10～15mg/200ml)….....・H ・965;;
ii) S 0 A (10～15mg/200ml)・H ・H ・－－…9230

iii) B A (10mg/200ml) ・・・・ H ・.....・ H ・.・933-0' 

vi) P OBA (10～20mg/200ml) ・ ・ ・ ・ ・・ H ・・・・95%

v ) S A ( 5 mg/200ml) ・ ・ ・・ H ・.....・ H ・・・643i)'

（ただし留液600mlを取れば回収率98%となる〉

なお遊離のパラオキシ安息香酸はこの際ほと

んど留出を見ない。

b）食品に保存料を添加した場合の例

i ）細切したキウリにS0 A (lOmg/lOOg）を添

加して蒸留した合場・ H ・H ・.....・ H ・－‘・ H ・H ・－－…84%

ii）細切したナスにDHA(lOmg/lOOg）を添加

して蒸留した場合・ H ・H ・.....・ H ・－－……...・ H ・・・87%
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iii）細切した大根にBA (lOmg/lOOg）を添加し

て蒸留した場合（抽出液の蒸発残留物をアルカ

リ性＠過マンガン酸カリウム溶液で分解後測

定） ...・ H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・－－… H ・H ・－…・72.5%

(2) 保存料各I種の場合の紫外部吸収による定性，定量

各保存料の標準液をそれぞれ pH4.0酢酸緩衝液，

pHS. 2リン酸緩衝液，エチルエ｛テルで、適当な濃度に

希釈した場合の透過率曲線は FigI～3のようになる。

Fig 1 酢酸緩衛液（pH4.0) 

透
過
‘

JOO 

80 

ム
出
ア

（~め

240 250 270 300 

j皮長（rn/") 

Fig 2 リン酸緩衝液（pH5.2) 

Table 1は各保存料の入maxを示す。また各溶媒に

よる検量線は Fig4～7に示す通りである。

(3) 保存料各 2種使用の場合の紫外部吸収による定性，

定量

so AおよびBAの2種を混合した検液を pH5.2 

リン酸緩衝液で， BAおよびDH Aの2種を混合した

検液をエチルエ｛テノレで，またDHAおよびS0 Aの

2種を混合した検液を pH4.0酢酸緩衝液でそれぞれ

透過率曲線を求めると Fig8～11のようになる。

Table 1 

溶媒｜最大吸収の位置（mμ)

保存料 ~I pH4.0 I pHS.21二二テ；：

デヒドロ酢酸 308 300 312 

ソ ノレ ピン酸 263 256 252 

安息香酸（極大〉 272 269 272 

サ チノレ酸 305 295 305 

Pーオキシ安息香酸 ｜ 25"" 2Ll,8 251 

Fig 4 SOA検量練（pH5. 2リン酸緩衛液〉

J.0 
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コ℃

度
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国に見られる通り各2種混合検液のうち， DHAに

ついては他の保存料と混在している場合でも定性＠定

量共に可能である。 BAは他の保存料と共存する場合

でも定性は可能であるが，定量は他の保存料の影響を

受けるので，この際はN水酸化ナトリウム.5 %過マ

ンガン酸カリウムにより他の保存料を分解心すればよ

250 210 300 320 
;r支長 （ny.d 

定量可能となる。 S0 AはDHAと共存する場合は定

性＠定量ともに可能であるがBAと共存するときはそ

の影響をうけ，数倍量の存在において定性・定量が困

難となる。 POB Eはエーテル抽出液を炭酸水素ナト

リウム潜液で再抽出する操作によって他の保存料と分

別しているのでこの際二種混在する場合を考えないで
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い。 SAについては混合使用の例がほとんどないので

省略した。

以上の通り本法は回収率も良好であり，操作も迅速

に実施できるので，多数の検体の処理上多くの利点を

有する。

註 a）酒石酸でpHを約2として蒸留してもよい。

b) POB Eの定量はエ｛テル液を一定容として

吸収を測定するか，またはエ｝テノレを留去した

( 130) 

のち残留物をN水酸化ナトリウム裕液少量で溶

かしたのち緩衝液で一定溶として吸収を測定す

る。

c）残留物を少量の炭酸水素ナトリウム溶液また

は水酸化ナトリウム溶液で溶かしたのち緩衝液

を加える。

d）食品衛生検査指針，薬学会協定衛生試験法

（安息香酸の項〉によるo



果菜類中の銅の定量法について

現在，青ゆづ，グリンピース，その他の果菜類等に

調色のため添加される銅塩は，食品衛生法により，「硫

酸銅およびこれを含む製剤の使用量は，銅として野菜

類または果実の貯蔵品にあっては，その無水物lkgに

つき 0.lOg以下，こんぶにあっては，その無水物 lkg

につき， 0.15g以下でなければならないJとその規準

量が規制されている。しかしながら，しばしばその使

用基準限度を超えて使用されているのが現状であり，

硫酸銅による調色は，タール色素による着色と同様に，

前記のグリンピ｛ス， トマト等を始め，きうりその他

の漬物にまでおよんでいる。

また硫酸銅の過量使用に起因する中毒としては，ピ

ン詰グリンピ｛スによる 179名の集団中毒 (1950年6

月大阪， lkg中 0.53g Cu）や，青ゆづによる幅吐，下

痢 (1961年10月東京， lkg中 2.2g Cu）などの事例が

あり（このものは切断の際に包了に錦霜衣を生じた〉，

また最近も鱒詰のグリンピース中から lkg中0.15gの

銅が検出されたものがある。食品中銅の試験法として

は現在食品衛生検査指針，食品衛生試験法等に記載さ

れているが前述のような食品を対象として，多数の検

体を，迅速正確に処理するためには，検出範囲等に難

点を有するものが多く，適当なものが見当らない。そ

こで銅アンモニア錯塩による呈色を光電比色に止り，

定量する方法を検討したところ良好な結果を得たので

報告する。

酒

松

井

本

aB 子

茂

ア水添加量の増加にともなって，その最大吸収位置

は， 605mp，→630mftへと長波長部に移動する。なおこ

のときのアンモニア水の添加量による pH10. 5から

pH 12. 75の間の透過率の変化は， Fig.Iに示す通り

である。

ゆえに，アンモニア錯塩形成の際の最適pHを検討

したところ， pH9.5～11. 5の間で急速に吸光度を増

し，それ以後で、安定で、あるから， pH12以上で測定を

Fig. 1 銅アンモニア錯塩溶液の墨色条件お

よび最大吸収

7ザ0
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90 

70 乙u200問／mt
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Fig. 2 アンモニアホ添加量による透過率の異動

T0/o ・ 

実験の部 100 

装置島津自記分光光度計 RS27型

ベツクマン分光光度計 D U型 。90

試薬 アンモニア水（特級〉

銅標準液：純銅 0.20gを硝酸約 15mlに溶 80 

解したのち 200mlに希釈する，本液 lml=

ケ0lmg Cu 

1) 呈色条件および最大吸収

銅アゾモニア錯塩の呈色は，銅溶液に加えるアンモ 60 

ニア水の添加量により，、その色調を異にし，アンモニ

＊東京都立衛生研究所食品部 3 
DH 

73 14’ 10 17 12 
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行うのが適切であることを知った。以上の呈色条件の

検討は， lml中 200/lgの銅標準液に，アンモニア水

（比重 0.93)1～16mlを各比色液ごとに加え，全量

を水で 20mlとしたものにつき，光電比色および pH

測定を行なった。

2) 呈色液の安定性

前記の操作による呈色液 (lml中 200p.gCu）につ

いて分光光度計により，反応直後より室温（20°C）で

1時間にわたり測定を行なったところ，経時変化を全

く認めないので，この時間の範囲内で計測を行なうこ

ととした。

Fig. 3 呈色溶液の経時変化

了。＇／o

90ト

50 

70← 

よ 1 ’ 
10 20 30 40 50 60 mιn. 

3) 検量限度および検量線の作成

前記の通り操作した呈色液 lml中 Cu50μg～1000 

μgの範囲で 640mμ における吸光度の測定を行なっ

たところ， lml中 300μg迄は原点を通る直線となるo

Fig. 4検量線

うので，これ等の温類が，呈色におよぼす影響を考慮

して，前記の呈色液に（NH4)2S04或は NH4NOa各

5g c検体処理i’こあたり使用する鉱酸類により生ずる塩

類の計算量より大過剰〉を加え，吸光度を測定して，

全く影響をうけないことを確認した。

5) 試料による呈色への影響

試料中，それらに含まれ石成分中のアンモニア錯塩

を形成する金属類による影響の存在を検討した。すな

わち銅標準液を添加した試料・（豆， トマト，ゆづ，き

うり等） 20～40gを処理して吸光度を測定したところ

格別の影響のないことを認めた。なお試料により若干

の首検値が認められたので－実験の際これを差引くこと

IこしTこ。

6) 試料（果菜類〉よりの鍋回収率試験

果菜類に銅標準液 (lml中 200μ）を添加して，回

収試験を行った結果は Table1の通りで， その銅回

収率は97%以上である。 （分散も極めて少なしう

Table 1 食品中に添加Lた銅の回収率

口口口 名 試の料Cu1添g加あ量たり 回収量 回収率

ト ー＜ ト 2001,1,g 185μg 97% 

ゆ ペコ 200 198 97 

グリンピース 200 197 98.5 

（盲検｛直を差ヲ11,、た値を示す〉

7) 試験操作法

以上の実験結果に基いた，試験の実施法は次の通り

である。

試料果菜および海藻類等の約 lOOgを細切混和し，

そのうち lOg～20gを 500° の電気炉中で灰化し，灰

分を 60%硝酸 lmlに溶解したのち水で、 5ml として

少時加温ののちアンモニア水で中和後，さらに 7～

lOmlのアンモニア水を加え，水で‘ 20mlとする。こ

のとき沈澱物は炉紙による2戸別をさけ遠心分離して，

その上澄液をとり，波長 640mμ における吸光度を測

定し，検量線により試料検体中の銅量を算出する。

あとカえき

本法による銅定量法と，各種銅定量法との比較検討

を行なったところ，衛生検査指針による銅定量法のう

25 50 75 100 125 150 115 200 Cpg/mt) ち，ジエチルチオカルパミン酸ナトリウムによる法は，

可測発色域O～50μgc最高精度 251,1,g）とし、う微量の銅

4）塩類による呈色への影響 定量法であって，果菜類等の行政試験の目的に合致せ

果菜，つけもの等の検体処理にあたり，灰化後（ある ず，その試験採作の煩雑であることなどの点で適当で

いは湿式壊機の場合〉一般に硫酸又は硝酸処理を行な なし、。また容量法によるものは酸性溶液中熱時チオ硫

く132)



酸ナトリウムで Cu2Sを沈澱させヨード法により滴定を 銅量の少ない場合にはさらに回収率は減少する。加え

行なうものであり，これを追試したところ，その回収 て定量操作が極めて複雑である。本法による場合は，

率は CulOOmg/kgで 70%～95% c平均値80%）で 操作も簡便であり回収率も良好なので行政試験等の日

あり， （その回収率頻度は70%台に高し、〉試料検体中 常業務に適するものと思われる。
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アルミニウム製なぺ蓋の着色料溶出について

美しい色どりのプラスチック製品の進展とともにア

ノレミニウム製品にも着色したものが多く製造されるよ

うになってきた。弁当箱ゃなベ蓋に青，黄，赤と着色

が施され，これまでにもこれら着色料の溶出が問題に

なったことがあった。食品添加物等の規格基準により

「器具容器包装の着色は，食品衛生法施行規則別表第

2に掲げられている食用色素を使用しなければならな

しづと規定されているのであるが，従来アノレミニウム

製品の着色はフランスあるし、はドイツから輸入される

フランコロール，シリアスレッドバイエノレBなどの染

料が用いられていた。もちろん，これは法定外の色素

であるので，溶出するときは食品衛生法第10条の違反

となるわけである。 1964年暮，某季刊誌に「アノレミニ

ウム製なベ蓋の毒々しい色は大半危なし、」という見出

しでこのことが取上げ、られ，厚生省でもこれに注目し

てこれについての調査方を都に依頼された。以下9社

の製品16検体について試験を行なった結果について報

告する。

i試料

試料は赤色に着色されたアルマイト製のなベ蓋およ

びケットルの葦で，全面を着色したもの 6，外面だけ

を着色したもの10試料で製造は次の 9社によるもので

ある。

フジマル印 富士アルミニウム工業制

ハタ印 東新プレス工業制

富士印 理研電化工業t,iq

キューピー印 三発金属工業制

ケイノミ印 大東金属工業w
ポスト印 島田金属工業側

マツタカ ~p 昭和アルミニウム制

マノレハチ印 日新アノレミニウム工業側

ニギリ矢印 日軽アルミニウム工業側

試料の形状は表1のとおりである。

1 試 験方法

食品添加物等の規格基準（厚生省告示第 370号〉に

規定されている煮沸用器具の規格試験に準じて行なつ

＊東京都立衛生研究所食品部

藤

上回

瑛＊ 佐藤繭代子＊

工＊松本 茂＊

た。試験溶液は厚生省からの指示により次の 7種の浸

出液を用いて a, b 2通りの条件による浸出を行なっ

て作製した。

浸出液①蒸留水②水道水③3%塩化ナトリウ

ム溶液④3%酢酸溶液 ⑤ 3%炭酸水素ナトリウム

溶液 ⑤ 1%炭酸水素ナトリウム溶液 ⑦2%炭酸水

素ナトリウム溶液

試験溶液a・…・・なべに水を全満したときの容量の80

%に相当する各浸出液を入れて，調理時の状態で10分

間静かに沸騰を続けたのち浸液をフラスコに移して放

冷して試験溶液とする。

試験溶液b……蓋の着色面積 100cm2につき 500ml

の割合でそれぞれの浸出液を加え加熱してゆるやかに

沸騰を10分間続けたのち試料を取出し蒸発分の水を加

えたものを試験溶液とする。

試験溶液の作製は，一つの試料について，はじめに a

の方法で①から⑤まで，つぎにbの方法で①から⑦ま

でを順次行なった。なお ⑥，⑦はbの⑤試験溶液を

作製した後に厚生省から追加を求められたものである。

表 1

名｜直径i容量｜普｜ 色

Cロ1 cm2 
1 片手深形なベ 12 0. 6 外 帯樫赤色 113 

2 両手なベ 18 1. 8 外 // 254 

3 ケッ ト ノレ 11 2. 0 クト // 95 

」ー 両手浅形なベ 20 2.5 タト υ 314 

5 両手なベ 外 II 380 

6 片手なベ 16 2. 5 タト 赤色 200 

7 片手なベ 16 1. 7 全 帯澄赤色 400 

8 片 手 な べ 18 1. 0 クト II 254 

9 片手なベ 20 1. 4 タト II 314 

10 片手なベ 15 1. 9 全 帯紫赤色 350 

11 両手なベ 16 1. 0 外 II 200 

12 片手なベ 14 1. 3 タト 赤 色 154 

13 両手なべ 18 1. 01全 帯紫赤色 508 

14 ケットノレ 全 帯澄赤色 250 

15 片 手 な ベ 15 2. 0 全 II 350 

16 片 手 な ベ 14 1. 0 全 II 308 

(134)'. 



理試験成績

表 2

着色面 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
塩基性

法色
重金属試 料

全 外 a b a b a b a b a b b b 定素

A社なべぶた 。 土 土 土 ＋ 十件 竹ト

2 A社なべぶた 。一 土 十十 一 土 十十 十件 刊十

3 B社 ケットノレふた 。 十件 十件 卦十

4 B社なべ ぶ た 。一 ＋ ＋ 十十＋ 什 十十 一

5 C社なべ ぶ た 。一 一 一 ＋ ＋ 十十 十 十十 一

6 D社なべぶた 。 一 ＋ ＋ 土 一

7 E社 な べぶた 。 一 一 ＋ 土 ＋ 子ト ＋ ＋ 一

8 E社なべぶ た 。一 土 土 土 v 廿 ＋ 

9 E社なべぶ た 。 ＋ 土 ＋ 土 v ＋ 土

10 F社 な べぶた 。 土 一 十 土 ＋ 

11 F社 な べぶた 。一 十 ＋ ＋ 一

12 G社なべぶ た 。 一 土

13 日社なべぶた 。 一 一 土 4十＋ ＋ 十十十

14 Iネ土 ケットノレふた 。 十十 ＋ 十tr
15 I社なべぶた 。 一 土 十十 十十ト ＋ 

16 B社 な べぶた 。 一 土 一 十 十 十ト

註 （一〉 着色を認めないもの

（±〉 ほとんど着色を認めないもの

（十〉 やや着色を認めるもの

（廿〉 明らかに着色を認めるもの

（俳〉 著しい着色を認めるもの

CV) はなはだしい着色を認めるもの

表 3

蒸留水 水道水 3% NaCl 3% HAc 3% NaHCOa 
1%Na 2%Na 
日COa HCOa 

着色料溶出
a b a b a 

16 11 16 14 16 

土 3 2 

十 2 

廿

廿＋

v 

N 試験結果の考察

以上の試験成績をみると，試験溶液aすなわち通常

の使用状態では水，塩化ナトリウム溶液，酢酸溶液と

もほとんど着色料の溶出を認めなかった。 3%炭酸水

素ナトリウム溶液でやや着色料の溶出を認めるものが

6件あった。

試験溶液bすなわち各浸出液中に浸潰して試験を行

なったものでは，蒸留水で（＋〉のもの 2件（No.4.の
があったが次に行なった水道水の試験で、は〈ー〉となっ

た。これは付着分が溶出しきったものと思われる。水

道水に比べて塩化ナトリウム溶液の方が着色料の溶出

b a b a b b b 

10 16 10 10 つ

4 4 6 2 2 

2 4 7 ;) 「

υ 「 2 3 

3 ι 5 

2 

はやや大きし、。 3%酢酸溶液ではやや着色を認めるも

の2件（No.9.11）があった。炭酸水素ナトリウム溶

液では全般として溶出量が大きく，中には着色料のほ

とんどがi容出してしまったものもある。

( 135) 

同一の試料について順次試験を実施したので一概に

論じることはできないが，炭酸水素ナトリウム溶液に

よる溶出試験では， 1%より 2%溶液の方が着色料の

溶出が大きし、。 2%溶液の方が 1%溶液より小さくな

っているもの（No.7, 8, 9）は先に行なった 3 %溶

液③での溶出が大きく，着色料がほとんど溶出し去っ

てしまったためである。



試験終了後観察してみると外観変化が少ないもの

(No. 6, 10, 11, 12）は各試験溶液とも着色料を溶

出していないものである。これはアノレマイト加工のと

き，硫酸あるいは諺酸溶液中で電解を行なってできる

皮膜が厚く (JISH8, 601に陽極処理皮膜の規格があ

る。〉 このときできるポーラス電気貫通孔に染料を段

着させたのち蒸気鱒に入れて行なう蒸気封孔処理（通

常 4～ 6気圧で30分行なう〉が完全にできているため

と考えられる。

v 収去検体について

昭和39年度中に公衆衛生部から送付された検体中~こ

アノレミニウム着色品 6件（弁当箱2，急、須2，なベ蓋

2）があったが，いずれも水を用いて10分間の煮沸試

験で法定外着色料の溶出を認めた。
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VI むすび

アルミニウム製品の着色料の溶出は封孔処理の不完

全のために起ったものではあるが，以上のことがあっ

てから製造業者においても食品添加物による着色を研

究し，アルマイト処理に少しく改良を加え，食用色素

を用いて染色することに成功した。この製品について

溶出試験を行なったところ，着色の安定性もよく，炭

酸水素ナトリウム溶液による煮沸にも耐えるものであ

ったo現在器具容器包装関係の着色は，法定外の着色

料を使用しているものがほとんどであるが，本例をみ

ても食品添加の着色料で、おき代えることのできるもの

も多くあるのではなかろうか。漸時改善を行ない食品

衛生の安全度を高めるために尽力しなければならない

と考える。



特殊栄養食品の栄養素強化の現況

（特に B1• B2 • C について〉

！ましカミき

昭和27年7月に栄養改善法が公布され，その中Jこ特

殊栄養食品に関する標示許可の項目が定められてから

以来13年間，ピタミン， ミネラルを強化した多くの栄

養食品が市場に出廻り，これに伴い必然的に，これら

に対する収去試験が行われてきた。

当初においては強化方法の未熟な点もみうけられた

が，現在ではかなりの改善がなされ，以前に比して標

示量とかけはなれた値を示すものは少なくなってはき

たが，いまだ考慮すべき点があるように感ずるので，

今後の資料とすべく昭和37年から 3年間の収去試験結

果を各食品別，強化ビタミン別にまとめてみた。

さらに厚生省許可の標示はないが特殊栄養食品とま

ぎらわしい標示をしている〈本文では類似食品とよぶ〉

ものについても同時にまとめたので報告する。

試験方法

都衛生局栄養課が収去した試料をもとに，特にピタ

ミン B1• B2・Cについてのベる。

ここに掲げる件数は， V.~B1 474, V. B2 306, V.C 

309の計 1,089件で， 類似食品については， V. B1 

191, V. B2 82, V. C 51の計324件である。

食品の種類としては次のとおりである。

V. B1では

小麦粉製品 39.3% 

菓子類 18.6% 

離乳食 8.2% 

スープ・カレー類 9.5% 

調味料 5.7% 

飲 料－ 8.8% 

その他 9.9% 

V. B2では

小麦粉製品 36.9% 

菓子類 14. 7% 

＊東京都立衛生研究所栄養部
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スープ＠カレー類 13. 7% 

調味料 19.0% 

その他 7.2% 

v. cでは

清涼飲料 76. 7% 

離乳食 18.1% 

ジャム 5.2% 

ビタミンB1・BρCの定量法としては衛生検査指

針にもとづき， V.B1はチオクローム法を，ただし，

Dibenzoyl thiamineはヂ、アスターゼ法により， V.B2

はルミフラピン法を， v.cはインドフエノ｛ルキシ

レン法を用いて測定した。

成績と考察

表 lは，昭和37,38, 39年の 3年間に取扱った食品

別件数及びその成績を示すもので，許年寄量とあるのは

特殊栄養食品許可規準量の 90%～150%の間にあるも

のを示し，この範間内にあるものを適否判定の上では

適とみなしている。類似食品については，表2に示す

とおり，特殊栄養食品の場合と同様の判定基準を用い

ておこなったo

昭和37年， 38年， 39年の食品別検査成績を比較する

と図 1のようで， V.B1の場合は，即席ラーメ γ＠味

噌以外は年毎に概して良好になっており，いずれの年

も良好なのはソ｝ス類，スープ＠カレー類，強化米で，

次いでホットケ｛キミックス，離乳食，練製品，育児

食である。 V.B2の場合は，良好なのはス～プ，カレ

ー類，コンビ｛フ，悪いのが即席ラーメン，マカロニ

類，佃煮、である口即席ラ｝メンについては一時改良に

向ったが再び悪くなり，現在では即席ラーメンへの

V. B2強化件数は非常に減少している。またマカロニ

も同様で，昭和39年には V.B2強化の試料は扱わな

かったO これは原粉に強化栄養素の添加が均一的にで

きたとしても製造工程中でかなりの損耗をみるために

添加をさし控えたことによるものであろうと考える。
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表 1 特殊栄養食品の件数と成績
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37 年 38 年 39 年

許未容量満 許以容量上 許未容量満 許以容量上 許未容量満 許以容量上
計

V. B。 許容量 許容量 許容量

件数1%件数｜%件数I:i1i' 件数j%件数1%件数J%件数1%件数i% 件数J%件数／%

ノ、。 ン
i21;1. 4 

dt!:l.t!: 211 i. 1 316. 7 
即席ラ｛メン l 84. 6 2; 5. t!: 50.0 2150. 0 250. 0 2 .0 6.9 
マカロニ）

66. 7 233. 3 33.3 2.9 266. 7 
うど ん
ホットケ〕キ

71. 4 8 61. 5 538. 5 8.2 
菓ツ子ク類ス 133. 3 266. 7 2150. 0 25.0 125. 0 1 9. 1 

1い 5.9 
宇閑土等 ~正Ul 食 1120. 0 t!:'80. 0 33.3 666. 7 969.2 430. 8 8.8 
高佐 乳 食 1 9. 1 81. 8 1 9. 1 1 6. 7 1493. 3 8.5 
ース ｝ 

カ レ 1 9. l 19 100 12 100 13. 7 
ノ、 ヤ

味 日曾 3 lt!:. 3 17 80. 9 2 8. 3 14. 7 

ソ 一 料煮千fI しよう
γ7 ヤ6

5 1. 4 13 4. 2 
粉佃 末調味

1120.0 1 3. 3 3160. 0 2 66. 7 8 2. 6 
コンビ、｝フ 2 100 4 100 6 2. 0 
そ の 他 150. 0 6. 7 

Iぺト 2 6. 7 8 2. 6 

計 2127. 7 18123. 7 1 3. 6 62160. 2 2726.2 1914.7 94 4. 4 1410. 9 306 
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37 年 38 年 39 年

許未容量満！｜許容量 許以容量上 許未容量満 許容量 許以容量上 許未容量満 許容量 許以容量上
計

v. c 

件数j%件数j%件数1%1件数1%件数｜%件数j%件数j%件数j%件数j%件数1%

清涼飲料 11 12. 6 94 73.6 1213. 8 12 13. 2 12 13. 2 1 1. 7 53 89. 8 5 8. 5 237 76.7 

高監 手L 食 15 83. 3 3 16. 7 30 78. 9 8 21. 1 56 18. 1 

ジャム類 31.25 16 5. 2 

計 1112. 6 64 73. 6 21 13.8 82 75.2 5113. 8 7 6. 2 8ヤ9 18 15.9 

表 2 類似食品のビタミン検出事及び件数分布

許容量未満（89%以下〉 許容量（50%～150%) 許容量以上（151%以上〉
V. B1 計（件数〉

件 数 % イ牛 数 % 件 数 % 

37 年 37 86.0 6 14.0 43 

38 年 59 72.0 19 23.2 4 4.8 82 

39 年 49 74.3 14 21. 2 3 4.5 66 

145 75.9 39 20.4 7 3. 7 191 

許容量未満（89%以下〉 許容量（90%～150%) 許容量以上（151%以上〉
V. B2 計（件数〉

件 数 % 件 数 % 件 数 % 

37 年 15 78.9 4 21. 1 19 

38 年 24 70.6 10 29.4 34 

39 年 18 62. i 11 37.9 29 

57 69.5 25 30.5 82 

許容量未満（89%以下〉 許容量（90%～150%) 許容量以上 (151%以上〉
v. c 計（件数〉

件 数 % 件 数 % 件 数 % 

37 年 11 100 11 

38 年 18 75.0 6 25.0 24 

39 年 5 31. 2 9 56.3 2 12.5 16 

34 66. 7 15 29.4 2 3.9 51 
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v.cでは，離乳食は大体良好で，清涼飲料も漸次好成

績となっている。ジャムは許容量の範囲内に入るもの

がわず、か31%程度で一番悪い成績である。

次に3年間の平均食品別検査成績をみると図 2のよ

うで， V.B1はソ｛ス類がよく，ついでス｛プ＠カレ

ー類，強化米，離乳食である。 V.B2はコンビ｛ブが

100%許容量内にあり，つぎがスープ＠カレー類，離

乳食，育児食などの)i顕である。

ビタミン含有率からみた試料の分布状態は図 3のよ

うで，同じ許容量未満でも菓子類＠粉末ジユ｛ス，即

席ラーメンの V.B1は，育児食，離乳食，ココア，し

るこ等に比して非常に低い数値を示している。また

V.B2では許容量未満のうち，菓子類，即席ラ｛メン

がとくに低く，ホットケーキミックス，離乳食等ば許

容量に近い数値を示している。 v. cではまったく含

有していないものが 1.3%あり，これはすべて清涼飲

料である。一方許容量以上，ことに標示量の 2倍以上

も含有しているのが， V.B1では 9.7%, V.B2で8.1 

!}b, v. cで4.23bあり， V.B1• V.B2の場合はパン，

育児食にこの傾向がつよし、。

次：二図 3~どヒストグラムにおきかえてみると図 4 の

ようになり， V.B1 • V. B2 • V. Cはいずれも100～109

%の間に最頻値を示し， 許容量範囲内が V.B1では

64. 3%, V. B2では63.13&, v. cでは 75.7%でv.c

が最もよし、。

類似食品の許可基準量に対するビタミンの実測値の

割合は図 5のようで， V.B1の場合は許可量未満のも

の75.9%，許可量範囲内のもの 20%,V. B2の場合は

図 1 食品完lj検査成績の比較
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標示量lニ対する実現リビタミン｛直の割合図 4
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類似食品の特殊栄養食品に準じての実測ビタミン値の割合図 5
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69.5%と30.5%, v. cの場合は66.7%と29.4%で， 食品のうち比較的件数の多かった食品についてみると

しかもその含有率が V.B1• V.B2・v.cのいずれの 図6のようになり，味噌の V.B1では全部が許容量未

場合も許可基準量の20%迄位のものが最も多し、。類似 満であった。

図 6 3年間の類似食品中主な食品買ij

検査成績の比較
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要約

以上の成績を要約すると，収去による特殊栄養食品

の3年間の V.B1の平均値は，許容量範囲内のもの

64.3%，許容量以上が21.4%，許容量未満が14.3%,

V.B2では， 63.1%,19.3%, 17.6%であり， v.cの

場合は， 75.7%, 14.6%, 9.7%となり， 3者の中で

はv.cの成績がよし、。 V.B1• V. B2両者ともに良好な

成績を示すものに，ス｛プ，カレ｛類があり，いずれ

にも不良な成績を示すものとして即席ラ｛メンがあげ

られよう。また全般的にみて， V.B1・V.B2の許容量

未満が15%或いはそれ以上あり，一方許容量の 2倍以

上も含有しているものが10%近くもある。したがって

このことについては今後の指導を必要とする点であろ

う。

類似食品については，天然の含有率とことならない

ものが多く，検体の70%以上がいずれの強化栄養素と

も許容量未満で，かつ強化量が基準量の20%程度に分

布するものが多し、。これらの点より，特にビタミン強

化を強調する類似食品があるとすればこれは過大標示

と言わねばならない。
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低 Ca低 P食時の Ca,P, Mg出納に

およぼナ乳糖の影響

MgとCaの間における生理的措抗の考えについて

は，多くの研究者たちの実験的研究によって展開され

てきたが，いまだ Caの吸収，体内保留におよぼす食

餌中の MgとCaの量およびその比率による影響は明

らかではなく， Pについてもまた同様で、ある。一方食

餌中の乳糖が Caの吸収を高めることは，ょくしられ

ているところである1,2, 3）。

著者らはさきに，ラットを用いて飼料中の Ca, P 

量を一定にし， Mg量のみを 3段階に分け，かつ糖質

として乳糖，ブドウ糖を用いたときの，これら無機質

問の出納を報告のしたが，今回は飼料中の Mg量を一

定にし， CaとPのレベノレをかえたときの出納および，

これらにおよぼす飼料中の糖質の影響をみたので、報告

する。

実験方 法

平均体重 53.2gの Wistar系 8ラットを用い， 6

日聞をもって 1試験期間として連続3回18日間につい

て出納試験を行った。基本飼料として表1に示すもの

を用い，この基本飼料中の Ca, P量を低くしたもの，

Table. 1 Compo3ition of experimental diets 

Diet A Diet B Diet C 

Casein 20 20 20 

Glucose 70 70 50 

Lactose 20 

Corn oil 5 5 5 

Salt mix 4 4 4 

Vit. mix 1 

Salt mix : According to Mameesh, M. S. et al. 

(]. Nut., 65, 161, 1958), but MgC03 

was excepted. 

Vit. mix : Panvitan powder are used (prepared 

by Takeda Chemical Industries, Ltd, 

Japan) and Choline Chloride 100 mg 

are added to one gram of this mixture. 

サ東京都立衛生研究所栄養部

関

五

博

孜

麿ネ

郎＊

Table. 2 Procedure of experiment.al 

(Latin Square) 

目＊

1ネ不

2 

3 

C

A

B

 

A

B

C

 

B

C

A

 
キ Ratgroup ** Experimental period (6 days) 

A : Low Ca (280mg %), P (190mg %), Glucose 

diet 

B : Normal Ca (650mg %), P ( 450mg %), Glu-

cose diet 

C : Low Ca, P, Lactose diet 

Magnesium contents 60mg % in each diet 

ブドウ糖を乳糖に置換えたもの（低 Ca低P，ブドウ

糠食。低 Ca低P，乳糖食っ基本食。〉を用い，表2に

示すようなラテン方格法による実験を行った。

飼料の摂取量は各ラットについて，それぞれ測定し

飲料水（脱塩水〉は自由にとらせた，排世物は毎日分

離採取し 6日間分を集めて分析したO

飼料および尿尿中の Mg, Caはキレ｛ト滴定法に

より， Pは Gomori法により測定したO

実験結果

1) 体重増加量：体重増加量は表3に示すように低

Ca低 P乳糖食（以下乳糖食とする〉を摂取したもの

Ta.ble. 3 Average weight gain 

叶RatI Wt I Feed I Fe 
e group gain/6 days intake/6 days efficiency 

27. 3 g 72. 0 g 0. 38g 
A 

目
35. 7 113. 5 0.31 
38.2 93.2 0.41 

36. 7 95.9 0.38 
B 

目
27.2 71. 3 0. 38 
32. 8 104.2 0.31 

19.2 86. 7 0.22 
c 

目
30.0 84.3 0.36 
15.3 55.0 0.28 

( 144) 



Table. 4 Ab3orption, e玄cretionand balance of calcium, phosphorus and magnesium (% of infuke) 

Diet Rat group Fecal excretion Absorbed Urinary excretion Balance 

24.3 75. 7 4. 1 71. 6 
27.0 73.0 2. 1 70.9 

自 30.6 69.4 2.4 67.0 

48. 1 51. 9 1. 0 51. 0 
Calcium 目Il 

60.6 39.4 l. 4 37.9 
53.6 46.4 1. 1 45.2 

6.3 93. 7 10.6 83. l 
29. 8 70.2 6.8 63.4 

国 15.8 84.2 8.3 75.8 

13.2 86.8 49.6 37.2 
14.2 85.8 47.6 38.2 

ill 11. 3 88. 7 50.0 38.6 

M…m B { 

21. 0 79.0 34. 1 44.9 

盟
46. 1 53.9 30.2 23. 7 
28.6 71. 4 32.8 38.6 

6.3 93. 7 61. 0 32. 7 
14.9 85. 1 49.2 35.9 

盟 13.9 86. 1 51. 3 34.9 

16. 5 83.5 6.2 77. 4 
19.2 80.8 6. 7 74. 1 

目 24.3 75. 7 10.8 64.8 

山 horn' B { 

35. 1 64.9 17.5 47.4 

国
43.8 56.2 20.2 35.9 
37.6 62.4 21. 8 40.5 

7.9 92.2 6.6 85.8 
22. 7 77. 3 7.4 69.9 

目 13.8 86.2 18.6 67.5 

Table. 5 Statisti位 ltreatment 

%;;rrbed Uri_%:.1 excretion Balance 
( intake) ( intake) (Jb of intake) 

S.S. m.s. v.r. S.S. f. m.s. v.r. S.S. d.f. m.s. v.r.. 

Difference with procedure 83 2 41. 5 0. 5 7 2 3.5 3. 5内＊＊I 58 2 29. o o. 5 

Ca Difference with diet 2198 2 1099.0 13.9* 98 2 49. 0 49. 1518 2 759. 0 12. 3* 

Pooled error 317 4 79.3 - 4 4 l. 0 - 247 4 61. 8 -

Difference with procedure 48 2 24.0 0. 7 111 2 55.5 6. 5 84 2 42.0 0. 7 

p Difference with diet 972 2 486.0 13.9* 181 2 90.5 10.6* 2058 2 1029.0 16.5* 

Pooled error 140 4 35.0 - 34 4 8. 5 - 250 4 62.5 -

Difference with procedure 140 2 70.0 1.2 d「5 山つ 27. 5 2.8 97 2 48. 5 1. 3 

Mg Difference with diet 789 2 394.5 6.6 763 2 381. 5 38. ）＊キ 17 2 8.5 0.2 

Pooled error 239 4 59.8 - 39 4 9.8 - 144 4 36.0 -

S.S: Sum of squares. d.f. : Degree of freedom. m.s. : Mean square. v.r. : Variance ratio. 

* Indicates a significant difference at the 5% level. 

料 Indicatesa significant difference at the 1% level. 

は，下痢，軟便のため他の飼料摂取群に比して低いが，

摂取飼料量 lg当りの飼料効率についてみると，推計

学的検定の結果，有意差がみとめられない。

2) Ca 代謝について：各試験期における Ca排世量，

吸収量，平衡量を摂取量に対する%で示したものが表

4である。各項目ごとに分散分析（表5）を試みたと

ころ，乳糖食摂取群は他の 2群に比して吸収率，尿中

排j世率，平衡率ともに高く，ついで低 Ca低P，ブド
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ウ糖食群（以下ブドウ糖食とする〉，基本食群の JI買で

ある。

3) Mg代謝について：各試験期における Mg排祉

量，吸収量，平衡量の摂取に対する%について，分散

分析を試みたところ，尿中排世率は乳糖食群，ブドウ

糖食群が同程度に高く，ついで基本食群のJI顕であるO

吸収率については v.r.6. 6と有意差を暗示させ， 3者

間の傾向は尿中排世率のそれと同じである。平衡率に

ついては3者聞に差はみられない。

4) P代謝について：前2者同様，表4に示す各項

目ごとの数値について分散分析を試みたところ，吸収

率，平衡率ともに Caの場合と同様，乳糖食群が高く，

ついでブドウ糖食群，基本食群のJI買で，尿中排j世率は

基本食群が高く，ついで乳糖食群，ブドウ糖食群の！｜闘

である。

考 察

Ca吸収におよぼす乳糖の影響はよく知られている

ところであるが，それらの飼料中無機質塩類の多くが

バランスのとれた場合で、ある。もし Ca摂取量が低い

ときに乳糖の存在によって Caの吸収を高め，利用度

も高めることができるならば，それは望ましいことで

ある。 Dupuis,Fournierめは低 Ca食のラットにお

いて Ca利用と乳糖の関係を観察し， Caのみの添加よ

り， Caと乳糖の両者添加が骨形成に良好な影響をも

たらしたと報告している。

著者らの成績でも基本食より，低 Ca食である乳糖，

ブドウ糖食群の方が Caの吸収，平衡が高くなってい

る。また基本食群よりブドウ糖食群が吸収率，平衡率

の高値を示しているが，これは生体の要求に伴って生

じた現象によるものであろうか。或る程度の Ca量を

含有するとき，それ以上に Ca量を増すと吸収率の低

下することがしられている。尿中 Ca排j肢は前に報

告めしたように，乳糖投与によって排世率の増加がみ

られる。

Mg代謝については（各飼料ともに Mg含量は一定

で，多くの研究者たちによって報告されている正常飼

料中の混合塩中の Mg量の範囲内で、ある） Ca, Pとも

に低レベルのとき飼料中の糖質による差はみられな

い。なおこれらの群は基本食群に比して吸収率は高い

が，尿中排j世率が高いので，平衡率では3者ともに同

程度である。

Pに関しては乳糖群が吸収率，平衡率が高く，また

Caのように低 Ca低 P食群が基本食より吸収率，平

衡率が高くなっている尿中排世は基本食のときに多く

排世される傾向がみられ，これは摂取量の差によるも

のであろう。

Ca, Pの吸収率，平衡率ともに低 Ca低 P食群に

おいて高いのは飼料中の Ca:P: Mgの比に由来する

ものであろうと考える。このことは Forbesむの Data

よりも，伺うことができる。すなわち飼料中の Mg量

が同一で， Ca,P含量が低いときは，高いときより Ca,

Pの吸収率，平衡率が高い数値を示している。

体重増加量は乳糖摂取群において下痢，軟便がみら

れ，他群に比して劣るが，飼料効率においては 3群聞

に差はみられない。

ブドウ糖食群と基本食群の体重増加量には殆んど差

はみられなし、。これは低Ca-P－高Mg食と高Ca-P-Mg

食のときの体重増加量がほぼ等しいというForbes5）の

成績と一致するもので，さらにほぼ同量の飼料を摂取

したことも関係するであろう。また Mg摂取量の差が

体重増加量に差を生ずることを，さきに観察している

が，本実験では Mg量が同一であるから， Ca,P量が

極端に低くなければ差がないものとも思われる。

要 約

3種類の飼料を 3群の Wistar系8ラットに与え，

ラテン方格法を用いて Ca,Mg, Pの出納試験を試み

た。その結果は

1) Ca摂取量の低いとき乳糖投与群はブドウ糖投

与群および Caが十分含まれている飼料を摂取した群

より Caの吸収率が高し、。かつ尿中 Ca排世率が高い

にもかかわらず，高い Caの平衡率を示した。

2) Mgについては吸収率，尿中排世率ともに低

Ca-Pレベル群が高い傾向を示し， 平衡率については

3者聞に差はみられなかったO

3) Pについては乳糖投与群が吸収率，平衡率が高

くなる結果をえた。
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日常食品の酸価およびアルカリ価

自 東京産野菜のアルカリ価と調理による

その変化

緒 .；；；：・
<.::I 

i報1)において，市販食品につきその酸価，アルカ

リ価および，総酸度， ;f.,'f,アルカリ度の報告をしたが，

われわれが，これらの食品を食用とする場合，ナマの

まま食する物もあるが，ほとんどは，加熱調理をおこ

なって食卓に供する。

ところで，各栄養素の調理による変化または損失に

ついての研究は，しばしば見られるところであるが，

この酸嗣，アノレカリ価については，調理によって如何

に変るか未だ数値として表わされたものに接しておら

ぬので，先ず，野菜類につき検討したので報告する。

試料および実験方法

1. 試料

実験試料は，素性のはっきりした，新鮮な野菜を用

いるため，立川市の東京都経済局農業試験場産と，江

戸JI！区，葛飾区の農業改良普及所産を主とし，他に市

販の物を数種混ぜて用いた。試料として用いた野菜の

採取時期は，昭和39年10月から昭和40年3月のいわゆ

る冬野菜が主である。

2. 試料の調製および調理操作

試料の野菜は，調理をおこなうに当り，食品による

差異を出来るだけ少くするため，小さな野菜は，悶ー

の品種で大きさの等しい物を揃え，また，大きな野菜

は， 1個を数個の放射状に分け，その中の H固を対照

として生のまま測定し，他の部分で加熱処理をおこな

い，その変化を比較した。

調理の段階としては，①野菜の不用な部分を除き，

②水洗，③切断，④加熱の順序である。加熱の方法と

しては，茄でる，蒸す，煮る，焼く，妙める，揚げる，

あぶるなどあるが，その中で野菜類に最も多く使われ，

簡単な調理法である茄でる法と，；出、める法を採用した。

茄でる方法は，①水だけでする法，②塩を加えた水

を用いる法，③砂糖を加えた水を用いる法の 3通りと

した。

＊東京都立衛生研究所栄養部

西

五

甲

孜

ネ

＊
子

郎

田

島

茄で時間は，それぞれの野菜が，食用となる軟かさ

まで火を通したので，品種により時間差がある。

茄で湯量は，重量で野菜の 5倍とした。加えた食塩

は，湯に対し 1% c材料に対し 5%）で，これは普通

茄で物をする場合の食塩量よりは多い。一般に食塩を

用いる理由は，材料の色をよくあげるためであって，

特に青菜には多く用いられる方法であるが，本実験に

おいては，それには関係なく，食塩の浸透性が如何に

アノレカリ価に影響をおよぼすかを見るためにおこなっ

たO 砂糖についても同じ理由から，茄で湯に対し3%

（材料に対し15%）の割合で加え，前記の茄で方で実

験をおこない，水，食塩水との比較をした。ただし

試料の都合でこの過程を省いたものもある。

野菜類の油による調理は，一般に栄養成分の損失が

少いと云われているので，ここでは，調味料を一切加

えずに，材料に対し 20%の油で，材料が軟くなるま

で妙める方法をとった。一般に野菜類を油妙めする場

合，油量は材料の 7～10%で，強火にして短時間に仕

上げ，油の香味，材料の甘味，鮮明な色彩を合せて味

わうのであるが，本実験においては，試料が20gで少

量なため，どの種の野菜も短時間で一様に紗まるよう

に油量は20%としたっまた梶本2）によれば，油の疲れ

度合の大きい程，材料中の無機成分の減少に影響する

との理由から，油は実験のつど新らしいものを使用し

7この

以上，何れの野菜も切り方を一定にするため，菜類

は長さ lcmに切りそろえ，根菜類などは lcmの角切

りとした。

茄で物用の器具にはピ日カ｛を用い，油：目、めにはユ

ッケルザラを使用した。

食堪は試薬特級の食塩を，砂糖は市販品を 2 油は日

本薬局方のオリーブ油を用いた。

調理用の水は，脱塩水を使用した。 （以下，水とす

る。〉

3. 実験方法

実験方法は， i報に揚げた笠原3）による。即ち酸性
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成分、の散逸を防ぎつつ灰化し，フエノ，－－－句－守

によるj商定法，およびカチオン交換樹脂応用の酸価，

アノレカリ価測定法によりおこなった。

結果および考察

表 1に葉菜類15種，表2に根菜類4種，表3に茎菜

類 4種，表4には何れにも属さぬもの 4種の数値を示

表 i 葉菜類の調理による変化

生 水で茄でる 食て塩茄をで加える 砂糖茄をで加え
てる 妙める

しぎ Iアルカリ I耐 i2. 76 3.89 10. 78 市 販

ゆんく 総総アル酸カリ
3.92 0.65 4.47 
16.68 4.54 15.25 

しぎ ア ルカリ価度度
11.03 5.43 5. 16 7.56 12.90 江戸川産

ゆ
総総アノレ酸カ リ

8. 60 3.80 11. 27 せA.uつUっ 10.20 
んく 19.63 9.23 16."1:3 11. 89 23. 10 

しぎ ア ルカリ価度度
16.47 8.66 11. 13 8. 13 16. 74 事 飾 産

ゆ
緑総アノレ区カ リ

8.80 4.33 18. 94 3.80 8.80 
んく 25.27 12.99 30.07 11. 93 25.54 

松菜
ア ルカリ度価度

10. 53 5.98 7.05 5. 19 12.05 江戸 JI!産

総総アノレ酸カ リ
11.80 7.00 23.01 7.00 12.87 
22.33 12.98 30.06 12. 19 24.92 

ほkt アルカリ｛度度耐 19. 12 15. 35 15. 39 15.39 21. 79 葛 釘I 産

う草ん 総総アノレ酸カリ
12. 75 5.93 23.01 6.47 9.67 
31. 87 21. 28 38.40 21. 86 31. 46 

間 アルカリ価度度
8.26 5. 19 5. 73 i,, 93 7. 46 江戸川産

総総アル酸カリ
10.47 4.60 19.81 5.66 9. 13 

菜 18. 73 9. 79 25.54 10.59 16. 59 

レ
ア ルカリ価度度

6.39 2. 73 3.40 立 Jll 産
タ

総総アノレ酸カ リ
3.31 2.44 3.60 

ス 9. 70 5. 17 7.00 

キ
ア ルカリ価度度

5. 13 1. 72 4.55 3.68 立 JI! 産
ヤ

総総アル酸カリ
3.89 1. 29 11. 69 3.31 ,,.--:_ 

ツ
9.02 3.01 16.24 6.99 

t土
アルカリ｛度度両 4.58 2.67 2. 80 市 販

総総アル酸カリ
2.56 0.93 3. 11 

し、 7. 14 3.60 5.91 

セ アノレカ り f度度両 14.98 7.89 8.02 16.34 立川産種
ロ

総総、アノレ酸カ リ
6. 78 2.44 16.88 7.06 コ｛ネル

リ 21. 76 10.33 24.90 23.40 

アル酸カ リ価度度 7.91 2.84 4.51 5.04 6.38 葛 自前 産
7.00 5.93 6.67 15.21 6.93 

ら
総l。万l与L、アルカリ

14.91 8. 77 11. 18 20.25 13. 31 

長 アルカリ価度度
3.49 1. 99 3. 76 市 販

総総アル酸カリ
3.38 3.38 3. 38 

葱、 6.87 5.36 7. 14 

葱長と百通ft アルカリ価度度
6.23 3.39 14.60 3.66 5. 79 葛 自信 産

総総アル酸カリ
3.46 2.39 29.62 2.39 2.93 
9.69 5. 78 44.22 6.05 8. 72 

葱長吾と通ft アルカリ価度度
9.53 ~.，. 99 4. 19 5. 53 10.33 蔦 京市 産

総車窓アノレ酸カ リ
3. 46 1. 86 15. 74 21. 08 4. 00 
12.99 6.85 19.93 26.61 14.33 

大根葉
アルカリ価度度

7. 73 3.98 5. 13 6.28 立 JI! 産

総総アノレ酸カリ
6.49 3.31 36.53 6.20 
14.22 7.29 41. 66 12.48 

( 148) 



表 2 根菜類の調理による変化

生 一水で茄宅、る 食て塩茄をで加＼える 砂糖茄をで加え
てる 妙める

か アルカリ価度度
7. 71 3. 76 7.03 市 販

総総アノレ酸カ リ
3.38 2.29 3.38 

ぶ 11. 09 6.04 10. 41 

大 アルカリ f度度両 6.25 3.40 2.82 7. 15 立 JI I 産

総総アル酸カリ
3.30 1. 87 15. 73 1. 87 

中良 9.55 5.27 18.55 9.02 

大根亀戸
アルカリ価度度

6.48 4. 18 4. 37 4.04 6.44 葛 室前 産

総総アル酸カリ
0.59 0.06 14.67 0.06 1. 66 
7.07 4.24 19.04 4. 10 8. 10 

オ工
アルカリ価度度

4.93 5.02 0.39 1. 99 5.26 江戸川産
,::. 総総アノレ酸カリ

7.53 i. 39 1. 66 3.00 7.20 

ん
12.46 6.41 2.05 4.99 12.46 

表 3 茎菜類の調理による変化

生 水で茄でる 食て塩茄をで加える 砂糖茄をで加え
てる ：砂める

里 アルカリ価度度
15.49 7.85 9. 76 14.40 市 販

総総アル酸カリ
3.45 3.45 14. 40 1. 93 

弓二 18.94 11.30 24. 16 16.33 

旦
ア ルノレ酸カカリ 度摩度

12.06 7. 73 7. 15 12.93 立 JI! 産

総総ア リ
4.85 4.47 12.26 4.75 

芋 16.91 12.20 19. 41 17.68 

じい アルカリ価度度
5.42 2.82 3.97 2.82 7. 15 北海道男爵種

やがも 総総アノレ酸カ リ
6.49 3.02 14.57 3.02 5.91 
11. 91 5.84 18.54 5.84 13.06 

う アルカリ｛監面
4. 55~3：：佐：l 2.53 3.31 2.53 1. 66 立 JI! 産

総絵、アル酸カリ
2. 44 2. 1. 28 11. 69 1. 28 1. 29 

ど 6. 99 5. 3.81 15.00 3.81 2.95 

〈 〉内はアク抜きをおこなった数値。

表 4 その他の野菜類の調理による変化

生 i水で茄叶宅管宅1iI伊 ii妙める｜
爽げ｜｜アルカリ控崖 5.33 3.62 販

いんん 総総アノレ酸カリ
3.47 2. 11 2.93 
8.80 5. 73 8. 78 

茨えど アルカリ価度度
3.68 3. 11 2.53 2.53 2.82 市 販

総総アノレ酸カリ
5.91 4.75 15. 15 4. 18 5.40 

んう 9.59 7.86 17.68 6. 71 8.22 

カフ
アルカリ価度度

6.48 4.03 5. 12 6.49 
立のざき川わせ産種フ

総総アノレ酸カ リ
5.02 2.29 11. 56 4.47 

ワ
リl

11. 50 6.32 16.68 10. 96 

生椎茸
アルカリ価度度

2.48 0.41 2.22 市 飯

総総アル酸カリ
1. 21 0.69 1. 73 
3.69 1. 10 3.95 
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す。数直工試件 10〕g に対する 1規定夜J)ml数であ

らわした。茄で野菜，妙め野菜ともに生 lOOgを調理

した｛直で、ある。

1) 生やさいのアルカリ価についてO

表 1葉菜類中の，しゅんぎくその地7種の緑やさい

については，大根葉の7.33から，ほうれん草の 19.12 

の範囲に入る。淡色やきいは間菜その他8種が，白菜

の4.58からセロリの14.98の草包囲である。

また，産地の異なるしゅんぎく 3検体については，

アノレカリ価は共に10以上ではあるが，幾分異なってい

るO 葱については， l報において酸価の結果を得たが，

本実験においては，市販，葛飾産ともにアノレカリ価を

示した。葛飾産葱については，白い茎と青い葉に分け

て行なったが，共にアノレカリ価である。白菜について

も！報のアルカリ価とは，柏、異る結果を得た。

表 2に示す根菜類のアノレカリ価は，れんこんの4.93

からかぶ7.71の範囲で，全体の数字としては，淡色の

葉菜類と似かよっている。

表3~こ示す茎菜類については， うど 4.55から里芋

15.49の範囲で，緑やさいに次ぐ数値である。

また，うどを水に 1時間浸潰しいわゆるアク抜き

をおこなった値をカッコ内に掲げたが，浸、漬の操作に

よっても，そのアルカリ価は異なってくる。

表 4には，英いんげん，英えんどう，カリフラワ一

生椎茸をその他の項目としてまとめたが，生椎茸の

2.48からカリフラワー6.48で，その他の英豆はその範

囲に入る。分類別の数値としては最も低L、。

2) 水で、茄で、た場合のアノレカリ価。

表 1に示すように，緑やさい，淡色やさい共に，茄

でると，生やさいの約拾になり，減り方のいちちるし

いキャベツは約%であるo この減少した理由は，茄で

る操作により，茄で汁中に，酸性を示す元素と溢基性

を示す元素とが，共に溶出し，そのため，給、酸度，総

アルカリ度が減少し，その差であるアルカリ価に影響

したものと思われる。

表2は，れんこんを除き，何れも生に比べ減少を示

しているが，れんこんのみは，茄でることにより，総

酸度と総アノレカリ度との減少の比率が，他の野菜と異

なるため，アノレカリ価はむしろ生より増加している。

表3苧，類とうどについても，同じく，生の場合の

約弘となった。

表4，茨豆類は生と比較して，さほどの減少はない

が，生椎茸についてはいちじるしし、。

3) 食塩を加えて茄でた場合のアルカリ価。

表 1の葉菜類11種について実験した結果は，アノレカ

リ｛聞は生の場合の約%となり，先きにおこなった水茄

での場合の約%よりは価は大きし、。ただし総酸度，

総アルカリ度については，生の場合より相当の増加を

示し，特に大根葉についてはいちじるしし、。これは，

食塩が葉の組織に浸透したためと思われ，大根葉が他

の野菜と異り，食塩の浸透しやすい型をしているのか，

或は軟らかく茄で上げるのに他の野菜よりも，長時間

加熱したためではなし、かと考える。

表2に示す，大根，れんこんのいずれも，アルカリ

価は生の場合より減少しており，さきの葉菜類と異り，

水茄でのアルカリ価より小さし、。しかし，れんこんを

除き総酸度は生より増加している。れんこんの総酸度

は生より減少し大根葉の逆を示している。

表3，表4については，他と同じく，アルカリ価は

減少しているが，総酸度，総アノレカリ度は生の場合，

水茄での場合より増加している。

4) 砂糖を加えて茄でた場合のアルカリ価。

表 1，アルカリ価，総酸度，総アノレカリ度とも，水

で茄でた場合の数値と近似であるが，ニラと，葱の青

い部分については，総酸度が食塩を加えて茄でた場合

より増えている。

表2の亀戸大根は，他と同じく水茄での数値と近似

であるが，れんこんは，ニラ，青葱と同じく，塩茄で

よりも総酸度が増えている。

表3に示す，じゃがいも， うどは共に水で、茄で、た場

合と全く同一の数値を示した。

表4の英えんどうも，水茄でと大差がない。

5) 妙めた場合のアソレカリ価。

表 1の葉菜類は，妙めることにより，アルカリ価は

生とほぼ同一である。しかし，総酸度については，し

ゅんぎく 2種，小松菜，レタス，はくさい，セロリの

6種が増加しているO

表2の根菜類については，アルカリ価は生の場合と

ほぼ同様であり，総、酸度も増加していない。

表3のいも類も生と同様であるが，うどについては，

妙めることにより，アルカリ価，総酸度共に減少がは

げしい。

表4の英豆，カリフラワ｛も共に生の場合の数値と

似ているが，生椎茸のみは，総酸度が増加している。

総 括

1) 生やさいについて，分類別にアルカリ価の高い

)I聞に掲げると，①緑やさい，②いも類，③淡色やさい，

④根菜類となる。

しゅんぎく 3検体についての，アルカリ価が幾分異

なるのは，産地，収穫時期，新鮮の度合などに左右され
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るのではないかと考えられる。また，前の実験の際に，

酸度を示した葱が，今回は2検体ともアルカリ価を示

した，結果的には全く逆であるが，これも，しゅんぎ I

くと同じ理由によるのではなし、かと考えられるので，

今後も葱類については，更に実験を重ね度い。

2) 生やさいを茄でることにより，総酸度，総アル

カリ度共に減少し，そのため，アルカリ価も減る。緑

やさい，いも類で生の場合の約%，中には例外もあり，

れんこんはアルカリ価が増加し，生i住専はし、ちじるし

く減少する。

3) 生やさいを， 1%食塩水で茄でることにより，

加えた食塩が組織に浸透し，総、酸度，総アルカリ度が，

生やさいの場合と比較して数倍にも増加している。し

かし，アルカリ価については，殆んどが生の場合より

も減少しているO れんこんのみは，他の野菜と全く，

異なった数値を示した。
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4) 生やさいを， 3%の砂糖を加えた水で、茄で、るこ

とにより，食塩を加えた場合ほどの変化はなく，水茄

での場合と大差がなし、。しかし，ニラと葱の青い部分，

れんこんが他の野菜類と異っていた。

5) 生やさいを， 20%の油で妙めた場合，アルカリ

価については，生やさいのそれと近似した数値で、あっ

たO しかし野菜によっては，生の場合よりも，総酸

度が数倍も増加したものがあった。

最後に，試料の収集に御協力頂いた，経済局農業試

験場，江東地区農業改良普及所の諸氏に，深く感謝の

意を表しますO

参考女献

1）西田，五島：都衛研年報， 15, 120, 124, (1964) 

2）梶本：栄養と食糧 16,5 (1964) 

3）笠原：生化学 24, 3～4 175 (1956) 



糖類定量と加水分解の関係について

1. 緒言

糖類を定量するには，多糖類はこれを一旦単糖類に

分解して定量し，二糖類のうち震糖は，やはり一旦単

糖類に分解しないと定量出来なし、。葡萄糖，果糖，ガ

ラクトース等の単糖類は直接そのまま定量でき，ニ糖

類でも麦芽糖，乳糖等は分解を必要とせず，そのまま

定量できる。故に試料中に合有される糖類が一種のみ

であれば問題はないのであるが，その中に種々の糖類

が混在する際に，その各種糖類を分析によって求めよ

うとすれば，まずその中の総糖質を知る必要があるの

で，試料に塩酸を加え，沸騰水中に 2.5時間の加水分

解を実施して定量すると，実際に含有している糖類の

値より低い数値の得られることがしばしばである。こ

れは何に起因するか，このことについての研究報告は

殆んど無いもののようである。著者はこれに関し， 2.5

時間の加水分解を行なうと，それに耐え得られなくな

って，糖類でないものに分解してしまう糖類があるの

ではないかとの想定のもとに各種糖類と加水分解の関

係について実験し知見を得たので，それについて報

告するものである。

嵯峨喜一郎＊

2. 試 験

（吋試験材料

試験材料は葡萄糖，果糖，ガラクトース，麦芽糖，

乳糖，薦糖の 6種で，市販の最上品を用いた。

(b）試験方法

まず，前記各材料のうち，葡萄糖，果糖，ガラクト

｛ス，麦芽糖，乳糖の 5種は直接定量して糖含有量を

求め，薦糖のみは 0.1%HCIで30分間加水分解した後

に定量して，それを求めておき，別にこれらにつき，

2.5時間の加水分解を施して定量し，得た糖含有量を，

先に求めた数値と比較して，破壊が行なわれたか否か

を確めた。即ち，数値の減少した部分を破壊されたも

のと見倣すことにした。 2.5時間の加水分解は沸騰水

中で行ない，これに用いた HCIの濃度はS.G.1.125, 

HC!, lOml+ H20, 90mlのものである。また，定量

方法はベノレトラン氏容量法1),2）に拠った0

(c）試験期間昭和39年5月～12月。

3. 試験成績

試験成績は表1に示した通りである。

表 1 糖類定量と加水分解の関係についての試験成績

試 料 名 i葡萄糖｜果 糖 I~· ＝ ~I 麦芽糖｜乳 粉

':..1 に 子 式 ｜仏H.,Q,I…I ~~：~；）6 ／？批判，lc,,H,,o,.I＇…m
（検出値〉 （検出値〉 （検出値〉 （検 （ （検出値〉 （検出値〉

直 接定 量値）
96.8~ 90.51 

95.3* 94.5銘% % 95. l* 
100.6 92.2 96.0 96.8 95.5 
102. 1 89. 7 96.0 

（加水分解せず〉［ 90.0 
平均値→ 99.8% 90.6 95.6% 95. 7%! 95. 3% 

97 31 96. 9 
98.4 

(0.1% HCIで〉 101. 5 
平均値→ 98.8 

98.8~ 75.5男~百~ 95. 5* 94.7~ 93.3~ 
82.6i 澱時で粉破間は2.5101. 1 75.2 96.6 97. 1 94.5 83.5 

S.G. 1.125 102.6 76.8 95.2 99.5 82.6 
分なっい壊のてこ分いきとれが解る1でocc + H 20, 9occ 60.0 82.2 

81. 9 
平均値→ 100. 8% 75. 8% 96.0% 95.6% 95. 7% 82.6 から略す。

備 考
麦分水芽子糖の結は品1 乳子糖の結は晶I分水薦と糖しはて成諒分

をもって をもってい の水分
いる。 る。 む。

＊東京都立衛生研究所栄養部

(l152) 



4. 試験成績の概括 招いたことが明かである。

まず，各試料中の糖含有量を知るため，葡萄糖，果 薦糖は直接には定量できない糖であり，これに0.1%

糖，ガラクトース，麦芽糖，乳糖等は加水分解を行な HClを加えて30分間の加水分解を施し定量して糖含

わず直接定量して検出｛直を求めた。 有量を確めたが，最低 96.9%，最高 101.5 %，平均

その結果，葡萄糖においては，最低96.8%，最高 98.8% （薦糖は成分として若干の水分其の他を含むこ

102.1%，平均99.8%，果糖においては最低 89.7 %, とがある〉であったが， 2.5時間加水分解後の定量値

最高92.2%，平均90.6%，ガラクト｛スは 2例のみで は最低81.9%，最高83.5%，平均82.6%で，約16%の

低い方が95.3%，高い方が96.0%，平均95.6%，麦芽 減少を示している。周知のごとく諜糖は葡萄糖と果糖

糖においては最低94.5%最高96.8%，平均95.7%，乳 の化合物であるため，上記により明らかなごとく，そ

糖は 2例のみで低い方が95.1%，高い方が95.5%，平 の中の果糖の部分が破壊されたものと認むべきではな

均95.3%である。 し、かと思う。

以上明らかなごとく，この実験に使用した葡萄糖の なお，多糖類としての澱粉は 2.5時間の加水分解を

純度は大体 100%であるが，果糖は約90%，ガラクト 施さないと完全に定量できず，したがってその処置に

｛ス約95%である。麦芽糖，乳糖は何れも約95%の検 より分解されないことが既定の事実であるため澱粉の

出率であるが，この 2者は 1分子の結晶水を考慮に入 試験は略した。

れると大体純度 100%である。 1分子の結晶水は全体 5. 要 約

の約 53-~に相当する。 糖類定量に際し，塩酸を用いて 2.5時間の加水分解

次に，これら各種の材料を 2.5時間加水分解して定 を行なうと破壊を起す糖があるか否かを 6種類の糖類

量した値は，葡萄糖において98.8%，最高 102.6 %, につき試験した。

平均100.8%，果糖においては最低75.2%，最高76.8%, その結果，葡萄糖，ガラクト｛ス，麦芽糖，乳糖の

平均75.8%，ガラクトースにおいては 2例のみで低い 4種は破壊を起さず，果糖約15%，薦糖約16%破壊さ

方が95.5%，高い方が96.6%，平均96.0%，麦芽糖に れることを知った。

おし、ては最低94.7%，最高97.1%，平均95.6%，乳糖 ただし，葡萄糖が破壊されない事実からかんがみる

においては最低93.3%，最高99.5%，平均95.7%であ と果糖，諜糖の破壊は同率であるのが正しいのかも知

る。これらの成績を平均値において比較するに，葡萄 れない。

糖 1%増，ガラクト｛ス0.4%増，麦芽糖0.1%減，乳 文 献

糖 0.4%増となっており，これら僅少の増減は実験に 1）東大農学部農芸化学教室：実験農芸化学上巻，

伴う誤差範囲で， 2.5時間の加水分解をうけても変化 p. 117 (1953) 

が起らなかったと見倣すべきであると思う。しかるに 2）日本薬学会編：衛生試験法註解 p.29, 774, 745 

果糖のみは分解前90.6%，分解後75.8%で約15%の減 (1956) 

少を生じ， 2.5時間の分解によって15%程度の破壊を
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はつ酵乳および乳酸菌飲料中の乳酸菌の

測定方法に関する研究V 乳酸菌培地，

特にG.Y.B.A.培地の性能について

田三佐夫＊ 梅木富士郎＊

四宮 栄料 斎藤 農林＊

i 緒 言

乳酸菌培地には組成を具iこする各種の培地がある。

それらは使用目的によって菌数測定用，選択分離およ

び菌種保存用などに分けられ，また対象菌vこより乳酸

球菌用と乳酸梓菌用とに分けられる。

厚生省令第52号によりはつ酵乳および乳酸菌飲料に

は一定数以上の乳酸菌を含まねばならぬと規定されて

おり，日常これらの検査が行なわれている。したがっ

て乳酸菌数を正しく測定することが必要であり，それ

には各種の乳酸菌に対する広範な発育支持能を有し，

しかもで、きれば乳酸菌を選択的に識別測定しうるよう

な培地が望ましいわけである。

従来から乳酸菌検出測定用培地としてTomatojuice 

Agarl), Briggs' Agar2), Ellikerむらの LacticAgar, 

Ragasaらのの SL Agar，乳酸菌選択培地として

Delta’s Fuchsin Lactase Agar5）などがあるが，これ

らはそれぞれ一長一短があり，特に現在のはつ酵乳，

乳酸菌飲料の検査用培地として十分でない憾みがあ

る。

春田らのはこれまではつ酵乳，乳酸菌飲料中の乳酸

菌検査の目的から，上記諸培地について検討し，当時

アメリカで乳＠乳製品の生菌数測定用培地として使用

されていた PlateCount Agar7）が数種の乳酸菌（主

として酪農用〉に対する発育支持能を有することから，

これに B.C.P.を加え，ある程度乳酸菌に対する識別

を容易にした B.C.P.加 PlateCaunt Agarの使用

を提案した。これが現在公定培地として指定されてい

ることは衆知の通りである。しかしこの培地とても

厳密な意味での鑑別選択培地ではなく，使用乳酸菌が

4種に限定されている現在でも，種々難点があること

＊ 東京都立衛生研究所乳肉衛生部

材東京都衛生局公衆衛生部

＊＊＊日大農獣医学部
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も人のよく知るところである。その後この培地につい

てはわれわれむを始め， 入江，矢野らめ，10),11)清田

ら12）によってそれぞれ検討が加えられ， また Plate

Caunt Agarそのものについても莱飯原ら13),14）によ

って培地材料の面からも詳細な研究が行なわれた。本

培地に関しては今日もなお，研究がつづけられてい

《） o

ところで，一方1959年大阪府研の小野，山本15）が，

乳酸菌を中心とする一連の研究において，従来の白亜

寒天とブリッグス寒天などの長所をとり入れたと思わ

れる 8種の培地材料を組み合わせた GlucaseYeast 

Brath Agar （略称 G.Y.B.A.培地〉を考案， L.bul-

garicus, L. acidaphilus, Str. faecalis, L. arabinosus 

の4菌種を対象に検討し，本培地が乳酸菌製剤，はつ

酵乳，乳酸菌飲料の乳酸菌検査用培地として好適な培

地であると報告した。

そこでわれわれは G.Y.B.A.培地の性能について，

公定4乳酸菌および市販のはつ酵乳，乳酸菌飲料を対

象に検討，あわせて培地材－料についても 2,3検討した

結果，公定4乳酸菌に属するものは大部分発育するが，

L. bulgaricus, Str. thermaphilus の中に本培地に

発育しないものがあること，しかし，本培地に乳糖を

1%位加えれば，それらの菌株も CaCOaを溶解して

発育しこれにより公定4乳酸菌であれば，十分測定

出来ることを認めた。以下その成績について報告す

る。

Il 試験材料および試験方法

供試菌株はし、ずれも現在はつ酵乳，乳酸菌飲料用ス

タ｛夕｛として指定されている 4乳酸菌種に属するも

ので，畜産試験場矢野信礼博士から分与された L.bul-

garicus B-1株， Lbulgaricus B5b株， L acidaphi司

lus L54株， Str.lactis 527株， Str.thermaphilus 

501株， Str.thermaphilus 510株およびヤクルトよ

り分離した L acidaphilusの 7株を使用した。対照



培地は B.C.P.加プレ｛トカウント寒天およびトマト

ジユ｛ス寒天で， 4菌種に対する発育支持能の検討で

は両者を併用したが，市販はつ酵手L，乳酸菌飲料の検

査で、は前者だけを用いた。

G.Y.B.A.培地の処方は表1に示すとおりであるが，

本研究ではこれに0.01%に BromCresol Greenを加

えた。使用した培地材料は考案者の指示したベプトン，

酵母エキスおよび Tween80のほかは手持のものを

使用した。なお牛肉エキスは極東製品を用いた。

CaC03は水溶液として予め滅菌しておき，培養時対培

地0.2%前後になるよう培地に混合添加した。

表 i G. Y.B.A.培地（小野，山本培地〉の組成

ポリベプトン

酵母エキス

牛肉エキス

燐酸水素 1カリウム

燐酸水素 2カリウム

硫酸マグネシウム

ブドー糖

Tween 80 

寒天（粉末〉

pH 

蒸留水

B. C. G. 

15. 0 g 

5. og 

10. og 

0. 5g 

0. 5g 

0. 2g 

10. 0 g 

1. 0 g 

15. og 

6.0 

1000. Oml 

0.05～0. 1 g 

培地材料の検討ではベプトンについてはポリベプト

ンのほかに極東， ミクニ，照内，臨鈴，ノミグトの 6種

について，酵母エキスについてはノミクトのほかに大五

栄養，オリエンタノレ，極東， トヨユキス（本品は乳酸

菌発育促進用として市販のもの〉の 5種について検討

し7ニ。

培養は 37°Cで72時間行なった。

盟試験成績

l. G.Y.B.A.培地におけーる公定4乳酸菌の発育態

度について（表 2)

L. bulgaricus B-1 1朱は B.C.P.加プレートカウン

表 2 G. Y.B.A.培地における供試乳酸菌の発育

態度と菌数測定値の比較

(1) Lact. bulgaricus B-1株

公定培地

トマトジュース寒天

G.Y.B.A. J'音 tt包

80×107 
発育不良測定
困難

80×101 

（溶環〉

×72時間

80×107 

33×107 

80×101 

（溶環〉

( 155) 

(2) Lact. acidophilus L 54株

×72時間

／山、、 定 培 地 12×108 12×108 

トマトジュ｛ス寒天 13×108 13×108 

G.Y.B.A. 培地 17×108 17×108 
（溶環〉 （溶環〉

(3) Lact. acidophilusヤクルト由来株

l門×<1"S時間137°C×72時間

公定培地

トマトジュース寒天

G.Y.B.A.培地

(4) Str. lactis 527株

公定培地

トマトジュース寒天

G.Y.B.A. 培地

30×101 

32×107 

35×107 
（溶環〉

51×107 

32×107 

69×107 
G容環〉

(5) Str. thermophilus 501株

公定培地

トマトジュ｛ス寒天

G.Y.B.A. ：！§音 i也

61×i07 

70×i07 

53×107 
（溶環〉

30×107 

32×101 

4:0×101 

（溶環〉

×72時間

51×107 

33×107 

70×i07 
G容環〉

×72時間

63×107 

74×i07 

54×107 
（溶環〉

ト寒天（以下公定培地と称する〉では黄変はないが，

かなり大型の本菌特有集落を形成し， トマトジュース

寒天（以下トマト培地と称する〉では発育はあまり良

くなく， 48時間で、は識別測定が困難で、あった。 G.Y.B.

A.培地では発育は極めて良く，集落も大きく， CaC03

i容解環が明瞭で，測定は 3者中もっとも容易であっ

た。測定値については3者間に差はみられなかった。

ところがし bulgaricusB5b株は乳糖要求株である関係

で，本培地~·こ発育をみなかった。 L acidophilus L54 

株はどの培地でも発育に差なく，良好で， G.Y.B.A.培

地では特に良好で， CaC03溶解環も大きかった。この

株も測定値には 3者聞に差はみられなかったO

L. acidophilusヤクノレト由来株は公定培地では極め

て小さな集落を形成するのが特徴で， トマト培地では

それよりやや大型で、あった。しかし G.Y.B.A.培地で

は前2者をはるかにしのぐ発育を示し， CaC03溶解環

も大きく，集落の大きさは公定培地のそれの2～3倍程

度大きかった。測定値は3者間に全く謹はなかった。



Str. lactis 527株はどの培地においても発育良好で，

大差なく，測定値にも差はないが， G.Y.B.A.培地にお

ける CaCOa溶解は著明で，集落は 3者中もっとも大

きかった。

Str. thermophilus 501株については Str.lactis と

ほぼ同等の発育態度を示したが， Str.thermophilus 

510株は乳糖要求株のため G.Y.B.A.培地では発育が

みられなかった。

2. ベプトンおよび酵母エキスの影響について（表

3及び表4)

原案者は6種のベプトンにつき検討し 3種が

Ca CO aを溶解せず， 2種が溶解するがあまり明瞭でな

事： 3 G.Y.B.A.培地における酵母エキスの影響

(1) Lact. bulgaricus B-1株（37°C×72時間培養〉

デイフコ大五栄養
A !.I__,_..../ 

極
J泉－ . 1、ョ

タ ノレ エキス

13×108 13×108 18×10s 15×10s 13×108 

j 13×108 15×108 15×108 13×108 14×108 

15×108 1'!：×108 16×10s 14×108 15×108 

13×10s 15×108 15×108 15×108 14×108 

15×108 L.A. 16×108 14×108 14×108 

平均
14：× 108 14×108 16×108 14×108 14×10s 

発育良好， i容環形成能，大きさに大差なし

(Z) Lact. acidophilus L 54株

(37°C×72時間培養〉

デイフコ 大五栄養
リエン

極 東
トヨ

タ ノレ エキス

34×108 35×10s 33×108 33×108 32×10s 

31×108 33×108 31×108 31×108 31×108 

21×108 32×108 31×108 31×108 30×108 

33×108 35×108 30×108 30×108 32×108 

32×108 33×108 33×108 33×108 

平均
31×108 33×108 32×108 32×108 32×108 

発育良好，溶環形成能，大きさに大差なし

(3) Lact. acidophilusヤクルト由来株

(37°C×72時間培養〉

デイフコ 大五栄養
こ乙

極 東
ヨ

タ ノレ エキス

35×106 37×106 31×106 48×106 43×106 

37×106 42×106 43×106 36×106 30×106 

33×106 4:8×106 33×106 42×106 33×106 

48×106 44×106 32×106 43×106 42×106 

L.A. 43×106 27×106 46×106 40×106 

平38均×106 41×106 33×106 43×106 38×106 

発育良好，潜環形成能，大きさに大差なし
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(4) Str. lactis 527株（37°C×72時間培養〉

リェ ヨ
デイフコ 大五栄養

タ ノレ 極 東 エ キ ス

32×101 34×107 21×101 26×101 39×107 

33×107 24×101 26×101 35×107 23×107 

27×107 21×107 25×101 37×107 26×107 

21×107 36×101 31×101 32×107 2-1，×107 

19×107 28×107 19×107 21×107 25×107 

平均
26×107 28×107 24×101 30×101 28×101 

発育良好， i容環形成能，大きさに大差なし

(5) Str. thermophilus 501株

(37°C×72時間培養〉

エン ヨ
デイフコ 大五栄養

タ ノレ 極 東 エキス

65×107 51×107 73×101 53×107 90×107 

63×107 86×107 81×101 83×107 71×107 

70×101 76×107 64×107 62×101 70×107 

71×101 74×107 67×107 70×107 66×107 

66×101 L.A. 91×101 67×107 59×107 

平均
68×107 72×107 72×107 68×101 72×101 

表 4 G. Y.B. A.培地におけるべプトンの影響

(1) Lact. bulgaricus B-1株（37°C×72時間培養〉

極東 ミクニ 照内 駈鈴 ボ リ ノミクト

19×107 26×101 28×101 21×107 

25×101 24×101 27×107 14×101 

14×107 23×101 18×107 26×101 

平均
19×101 24×101 24×107 20×101 

(Z) Lact. acidophilus L 54株

(37°C×72時間培養〉

極東 ミクニ 照内 唖鈴

20×10s 23×108 19×108 21×10s 

19×108 21×108 L.A. 19×10s 

19×10s 23×108 21×108 18×108 

平均
19×108 22×108 20×108 19×108 

24×107 

34×107 

24×101 

27×107 

ポ リ

23×108 

21×108 

22×108 

22×108 

(3) Lact. acidophilusヤクルト由来株

(37°C×72時間培養〉

20×107 

2.1－×101 

12×107 

22×101 

ノ〈クト

17×108 

19×108 

18×108 

18×108 

極東｜ミクニ｜照内｜臨鈴｜ポリ｜ノミクト

20×108 I 24×108124×108 I 17×108122×108 I 19×108 

20×108 I 21×108122×108120×1081 22×108122×108 

22×108122×108123×1081 23×108 I 21×108120×108 

平均 I I I I I 
21×108122×108123×108120×1081 22×108120×108 



(4) Str. lactis 527株（37°C×72時間培養〉

極東 ミクニ 照 内 駆鈴

13×108 9.4×108 11×108 11×108 

12×108 12×108 12×108 11×108 

1 1×10s 14×108 11×108 13×10s 
平均
12×10s 12×10s 11×108 12×108 

(5) Str. thermophilus 501株

(37°C×72時間培養〉

極東 ミクニ 照 内 駆鈴

14×10s 13×108 10×108 14×108 

12×1 os 12×108 13×108 11×10s 

11×108 12×108 11×108 12×108 
平均
12×10s 12×108 1 1×108 12×108 

ポ リ ノミグト

13×108 14×108 

13×108 14×108 

11×108 12×108 

12×10s 13×10s 

ポ ノミクト

13×108 13×108 

11×108 12×108 

14×108 12×108 

13×108 13×108 

いとし，ポリベプトンのみが良好であったところから，

ポリベプトンの使用を指定した。そこで、われわれは先

にあげた 6種のベプトンについて L bulgaricus B5b 

株と Str.thermophilus 510株をのぞく 5株を供試菌

として CaCOa溶解の有無，測定値の差の有無を観察

した。この場合，酵母エキスその他は頭初にのベた処

方通りのものを用いた。その結果はどのベプトンを用

いても大差ないことが判った。

酵母エキスについては製品によりかなり品質に差の

あることから考え，一応検討する必要を感じたので，

先にあげた 5種の酵母エキスについてベプトンの場合

と同様な点について観察したっその結果，どの酵母エ

キスを用いても大差はなかった。

なお， Tween80について Atlas製と和製のもの

との間に何ら差はなかった。

3. 培地 pHの影響

原案者は L.bulgaricus, L. acidophilus, Str. fae-

cal isを対象として， 4～8の pH域で本培地の至適

pHを検討し pH6. Oを至適 pHとしているつわれ

われは公定4菌種に共通する至適 pHを知るために

pH 6. 0, 6. 5, 6. 8の各 pHにおける供試菌5株の発

育態度を検討した。その結果，表5に示すように，

L. bulgaricus B-1株は 6.0, 6.5では測定値に差は

ないが， pH6. 8ではやや低い値を示したっ CaC03溶

解環の大きさは 6.0で最大で， pHの上昇につれて小

さくなる傾向がみとめられた。 L. acidophilus L 54 

株は pHのちがし、による測定値の差はなかったが，

CaC03溶解環の大きさは L.bulgaricus同様pH6.0に

おいて最大で、あった。 Str.lactis 527株， Str.thermo-

表 5 培地 pH の影響

一＼＼ーゴ~ 1 6. a I 6. s I 6. s 

Lact. bulgarict 
B-1株｜

Lact. acidoνohilus 13×108 14×108 15×10s 
L54i朱

Str. lactis 527株 37×107 33×107 39×101 

Str. thermoνohilus 81×107 87×107 85×101 
501株

philus 501 株については差は全くなかった。 したが

って，供試5菌株を対象とする範囲では pHは 6.0～

6.5の間で、あれば差支えないと考えた。

4. 乳酸菌以外のブドー糖分解菌の発育態度

考案者は Staph.aureus寺島株， E.Coli株が発育を

みるが CaCO a溶解環形成を示さないため，乳酸菌と

の識別が本培地では可能であるとしたO この点につい

てわれわれも Staph.aureus寺島株， Staph. aureus 

浅草株（中毒由来株として国立衛試鈴木博士より分

与〉，牛乳由来の E.Coli i型株， E. Coli Il型株なら

びに A.aerogenes i型株の発育態度を観察した。

その結果，どの菌株も培養24時間で良好な発育を示

し， A aerogenes i型株だけは全く CaCO a溶解性を

示さなかったが，他の菌株は微弱ながら溶解性を示し

たO しかしし、ずれも乳酸菌ほどの明瞭なものでなく，

周囲にある程度環様のものがみられる程度に止まって

いたO またこれらの集落が48時間以降では B.C.G.の

強いグリ｛ン色をとり，時間の経過についてブルーに

変じ乳酸菌の集落とはかなり異なった様相を示し

たO したがって乳酸菌以外のものとの識別の意味で

B.C.G.を添加するのも無意味でないと考えたっ

5. G.Y.B.A.培地による市販はつ酵乳および乳酸菌

飲料の検査結果について

供試菌の中， L.bulgaricus B5b株と Str.thermo帽

philus 510 株をのぞき， 他の株はすべて本培地に発

育をみたので，原処方（但しB.C.G.を添加〉培地を用

い， B.C.P.加プレ｛トカウント寒天を対照として乳酸

菌の測定を市販製品24例について実施した。検体は収

去あるいは依頼によって当研究所に搬入されたもので，

はつ酵乳8例（内 5例がヨーグノレト〉，乳酸菌飲料が

16例である。

表 6に示す通り， No.24をのぞく 23検体については

G.Y.B.A.培地にすべて乳酸菌の発育がみられ， CaC03

溶解環の形成がみられた。なお，公定培地と本培地の

測定値間に有意差はみとめられなかったO
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表 6 G.Y.B.A.培地！こよる市販はつ醇乳および

乳酸菌飲料検鷲成績

検 体 乳酸菌積

L. bulgaricus 山 0519.9×105

2 I // // 72×11:4 94×104 

3 I υ I L. ~~lJ~~icus 60×106 78×106 
L. hilus 

// 84×105 54×10s 

5 グ L. acidophilus 34×106 30×106 

6 はつ酵 乳 // 9.8×108 10×108 

7 // // 31×107 35×101 

s I乳酸菌飲料 L. bulgaricus 12×10s 13×105 

9 Iv己？）z持L. bulgaricus 30×108 12×108 
Str. lactis 

L. bulgaricus 55×105 56×105 

i1 // L. acidophilus 16×107 35×107 

12 グ // 13×105 12×105 

13 グ // 39×103 47×103 

14 1vf3？庁持 L. bulgaricus 17×107 17×107 

15 I乳酸菌飲料 L. ~~ilJi;icus 58×107 41×107 
L. hilus 

16 // L. acidophilus 31×106 15×106 

17 は（ヨつーグ酵ノレト乳〉 L. bulgaricus 52×107 75×101 

18 乳酸菌飲料 // 19×107 40×101 

19 // // 27×106 38×106 

20 I // L. acidophilus 91:×104 94×104 

21 Iはつ酵乳 // 30×107 40×101 

22 I乳酸菌飲料 υ 32×107 45×101 
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なお， G.Y.RA.培地に菌の発育のなかった No.24

は L.bulgaricusと Str.thermophilusを併用した

ヨーグルトで，公定培地だけに，しかも Str.thermo・

philusのみ発育したり し bulgaricusのz発育がみられ

なかったのは，合有菌数の関係であろうと思われる。

6. G.Y.B.A.培地の改変について

L. bulgaricus B 5 b株， Str.thermophilus 510株

が本培地に発育をみないこと，市販ヨ｛グ、ノレト中の

Str. thermophilusで発育しないものがあったこと，さ

らにし bulgaricusB 5 b株が乳糖要求株である事実

からみて，乳糖を加えればこれらの菌株が発育するも

のと考え，原処方に乳糖を 1%添加した培地を調製し

て検討した結果，表7に示すように L.bulgaricus 

B5b株， Str.thermophilus 510株ともに CaCO a溶

解環をもっ集落の発育をみることができた。測定値ほ

公定培地のそれと有意差はなかった。

表 7 -1 Str. thermophilus 510株の改変培地

における発育態度

原G.Y法.B培.A地． G.Y. B.A. 
公定培地

改変培地

32×101 75×107 

68×107 75×107 

発 育 な し
63×107 84×107 

77×107 108×107 

57×107 72×107 

平均 59×101 平均 68×107

(37°C×72時間培養〉

表 7-2 Lact. bulgaricus B 5 b株の改変培地に

おける努賓態度

G.Y.B.A. G.Y. B.A. 
公定培地

原法培地 改変培地

104×107 105×i07 

i03×101 102×101 

発育なし
92×107 86×101 

95×101 114×107 

104×107 L.A. 

平均 100×107 平均 100×107

(37°C×72時間培養〉

W結言

小野，山本の考案になる G.Y.B.A.培地のはつ酵乳，

乳酸菌飲料中乳酸菌測定能ならびに培地材料ーその他 2'

3の点について追試検討して，おおむね次のような成

績を得た。

1) 公定4乳酸菌種に属する乳酸菌株およびはつ酵

乳ヤクノレト由来の L.acぱophiLusに対する原処方

G.Y.B.A.培地の発育支持能を検討したところ， L.bul-

garicus B5b株および Str.thermophilus 510株をの

ぞく 5株はすべて良好な発育を示した。またこれらの

菌株はすべて集落周囲の CaCO aを溶解して，溶解環

を形成し，識別測定が容易で、あった。 特に L.acido-

philus ヤクルト由来株に対する発育支持能はすぐれ
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ていたつ

の 6種のベプトン， 5種の酵母エキス， 2種の

Tween 80について検討したが，指定量においていず

れを使用しても，発育支持能， CaC03溶解環形成に差

はみられなかった。

3) pHは 6.0～6.5の範囲であれば，検出測定上

支障がなく，強いて pHを 6.0に限定する必要はみと

められなかった。

4) ブドー球菌，大腸菌群について発育態度を検討

したところ，いずれも良好な発育を示したが， B.C.G.

を0.01%程度加えることにより乳酸菌との識別は可能

であった。

5) 市販はつ酵乳，乳酸菌飲料24例を対象に本培地

による乳酸菌の検出測定を行なったところ， Str.ther” 

mophilusを使用する 1例以外はすべて CaCOa溶解環

をもっ集落の発現をみ，測定値も公定培地のそれと有

意義はなかった。また本培地の方が測定が楽であった。

6) 公定4菌種中菌株により乳糖を要求するものは

本培地に発育しなし、。しかし，本培地に乳糖を 1%添

加すればし、ずれも CaC03を溶解する集落形成を示し，

発育支持能が改善されることが判った。なお，改変培

地と公定培地による測定値聞に有意差はみられなかっ

た。

以上 G.Y.B.A.培地は組成がかなり複雑であるとい

う難点があるが，ベプトン，酵母エキス，肉エキスの

c 159) 

存在によって相互の欠陥が補填されるためか，培地材

料による性能のフレが目立たない点は長所のように考

える。
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野犬からの狂犬病毒血中抗体の検索
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陰性（ー〉とし，対照群と大体類似したものを抗体のな

い血清と判断した。更に両者の中間値を示すものを疑

陽性〈土〉とした。なお陽性例の完全防禦例中， 10例に

つき更に低稀釈液の10-a,10-4の2段階で重ねて中和

試験を行ない抗体を追求した。

試験犬c~52 例の内容（表 1 ）をみると，性別では牡

153例，牝199例で牝が幾分多し、。又年令層をみると，

最多例は 1才 137例で 39.1%を示し，次いで2才104

例， 29.4%, 3才45例， 12.7%のJI頂Jこ減少し，その他

は急減している。要するに， 1才， 2才， 3才が約

70%を占めている。これにより抑留所の処分犬の年令

膚が推察される。

試験成績をみると，総計では 352例中，陽性77例で

21. 9%，疑湯性94例で26.7%，陰性 181例で51.4%を

示しているO 陽性の77例の内容をみると，性別では牡

42例，牝35例を示す。年令膚をみると，最高は2才，

28例でついで1才， 17例， 3才， 16例，半減して 5才，

6 iffLI，更に減少して 4才， 6才などが続いている。

なお，これら陽性 coーの 53例の中，無選別Jこ選出

した10例につき更に低稀釈の10-3,10吋の2段階につ

き重ねて中和試致を行なった結果，完全防禦の成績を

みたので，これら陽性例は確実に予防注射を受けた犬

と考えられる。

疑陽性では， 94例中，牡37例，牝57例，年令層をみ

ると， 1才43例で最高，次いで2才， 26例，その他は

急減し， 6カ月前後10例， 3才， 7例， 4才， 4ifftl, 

5才， 2例などのJI聞に減少している。

この群は抗体が全く Oであるとは考えられず，特？こ

陽性例に近い数値を示すものは，以前に一度位は予防

注射を受けた事が推察される。又陰性別に近い数値を

示すものは，技術的な面からあらわれた数値もあるの

ではなし、かと考えられる。

更に陰性例でほ， 181例中，牡74例，牝107例，年令

層をみると， 1才77例で最高を示し， 2才， 50例がこ

狂犬病は，昭和31年以来日本では発生をみないので

あるが，以来狂犬病の犬の予防注射は毎年2回春秋に

定期的に行なわれている。東京都では犬の著しい増加

を示している今日，狂犬病が発生した場合果してどの

程度にこれを防禦しうるかという観点の下に，荒川I,

世田谷両抑留所で処分されている犬につき観察した。

抑留所の犬を特に選んだ理由も狂犬病流行時に最も危

険性のあるのは，この様な無届犬，野犬（浮浪犬〉が

主体となるからである。これらの犬の状態を把揮する

事により，現在行なわれている狂犬病予防注射の意義

も，色々と検討される事と思う。

まず昭和39年3月～8月に至る約6カ月間，世田谷，

荒川両抑留所で、処分された犬から無選別に採血を行な

い，その中352WUにつき血中抗体価を Screeningによ

り中和試験を行なった。すなわち，狂犬病国定毒は西

ケ原株を用いた。稀釈段階i土10-3,10吋の 2段階で1

段階マウス〈約 9g) 5匹ずつを使用した。病毒稀釈演

は1%健康馬血清加生理食塩液を用い，接種後は10日

間マウスを観察した。試験群の中で完全に防禦した例

については， 10例を選出し，更に病毒低稀釈液で中和

試験を行ない追求した。

なお，判！定はマウス 1群5匹中のへい死数により段

階をつけた。対照群が10-2=5/5cへい死マウス 5匹〉，

l0-3=5/5, 10-4=5/5, 10-5口 3/5, 10-6=2/5, 10-7 

=0/5で病毒価（LD50=10-5・500）を示したので，こ

れを基準として，まず 10吋口5/5～2/5, 10-5=5/5の

ものを陽性〈＋〉とし，高単位の抗体を保持する血清と

判新した。これは狂犬病予防注射剤の犬血清は中和試

験で10-3～10『 4理度の病毒を防禦しうるからである。

又10-4=0/5～2/5, 10-5=2/5～4/5程度を示すものを

(160) 
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表 1 野犬の年令別，性男ljにみた粧犬病毒血中抗体保有状況

年 性 ＋ 土

計
メ入 3リ 0-0 0-2 0-3 l一一3 1-4 1-5 2-5 4-5 

6カ月 色 。 。 。 5 2 7 14 30 。 ..・..』ーーF 10 20 

前後 ♀ 。 2 2 3 8 16 8.4% 

~ 8 3 2 。 4 14 12 17 67 137 
才 17 43 77 

♀ 3 3 2 7 13 
15 

33 77 39. 1,9~ 

~ 10 6 。 2 5 9 15 48 104・ 
2 才 28 26 司..司...骨＋，ー， E 50 

29. 4~｛ ♀ 11 l 4 。 6 8 14 12 56 
〆

吋..

~ 6 2 。 1 4 6 19 45 
3 才 16 7 22 

~ 4 4 5 5 7 26 12 .. 7% 

色 3 。 。 。 ・- ＇.＇~；· E；モてi予 13 
4 才 3 ...・・：・ ー..... 4 6 ..，・ー・ーーーー

♀ 。 。 2 2 3 8 吉.？%

~ 1 。 。 1 。 3 16 
5 ::t 9 2 5 

~ 4 3 。 2 。 4や 13 4.Z%，ニ

~ 。 3 3-,. j 

6 才 ・・ ・・...，亭駒砂＋ φ 2 - －－－明．ャ 4ト＃＋・..ー－－－－ ‘・『b‘ー－－－－” 。 ー，－－－－－－－陪ーーー．，．

o~s% ♀ 。 。 。 。 。
~ 。 。 。 。 。 2 

7 才 a晶島崎 合・・・ a，砂 1 。 ．，・・・・・a』－－－－－－－－－ 1 
~ 。 1 。 2 0.6% 

() 。 。 。 2 
10 才 .捗砂骨骨－－－－－・．． ，，．，ー．，骨骨骨－－ ーー ---- 争仲『骨.，’・ ーー － － －－ ・・・・・ 4酔骨争骨骨ー ー．． 。

早 。 。 。 0.6% 

13 。 27 46 153 

() 19.0 8.5 17.6 18.3 30.0 

A-2 27.5 37 24.2 74 48.3 100% 

~.5r ~－ 5 T 1~.r ~~－ 1 11 67 199 

♀ 5. 5 20. 1 33. 7 

35 17. 6 57 28.6 107 53.8 100% 

53 24 11 23 59 68 113 つuγdぷ内

言十
15. 1 6.8 3. 1 0.3 6.5 16.8 19.3 32. 1 100% 

77 94 181 
総 計A 352 

21. 9% 26. 7% 51. 4% 

89 263 
// B 

100% 

25. 3% 74. 7% 

* 0-0=10-5-10叩 4=0/5-0/5cマウス 5田中へい死なし〉

れに次ぎ，その他は半減して 3才， 22例， 6カ月前後

20例，更に減少して 4才， 6例， 5才， 5例などが続

いている。

c 161) 

以上の成績を総括してみると，まず性別では牝犬が

多い数を示しているが，年令謄でも牝犬が多い事を示

しているo これは一般に捨犬に牝が多い事を意味して



いる。しかし予防注射を受けたものと思われる陽性 まう様であるが，この他に，予防注射も登録もしない

〈＋〉例についてみると，逆に牡犬が多い傾向を示し で飼われている無届犬の場合はかなり長生きをする。

ている。これは飼い犬として牡の希望が多いからであ この様な無責任な考えで飼っている人は自分の犬が捕

ろう。又それは予防注射を受けていないと推察される 獲されても引き取りに来ない事が多L、。そのため野犬

陰性〈ー〉例の中で，牝犬が多数を占めている点から （浮浪犬，飼い主のない犬〉として処分する様になる。

も更に確信づけられる事である。 それ故に比較的高令犬の場合は，無届犬が大部分を占

又年令層についてみると，犬の数では 1才が多く， めるものと推察される。この事は皮傷して疑似狂犬病

2才， 3才のJI買に減少しているが，大部分は3才以下 として送られて来た検体〈犬〉の中で，無届無注射の

のもので， 89.6%を占めている。これは産まれた仔犬 犬が意外に多い事からも考えられる。

の中で牡のあるものは飼し、犬となるが，牝は処分に困 次に疑陽性例についてみると， 26.7%を示している

り捨てられる。そしていつかは捕獲される。この様な が，これはなかなか判断に苦しむ例である。技術的な

事が毎年くり返されるために，若い犬が多く，高令犬 面での問題点もあるが， 10-5=0/5, 10-4=3/5(0-3) 

が少ない事になる原因と思われる。 程度のものは中和抗体が0とは考えられないが， l～ 

試験成績では，陽性例は21.9%を示すが，これらの 2才例で、は一度位は予防注射を受けた事があるかもし

犬は確実に予防注射を受けたものであり，母体からの れなし、。しかし狂犬病毒を果して防禦出来るかどうか

抗体譲受ではなし、。これは 6カ月前後の幼犬で陽性例 という点では問題であるo しかし 10-5=1/5, 10-4= 

が無い事から推察出来る。この陽性の犬は，一応家庭 4/5，以下になると技術的な面から考えて陰性とみた

の一員となり，予防注射は受けたが，その後，何かの 方がよし、。

事情で、見離されたものと考えるべきで，これは年令別 この様な考えから，試験成績を総括してみると，総

にみても 2才が一番多い事からも， 2年間位は飼われ 計Bに示される様に予防注射を受けたと思われるもの

ている場合が多いようである。 は， 352例中， c+ )89例で僅か25.3%，又予防注射を

陰性例は予防注射を受けなかった例で51.4%を訴す。 受けないものは 263例で74.7%を示す事になり，抗体

これも 3才以下のものが多い事から，又 l才から 2才， を保持しているものは高い数値を示し，無いものとの

3才と段々減少している事から，捨てられた仔犬はな 差がかなりはっきりしている。又3才以下のものが主

んとか諸所を俳細しながらも，捕獲につぐ捕獲で2～ 体となっている事から，これらについてみると（表2)

3才位までには殆んど捕獲されてしまうものと思われ 予防注射を一応受けたと推察されるものは 22.8%で

るO この様に捨てられた犬は早い時期に処分されてし 25.3%より少しく減少しているつ又病毒の危険にさら

表 2 3才以下の野犬の狂犬病毒血中抗体保有状況

年 性 十 ＋ 一
計

ρμ 、 Bリ 1一一3 1-5 

11 4.5 

3 i13 17. 7.8 17. 8 19.2 31. 9 
141 

才 35 24.8 34 24. 1 72 51. 1 100% 
・由世・・ーー・ー

；。J~］ '!.J 
－・－ー...・

以 8 28 60 

♀ 4.6 16.0 34.2 
175 

下
26 14.9 52 29.8 97 55.3 100% 

89.6 静骨・・・ーー ー．

42 19 10 22 53 64 10.5 316 
% 計

13. 3 6.0 3.2 0. 3 7.0 16.8 20.2 33.2 100% 

61 86 169 
総計A 316 

19.3% 27.3% 53.4% 

27 244 
II B 100% 

22.8% 77.2% 
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されるものは 77.2%で74.7 %よりは少しく増加して

いる。捕獲され，抑留所で毎自処分されている犬は年

間約4万頭で，この中の74.7% (77. 2%）の約3万頭

は狂犬病毒の危険にさらされる事を示す。更に東京都

では畜犬数と同数位の無届犬，野犬がし、るといわれて

いるのであるが，これらの無届犬数について換算して

みると大変な数があらわれて来る事が考えられる。予

防注射が年2回実施されてはし、るが，畜犬が主体であ

る事から，この様な無届犬，野犬の無くならない状況

下では本当の防疫の意義からは外れた感があり，先ず，

無届犬，野犬の絶減に重点を置く事が重要問題と考え

られる。

むすび

われわれの行なった，野犬からの狂犬病毒血中抗体

価を Screening により中和試験を行なった少数例の

成績ではあるが，次の様な事が推察される。

1. 可検犬 352例の内容は牡 153例，牝199例で少

しく牝が多い。年令別にみると最高は 1才で， 2才，

3才がこれに次ぎ， 3才以下のものが大部分を占める。

2. 試験成績は，陽性77例で21.9%，陰性181例で

51. 4%，疑陽性94例， 26.3%を示す。性別にみると牡

犬は陽性例に多く，牝犬は陰性例に多し、。年令別にみ

ると陽性例には 2才が多く， i陰性例には 1才が多い。

3. 以上の成績から年間捕獲処分される犬約4万頭

の中， 74.7%が狂犬病毒感染の危険ありと推定すれば，

約3万頭が推察される。狂犬病予防注射が恒例的に実

施されている反面，この様な無届犬，野犬が対象にな

っていない事は，防疫面から問題が残ると考えられる。

c 163) 
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野犬からのトキソプラズマ血中抗体検索
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膜肺炎の補体結合反応と寒天ゲノL内沈降反応を行なっ

ている。

Fisher (1961）は大型の discを使う方法を述べて

おり， Benson(1964）は犬 Distemperの中和抗体を

炉紙吸着血液で測定する方法は血清を用いる方法と差

のないことを述べている。以上のような実績からトキ

ソプラズマの血球凝集反応に応用する事が信藤，花木

らによって考案され，その簡易性と確実性が多くの試

験成績から高く評価され，最近では更に日本脳炎など

にも広く応用される状態である。トキソプラズマの血

清診断は困難性の多い dye-testなどを並行して実施

せねばならな上ったのであるが， t戸紙法と dye-test 

の比較試験で，その成績に大差のない事がわかり，；戸

紙法の価値が吏に認められるようになったので，今回

は；戸紙法で行なった成績を報告する。

判定は 256倍以上を陽性（＋〉とし， 64倍を示すもの

を疑陽性（土）， 16倍以下を陰性（一〉とした。

試験犬 363例の性別は，牝 191例（52.6%），牡 172

例（47.4%）で，牝犬が少し多し、。又年令JJIJにみる

と， 1才， 146例（40.2%）が一番多く， 2才， 101例

(27.8%）がこれにつぎ，その他は半減して， 3才，

46例（12.6%), 6カ月前後， 34{7U (9. 4%), 吏に半

減して， 5才， 18例（4.9%), 4才， 12例（3.3%）な

どがあり，その他は 2例（O.6%）ずつで僅かである。

最多数例は 1才，ついで2才， 3才などがつづき，大

体3才以下が大部分（90%）を占めているO

試験成績は363例中，陽性41例（11.3%），疑陽性58

例（16.0%），陰性264例（72.7%）を示した。

陽性例の内容をみると，例数の多いのは 1才で13例，

ついで、2才， ll{fU, 3才， 10例が類似しその他は半

減して， 5才， 4{fU, 4才， 2例などがつづき，比率

（タのについてみると，最高は10才， 50%，その他は

急減して， 5才， 22.2%, 3才， 21.7%, 4才， 16.7 

%, 2才， 10.9%, 1才， 8.9%, などのII頂とたって

おり，例数では， 1～3才位が多いが，比率では高令

になる程高くなる傾向を示している。そして， 6カ月

最近は豚のトキソプラズマについてはいろいろと研

究，調査の報告が多いが，犬のトキソプラズマについ

ては，豚ほどに取り上げられていない。犬も公衆衛生

の観点からは，豚に劣らぬ程われわれと密接な関係が

ある。トキソプラズマの症状は，豚ではかなり明瞭に

あらわれるといわれているが，犬の場合は特有の症状

をつかむ事が出来ず，臨床家の間でも， トキソプラズ

マの症状を確実に診断した話をあまり聞かなし、。又ト

キソプラズマは単独疾患ではなく，他の疾患と併発す

る事が多く，一種の併合疾患であるともいわれる位で，

犬の場合では特にトキソプラズマの症状を把揮しにく

い状態である。しかし，これまでに犬からトキソプラ

ズマの虫体分離などの研究報告もあるので，犬もわれ

われと生活を共にしている限り，犬から人への感染の

危険性も十分に考えられるC そこで，まず犬の抗体検

索を行なう事により，犬の感染状態を察知出来るもの

と考え，本試験を行なった次第である。

試験期間は，昭和39年3月から 8月に至る 6カ月間，

世田谷，荒川両抑留所で処分される野犬（浮浪犬〉，

無届犬などの中， 363顕につき採血を行ない，血清分

離凍結保存した。

トキソプラズマ血球凝集反応（HA-test）は炉紙法

により行なった。この炉紙を用いた方法は，これまで

にいろいろと応用されており， Brede (1957）は炉紙

吸着乾燥血液をレプトスピラの Aggultination-lysis 

testに用い， Karstad et al. (1957）は抗生物質感能

試験に用いる Paperdiscで，馬および野鳥の血液や

血清を集め東部馬脳脊髄炎の中和抗体の測定に応用し，

疫学調査に実用価値のある事を認めている。 Wolfet 

al. (1960）は血清に浸して乾燥した炉紙の抽出液をレ

プトスピラの凝集反応の抗体測定に利用している。ま

た Terpstra (1963）は炉紙吸着血液で牛の伝染性肋

、c164) 
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前後では例数がみられない。

疑陽性例についてみると，例数では， 1才， 24例で

最高，ついで 2才， 19例，その他は急減して 5才， 6

例， 3才， 4例などがつづき， 6才， 4才， 6カ月前

後は 1～ 2例で極めて少なし、。叉比率でみると， 6才，

100%, 10才， 50%で高く， 5才， 33.3%, 2才， 18.8

%, 1才， 16.4%などがこれにつづき減少し 3才ヲ

4才は8.OJ＆位を示し，更に 6カ月前後は減少し2.9%

を示している。例数では， 1才， 2才が多いが，比率

では 5才以上が多い傾向を示し 1才， 2才も多い方

である。

陰性例では，例数では 1才， 109例で最高，ついで

2才， 71例がつづき， 6カ月前後， 3才が30代を示し

類似している。それから， 4才， 5才が急減して約8

例を示し，その他7才の 2例がみられる。比率では，

7才の 1003&, 6カ月前後の97.1%がつづき， 4才，

1才， 2才， 3才は70%程度を示し類似している。 5

才は約半減し， 44.5%を示している。要するに例数で

は 1才が多く，高令になる程減少しているが，比率で

は， 4才以下は 6カ月前後を除いては大体類似し， 5

才は半減している。なお 6カ月前後が陰性例で急増し

ている事に特長がみられる。

以上の成績を総括してみると，性別では牝犬が多い

が成績には特に影響していなし、。又年令層では 1才，

2才が多く， 3才以下の犬が大部分を占めている。

試験成績をみると，まず陽性群は例数では 1～3才

野犬からのトキソプラヌ；マ血中抗体の検索成績

年 ρμ 、 性 ＋ ＋ 計

6 カ月 () l 15 33 16 34 
ーー『匹司p・

日リ 後 5;? 。 2.9% i8 97. 1% 18 9.4% 

() 6 13 14 24 50 109 70 146 
一／斗Jァ ｝ 

♀ 7 8.9% 10 16.4 59 74. 7 76 40.2 

() 8 9 19 心r、。／白 71 53 101 
2 て苫

5;? 3 10. 9 10 18.8 35 70.3 48 27.8 

() 6 10 1 4 13 32 20 46 
3 ~r , ー・・－－ 合併『昏＋＋ 母司・－－－－－ 司4開”’－－－合

。守一 4- 21. 7 3 8. 7 19 69.6 26 12.6 

() 1 2 。 1 3 9 A. 12 
4 ーノ斗3ザ」

5;? 1 16. 7 8.3 6 75.0 8 3.3 

() 。 A. ο r『ヲ 6 ο r、 8 6 18 
5 才

5;? 』ー 22.2 3 33.3 5 44. 5 12 4.9 

色 2 2 2 2 
6 ー／ケJ 

♀ 。 100 。 0.6 

() 。 2 。 2 
7 一ペ斗VJ-

♀ 2 100 2 0.6 

() 。 l l 1 2 2 
10 ーつヤ

5;? 1 50.0 。 50.0 。 0. 6 

172 
() 21 L'.l 31 58 120 264 363 

L'.7.4% 
計

191 
早 20 ii. 3% 27 16.0% lL'.4: 72. 7% 100% 

53.6% 
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位が多いが，比率では高令ほど高く，特に 3才以上が

高くなる傾向を示している。なお， 6カ月前後の犬に

は陽性がなし、。この事実から，トキソプラズマの感染動

機が 1～2才の頃からが多いように推察される。従っ

て母体からの感染とか，抗体譲受は考えられず，やは

り歩き廻り発病犬との接触により感染するものと考え

られる。感染源については，糞便，尿，あるいは唾液，

鼻汁などが考えられるが，われわれの少数の経験で、は

前者の方が多いように思われる。

疑陽性群では，例数では 1才， 2才が多いが，比率

では6才， 10才， 5才など一般に高令層に多く，つい

で1～2才が類似した率を示している。 6カ月前後は

1例あったのみで比率も低L、。この群は，技術的な面，

例えば血清（血液〉が非動化されていない点とか，技

術的な誤差などで多少の差が現われ，判定に疑問を生

じた例で、あるが，この中のあるものは陽性に，又は陰

性に賭するものと考えられる。例えば，感染初期であ

ったもの，叉は体質的に抗体産生の低いものなどは感

染の事実があっても十分な数値が示されなし、場合も考

えられる訳である。叉逆に，陰性でも類属反応を示す

ものもあるので，この点判定に困難性が生じる。しか

し疑陽性群が16%もあり，陽性群をしのぐという点に

は問題が残り，更に陽性，陰性の判定に研究の余地が

ある。全般的に， トキソプラズマの診断が何れの方法

を行なってみても，あまり明確に判定出来ない点から，

何等かの方法でこの点の検討が必要と思われるしわ

れわれもこの疑陽性群については更に試験を反復して

行なうべきで、あったと考える。

陰性群は牝が僅かながら多し、。年令層では，例数の

多いのは 1才， 2才が多く，大体3才以下の犬が多い。

比率では7才以外は高令になる程低くなる傾向がみら

れる。この群の特記すべき事は， 6カ月前後の幼犬は

例数も多く，比率も高くなっているという点である。

この事は，ガJ犬で、は母体からの抗体譲受とか，感染が

考えられるのに疑陽性が 1例のみであとは皆陰性であ

った事は一寸意外である。又トキソプラズマの感染は，

1～ 2才頃から感染のおそれありと前記したが， 7才

でも 2例，その他の高令犬にも陰性のある事から，感

染の条件が複雑で地域的にも，環境的にもかなり影響

される。従って陽性例があまり見られないため一般か

らの関心が薄らいでいる様である。

むすび

東京都の犬のトキソプラズマ血中抗体を検索し，犬

の感染状態を知るために，世田谷，荒川両抑留所で処

分される野犬，無届犬などから採血し， t戸紙法により

行なった血球凝集反応試験の成績から，次の点が要約

される。。試験犬の性別は 363例中牡172例（47.4%），牝

191例（53.6%）で牝が少し多い。年令層では 1～2

才が多く，大体3才以下の犬が90%を占めている。

2) 試験成績は，陽性41例（11.3%），疑陽性58例

(16. 0%），陰性120例（72.7%）を示しこの成績で

は性別による差はみられなし、。年令層では，陽性例は

3才以上が比較的多く，陰性例では 4才以下が多い。

6カ月前後の幼犬層では陽性は 1例もみられなかったo

3) 陽性率が意外に高い数値を示してL，、るが， トキ

ソプラズマ感染動機にかなりの条件が必要とされる点

から又症状の不明確な点などから，一般からの関心

がうすらいでいるものと考えられる。なお，疑陽性群

の判定には更に試験をくり返し，検討する必要がある

と思う。なお，犬を用いたトキソプラズマの感染試験

実施中であるので，その成績を得次第，上述のいろい

ろの疑問の点につき，重ねて検討したいと考えている。
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メッキ工場排水中のシアン， ニッケノレおよび

クロムの定量について

1964年8月厚生省薬事課の依頼により，都薬務部が

毒物および劇物取扱い業者に対して実地調査を行なっ

たが，その際われわれは都内メツキ工場91カ所の工場

排水について， JISK 0102-1964の方法に従い， pH

5.5で遊離するシアンと pH2.5以下で遊離するシア

ンとクロムおよびニッケノレの定量を行なった結果若干

の知見を得たので報告する。

pH5.5で遊離するシアンについては，フエリシア

ンカリ 3.0mgを量り pH5.5で加熱蒸留法を行なっ

たところ， 21%に相当する 0.64mgが留出し， pH

2. 5以下で80%に相当する 2.43mgが留出する。また

フエリシアンカリ 3.0mgとシアンカリ O.Smgの混合

物を同様に操作したところ， pH5.5ではシアンカリ

に相当する 0.Bmg, pH 2. 5以下ではフエリシアンカ

リに相当する 2.97mgが留出する。またフエリシアン

カリ 1.2mg，シアンカリ 0.4mgの混合物では pH

5.5で0.54mg, pH 2. 5以下では1.lmg留出する。こ

の様に pH5.5での加熱蒸留法は， フエリシアンカリ

単独で約20～30%留出するが，フエリシアンカムシ

アンカリ混合物ではシアンの錯化合物が留出する傾向

があまりみられなかったので，遊離シアンについては

加熱蒸留法で行なった。ピリジンーピラゾロン法によ

る呈色の安定度については，約 20° で発色させると呈

色は約30分後に安定になり，それから約30分間は安定

しているが，ピリジン＠ピラゾロン溶液およびクロラ

ミンT溶液は用時調製の必要があり，またシアン標準

液と同時に発色操作を行なうことが原則であるから温

度条件などは厳密を要しないが，多少ぱらつく事があ

った。クロムの比色法については JISでは過マンガン

酸カリウムの脱色にアジ化ナトリウムを用いているが，

アジ化ナトリウムの代りに過酸化水素を用いる方が簡

単なので用いたところ呈色しなし、。これは過クロム酸

ネ東京都立衛生研究所医薬品部
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塩になるためと考えられる。また排水中に mg単位の

鉄が共存するときクロムの呈色が低くで、る。たとえば

鉄が 1～2mgのときは約12%,3mgのときは約18%低

い値が得られるので， mg単位の鉄が共存するときは

予め標準液に向量の鉄を加えて行なう必要がある。今

回の排水中にはマンガンが含まれていないので，その

操作は省略した。次にニッケノレの比色法で、は排水中に

ニッケルの含量が多いときはクロロホルム抽出操作を

省略することができる。この場合波長450mμにグエン

酸鉄のアンモニア性溶液の吸収があるので、波長530mμ

で測定すれば，ニッケノレを直接に定量することができ

る。しかしこの方法は感度が悪くなり lOppm以上で

ないと適用はできなし、。今回のデ｛タは JISにより

行なったもので呈色は10分後より 10分間は安定であっ

た。以上により定量を行なった結果は表に示す通りで

ある。なお排水の pHは 1.4～11. 9の間でまちまちで

あり，シアンの検水は採取後ただちに水酸化ナトリウ

ムを加え pH12以上とした。

メツキ工場で作業中常時排出されるものは，水洗い

槽からの洗浄排水であるが，その濃度は一般にうすい

ものが多し、。その他の排水としては各種メツキ浴の組

成が劣化したときに廃棄される濃厚溶液や設備の不備

破損により不時のそレなどが主なもので，メツキ工場

の排水のために魚が一夜のうちに死んで浮かびあがる

というような事故は，主として後者の場合に多し、。メ

ツキ排水の水質は工場によって差があり，また排水の

排出量は時間的に変動することが多いからその変動範

囲，ピーク時の排出量が不明であり，メツキ浴のうち

で青化浴が用いられるのは亜鉛，カドミウム，銅，金，

銀メツキなどであるが，丁度検水採取時に作業を行な

っていない工場もあったのでクロム，ニッケノレの場合

も同様であるが，一概にいうことはできないが，シア

ンの最高濃度 583ppm最低 Oppm，クロム最高 564

ppm最低Oppm, ニッケル最高 293ppm最低 Oppm 
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註： 1.試験法は JISK 0102-1964工場排水試験方法によるc

シアン ムは29.2ピリジンーピラゾロン法によるもので，

もの。

無印は29.4硝酸銀法による。

×印は51.1. 2容量法により。

無印は51.1. 1吸光光度法によるもので， Ovt検水 80mlをとり同法で虫色を示さないもの。

ニッケル 41.1吸光光度法（A法〉による。 0は検水lOOmlをとり同法で呈色を示さないものO

2. 表中排水処理をした後放流しているものは No.43, 68, 73, 80, 89，石灰処理後放流しているものは
No.84であるの

c 168) 

0は検水lOOmlをとり同法で呈色を示さない

ロ ムク



であるつ魚類に対する致死濃度は魚類によって耐性が

異り，報告された限界値もまちまちであるが，シアン

O. lppm，クロムF支lppm，ニッケノレ 128ppmとしサつれ

ている 1)0 また下水道法施行令によると下水道へ放流

する産業排水中のクロムは3ppm以下，シアンは2ppm

以下でなければならないとしているので，一般的にメ

ツキ排水の毒性は非常に高いということがし、える。排

水処理法二ついては， 1964年日本生産性本部派遣の欧

米中小企業電気メツキ工業視察団の報告によれば，シ

アンは pH8～10で塩素または次亜塩素酸塩vこよる方

法で，現在のところ最も確実な方法とされている。

塩素によるシアンの分解反応について，そのくわし

い操作はまだ明らかでないが，大体次のように考えら

れている。

NaCN +Cl2=CNCI十NaCl…・・・………………（1)

CNCI十2NaOH=NaCNO十NaCl十日20 …・・・（2)

2NaCN0+4NaOH十3Cl2

ロ 6NaCl+2C02十N2十2H20・．．．．．．‘．．．－－－－…（3)

この（1）式の反応はすべての pH範間においてほとん

ど瞬間的におこり，生成する塩化シアン CNClは気化

しやすい催涙性のガスで有毒であるo (2）式の反応は

pH 9以上において迅速に行なわれ，生成するシアン

酸塩 NaCNOはcwにくらべて毒性は約 1/200程度

であるといわれ，この反応は pHS.5以下ではきわめ

ておそく，（3）式の反応は pH7.5～8.0附近が最も反応

速度が大で約10分で完結するが， pH9.0～9.5の範囲で、

c 169) 

は約30分を要するようである。結局（1)(2)(3）式の反応を

行なわせるに pH8.5以上で30分以上のはげしい撹

杵が必要である。シアン排水処理を中小のメツキ工場

に対して何んらかの方法で期待することは止むを得な

いとしても CNCIおよび CNOーの限界値を検討すべ

きであると考えられる。排水処理をしたのち肢流して

いる工場はいず、れも大企業であるが，表中 No.43, 

68, 73は排水処理が完全に行なわれているが， No.

80, 89は処理が旨く行なわれていなし、。クロム酸排水

処理は通常の重金属のようにアノレカリを加えて水酸化

物として沈澱さぜることができないので， pH2くら

いで亜硫酸ガス，重亜硫酸ナトリウムで還元したの

ち，アノレカリで中和し，クロムを水酸化物として沈澱

させる方法が行なわれており，われわれが調査した排

水処理方法も同様であるO 表中No.43, 73は完全に行

なわれているが， No.68, 80, 89は旨く行なわれてい

ない。メツキ工場での薬品の損失，したがって排水濃

度にもっとも関係するのはメツキ浴からのすくい出し

および水洗し、の方法で，作業のやり方などによってか

なり開きがあり，注意すればかなり減少させることが

できるように見受けられる。

本報告の l部は第 1回全国衛研化学技術協議会で口

演した。

文 献

1) Robert Weiner : Die Abwasser in der Metal!-

industrie, 2. Auflage, (1961) 



薄層クロマトグラブイーによる医薬品製剤の

分析（2報）製剤中のカアェインの定量（抄録）

Caffeine (C）の定量法としては重量法，ヨ～ド法，

UV法，非水滴定法，または燐モリブデン酸，ジアゾ

化P－ニトロアニリン， P－ジメチルアミノベンズア

ルデヒドおよび酸化反応による比色法などがある。こ

れらの方法を複雑な処方の製剤に適用する場合には，

重量法，ヨ｝ド法およびUV法は前処理を工夫して共

存物を分離除去しなければ適用できなし、。非水滴定は

C以外の塩基性物質を完全に分離すればよいが，

Noscapine共存下では適用できなし、。比色法はそのま

ま利用できるものは少なく，一般にそれぞれ適当な分

離操作を行なわなければ適用が難しし、。そのうちで，

Bontemps (Pharm. Acta. Helv., 35, 128 (1960)) 

により報告され，それを青木らが改良して，第四回日

本薬学大会に報告した方法を若干改良して行ない，医

薬品約60種について行なったところ， Theobromine, 

Pilocarpine, Pridoxal-5-Phosphate, および Guaia-

colglycerine etherが同様に呈色し，比較的高濃度で

Sulpyrine, Thiamine岨HCI, Sulfisomezol, Sulfaph-

enazol, Acetylsalicylic acid, Ascorbic acid, clト

Methylephedrine-HCI，などが呈色するが，これらの

障害となる化合物も， Guaiacolglycerineetherなどを

除いては，酸性またはアルカリ性で，クロロホルムを

用いて抽出することにより，分離定量することが出来

る。しかしCの回収率が一般に低くでる。これはクロ

ロホノレム層，酸性，アルカリ性水膚聞の分配係数が多

少あるからである。著者は本比色法を妨害する化合物

の分離に薄層クロマトグラフイー（TLC）を用い，製

剤中のCの定量法を検討し簡易，迅速そして3椅密な

定量法を確立した。

(1）定量法

検液 5ml(Cとして 20～200μg）に 3W/V%酢酸

溶液と 10W/V%ピリジン溶液（3:5容量比〉の混

液 8mlを加え，次1こ0.05%の有効塩素を含むサラシ

粉上澄液 2mlを加え， 30～60秒間室温に放置したの

ち， O.lNチオ硫酸ナトリウム液 2mlおよびN水酸化

＊東京都立衛生研究所 匿薬品部
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ナトリウム液 5mlを加え，さらに水を加えて 25mlと

して， 460mμ における吸光度を測定する。呈色液は

約60分間安定である。

(2) TL  Cによる分離

吸着剤としてキ｝ゼノレゲノレG （メノレク〉を用い，厚

さ0.5mmのシリカゲル薄層板を用い，展開剤として，

酢酸nーブチノレ：クロロホノレム， 85%ギ酸（60: 40 : 20) 

を用い，まず各種医薬品について，約 13.5cm展開す

ると，およそ Rf×100で， C(51), Pyridoxine-HCl 

(O), Phridoxal駒句－

Riboflavine Phosphate (0), Riboflavine (3), Chlor-

pheniramine Maleate (3), Quinine-HCI (9), Sul鴫

pyrine(lO), Aminopyrine(12), dl-Methylephedrine” 

HCI (21), Ascorbic Acid (27), Hyphylline (26), 

Theobromine (39), Guaiacolglycerine ether (65), 

N-Acetyl聞p帽Aminophenol(73), Phenacetine (81), 

Sulfisomezol (80), Sulfaphenazol (80), Isopropyl-

antipyrine (83), Ethoxybenzamide (85), Acetylsali” 

cy lic Acid (91)などに分離する。 Cの分離ハン点は，

よくまとまり，他の薬品とよく Cを分離するので区別

することができるO この他にベンゼン：エタノール

(90 : 10), クロロホノレム：メタノーノレ： 85%ギ酸（70

: 30: 2），アセトン：クロロホノレム： n－ブタノール：

25%アンモニア水（30 : 30 : 40 : 10）を用いたが， C

と Guaiacolglycerineetherを分離することができ

ない。

(3) TL  Cによる分離定量

内服液はそのまま，散剤，顎粒剤，錠剤，カプセル

斉ljは粉未とし，クロロホノレムを用いてCを抽出し，ク

ロロホノレムを留去する。最後に空気を通じながら，完

全に揮散させたのち，残留物を一定量の水に溶かした

ものを試料液 ccとして 3～5mg/mり とし Cとし

て 50～200μgをシリカゲ〉レ薄層板上に Hamiltonの

Microcyringeを用いて正確に採取後， 展開剤として

酢酸rブチノレ：クロロホノレム： 85%ギ酸（60: 40 : 20) 

を用い，約 13.5cm展開する。分離ハン点は展開後誼

ちに暗所で紫外線により観察するとき， Cは暗色のハ

c 170) 



ン点として観察できる。又は50%硫酸＠ドラーゲンド

ルフ試液を噴霧して，ハン点の位置を知り，しるしを

して，ハン点区分をガラスフイノレタ｛封入の分液ロ｛

トにかきとり，分離する。分離した，シリカゲノレ粉末

たクロロホノレム：メタノーノレ（70: 30）の混液 lOmlず

つで5回抽出，ろ過し，そのろ液を水浴上で蒸発乾回し，

残留物を一定量の水に溶かして比色，またはUVによ

り定量を行なう。 UVにより行なうときは，吸着剤と

してメタノ｝ノレでよく洗浄したキーゼルゲノレH （メル

ク〉を用いるとよし、。

モデルサンフ。ルおよび市販製品について， TL Cを

用い比色法により行なった。本法によるモデ、ノレサンプ

ノレの定量で

場合 5=1.03 (nコ＝7）で、あつた。

本報告は第20回日本薬学大会で報告し，衛生化学に

投稿中である。

(171) 



市販生薬の贋偽品 について

人類は古くから多くの天然物を経験的に医薬品とし

て利用してきた。これらは民間薬または漢方薬として

現代に至るまでますます普及している。

生薬は都合のよいことには， 1つの作用ばかりがあ

まり激しく出ないで，反対の作用をする成分も含んで

いるので，適当に調整作用が行なわれるようになって

いる。

このことは医薬品が必要とする安全性と結びついて，

古くから現代まで生薬が普及している原因でもある。

近年は単に民間薬または漢方薬として利用されるに

とどまらず，化学的医薬品と合理的に配合されていっ

そう効果をあげている。しかしすく、、れた生薬の効果

は正常で、かつ品質の優秀なものを使ってこそ始めて達

せられるのである。

生薬は栽培，採取および調製等について，ほとんど

薬事法の規制を受けていなし、。また天然物で、あるから

品質の一定しないものが少なくない。

現在，日本薬局方に収載されている生薬は第1部に

46品目，第2部に 125品目であるが，これらのほかに

多数の生薬が使用されている。

著者は長年原料生薬，漢方薬および生薬製剤等の品

質試験を行なっているが，近年は製造業者の依頼によ

り，各種生薬製剤の規格および試験法の作製にも応じ

ている。化学的医薬品と生薬および生薬エキス等が配

合された場合に，それらの成分を分離確認または定量

を行なうことが，同時反応および妨害反応によって，

ほとんど不可能に近いことが少なくない。そこで生薬

製剤の品質管理は配合原料生薬の品質検査に，まず第

1の重点をおくべきものと考える。

品質検査の手段としては，有効成分の定量，あるい

は成分の確認のほかに，生薬学的な検索を用いること

によって綜合判断を下さなければならない。この場合

つねに念頭におかねばならないことは生薬と化学的医

薬品との本質的な相違である。

古来生薬には同名異物として使用されているものが

少なくなく，漢方処方を用いる場合には，その出典によ

＊東京都立衛生研究所医薬品部
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って，配合されている個々の生薬の本質をよく調査し

なければ効果を期待することができなし、。

この同名異物のほかに著者が日常なやまされるもの

に贋偽品がある。

従来市場の賢偽品は粉末生薬や切断生薬に比較的多

く，抽出津や異種植物が増量材として用いられ，また

外観のよく似た偽物が作られるなど，全く故意による

ものと，基原植物を誤って採取し調製したものおよ

び同効または類似生薬などを取り扱い中に混同してし

まったために無作為的に贋偽品とされたものなどがあ

る。

近年の市場生薬はかなり品質が向上しているが，一

般的に格安品は一応の疑いをもってみるべきで，市場

品薄品で，はざかい期に早物と称して出回る生薬には

特に注意が必要であるO 従来業者間では特定の生薬は

粉末や切断品を求めてはならないと注意されているも

のがあるが，これらはしばしば贋偽品の対象となった

ものと思われる。

贋偽品の実例

つぎに著者が取扱った市場生薬の贋偽品の実例を示

す。

（局〉は日本薬局方収載品目である。各品目につい

ては，はじめに真正生薬の基原植物，つぎに贋偽品の

実例を記載する。

カンゾウ（甘草〉 （局〉

カンゾウは Glycyrrhizaglabra Linne var. glandu-

lif era Regel et Herder または同属植物（Legumin-

osae）の根および走出菜を皮付きのまま，またはコル

ク層を去って乾燥したもので，同属植物には G.echi-

nata Linne, G. uralensis Fish.がある。

カンゾウは大部分が棒状の形で取り扱われるが，切

断品には抽出深を，粉末には抽出深およびモミガラの

粉末が増量材としてしばしば偽和される。

カンボウイ〈漢防日〉 （局〉

カンボウイはオオツヅラフジ Sinomeniumacutum 

Rehder et Wilson (Menispermaceae）の根，根茎ま

たは茎を乾燥したものであるO

市場のカンボウイは横切したものであるが，断面の似
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ていることからアオツヅlラフジ Cocμlustrilob.us A. 

P. de Candolleに基因する木防己を偽用すること料あ

る。またウマノスズクサ科（Aristolochiaceae）の菱性

植物の茎を泥水に数日浸し，輪切りにして乾燥し偽物

を作るとも聞いている。

クパクシ（翠麦子〉

クパクシはナデシコ Dianthussuperbus Linne var. 

longicalycinus Williams ( Caryophy llaceae）の種子

である。

市場の偽品にはネギ Allium fistulosum Linne 

(Liliaceae）の種子が多い。

ケイヒ（桂皮〉 （局〉

ケイヒ Cinnamomumcassia Blume (Lauraceae) 

またはその他の同属植物の根，幹および枝の皮をその

まま，またはコルク皮を多少除いたもので，同属植物

として C.obutusifolum Nees （アンナンケイヒ〉，

C. burmanni Blume （ジヤワケイヒ）, C. la ureirii 

Nees （ニッケイ〉などがある。

市場の切断したものにヤブニッケイ Cinnamomum

japonicum Siebold (Lauraceae）およびタブノキ Ma・

chilus Thunbergii Siebold et Zucc仰 －ini(Lauraceae) 

の皮が偽和されたものがある。粉末にはマツ属の皮が

増量材としてしばしば用いられると聞いている。

ゲンノショウコ（局〉

ゲンノショウコ Geraniumnepalense Sweet (Gera” 

niaceae）の夏期の茎葉を乾燥したものである。

同属植物にはタチブウロ G.japonicum Franchet et 

Savatier，シコグフウロ G.shikokianum Matsumura, 

イブキフウロ G.dahuricum A. P. de Candolle f. 

lobulatum Nakai，コフウロ G.tripartitum R. Knuth, 

ツクシフウロ G.kiusianum Koidzumi, イチゲブウ

ロ G.. sibiricum Linneなどがあるが，これらがしば

しばゲンノショウコと称して市販される場合がある。

ゴオウ（牛黄〉 （局〉

ゴオウはウシ Bostaurus Linηe var. domesticus 

Gmelin (Bovidae）の胆のうまたは輸胆管内の病的結

石を乾燥したものである。

ゴオウは高価なものであるから，砥粉を固めた偽品

が作られることがあるが，真正品には特異な味がある

ので，容易に鑑別することができる。

ゴミシ（五味子〉 （局〉

ゴミシはチョウセンゴミシ Schizandra chinensis 

BaiUon (Magnoliaceae）の成熟した巣突を乾燥したも

のである。

わが国に自生するピナンカズラ Kadsura japonica 

Dunal (Magnoliaceae）の果実を南五味子と称し偽物

に使われる。

サイコ（柴胡〉 （局〉

サイコはミシマサイコ Bupleurumfalcatum Linne 

(Umbelliferae）の根を乾燥したものである。

ホタルサイコ B.longeradiatum Turcz. f. elatius 

Koso・Polianskyの根が偽用される。中国より輸入さ

れるサイコは華北および東北に産するホソバミシマサ

イコ B.scorzomaefolium Wild, トウサイコ B.octo・

radiatum Bungeまたはマンシユウサイコ B.pekine” 

nse Franchetなど、の根で、いずれも局方のもので、ない。

サイシン（細辛〉 （局〉

サイシンはウスパサイシン AsiasarumSieboldi F. 

Maekawα（Aristolochiaceae）の根茎および根を乾燥し

たものである。

植物の形態が似ていることから，ヵ γアオイ Hetero-

tropa nipponica E. Maekawα （Aristolochiaceae) 

がしばしば偽物とされる。また植物名が類似している

ことからスミレサイシン Viola vaginata Maxim. 

(Violaceae）が誤って採取され市販された事実もあ

る。

サフラン（局〉

サフラン匂Crocussativus Linne (Iridaceae）の雌蕊

の紅色の部分を乾燥したものである。

サフランの色素α，クロチンは光線によって槌色す

る。輸入品にアニリン色素で染色したものがあるが，

アニリ γ 色素はクロロホノレムに溶けるので（α・クロ

チンは不溶〉鑑別することができる。またベニバナ

Carthamus tinctorius Linne (Compositae）の頭状花

〈紅花〉が偽用されたこともある。

サンショウ（山撤〉 （局〉

サソショウ Zanthoxylumpiperitum De Candolle 

(Rutaceae）または同属のアサクラザシショウ z.. pi” 

peritum De Candolle f. inerme M滅的。およびヤマ

アサクラザγショウ Z.piperitum De Candolle £. bre-

vispinum M滅的oの成熟した果皮を乾燥したもので

ある。

イヌザンショウ Fagaramantschurica Hondaの果

実が偽和されることがあるが，この果実は外国が暗灰

色，味は不快で粘液を含んでいる。

シコン（紫根〉 （局〉

シコ γはムラサキ Lithospermumofficinale Linne 

var. erythrorhizom Maxim. (Borraginaceae〕の根を

乾燥したものである。

ムラサキは資源的に少なくなったので，しばしば異
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種植物の根を色素で染色したものが出回ることがあ

る。

ジャコウ（爵香〉 （局〉

ジャコウはジャコウジカ Moschus moschiferus 

Linne (Cervidae）のジャコウ腺分泌物の乾燥物である。

純品は入手が極めて困難で，市販品はほとんど何ら

かの方法で偽和物を巧みに混合したものである。偽和

物としてはジャコウノウの切片，動物筋肉組織片，デ

γプン，植物油などが報告されている。

ショウマ（升麻〉 〈局〉

ショウマはサラシナショウマ Cimicifuga foetida 

Linne var. intermedia Regel (Ranunculaceae）の根

茎を乾燥したものである。

市場の切断品にはしばしばユキノシタ科（Saxifrag-

aceae）のトリアシショウマ AstilbeThunhergii Mi-

quel var. congesta H. Boissieuおよびチダケサシ A.

microphy Ila Knollの根茎が増量材として偽和される

ことがある。

ショウリク〈商陸〉

ショウリクt土ヤマゴボウ Phytolaccaesculenta van 

Houtte・ (Phytolacaceae）の根を乾燥したものである。

イケマ Cynanchumcaudatum Maxim. (Asclepia同

daceae）の根を牛皮消またはイケマ商陸と称して偽用

されるが，本品は質かたく，机上に落すとかたい音が

してはね返るので判別の助けとなる。

わが国の山野に自生するヨウシユヤマゴボウ P. 

americana Linneをショウリクの基原植物とする場

合もあるが，本植物の根には催吐作用（成分は不詳〉

があるので問題がある。

センブリ〈当薬〉 （局〉

センブリはわが国の山野に自生するセンブリ Swer-

tia japonica M滅的o(Gentianaceae）の開花期の全草

を乾燥したものである。

近年セγプリは市場品薄のために高値をよんでいる

が，最近朝鮮産のゼγブリが市場価格の約3割程度の

安値で輸入された。このものは花をつけたものと花の

全くないものとの 2通りであるが，いずれもムラサキ

センブリ S.pseudochinensis Haraである。ムラサ

キセンブリは苦味に乏しく，センブリに比べ茎の4稜

は有翼，葉幅広く，花は大型で，花冠の内外とも紫色

を呈し蜜腺に乳頭状の突起がある。ムラサキセγブ

りはわが国の中部以南の山野にも自生する 1～2年草

で，花期はセンブリよりも約1カ月早いので，早物と

してしばしば市場に出回ることがある。ムラサキセン

ブリは苦味が弱く，市場性も少ないので第 6改正日本
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薬局方から基原植物として認めていない。

市場のセンブリは全形と粉末があるが，ムラサキセ

ンブリを偽和した粉末は顕微鏡検査によらなければ鑑

別することができなし、。またセンブリ末の偽和物とし

て従来苦参末やそミガラ末などが知られている。

ダイウイキョウ（大苗香〉

ダイウイキヨウは北ベトナムと中国の国境附近に自

生または栽培される常緑高木 Illiciumverum Hooker 

(Magnoliaceae）の萌果を乾燥したもので，薬用以外

には料理用の香味料として，またその精油は大苗香油

とよばれ香料となる。

わが国の関東以西に自生，またはしばしば寺院や墓

地などに植栽される常緑小高木のシキミ Illiciumani・ 

satum Linne (Magnoliaceae）の果実がダイウイキヨ

ウにきわめて似ていることからしばしば偽和されるこ

とがある。シキミの果実は俗に日本産ダイウイキョウ

ともよばれているが，やや小形で各袋果の先端は鋭く

とがり，上方から内側に曲っている。けいれん毒アニ

サチγを含んでいるので注意を要する。

ダイオウ〈大賞〉 （局〉

ダイオウは Polygonaceae の Rheumpalmatum 

Linne （雅大黄）, Rh. tanguticum Maxim. （西大黄〉，

Rh. off icinale Baillon （雲南大賞〉の根茎でわが国市

場品の大部分は雅大賞であるo

ダイオウ末にしばしばラポγチチン反応を示すもの

があるが，これらは Rh.undulatum Linne, Rh. rhap・ 

onticum Linneおよび Rh.compactum Linneなど

を基原とする和大黄，土大黄および芋大黄の粉末，ま

たはこれらで偽和したものである。

女クシャ（沢潟〉

タクシヤはサジオモダカ Alismaorientale ]uzep-

cuck (Alismataceae）または近縁植物の塊茎を乾燥し

たものである。

市場の偽品にクワイ Sagittariatrifolia Linne var. 

sinensis Makino (Alismataceae）の塊茎を乾燥したも

のがある。

チョウジ（丁子〉 〈局〉

チョウジは Eugenia caryophyllata Thunberg. 

(Myrtaとeae）のツポミを乾燥したものである。

チョウジ油を蒸留した津が偽和されることがある。

チンマ（天麻〉

テソマはオニノヤガラ Gastrodiaelata Blume (0ト

chidaceae）の根茎を乾燥したものである。

中国産のテンマには明天麻と貴天麻の 2種類がある

が，前者はオニノヤガラの根茎による真正品で，後者



はわが国の市場で、は唐天麻ともよばれジャガイモ

Solanum tuberosum Linne (Solanaceae）の蒸乾品で

偽物である。真正品はイヌリンを含みデンプンを含ま

ないのでヨウ素試液反応で鑑別することができる。

トウニン（桃仁〉 （局〉

トウニンはそモ Prunuspersica Batsch (Rosaceae) 

およびその近縁植物の種子仁を乾燥したものである。

市場ではキョウニン（杏仁〉がトウニンより安価で

形が似ていることからしばしば偽和される。両者の形

態上の広別は容易であるが，近年品種改良によって判

然としないものがあるので注意を要する。また中国お

よび朝鮮から輸入されるトウニン［乙 10～20%のキョ

ウニンが混入されていたという事実もあるの

トウヒ（澄皮〉 （局〉

トウヒは夕、、イダイ Citrusaurantium Linne subsp. 

amara Engeγ（Rutaceae）の成熟した果皮を乾燥した

のである。

偽和物としてナツダイダイ（ナツミカン） C. natsu帽

daidai Hayatαの皮（夏皮〉が多い。

パク弔ントウ（麦門冬〉 （局〉

バクモントウはジャノヒゲ Ophiopogonjaponicus 

Ker-Gaw leγvar. genuinus Maxim. (Liliaceae）また

は同属植物の根の膨大部を乾燥，または乾燥後中心柱

を抜き去って両端を圧縮したものである。

類似植物のヤプラン Liriopemuscari Bailer (Lili” 

aceae）の根の膨大部を大葉麦門冬と称するが， しば

しば偽用される。

ハンゲ（半夏〉 （局〉

ハンゲ』土カラスピシヤク Pinelliaternata Breiten-

bach (Araceae) の球形の根茎を外皮を除いて水洗し

乾燥したものである。

市場の切断品にヤマノイモ Dioscoreajaponica Th-

unber g. (Dioscoreaceae）の根を乾燥したサンヤク（山

薬〉を偽和したものがある。サンヤクの切断品はハン
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ゲによく似てし、るかえご味がなし、。古来ハンゲは業者

の聞では全形のものを求めることが建前とされ，切断

品の場合には小口切または片製を買うようにしないと

偽品の疑があるとされているものである。

マオウ（麻黄〉 （局〉

マオウは Ephedra sinica Stapf, E. equisetina 

Bunge, E. distachya Linneなどのマオウ属（Ephed司

raceae）植物の地上茎を乾燥したものである。

切断品の偽品には抽出浮やタタミ表などがある0

・吾クツウ（木通〉 （烏〉

モクツウはアケピ Akebiaquinata Decaisne (Lard崎

izabalaceae）または同属のゴエウアケピ A. penta句

phy Ila Makino，ミツバアケビ A.trifoliata Koidzumi 

の茎を通常輪切りにして乾燥したものである。

中国産，朝鮮産のそクツウにはしばしばマソシユウ

ウマノスズクサ科，サノレナシ科，ウマノアシガタ科，

ウコギ科の植物を基原とするものがあるが，これらは

いずれも日本薬局方のものではない。

ユウタン〈熊胆〕

ユウタンはクマ Ur・susthibetanus japonicus Sehl吋

egelの胆のうをそのまま乾燥したものである。

ユウタンの真正品はほとんど市場性がなくブタ，ウ

シ，イヌ，サル，ウサギ，食用ガエル，ヘピ，コイな

どの胆が偽用されているが，なかにはこれらの胆にオ

ウバクエキスを偽和したものなどがある。

ヨクイニン（憲政仁〉 （局〉

ヨクイニンはハトムギ CoixLachryma-jobi Linne 

var. Ma-yuen Stapf (Gramineae）の穀果から巣皮お

よび種皮を除いた種子を乾燥したものであるO

同族植物のジュズダマ CoixLachryma-jobi ・Linne 

var. susutama Hondaの種子がしばしば偽和されるが‘

断面にヨウ素試液を滴加するとョクイニ γの内乳は赤

褐色を呈し，ジュズダマは青紫色を呈することによっ

て鑑別することができるの



市販分析用ろ紙中の重金属，特にジチゾン法

による鉛の定量｛直について（抄録）

鉛は有害性金属の代表的なもので，これを取り扱う

職種は約900種といわれており，したがってあらゆる

機会に鉛による混入，汚染のおそれがあるところから，

わが国をはじめ諸外国においても飲食物，医薬品，化

粧品ならびに玩具にいたるまで広くその許容量が定め

られている。許容限度として食添ではクエン酸鉄なら

びにアンモニウム塩などが 20ppm，また重金属試験

法において鉛として約 150種のものが 10～50ppm,

日局の鉛許容量は常水で O.lppm，アルギン酸 5ppm

のほか化粧品原料規格で 20～30ppm，パ｛マネント

ウェーブ用剤 5ppmがそれぞれ規定されている。この

ような理由からこれら製品の製造輸入脹売にともなっ

てその鉛含有量を定量する機会は非常に多く，その試

験結果は法律的にその商品の品位を無価値にするほど

の規制力を有するため，特に慎重な試験が望まれる。

わたくしたちは行政上の立場から化粧品原料，飲食物，

香料などに混入する鉛の定量に従事してきたが，許容

量を超える試験結果のうちでその原因が使用したろ紙

中に爽雑される鉛に起因することがあることを認、めた

ので，国産ろ紙A社， T社のもの各16種，またガラス

ろ紙を含めたW社（外国品3のも約7種の 1～3ロッ

トについて，それぞれ5～10回ずつ延べ 500回にわた

り，希狂NOa抽出後ジチゾン法による定量操作を実施

し，また一部について交流ポ｛ラログライ｛を行ない，

＊東京都立衛生研究所化粧療品部

料日本化粧品・工業連合会

田村健夫＊

戸谷哲也＊

谷口美和子＊＊

原田裕文＊

観 照雄＊

そのピ｛ク電｛立が対照とした Pb+2に一致することを

認めたので報告する。その結果一般的にいって i）鉛

含有量はメーカー別では A>T>Wの順に低値とな

り， ii）定性用は定量用よりも著明に含有量が高いが，

同じT社の No.lの品種のもので、も径9cmのものは 1

枚あたり約0.7μgにすぎないのに対し径llcmのもの

はlOμgにも達することが認められた。 iii）また同一

品種，同一ロットのものでも 1箱中におさめられてい

る上部と下部では 1枚あたりの含量に相当のひらきの

ある場合も認められ，ろ紙細断前の乾燥の過程で，ろ

紙の周辺等に銘が濃縮されることも推定される。 iv)

定量用のものであっても 1枚あたり 0.4～2.3μgは検

出されるが，しかしその量は無灰ろ紙と称する等級と

はかならずしも相関性があるとは認められなかったo

v）ろ紙の種類によってその lgあたり 5～20μgの

Pb+2の吸着を認め， Freundlichの等温吸着式が成立

する。

以上の結果から，ある試料中の銘を定量するに際し，

その採取量が o.lg程度であると， これを灰化し酸で

処理後ろ紙を用いてろ過する場合1枚あたり 2μgの

鉛を含有していると試料中の鉛は 20μgにも換算され

てしまう。通常盲験までもろ過操作を行なうことは少

いから特に注意を要する。従って試料採取量はある程

度多い方が望ましく，試料が少い場合には用いるろ紙

はあらかじめ酸で洗浄することが必要である。

本研究は第20四日本薬学大会で報告し，衛生化学に

投稿中である。
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五島lamineとその塩類あるいはその近縁物質を吸着剤

とするタロマトグラフィーに関する研究（第1報）

保存料等のフエノール性物質の薄層クロマトグラフィー〈抄録〉

Melamine (2, 4, 6-Triaminotriazine）はやや特異

的な共鳴構造を有する物質で，周知のようにメラミン

樹脂の原料として多量に生産されており，現在では

おS規格をうわまわる99.7%以上の純度のものが入手

できる。わたくしたちは数年前に化粧品中の Cu”ch1o・

rnphyllinの分離定量に際して他の無機性吸着剤では

脱着が不能であるが Melamineを保持体とするカラム

を使用しその等電点村近で吸着後，水酸化アルカリに

よってほとんど脱着されることからグロマ lトグラフイ

ーの吸着剤として適性のあることを見出した。 〈未発

表〉。その後最近の薄層クロマトグラフイー（TLC)

の進歩にともない本物質が下記のようにTL Cの保持

体として適当であり，保存料などのフエノール性物質

の分離に適用してかなり満足すべき結果を縛たので報

告する。すなわち一般的な利点としてはけ他のす L 

C用の吸着保持剤に比して完価である。 ii）モノマ｛

にしては水への溶解度が小さく，特に無機アルカリ溶

液には難i容でまた多くの有機溶媒にほとんど溶解しな

い。 iii）一定の粒度をそろえば石膏のような接着剤は

特に必要としなし、。 iv）トリアミノ化合物のため緩和

なイオン交換性があり，高価なポリアミドおよびポリ

ミンPのような特性も期待できる。 v）第 2報で述べ
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るようにポリカルボン酸と反応し水あるいは中性，弱

い酸性，塩基性溶媒に不？溶性の塩をつくるため，これ

らの塩類を保持体としてさらに選択性のある分離能も

期特できる。

また欠点としては塩駿のような 1塩基性の無機酸に

はかなり滞解し，特に遊離のメラミンは多塩基性の酸

とか水のみで展開すると frontlineがみだれるから

有機溶媒の少量を加える必要がある。この点、塩型の場

合にはそれを使用した酸あるいはその酸りアルカリ塩

を添加することによって展開搭媒の範囲が広くなる。

本法では MelamineSulfate (particle size 5～20μ.) 

を吸着剤とし， 1{固と多価 phenol の分離には Xy.

lene : Eth.ylcellosolve : H20 (20 : 10 : 1）を，多価

予henol相互の分離には Xylene:EtoH: Ether く10:

6 : 1）を， まずこ phenolsulf onic acidには Methyl-

cellosolve : Acetonitrile: H20 (16: 4 : 5）を展開

溶媒として使用できることを認めた。これらの溶媒を

用いて多価 phenolに対し， Cellulosepowder, Alu‘ 

mina, Silicagelならびに polyamideと比較したとこ

ろ Melamineとは異った分離状態が得られ，単なる

分配とは考えられない。

本研究は第20回薬学大会で報告した。一部補足のう

え衛生化学に投稿の予定である。
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Mela明i明eとその塩類ある U、はその近縁物質骨吸着剤

とするクロマトグラフィーに関する：研究（第2報｝

アミノ酸類の薄層クロマトグラフィーについて（抄録〉

Melamineは H2S04, HaP04, HaBOaのような多

塩基性無機酸ならびに， Oxalic,Malonic, Succinic, 

Adi pieのような 2塩基性カノレボン酸， また Malic,

Tartaricのような 2塩基性オキシ酸あるし、は Maleic,

Fumaric acidのような不飽和ポリカノレボン酸と結合

して水，中性有機溶媒などに不溶性の塩を形成する。

そして特に 2塩基性酸の場合は非常にカサ高い安定な

沈殿物として得られ，中でも Tartaric,Malic acidな

どは粒子が徴細で薄層とした場合接着剤がなくても剥

離しにくく，遊離の Melamineと異なって水のみを

展開剤としても温度が高くなければ frontlineがみ

だれないなどの長所が認められた。

酸との結合比は電位差滴定から求めた 2次微分曲線

から 3塩基酸である citricacid 1 Molには Melamine

3Molが結合するように，常に Melamineは 1酸塩

基として反応することが認められた。また当然のこと

ながら酸との結合力は酸の種類によって差があり，塩
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型の Melamineを吸着剤としたときは，酸性の展開

斉Jjを選択する場合の一つの基準になる。

すなわち Melaminetartarateに対して HOAc含有

の溶媒を用いることは伺等差支えないが， Melamine

malateに対しては適当でなく剥離の原因になる。

わたくしたちはアミノ酸約30種，アントラニノレ酸な

どのアミノカルボン酸3種についてTL Cを試み，た

とえば Melaminetartarateを吸着剤とし， BuOH: 

EtOH : H20 (5 : 0. 5：めを溶媒として，多少tailing

を示すが Cellulosepowder, Silicagelを吸着剤とし

たときとは異る特徴のあるクロマトグラムが得られた。

そのRf値は pKaの小さいものの方が小さくなるよう

な，ある程度の相関性が認められた。

なお Melamineは（NH4)sM010wAgNOa, CuS04 

のような金属塩とも水に不溶性の付加物を形成しま

たEDTA• 2Naとも塩をつくるため， 金属イオンの

TL Cなども今後期待できるものと考えられる。

本研究は第20四日本薬学大会で報告した。一部補足

のうえ衛生化学に投稿の予定である。
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HεLa細胞単層培養利用によるポリオ＠ウイノレス

型内血清学的鑑別法の研究（第1報）

ポリオ＠ウイルス研究の進畏に伴なって，同ウイノレス

病原性についてさまざまな事が明らかになり，病原性

と invitroの性状との関連性も判って来た。また免

疫学的に向型であるウイルス株聞にも微細な抗原的差

異のある事が見出され，疫学的分析にも活用されるよ

うになり考察基準もレベルアップされて来た。一方，

ポリオ＠ウイルス生ワクチンの一斉投与が繰返えされ

ている現在，ウイルスの分布汚染範囲は非常に広汎と

なっており，分離ウイノレスの病原あるいは疫学的結論

を導くためには，ウイルスの諸性状並びに詳細な抗原

的検討・が欠かせなくなって来ている。

同型ウイノレス株聞の抗原的差異は￥Vennerら，Dubes 

ら，五在C幽Bride,Gard, Melnick, Weckerらなどによ

って検討されて来たが，プラック法の技術を取入れた

Weckerの術式が， 所謂 Weckertestとして今日多

くの研究者に採用されている。

Wecker原法は初代サル腎細胞を利用している点で，

一般の検査室で routine化するのに難点がある。我々

はこのような障害除去を意図して，継代保持の容易な

He La細胞使用の適否を検討した。

実験材料及び方法

実験に使用したウイノレスは，ポリオ＠ウイルス i型

標準株2株（Mahoney;LSc, 2ab），分離株13株であ

る。

免疫血清は， LSc,2ab株ウイノレスのサノレ腎細胞培

養遠心上清に等量の BactoAdjuvant Complete, Fre-

undを混和し，家兎筋肉に注射して作成した。 56°C

30分加温非働化して使用した。

型内血清学的鑑別試験（ IST）は， サル腎細胞

の代りに， He La 細胞を使った点を除き，他はほぼ

Plotkinらの報告に準じて行なった。 10%積血清加YL

H(0.1% Yeast extract, 0. 5% Lactalbumin, Hanl日

キ東京都立衛生研究所 ウイルス部

根津尚光キ 岩崎謙ナ＊

村上 一出一 坂井富士子＊

薮内 清＊ 柏木義勝＊

氏液〉に HeLa細胞を浮遊さぜ， 3×7cmの平面を有す

る50ml容量の培養瓶に 5mlずつ分注培養して HeLa 

細胞単層培養を作った。

単層培養は燐酸緩衝食塩水（pH7.6）でよく洗滅し

た後，感染価を10～20PF U(Plaque Forming Unit) 

/0.2ml （＇こ調整したウイルス浮遊液を接種した。 35°C

に90分間静置してウイルスを細胞に吸着させた後，適

当震の免疫血清を含んだまたは含まない一次培養用寒

天培地 4mlを重層して， 35°Cで培養を行なった。

表 1 ポリオ・ウイルスのブラヴク産生に

及iます一次培養期間の影響

一培日養数次
Mahoney株 LSc, 2ab株

ブラック フラック ブラック フラック
数 直径 数 直径

ロ1m

14 4× 4 。
3× 3 
4× 4 

2 9 4× 4 。
4× 4 
4× 4 

7 3× 3 。
3× 3 

19 9× 9 4. 4× 4 
8× 8 2× 2 
10×10 4× 4 

3 16 9× 9 7 4× 4 
8× 7 3× 3 
7× 7 5× 5 

16 7× 7 4 4× 4 
6× 6 3× 3 

16 13×12 6 10×10 
11×11 10× 8 
13×10 10×10 

4 15 13× 9 5 10×10 
1 1×1 1 10× 8 
12×10 10×10 

16 1 1×10 戸0 9× 9 
12× 9 9× 9 

註：二次培養 1日後観察
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表 2 Mahoney ; LSc, 2ab商株ウイJレスのブラ＂／ク産生に及｛ます

抗 LSc2ab株ウイルス免疫血清濃康問最多饗

、己土~1 ぬhoney LSc, 2ab I Mehoney 

免疫血清濃度

1 : 100 

1: 400 

1 : 1600 

1 : 64:00 

吋母｜長IRrs 
0. 52 0.24 0. 12 

0. 76 0.60 0. 1!:6 

0.67 0.96 0.64: 

0.86 0.94: 0.81 

Ns I Ds I，..，＿… i Ns I Ds ! ., __ _ 
Ne I De ｜ー日】－ I Ne I De 1－－ーム

。 。 。 0. 50 0.24 0. 12 

0.32 0.23 0.07 0.63 0.63 0.40 

0.36 0. 50 0. 18 0.69 0.88 0.61 

0. 55 0. 72 0.4:0 1. 00 0.93 0.93 

2 

LSe, 2ab 

母｜昔IRIST 
。 。 。
0. 33 0.28 0.09 

0.43 0. 56 0.24 

0.57 0.98 0.56 

表 3 Mahoney ; LSc, 2ab荷鞍ウイIレス及び抗 LSc,2ab株亨イルス免疫血清

組合わせの Weckertest実験値の再現性

h在ahoney LSe, 2ab 

実験番号 Ns Ds 
RIST 

Ns Ds 
RIST 

Ne De Ne De 
0.4:8 0.80 0.3840 0. 29 0.29 0.0841 

2 0.87 0.68 0.5916 0.33 0.30 0.0990 
3 0.47 0. 56 0.2632 0.33 0. 14: 0.0462 
4 0.63 0.63 0.3969 0.33 0.28 0. 0924: 
5 0. 79 0.69 0.5451 0.20 0.32 0.064:0 
6 0.75 0.65 0.4875 0. 18 0.32 0.0576 
7 0. 76 0.60 0.4560 0.32 0.23 0.0736 
8 0. 79 0.69 0.5451 0. iO 0.32 0.0320 
9 0.69 0. 56 0.3864 0.22 0.29 0.0638 

表 4 患者及び生ワクチン服用者由来の分離株の Wecker秘話成績

実 験 株 名 由 来
Ns Ds 

RIST く判対LSc,2ab定株〉Ne De 

Mahoney 0.69 0. 56 0.3864: heterologous 

LSe, 2ab 0.22 0.29 0.0638 isologous 

61-69 患、 者 0. 73 0. 71 0. 5183 heterologous 

61-98 患 者 0. 73 0.87 0.6351 he土台rologous

61-lOi ，患 者 D.68 0.83 0. 5644 heterologous 

Mahoney 0.46 0.51 0.2346 heterologous 

LSe, 2ab 0. 13 0. 16 0.0208 isologous 

61-51 ，患 ニ寸弘当 0.43 0.65 0.2795 heterologous 

2 61-54 患 者 0.86 0. 52 0. 4472 heterologous 

61-58 患、 者 0.80 0.68 0.54:40 heterologous 

61-60 意、 者 0. 53 0. 74 0. 3922 heterologous 

61-65 患、 者 0.60 0. 72 0.4320 heterologous 

Mahoney 0. 79 0.69 0.5451 het合rologous

LSe, 2ab 0. 10 0.32 0.0320 isologous 

3 
61:-72 ワクチン服用者 0.44 0.62 0.2728 intermediate 

61-81 ワクチン服用者 0.33 0.26 0.0858 homologous 

61-64 恵、 者 0.62 0.91 0. '5642 heterologous 

61-229 患 者 0.88 
2も

0.97 0.8536 heterologous 

h在ahoney 0.87 0.80 0.6960 heterologous 

4 LSc, 2ab 0.26 0.30 0.0780 isologous 

61-386 ワクチン服用者 0.28 0.31 0.0868 homologous 
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培地に含ませた免疫血、清量は予備試験を行なって決

めた。

一次培養を行なった後，中性紅（NR）を含んだ寒

天培地2mlを再重層し，培養を更に続け，現われて来

るプラックの数及びその直径を計測した。

試験結果判定は，ウイノレス株毎に免疫血清加群及び、

非加群（対照〉の産生プラック数の比（Ns/Nc），ブラ

ック平均直径の比（Ds/Dc）を求め，両値の積（RIST)

を算出して行なった。判定基準は Prototypeウイル

スのRIST値と被検ウイルスのとの差が， Prototypeウ

イルスと対照の Hetelogousウイルスとの差の%より

小であれば PrototypeとHomologous, %より大であ

れば Heterologous,1tS～%であれば Intermediateと

した。

使用培地の処法はYoungner記載によった。一次培

養用培地は10倍濃度 Hanks氏液（PRー） 6. 0, 1 % 

Yeast extract 11. 0, 5 % Bovine albumin 1. 2, 5 % 

NaHC03 1. 8，蒸溜水 18.8, 3 %寒天 20.0, 5000u 

ペニシリン， 5000γ ストレプトマイシン 1.2の比率組

成であった。二次培養培地はこれに0.1%中性紅を2.0

の比率に加えた。

実験成績

1) プラック産生に及ぼすウイルス一次培養時間経

過の影響

HeLa細胞単層培養上のプラック産生と二次培養培

地を重層するまでの一次培養時間経過との関係を，

Mahoney; LSc, 2ab両株ウイルスを用いて検討した。

実験成績の 1例を表1に示したO 両株を通じてみると，

4日間の一次培養を行なった群が安定したプラック産

生を示した。この実験結果から，以後の実験における

一次培養時聞は4日間とした。

2) HeLa細胞単層培養を使用した Weckertest実

験値の再現性の検討

Prototype LSc, 2ab株， HeterologousMahoney株

ウイルスを用いて，培地中の免疫血清濃度と実験測定

値との関連性を検討して，至適血清濃度を決定した。

実験成績は表2に示した。

RIST値は免疫血清合有濃度の変化に応じて異なった

が，両株ウイルスの RIST｛！直の差をみると，邸、清濃度

1 : 400～1 : 6400の範閉内ではかなり一定した健を示

していたo 従って使用濃度がこの範囲内にあれば問題

はないと考えられるので，以下の実験は 1: 400の濃

度で行なった。

実験値の再現性については， LSc,2ab; Mahoney両

株ウイルスを用い試験日を変えて 9回の繰返し試験を

( 181) 

行なって検討した。その成績は表3に示した。実験毎

に両株ウイルスの RIST値の差を算出すると，ほほ

0.30～0.52の範囲にあって再現性は比較的高いものと

考えられた。

3) 患者及び生ワクチン服用者由来のポリオ i型ウ

イルス分離株の Weckertest成績

1961年東京都内において発生したポリオ流行に際し，

患者材料から分離した！型ウイルス 10株及び同年

Sabin型ワクチン服用者材料から分離した i型ウイノレ

ス3株について， HeLa細胞単層培養を用いてWecker

testを行なった。実験成績は表4に示した。

患者由来の10株はすべて LSc,2ab株とはHeterolo-

go usであり，ワクチン服用者由来の 3株中2株は

Homologousであったが， 1株は Intermediateであ

った。

結 論

He La細胞単謄培養を使用して，ポリオ i型ウイル

スの型内血清学的鑑別の基礎実験を行なった。実験結

果は以下の通りであるロ

1) 単層培養にウイルスを接種した後，中性紅を含

有する寒天を重層するまでの一次培養期間は4日聞が

至適で、あった。

2) HeLa細胞を使用した型内血清学的鑑別法の実

験測定値の再現性はかなり高いものであった。

3) 1961年に分離したポリオ i型ウイノレス，ポリオ

患者由来10株，生ワクチン服用者由来3株，計13株に

ついて実験を行なった結果，患者由来の10株はすべて

LSc, 2ab株とは Heterologousであり，ワクチン服用者

由来の 3株中 2株は Homologous, 1株は Intermedi-

ateで‘あった。

以上の実験結果から HeLa細胞を利用した型内鑑別

法；工充分実用に耐えるものと考えられる。
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日本伝染病学会誌， 38, (6), 175 (1964) 

東京都衛生局学会誌，（33), 115 (1964) 

11. 普養寺浩，坂井千三，寺山武，工藤泰雄，伊藤武，

長崎護，畑野逸与：

腸炎ピブリオの生物型と病原性および種との関係：

日本医事新報，（2103),8 (1964) 
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12. 普養寺浩：

環境浄化による腸炎ピブリオ 2次汚染の防止：

臨床栄養， 25, (7), 62 q964) 

東京都衛生局学会誌，（34), 142 (1964) 

13. 善養寺浩，坂井千三，寺山武，工藤泰雄，伊藤武：

腸炎ピブリオ 2次汚染防止のための環境浄化：

食品衛生研究， 10, (2), 86 (1964) 

14. 阿部実，善養寺浩，他13名

近年の赤痢：

日本医事新報（2115),21 (1964) 

15. 善養寺浩，坂井千三：

腸炎ピブリオの検査：

臨床検査， 8, (9), 1 (1964) 

16. 善養寺浩：

腸炎ピブリオの予防に関するシンポジウム：

第21回日本公衆衛生学会（1964.9.18) 

17. 塚原秋：

昭和38年東京都内に発生した食中毒ピブリオの疫

学および細菌学的検討：

第13回衛生検査学会 (1964.4. 25) 

18. 本間滋，大西清則，田中和義，根津尚光：

インフノレエンザ＠ワクチンの効果に関する一考察：

東京都衛生局学会誌，（31)' 124 (1963) 

19. 根津尚光：

伝染病流行の予測一検査室の立場から：

第20回日本公衆衛生学会シンポジウム

日本公衆衛生雑誌， 11, (4), 302-303 (1963) 

20. 根津尚光，前木吾市，松村初太郎：

Ferri tinの精製及びその微細構造

第10回日本電子顕微鏡学会シンポジウム講演：

(1963. 11. 3) 

21. N. Nezu, G. Maeki，日.Matsumura & 

A. Tanaka: 

Preparation of Ferritin and Studies on its 

Inner Structure : 

J. Elec. Microscopy, 13, (3), 182 (1964) 

22. 根津尚光：

結核菌培養に関する研究：

日本細菌学雑誌， 19,cの， 292(1964) 

23. 根津尚光：



今冬都内インフルエ・ンザに関する一考察：

日本公衆衛生雑誌， 12, (4), 19 (1964) 

24. 根津尚光，岩崎謙二，村上一，坂井富士子，薮内

清，柏木義勝，田中錠太郎，平山淡二：

日本脳炎の流行予測に関する研究（特に豚におけ

る日脳HI抗体の消長について〉

東京都衛生局学会誌，（34),199 (1964) 

25. 柳沢文正，小笠原公：

強化精麦の生化学的研究（l),

米麦摂取の血糖値におよぼす影響について：

第18回日本栄養食糧学会総会（1964.5. 16) 

栄養と食糧掲載予定

26. 柳沢文正，山岸達典：

ドデ＼ンルベンゼンスルオン酸ソ｛ダの生化学的研

究（ V)

農薬の乳化剤としてのドデシルベンゼンスルホ

ン酸ソ日ダについて：

第21回日本公衆衛生学会講演 (1964.9. 20) 

27. 柳沢文正，小笠原公，山岸達典：

ドデシルベンゼンスルホン酸ソーダの生化学的研

究 CIV) 

界面活性剤の皮膚穆透による生体内の諸酵素お

よび電解質におよぼす影響について：

第21四日本公衆衛生学会 (1964.9. 18) 

第37回日本生化学会総会 (1964.. 10. 18) 

28.脇阪一郎：

ピルの温度条件と日本人の快感湿度について：

第21回日本公衆衛生学会 (1964.9. 18) 

東京都衛生局学会誌，（33),67 (1964) 

29. 中田英吉：

イエバェ Muscadomestica vicina Macquartの

額11屈の頭111屈に対する比率および額！！属の触角11盾に対

する比率測定：

東京都衛生局学会誌，（34), 171 (1964) 

30. 脇阪一郎：

東京都における最近の降下煤塵：

第21回日本公衆衛生学会（1964.9.18) 

31. 中山袈裟典：

1）自動車排気ガスの分析：

2）交叉点における排気ガスの実状と人体への影響：

第21四日本公衆衛生学会（1964.9)

32.脇阪一郎：

環境と健康：

産業環境工学＇ (31), (1964) 

33. 三村秀一：

c 183) 

東京都内浅井戸の水質について〈第2報〉

工業用水，（67),25 (1964) 

34.三村秀一：

東京都内浅井戸の水質について〈第3報）

工業用水，（74),24 (1964) 

35.松本茂，山崎堅吉，松本昌雄，松本淳彦，笹野英

雄：

都内公衆浴場水質試験結果の考察：

東京都衛生局、学会誌，（33).125' (1964) 

36. 中村弘：

地下水中Jの硝酸性窒素について：

第21四日本公衆衛生学会（1964.9)

37. 松井多ー，木村康夫，酒井昭子，伊東紘一，友松

俊夫：

食品中の保存料の紫外部吸収による測定法につい

て：

東京都衛生局学会誌，（33),121 (1964〕

38. 伊東紘一：

向上：

第21回日本公衆衛生学会 (1964.9) 

39. ニ島太一郎：

ジュース（曜詰中のスズのポ円ラログラフイ一定量

法について c

第21回日本公衆衛生学会（1964.9)

40. 丸山務：

コアグヲ｛ゼ試験の簡易化に関する研究：

第21四日本公衆衛生学会（1964.9)

41. 北村久寿久，直井家寿太，丸山務他：

卵黄加培地のコアグラーゼ陽性ブドウ球菌検索利

用について：

東京都衛生局学会誌，（34),169く1964)

42. 北村久寿久，直井家寿太，丸山務：

コアグラーゼ陽性ブドウ球菌検索用卵黄寒天培地

について：

メデアサ｛グル，（61)' 1 (1964) 

43. 北村久寿久：

食品関係分離大腸菌のマイシン耐性について：

日本衛生学会 (1964.4〕

44. 酒井昭子：

果実類の貯蔵品等に添加Lた銅塩の定量法につい

て：

日本農芸化学会 (1964.7) 

45. 関博麿，五島孜郎：

カノレシウム代謝におよぼす乳糖の影響〈第l,2報〉

第18回日本栄養食糧学会総会（1964.5.16～17)



46. 関博麿，五島孜郎： 58. 春田三佐夫，梅木富士郎，四宮栄：

無機質代謝に及ぼす乳糖の影響（第4,5報〉

第66四国民栄養研究協議会（1964.11) 

47. 関博麿， J 五島孜郎：

Mg欠乏が Ca,P代謝に及ぼす影響：

日本栄養食糧学会例会（1964.12)

48. 塚越ヤス，友成正毘，五島孜郎：

即席ラ｝メンのビタミン B2強化について：

東京都衛生局学会誌，.（33)'139 (1964) 

49. 道口正雄：

小麦グ、ルテンに及ぼすγ線照射の影響（4報〉

照射による小麦クソレテン中のシステイン基の変

化，：

日本農芸化学会誌， 38, (2), 100 (1964) 

50. 道日正雄：

向上 ss報〉

s H基およびSS基測定によるグルテイン照射

変性機構の検討

日本農芸化学会誌， 38, (7), 328 (1964) 

51.道口正雄：

同上（6報〉

蛋白質分解酵素に対する感受性およびトリクロ

ル酷酸濃度変化による分別蛋白の検討ー

日本農芸化学会誌， 38, (12), 576 (1964) 

52.春田三佐夫：

乳酸菌とはつ酵乳および乳酸菌飲料に関する 2'

3の問題について：

メデイヤサークノレ，（51), 1～24 (1964) 

53. 春田三佐夫：

飲用乳の選び方，飲み方：

たべものと細菌， (12),18, (13), 18 (1964) 

54. 春田三佐夫：

乳製品の選び方，使い方：

たべものと細菌， (14),18, (15), 18, (16), 18, 

(1964) 

55. 春田三佐夫：

牛乳：

臨床栄養， 25,c 4)' 25, (5) (1964) 

56. 春田三佐夫：

牛乳について正しい認識をもとう：

電波教材，（10),62-63 (1964) 

57. 春田三佐夫：

アイスクリームの衛生について：

食糧タイムス，（379)(1964) 

第5回全国アイスクリーム資材見本市講演

く184)

乳酸菌培地，特にG.Y.B.A.培地の性能について：

第21回日本公衆衛生学会（1964.9)

59. 春田三佐夫：

牛乳の衛生（分担執筆〉

食品衛生学要説（辺野喜，川城編〉 p. 138～146 

(1965）医薬歯出版KK

60. 春田三佐夫：

アイスグリ｛ムの簡易現場検査法について：

第11回乳製品検査技術懇話会講演 (1965.3) 

モダンメ・デイア掲載予定

61. 春田三佐夫：

脱脂粉乳による食中毒，イシナギの肝臓による食

中毒：

食品衛生学雑誌， 6, (1), 70, 80 (1965) 

62. 大石純一：

Myvacet (Acetylated monosglycerides) vこよる

食品のコ｛テンダについて

魚肉ソーセージ， (101),46～47 (1964) 

63. 大石純一：

食肉の色素還元反応について：

魚肉ソ｛セージ， (105), (106), 15～21 (1964) 

64. 上木英人：

犬を用いた狂犬病野外毒接種試験：

第58四日本獣医学会（1964.11)

65. 湯本芳雄，橋爪六郎：

アセチルサリチノレ酸，バルピタール（ピラピタ｛

ル中のものを含む〉の分離成績：

第四四日本薬学大会シンポジウム講演

同講演要旨集， 389(1964) 

衛生化学， 10,127 (1964) 

66. 湯本芳雄，橋爪六郎：

解熱鎮痛剤中のアセチルサリチル酸，バルピタ｛

ル（ピラピタ｛ル中のものを含む〉の分離定量：

衛生化学， 10,179～183 (1964) 

67. 田村健夫：

化粧品の毒性，皮膚刺激性などに関する研究：

衛生化学， 10,1 (1964) 

68. 田村健夫，戸谷哲也，原田裕文：

化粧品の特殊成分試験法の設定に関する研究CV)

ヘアトニツク中ピロカノレピンの分離同定法

衛生化学， 10,85 (1964) 

69. 田村健夫，小泉清太郎，長崎雅彦：

Hydroq uinonmonobenzy !etherの体内変化：

家兎における経口投与の際の体内変化



衛生化学， 10,268 (1964) 

70. 田村健夫，戸谷哲也：

へアスプレー試験法：

第四回日本薬学大会（1964.4) 

71. 田村健夫，小泉清太郎，長崎雅彦：

Hydroquinonmonobenzyletherの体内変化（第2

報〉

第四回日本薬学大会 (1964.4) 

72. 田村健夫，戸谷哲也：

c 185) 

薄層クロマトグラフイ｛による動物性ロウ主とし

てラノリン中のワセリン，鯨ロウ中のパラフイソ

の分離同定法：

第 1回全国衛研化学技術協議会 (1964.11)

73. 田村健夫，戸谷哲也：

薄層クロマトグラフイ｛による植物油，主として

ツバキ油中の流動パラフインの分離同定法：

第 1回全国衛研化学技術協議会 (1964.11)
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